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ごあいさつ

佐藤 真也　　　　　　2017-2018 年度　飯坂ロータリークラブ　会長
　　飯坂ロータリークラブは昭和33年５月５日の創立以来、歴史と
伝統を守りながら、今年で60周年の節目を迎えました。これまで
の長きにわたる地域の皆様のご支援、ご協力に心より感謝を申し上
げます。
　当クラブでは60周年に向けての活動の一環として、ここ数年に
わたり地元飯坂地区の歴史や文化を振り返り、様々なテーマで地域
の有識者の皆様を例会にゲストとしてお招きし、継続的に会員の知
識向上と歴史的価値の再認識に勉めてまいりました。この度、創立
60 周年を記念し、これまで例会でゲストの皆様にご講話いただい
た内容を「飯坂の歴史を辿る」と題し一冊の本にまとめ、飯坂の歴
史編纂誌として発刊させていただくことといたしました。この本が
皆様にとって地元飯坂の歴史の再認識と、次世代を担う子供たちへ
の伝承の一助としてご活用いただければ幸いです。

　飯坂ロータリークラブ創立60周年の記念事業は、日頃よりご厚
情を賜ります地元飯坂の皆様へのご恩返しと、地域の未来を担う子
供たちへの贈り物になるような事業を実現したいという会員一致の
思いで、飯坂の歴史編纂誌を発刊し、地域の皆様に配布させていた
だくことといたしました。温泉とともに発展と変化と遂げてきた我
がまち飯坂の歴史を、様々なテーマでわかりやすくまとめたこの本
は、飯坂の歴史に造詣の深い多数の有識者の皆様のご協力と、歴史
編纂誌編集委員会の努力により、「飯坂の歴史を辿る」という名で
飯坂の歴史を語る貴重な一冊として発刊が実現されました。ここに
厚く御礼と感謝を申し上げるとともに、地域の皆様におかれまして
は、末長くご愛読、ご活用を賜り、飯坂の歴史と文化の伝承にお役
立ていただければ幸いです。

千葉 政行　　　　　　　創立60周年記念事業実行委員会　委員長



 
“ 飯坂の歴史を辿る ”編纂の想い  

                               
『未来と、そして現在は過去から繋がっている』との言葉があるとおり、日頃、私達が町で身近に

接している古い建造物や遺産には、昔から伝承されている過去があり、それが現在まで継承されてい

るものがあります。 

そこには先人の知恵が働いており、今の人々の生活に文化的な幸せを与えています。飯坂ロータリー

クラブでは、郷土の歴史をひも解き、改めて、先人の人々の苦労を認識し、月日の経過とともに薄れ

ていく歴史をクローズアップし、消え去ってしまう伝承を記録に残すプロジェクトを考えました。 

“歴史に想いを馳せる事”によって、子供達を含む町の人々と共に過去から造られた郷土に誇りを

持ち、史跡の保存や住みよい町並み造りの啓蒙を積極的に進める事業として、この本の編纂を計画し

たわけであります。       
“歴史に想いを馳せる事” 例えば、昔は深い谷川で崖を下り、渡し船で渡り、崖をよじ登って対岸にたどりつき

ました。 しかし、今は近代的な橋（十綱橋）を何気なく簡単に渡ります。この近代的な橋にたどりつくまでの先人達の苦

労の歴史が、また、昔の町はかやぶき屋根が多い町並み、一度出火すると何十戸が類焼する大火（明治、昭和の飯

坂大火など）が伝承されているが、詳しくは一般的には記録に残されておりません。現代では耐火建築が普通となり、

また、防火体制も充実していますが、ここ迄たどりつく人々の苦労は大変なものだったろうと考えられます。この様に歴

史をひも解く事により、改めて、先人の人々の苦労を認識するとともに感謝し、主旨の啓蒙になればと思っております。   

飯坂の個々の歴史について、知識豊かに調査研究や発表をしている人々がいます。その人達の歴史

観や歴史録は飯坂の歴史を辿るにおいては貴重なもので、長く記録に残すべきものであると思います。 

ロータリークラブでは、その方たちをゲストスピーカーとしてお招きし、その内容を記録として残 

し『 飯坂の歴史を辿る 』と題して本を編纂し、各小中学校、及び各町内会に配布します。 

文調はゲストスピーカーの個性を尊重し、内容は出来るだけスピーカーの表現とおりにあらわして、

文を作りまとめました。 

本の特長としては子供達も高齢者も含めて読みやすい文章にし、挿絵や絵の説明文を工夫する事に

よって今までにない切り口の歴史の冊子を目指しております。 

また歴史文は堅い文脈が多く敬遠されがちの為、文章もカラーにし、既存の歴史書とは思えない本

とする事をモットーに 我が郷土いいざかの 『家庭の身近な歴史本』  として家庭の備本
● ●

になれば 

ロータリークラブ事業として大変意義が深いと感じております。 
 

【 編纂にご協力の方々 】 
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2014～2015 年度       ◆ 例会日／ 木曜日１２：３０    ◆ 例会場／ 飯坂温泉「伊勢屋」 
ＲＩ会長  ロン D．バートン      事務局/960-0201 福島市飯坂町字西堀切 22 (伊勢屋内) (024)543-1433 Fax(024)543-1433 

 ノーマン・ロータリークラブ（アメリカ、オクラホマ） 

 

  

第7回 [ 2692 ]回目 例会報告 平成25年 (2013） ８月22日（木）     
                  出席委員会報告 

例会場変更 【吉川屋】 
 
◆開 会 点 鐘  堀切知之 会長                            

 
◆ロ-タリｰソング 〔手に手つないで〕 畠 隆章 会員            
 
◆四つのテストの唱和 堀江征夫 職業奉仕委員

『 刀から辿る旧湯野村三州刈谷藩 陣屋の姿 』 

 

◆ ゲストスピーチ           刀 剣  鞘 師  小野 幸一  様 (2013.8.22)  

ただ今、ご紹介いただきました刀剣の鞘を作って

おります小野幸一でございます。宜しくお願いいた

します。ロータリークラブでの講演は、大体７度目

ぐらいになると思いますが、一番始めは３０数年前

の小笠原長史先生が会長さんの時で、お話をしたこ

とを原稿に起こしていただいたのは徳富先生でし

た。いずれも故人になってしまって非常に残念に思います。さて、今まで刀に関する基礎的な話や合戦の

話をしてきましたが、今回はちょっと話題を変えまして、私がどうしてこんな刀の鞘を作るようになった

のかというお話をしたいと思います。それともう一つ、湯野に刈谷藩の陣屋がありました。その刈谷藩の

陣屋についてもお話をしたいと思います。刀に興味を持ったのは、５０年ほど前、私が２０代の前半のと

きでした。たまたま刀の収集をしている方と知り合うことになりまして、その方に刀を見せてもらったり、

刀の魅力についてのお話を聞いたり、本を借りて読んだりしているうちに、大変良い物であり、魅力的な

物だということで、私もそれにハマっていき、刀の収集を始めました。 

 その頃はまだ刀は大変安かったのです。サラリーマンの給料で私でも１０本ぐらいは集められることが 

あったのです。これを集めた後に、やはりで研いでもらったり、鞘を作ったりしなくてはならないのです

が、そのときちょうど泉に平原さんという刀の研ぎ師さんがおりましたので、そこに出入りするようにな

りました。その方はもともと新潟出身で、東京に刀研ぎの弟子に入って、そのまま東京で独立をして刀研

ぎをしていたのですが戦争が始まると、その方が今度は兵隊に引っ張られまして、兵隊に行くのですが、

帰ってきたら東京は焼け野原で、奥さんは疎開して居なかったそうです。その奥さんが福島市出身であっ 

会員総数 29 名  
出席会員 18 名  
欠席会員 11 名 
出席率  62.07% 

  飯坂ロータリークラブ 
創   立   昭和 33 年（1958）5 月 5 日 

ガバナー    渡 邉 公 平 

ガバナー補佐   紺 野 義 人 

会   長     堀 切 知 之 

幹   事     村 田 安 啓 

      

週  報  

言行は此れに照らしてから 
 四つのテスト   

1,  真実 か どうか 

2,  みんなに 公平か 

3, 好意と友情を深めるか 

4, みんなの為に なるかどうか 
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たために、奥さんは福島の方に疎開していました。それを頼って平原

さんは福島に来て、福島での生活が始まったのです。 戦後、刀とい

うのは一時大変廃れてしまって、刀関係の人達は誰も刀の仕事をす

ることができないぐらい落ちぶれてしまいました。平原さんも戦後

は福島製作所の工場勤めをやっており、その後にオリンピックがあ

って、その手前あたりから、日本の中の景気が良くなってきて、色々

な骨董品の価格も値上りして、研ぎの仕事に平原さんも戻りました。

戻ってみて、福島でたった一人で研ぎをやるものの、鞘も作ってない

と裸では研ぎができないのです。 それで自分の以前からの知り合い

であった東京の人に刀を送って、鞘を作ってもらったり、また、仙台

に鞘師が一人残っていたのですが、そこに奥さんが汽車に乗って、１

本ずつ刀を抱えて行き、鞘ができたらまた汽車に乗って取りに行くというような大変な状況でした。  

私も何回か出入りしているうちに、『誰か鞘を福島で作ってくれる人がいれば助かるのだけどなぁ…』

という話を何回も聞きました。私はまだ勤めておりましたから、そんなことで食べていけるのか心配だっ

たのですが、「いや、今は仕事がいっぱい入ってきていて、仕事はあるから食べてはいかれるよ。」という

ことだったのです。じゃあ、鞘を作るのをどこで覚えるのだということになり、その頃、上野の国立博物

館で、日本でそういう技術が廃れてしまうということに危機感を持っていて、全く何も鞘作りを知らない

人にでも見せて、ある程度話をしてくれるという講習会がありました。旅費も宿泊費も自分で負担しなく

てはならなかったのですが、博物館で見ることができることとなったのです。私もそういうことがあるの

では見に行こうとしましたら、その時点で今度は代々木に刀剣専門の博物館ができました。 

そこで今度は本気になってそういう職方を育てていくことになるということで、上野の博物館の場合は講

習会という名前でしたが、講習会というのはあくまでもどういうふうにして作るのか見せることで、代々

木の刀剣博物館で募集したのは研修員という形でした。研修員は直接指導を受け、一人一人について作る

ことを教えていくということです。それに採用されれば、交通費も宿泊費も全部博物館で負担するという

ことでした。これは良い条件だと思って、すぐに応募したのですが、それだけの博物館が本腰を入れてい

るということですから、どのくらいの技術があるのか一度見たいということなのです。私はサラリーマン

をしていて作ることができなかったのですが、一応毎年コンクールがあるので、そのコンクールに一度出

品してくださいということになりました。どうしようかと思っていたら、たまたま桑折の缶詰工場の工場

長の久保さんという人が、やはり刀が好きで集めていて、前の赴任地の島根県の時に、そこの鞘師さんに

よる通って、自分でも作れるように毎日教わったというのです。ある程度自分で作ることができるという

ので、これはめったにない機会だし、私も通うから教えてくださいとお願いしたら快く教えてくれて、私

も勤めながら夜毎日通いました。それで久保さんに、鞘の基本を教わって、私も全国のコンクールに２年

連続出品し２年連続で入選したのです。 

それで博物館は採用するということで、その時は１年で全国各地から５人でした。１週間滞在してびっ

ちり教わるのですが、それを３年間、それが終わると研修修了証がいただけるわけです。日本で第一人者

と言われた広井信一先生という先生に、直々に３年間師事しました。全くの素人で鉋
かんな

かけひとつできなか

ったところから、年々私も成長していって覚えたわけですが、その後研修が終わると、今度は自分の努力

次第です。夢中になって私も色々やって、先生に個人的に行って教えていただいたり、研修会へ行ったり、

色々な方にご教授を願いました。ちょうど私も３０歳で刀剣の外装工房を開きました。それから自分で少

しずつやっていたのですが、なかなか直ぐにはお客さんが居るわけではありません。私を送り出した平原

さんという研ぎ師さんの仕事を主にやっていこうと、それで何とかなるだろうと考えていたのですが、そ

の後、コンクールが毎年ありましたので、私は私なりに出していきました。今度は３回、賞を取ることが

できました。３回賞を取った時点で、全国の刀関係の機関紙に名前が出ますから、皆に分かってしまうわ

けです。そうすると、刀鍛冶や研ぎ師や刀屋さんから色々な問い合わせがあって、注文が入ってくるわけ

です。私はそういうふうにして、特殊な人柄の仕事があるので、別に家に看板を掲げませんでした。普通

の家なので何をやっているか分からないということで、ある時、そういう機関紙を見て東京から一人のお

客さんが訪ねてきました。全国的な本に載っているのだから、飯坂の町の中でそういう仕事をしている人

を当然知っているのだろうという考えで来たのですが、新幹線に乗って飯坂温泉駅で降りて、タクシーの
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運転手さんに、「小野幸一さんという刀の鞘を作っている人のところにやってくれ」と言ったら「ええっ！

飯坂に刀の鞘を作っている人が居るのですか？」と言われたというのです。その時、私が仕事して１０年

ぐらい経っていたのですが、それでも周りは分からず、家に来たお客さんは、わざわざ東京から来たのに、
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れれば、すぐにでも教えるのですが、やはり全生活を掛けて、子供を育てて、
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伊達からも「刈谷藩鍛冶広重作明治４年４月」と彫った大刀が出てきたのです。私が今確認しているのは

「刈谷藩鍛冶広重作」の刀は、短刀２本と大刀１本です。これはどういうことなのかということなのです
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っていく時に、腰にさしていた武士達が刀を売って、お金に代えて帰っていったのではないか、そういう

刀ではないかと思っていたのですが、よくよく考えてみたら、武士が腰にさしている時には、必ず“拵
こしら

え”

が付いています。というのは、「柄
え

」や「鞘
さ や

」や「鍔
が く

」が付いているのは当たり前なのですが、私が確認し

た３本は全く裸だったのです。何も付いていませんでした。これは武士が腰にさしていたのでは無いとい

う判断を私はしました。それから、大小をさしていますので、かならず脇差も出ます。ところが脇差が１

本も出ないのです。短刀と長い刀というのは何なのだろうということになって、私はこの刈谷藩について

調べ始めました。刈谷藩の湯野陣屋というのは、寛政４年（１７９２年）６月１５日、三河の国の刈谷藩

主の土井利教の頃に、百姓一揆が三河の国であったそうです。大変な百姓一揆だったようですが、うまく

領主が抑えられなかったのですね。そのために罰として、幕府から三河の国に２万３千石あったのですが、

そのうち１万石をこちらに飛ばされたのです。いわゆる「村代え」というものですが、１万石をここで治

めろと刈谷藩にはまだ向うに１万いくらあるのですが、飛び地で２カ所納めなくてはならないのです。こ

の伊達郡を中心に与えられた村は、今とちょっと名前が違いますが記録によりますと、伊達郡に八カ村、

大波村、平沢村、成田村、板谷内村、塩の目村、下桑折村 増田村。そして信夫郡に、小倉寺村、岡部村、

町大笹生村、田沢村、この１２カ村を刈谷藩で治めるということだったのです。この１２カ村を支配する

ために、どこに陣屋を作るかということになったのですが、この村の中で一番大きかったのが、湯野村だ

ったのです。というわけで湯野村の字高畑という所に陣屋を作ることに決まりました。これは、今の西根

神社が立っている場所です。そこに陣屋を設けました。後は周りとの村と交通の便も良かったのですね。

飯坂町湯野、西根神社入口に 
ある三州刈谷藩分領、 

湯野陣屋跡地の碑 

たために、奥さんは福島の方に疎開していました。それを頼って平原

さんは福島に来て、福島での生活が始まったのです。 戦後、刀とい

うのは一時大変廃れてしまって、刀関係の人達は誰も刀の仕事をす

ることができないぐらい落ちぶれてしまいました。平原さんも戦後

は福島製作所の工場勤めをやっており、その後にオリンピックがあ

って、その手前あたりから、日本の中の景気が良くなってきて、色々

な骨董品の価格も値上りして、研ぎの仕事に平原さんも戻りました。

戻ってみて、福島でたった一人で研ぎをやるものの、鞘も作ってない

と裸では研ぎができないのです。 それで自分の以前からの知り合い

であった東京の人に刀を送って、鞘を作ってもらったり、また、仙台

に鞘師が一人残っていたのですが、そこに奥さんが汽車に乗って、１

本ずつ刀を抱えて行き、鞘ができたらまた汽車に乗って取りに行くというような大変な状況でした。  

私も何回か出入りしているうちに、『誰か鞘を福島で作ってくれる人がいれば助かるのだけどなぁ…』

という話を何回も聞きました。私はまだ勤めておりましたから、そんなことで食べていけるのか心配だっ

たのですが、「いや、今は仕事がいっぱい入ってきていて、仕事はあるから食べてはいかれるよ。」という

ことだったのです。じゃあ、鞘を作るのをどこで覚えるのだということになり、その頃、上野の国立博物

館で、日本でそういう技術が廃れてしまうということに危機感を持っていて、全く何も鞘作りを知らない

人にでも見せて、ある程度話をしてくれるという講習会がありました。旅費も宿泊費も自分で負担しなく

てはならなかったのですが、博物館で見ることができることとなったのです。私もそういうことがあるの

では見に行こうとしましたら、その時点で今度は代々木に刀剣専門の博物館ができました。 

そこで今度は本気になってそういう職方を育てていくことになるということで、上野の博物館の場合は講

習会という名前でしたが、講習会というのはあくまでもどういうふうにして作るのか見せることで、代々

木の刀剣博物館で募集したのは研修員という形でした。研修員は直接指導を受け、一人一人について作る

ことを教えていくということです。それに採用されれば、交通費も宿泊費も全部博物館で負担するという

ことでした。これは良い条件だと思って、すぐに応募したのですが、それだけの博物館が本腰を入れてい

るということですから、どのくらいの技術があるのか一度見たいということなのです。私はサラリーマン

をしていて作ることができなかったのですが、一応毎年コンクールがあるので、そのコンクールに一度出

品してくださいということになりました。どうしようかと思っていたら、たまたま桑折の缶詰工場の工場

長の久保さんという人が、やはり刀が好きで集めていて、前の赴任地の島根県の時に、そこの鞘師さんに

よる通って、自分でも作れるように毎日教わったというのです。ある程度自分で作ることができるという

ので、これはめったにない機会だし、私も通うから教えてくださいとお願いしたら快く教えてくれて、私

も勤めながら夜毎日通いました。それで久保さんに、鞘の基本を教わって、私も全国のコンクールに２年

連続出品し２年連続で入選したのです。 

それで博物館は採用するということで、その時は１年で全国各地から５人でした。１週間滞在してびっ

ちり教わるのですが、それを３年間、それが終わると研修修了証がいただけるわけです。日本で第一人者

と言われた広井信一先生という先生に、直々に３年間師事しました。全くの素人で鉋
かんな

かけひとつできなか

ったところから、年々私も成長していって覚えたわけですが、その後研修が終わると、今度は自分の努力

次第です。夢中になって私も色々やって、先生に個人的に行って教えていただいたり、研修会へ行ったり、

色々な方にご教授を願いました。ちょうど私も３０歳で刀剣の外装工房を開きました。それから自分で少

しずつやっていたのですが、なかなか直ぐにはお客さんが居るわけではありません。私を送り出した平原

さんという研ぎ師さんの仕事を主にやっていこうと、それで何とかなるだろうと考えていたのですが、そ

の後、コンクールが毎年ありましたので、私は私なりに出していきました。今度は３回、賞を取ることが

できました。３回賞を取った時点で、全国の刀関係の機関紙に名前が出ますから、皆に分かってしまうわ

けです。そうすると、刀鍛冶や研ぎ師や刀屋さんから色々な問い合わせがあって、注文が入ってくるわけ

です。私はそういうふうにして、特殊な人柄の仕事があるので、別に家に看板を掲げませんでした。普通

の家なので何をやっているか分からないということで、ある時、そういう機関紙を見て東京から一人のお

客さんが訪ねてきました。全国的な本に載っているのだから、飯坂の町の中でそういう仕事をしている人

を当然知っているのだろうという考えで来たのですが、新幹線に乗って飯坂温泉駅で降りて、タクシーの
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さんという研ぎ師さんの仕事を主にやっていこうと、それで何とかなるだろうと考えていたのですが、そ

の後、コンクールが毎年ありましたので、私は私なりに出していきました。今度は３回、賞を取ることが
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の家なので何をやっているか分からないということで、ある時、そういう機関紙を見て東京から一人のお
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陣屋の規模は天保時代の記録によりますと、奉行が１人、代官１

人、手代が２人、目付が１人、足軽４人、門番１人、中元が４人。

だいたい常勤は１４名であったようです。やはりあの辺の人達に

聞いて回ったのですが、うちの先祖は刈谷藩の陣屋に勤めていた

という人が何人か出てきたのです。おじいさんとか、ひいおじい

さんが刈谷藩の陣屋に勤めていたという話があったので、地区の

人もそこで働いていたのですね。それで、雑用関係の人も入れれ

ば、２０人以上はその陣屋に居たのではないかと思います。この

陣屋は牢屋も建てられておりましたし、簡素ながらも、だいたい

型通りの行政の陣屋があったようです。明治４年４月に廃藩置県が施行されましたので、刈谷藩は完全に

解体することになるのですが、廃藩置県が出てから１年間余計に、刈谷藩はあそこにおりました。明治５

年５月になって、刈谷藩の湯野陣屋は元刈谷県の出張所に名前が変わっていました。廃藩置県で藩は無く

なっていましたので、刈谷県の出張所ということで牢屋を含めた建物と敷地が、入札によって払い下げら

れました。そして、８月になってから、建物の中の色々な家具類が入札でまた払い下げられました。この

入札された物がどういう物か、これも記録が残っていますので、大体の陣屋の大きさを想定していただけ

ます。畳が１００畳、板戸が６８枚、襖２１本、障子が５６本、半障子が１０本という記録が残っていま

す。その時入札したものに対して、先ほど私がお話ししました短刀と日本刀は全く裸で出てきましたから、

私のところに鞘を作りに来ているわけで、これは何に使ったのかというと、陣屋で使う備品だったのです。

私はその後、江戸の刑罰ということで、江戸の小伝馬町でどういう刑罰をやっているのか調べてきました。 

処刑する時は必ず首に縄をかけて、うしろで縛って処刑場に連れて行きます。そのとき処刑する前に縄

を切るのが、九寸五分の短刀に決まっていたということが書いてありました。そうすると、この２本の短

刀は、その時の縄を切るためだったのではないかというふうな推測ができます。それから脇差は全く出な

い、じゃ伊達から出た脇差大刀は何に使おうとしたのか、これこそ首を切るための物じゃなかったかとい

うことなのです。ですが、実際に切ったのかということですが、もう廃藩置県に明治４年４月になってい

ますので、廃藩置県になってから向うから送ってきていますから、その刀は全く使わないままに、陣屋の

備品としてあったので、建具やなんかを売り出す時に、この大刀１振り、短刀２振りを一緒に売りたてた

物だと思います。ただ、やはりお金を持っていたのは、伏黒とか保原の方々だったので、湯野近くの人が

買えることは無かったのではないかと思います。だから向こうの方の人が買って、今でも持っているので

はないかと。そしてその後、湯野陣屋の場所は明治５年にすべて取り払って、サラ地になっていましたが、

その後明治１８年に「西根神社創建願い」を福島県に出しています。西根というのは、桑折の阿武隈川の

西側の耕地のこと西根郷をいうのですが、そこが全く水の便が悪くて、水田ができなかったのです。桑折

の西の半田山の裾野の辺り、そこからずっと北にいくまで阿武隈川は低いので水が取れませんでした。阿

武隈川の東側というのが東根郷と言いまして、そこは水が割合豊かで水田を作るのには問題は無かったよ

うでしたが、その西側の人達がどこからも水が取れないということで、江戸時代前期頃、摺上川の上流か

ら延々と水を持ってくるという工事になりました。その時に功績があった古河善兵衛、佐藤新衛門を奉ろ

うと考えていたのですが、なかなか場所が無かったらしく、たまたま刈谷藩の敷地が空きますので、空き

地になる陣屋の後に、西根神社を建てようとなったわけです。建てたのは明治１９年３月ということにな

っていますが、これも確かなことかどうかというのは結構問題になっています。県の記録によりますと、

明治１８年８月１５日西根神社創建願いというのを福島県に出しています。明治２０年１月１５日に西根

神社創立聞き届けという物を福島県知事から逆に与えられています。その時は折田平内という知事でした。

それまでの明治５年から明治１８年では、サラ地になっていて売る時には刈谷県として売ったのですが、

その後、西根神社を建てる時は福島県宛てに願いを出していますので、その後は福島県の土地になってい

たのではないかと思います。西根神社や西根堰に関しては、まだまだ私も調べているのですが、あそこは

芋がら山のかたかり
．．．．

(地形が難しく堅い)の難所といってトンネルも掘れなくて、外側に樋を作って川の上に水を

回したというようなことも色々ありますが、そこを手伝った畠一族、吉川屋さんのご先祖の方々達ですが、

あそこで西根堰を作る時に一生懸命働いて、その功績によって上杉家の裏紋をもらったというようなお話

もあり、その紋をお墓に使っているそうなのです。今日はこんなところで時間がきましたので終わりたい

と思います。  ありがとうございました。              ◆閉 会 点 鐘  会 長                   

刈谷藩湯野陣屋跡地が在った現在の西根神社 
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      『 赤川の流れを辿る   』 
 
◆ ゲストスピーチ    飯坂史跡保存会 会長 小柴俊男 様（2013.11.14）  

「お久しぶりです」と言うことと「初めまして」と言

うことが今日は重なりました。この度、私共の史跡保存
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所、とひょうする所という意味になります。鍋沢は、この場所と湯左衛門さんの下にあります。摺上川を渡る場

が、この鍋沢と言います。摺上川を渡る場ところは飯坂に２箇所あり、この鍋沢と湯野の三番坂ですが、これは

「サンパヌッカサワンカス」と言いまして、開けた所に出て浅瀬を渡る所という意味になります。ですから、私

は十綱橋の場所については、ものすごく疑問に思っております。先生方は、現在の所につり橋があったと言われ

ておりますが、十綱のそのものが「２つの谷川の出会う所」という意味になり、「トゥトゥンナイナイホパケ」

と言います。赤川から摺上の方に移りましたので、実際に赤川が流れていたという証明は、その堀切邸の洗い場、

そして、「湯沢」の“湯”は「湯の前を通り歩いて渡る所」、そして“沢”という名は「歩いて渡る所」。それは、

小柴様を紹介する佐藤喜市郎会員 

独自の資料を使って飯坂の歴史を語
る小柴飯坂史跡保存会 会長 

陣屋の規模は天保時代の記録によりますと、奉行が１人、代官１

人、手代が２人、目付が１人、足軽４人、門番１人、中元が４人。

だいたい常勤は１４名であったようです。やはりあの辺の人達に

聞いて回ったのですが、うちの先祖は刈谷藩の陣屋に勤めていた

という人が何人か出てきたのです。おじいさんとか、ひいおじい

さんが刈谷藩の陣屋に勤めていたという話があったので、地区の

人もそこで働いていたのですね。それで、雑用関係の人も入れれ

ば、２０人以上はその陣屋に居たのではないかと思います。この

陣屋は牢屋も建てられておりましたし、簡素ながらも、だいたい

型通りの行政の陣屋があったようです。明治４年４月に廃藩置県が施行されましたので、刈谷藩は完全に

解体することになるのですが、廃藩置県が出てから１年間余計に、刈谷藩はあそこにおりました。明治５

年５月になって、刈谷藩の湯野陣屋は元刈谷県の出張所に名前が変わっていました。廃藩置県で藩は無く

なっていましたので、刈谷県の出張所ということで牢屋を含めた建物と敷地が、入札によって払い下げら

れました。そして、８月になってから、建物の中の色々な家具類が入札でまた払い下げられました。この

入札された物がどういう物か、これも記録が残っていますので、大体の陣屋の大きさを想定していただけ

ます。畳が１００畳、板戸が６８枚、襖２１本、障子が５６本、半障子が１０本という記録が残っていま

す。その時入札したものに対して、先ほど私がお話ししました短刀と日本刀は全く裸で出てきましたから、

私のところに鞘を作りに来ているわけで、これは何に使ったのかというと、陣屋で使う備品だったのです。

私はその後、江戸の刑罰ということで、江戸の小伝馬町でどういう刑罰をやっているのか調べてきました。 

処刑する時は必ず首に縄をかけて、うしろで縛って処刑場に連れて行きます。そのとき処刑する前に縄

を切るのが、九寸五分の短刀に決まっていたということが書いてありました。そうすると、この２本の短

刀は、その時の縄を切るためだったのではないかというふうな推測ができます。それから脇差は全く出な

い、じゃ伊達から出た脇差大刀は何に使おうとしたのか、これこそ首を切るための物じゃなかったかとい

うことなのです。ですが、実際に切ったのかということですが、もう廃藩置県に明治４年４月になってい

ますので、廃藩置県になってから向うから送ってきていますから、その刀は全く使わないままに、陣屋の

備品としてあったので、建具やなんかを売り出す時に、この大刀１振り、短刀２振りを一緒に売りたてた

物だと思います。ただ、やはりお金を持っていたのは、伏黒とか保原の方々だったので、湯野近くの人が

買えることは無かったのではないかと思います。だから向こうの方の人が買って、今でも持っているので

はないかと。そしてその後、湯野陣屋の場所は明治５年にすべて取り払って、サラ地になっていましたが、

その後明治１８年に「西根神社創建願い」を福島県に出しています。西根というのは、桑折の阿武隈川の

西側の耕地のこと西根郷をいうのですが、そこが全く水の便が悪くて、水田ができなかったのです。桑折

の西の半田山の裾野の辺り、そこからずっと北にいくまで阿武隈川は低いので水が取れませんでした。阿

武隈川の東側というのが東根郷と言いまして、そこは水が割合豊かで水田を作るのには問題は無かったよ

うでしたが、その西側の人達がどこからも水が取れないということで、江戸時代前期頃、摺上川の上流か

ら延々と水を持ってくるという工事になりました。その時に功績があった古河善兵衛、佐藤新衛門を奉ろ

うと考えていたのですが、なかなか場所が無かったらしく、たまたま刈谷藩の敷地が空きますので、空き

地になる陣屋の後に、西根神社を建てようとなったわけです。建てたのは明治１９年３月ということにな

っていますが、これも確かなことかどうかというのは結構問題になっています。県の記録によりますと、

明治１８年８月１５日西根神社創建願いというのを福島県に出しています。明治２０年１月１５日に西根

神社創立聞き届けという物を福島県知事から逆に与えられています。その時は折田平内という知事でした。

それまでの明治５年から明治１８年では、サラ地になっていて売る時には刈谷県として売ったのですが、

その後、西根神社を建てる時は福島県宛てに願いを出していますので、その後は福島県の土地になってい

たのではないかと思います。西根神社や西根堰に関しては、まだまだ私も調べているのですが、あそこは

芋がら山のかたかり
．．．．

(地形が難しく堅い)の難所といってトンネルも掘れなくて、外側に樋を作って川の上に水を

回したというようなことも色々ありますが、そこを手伝った畠一族、吉川屋さんのご先祖の方々達ですが、

あそこで西根堰を作る時に一生懸命働いて、その功績によって上杉家の裏紋をもらったというようなお話

もあり、その紋をお墓に使っているそうなのです。今日はこんなところで時間がきましたので終わりたい

と思います。  ありがとうございました。              ◆閉 会 点 鐘  会 長                   
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芋がら山のかたかり
．．．．

(地形が難しく堅い)の難所といってトンネルも掘れなくて、外側に樋を作って川の上に水を

回したというようなことも色々ありますが、そこを手伝った畠一族、吉川屋さんのご先祖の方々達ですが、

あそこで西根堰を作る時に一生懸命働いて、その功績によって上杉家の裏紋をもらったというようなお話

もあり、その紋をお墓に使っているそうなのです。今日はこんなところで時間がきましたので終わりたい

と思います。  ありがとうございました。              ◆閉 会 点 鐘  会 長                   

刈谷藩湯野陣屋跡地が在った現在の西根神社 
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本当に山の沢の２つの意味がありますが、“沢”と“沢”の違いなのです。そ

れが１つの証明するところです。あとは夜行院坂をご存知でしょうか。町田

三味線屋さんの後ろの石垣の所です。崖なのですが、あそこからずっと古館

川の渓谷の崖になって、斎藤薬局の所まで続いておりますが、間違いなく、

あそこには沢が流れていました。その夜行院というのは「ヤコイエエン」こ

れを続けていきますと「ヤコウイン」になります。これは「波鋭い所の陸地」

という意味になります。そんなことで、その赤川が流れてきて、夜行院の崖

にぶつかって、飛沫が飛んで波鋭い所という形になって参ります。流れが変

わる前は、馬場から道場町、道場町から夜行院坂の脇に滝のように、おそら

く赤川の水が流れ落ちていたと思われます。それは何なのだということにな

りますが、この“道場”というのは「トウトウ」で「沼」、「ショウ」というのは「滝」になります。それがあっ

たということを証明するものなのです。そうして、その「トウ」である「沼」はどこにあったのかということを

考えますと、佐藤喜市郎さんのお宅に伝承されている藤太湯の由来に出てきます。俵藤太がムカデを退治して、

そして、その体を洗った所が鯖湖湯の脇にあったということが伝承されています。そうしますと、滝はその馬場

から道場町を通って、夜行院の所に落ち、その脇の方に沼があったということが、おそらくそうではないかと予

想されます。 
そして、堀切梅山太郎左衛門が何故堀を切らなければならなかったのか、地名で「御行檀」(ごぎょうだん)という所

があります。「ゴギョウダン」は「窪むこの岸」という意味になりまして、陥没した事を言っております。そこ

で陥没して、赤川縁となって、そこから流れた水がどこから流れておったのか、釜場から流れていました。釜場

は聚楽の所ですが、一番低い所なのです。その聚楽から流れた水が、二手に分かれて流れている。１つは西滝ノ

町と滝ノ町。そしてもう１つは、堀切邸の方を流れて二手に流れていった水が、堀切さんの家のすぐ近く三角の

場所があります。大水が出たりすれば、それこそ自分の家の財産を守るために、どうしなくていけないのかとい

うことを考えました。その堀の水を、他の所に流さなくてはならない。そして、あの堀を切って、現在の摺上川

に流していたというようなことが考えられます。これが、実際本当かどうかは分かりません。ただ、地名から西

滝ノ町、東滝ノ町というのは、滝のある町のことです。滝の見える町でしたら、滝見町となります。滝のあった

町だから、間違い無くこちらを流れていたと私は思っております。そんなことで、その堀切さんは歴史の資料に

は村の人の財産を守るために堀を切った（堀切と言う姓もこの事からか…‥）という話になっております。 
簡単ですが、私のスピーチにさせていただきたいと思います。今日は本当にスピーチにお誘いいただきまして、

ありがとうございました。       
 
【 佐藤喜市郎パスト会長の卓話 】  

今、小柴さんから家に伝承されているというお話がありましたが、実は私も親父から聞いたこ

とがあるのです。以前、小柴さんの前の会長さんが、うちにしょっちゅう見えられて、俵藤太の口

伝の物を、きちっとした物にしたということが残っております。実は、この吉川屋さんも俵藤太

伝説で、色々とやっておられるようです。定かかどうかは分かりませんが、小柴さんのお話を聞

きながら、私もこの地図を見ておりましたら、今の下水道工事をしているのですが、この地図だ

と八幡寺から湯町に通じる、八幡神社前の道路を福新建設さんで請け負って工事をしております。

そこの現場監督さんが私にくどくのです。最初の見積もりは１週間もかからないでできるだろう

ということだったのですが、実に３週間ほどかかっています。実際に掘ったら、小柴さんの言う通り、この地図では飯坂

小学校の裏から、うちの所を通って、湯沢から十綱橋の方に、１本の方は赤川に流れているという足跡があるのです。そ

れはうちの前に井戸がありますが、それを見ると約３.5ｍ深さの所に河原の層があるのです。家と蔵の方には、それは無

いのです。あの辺が護岸なのかなと思っております。もう１つの護岸は、八幡神社に榧の木があるのですが、あれは何百

年も立っていますから、あれが護岸にあったのではないか、この度、信陵さんが会員さんになられましたが、実は榧の木

の所に階段があるのですが、その下の空き地、今だったらはっきり分かるのですが、あの当時、信陵建設さんが資材等を

色々置いてくれてということで、あそこを取り壊したのですが、気づいた時には、現場監督さんが予算が合わないと言い

ました。掘ってみたら河原なのです。あの当時、八幡神社さんも文化財になっていましたが、ここの河原に神社があるの

かという話になりまして、私もそれ以上言うと他に波及しますのでやめていたのですが、あの辺はすべて河原だったので

す。赤川というのは、サラサラで、私もひいおじいさんの話を聞いておりますと、浅い川でちょっと大水が出ると、あっ

ちに行ったり、こっちに行ったりという川だったそうです。そういうこともありまして、実際に工事されている方のお話

では、中は本当に岩盤で間違いなく水が通ってあった形跡があります。今の小柴さんのお話は、アイヌ語の方から追いか

けていったお話ですが、掘ってみれば、当時の地質が分かる訳です。そういうことで、飯坂というのは、やはり赤川が今

現在の飯坂の真ん中を横断していたのではないかという、今のお話を聞いて確信した次第であります。 

時間となりましたので、終わらせていただきます。ありがとうございました。 

◆閉 会 点 鐘  パスト会 長 

我が郷土 飯坂の歴史に興味深く聞き 
入る飯坂ロータリークラブ会員 
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◆お客様紹介 ❀飯坂史跡保存会副会長 斎藤康夫 様 
 

∮ 今週の誕生日   ♬♬ ♬ ♬ ♬ 3 月 24 日 斎藤 孝裕 会員 ♫♫♫♫♫ 
 
 

  『 ラ ジ ウ ム  と  飯 坂 温 泉   』    
 

◆ゲストスピーカーの紹介    広報 会報委員  篠木 勝司 会員  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
◆ ゲストスピーチ    飯坂史跡保存会副会長   斎藤康夫 様（2013.3.30）   

只今、ご紹介いただいた斎藤です。皆さんが納得出来るように喋れるかどうか、雑談形

式でお話ししたいと思います。皆さんのお手元にある資料に詳細を書いておりますのでご

一読下さい。このラジウムという問題が、日本で知れ渡ったのは飯坂が最初であるという

点、しかも明治36年眞鍋嘉一郎先生

によって、温泉源湯の分析を行なっ

たという事、その前後関係を考えて

みますと、飯坂温泉がそういった意味で、温泉発祥から明治

時代も含めて温泉の治療効果が噂され白羽の矢に立ったと

いう事、その頃は日本国中のどちらかというと、飯坂が結果

的に有名だったということになると思います。今でこそ、当

時のある意味での面影はありませんが、とにかく飯坂温泉

はラジウムで一躍名を成して、そして、ラジウムの治療に対

する効用も認められ、赤川を渡った天王寺街道から左斜め

に今は無いが傷病兵の陸軍病院が、そして右斜めには鉄道

病院が出来たという事、これが総合病院の始まりでした。そ

広報委員会の「我が故郷、飯坂の歴史を辿る」というシリーズとして、今回斎藤さん

にスピーチをお願いする事になりました。斎藤さんは 83 才で飯坂温泉駅前で明治時

代から四代続く薬局店主です。まさに大正、昭和の古き飯坂の歴史を語れるただ 1

人の方です。昔ラジウム温泉で有名になった飯坂温泉の『ラジウムと温泉について』

斎藤さんにお話を頂きたいと思います。 次回シリーズについては、西堀切の蒲倉さ

ん、歴史学科専攻の女子大学生で卒業論文に“花町はいかにして表象されたか”を飯

坂の明治、大正時代の温泉の繁栄の源について提出、飯坂が遊郭として繁栄したと

いう見方で、芸者さんや女郎さんを研究し、京都民俗学会でもその論文を発表した

という大変興味深いスピーカーを５月頃に予定しております。 

 …乞うご期待を…‥ 
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篠木委員 
 

本当に山の沢の２つの意味がありますが、“沢”と“沢”の違いなのです。そ

れが１つの証明するところです。あとは夜行院坂をご存知でしょうか。町田

三味線屋さんの後ろの石垣の所です。崖なのですが、あそこからずっと古館

川の渓谷の崖になって、斎藤薬局の所まで続いておりますが、間違いなく、

あそこには沢が流れていました。その夜行院というのは「ヤコイエエン」こ

れを続けていきますと「ヤコウイン」になります。これは「波鋭い所の陸地」

という意味になります。そんなことで、その赤川が流れてきて、夜行院の崖

にぶつかって、飛沫が飛んで波鋭い所という形になって参ります。流れが変

わる前は、馬場から道場町、道場町から夜行院坂の脇に滝のように、おそら

く赤川の水が流れ落ちていたと思われます。それは何なのだということにな

りますが、この“道場”というのは「トウトウ」で「沼」、「ショウ」というのは「滝」になります。それがあっ

たということを証明するものなのです。そうして、その「トウ」である「沼」はどこにあったのかということを

考えますと、佐藤喜市郎さんのお宅に伝承されている藤太湯の由来に出てきます。俵藤太がムカデを退治して、

そして、その体を洗った所が鯖湖湯の脇にあったということが伝承されています。そうしますと、滝はその馬場

から道場町を通って、夜行院の所に落ち、その脇の方に沼があったということが、おそらくそうではないかと予

想されます。 
そして、堀切梅山太郎左衛門が何故堀を切らなければならなかったのか、地名で「御行檀」(ごぎょうだん)という所

があります。「ゴギョウダン」は「窪むこの岸」という意味になりまして、陥没した事を言っております。そこ

で陥没して、赤川縁となって、そこから流れた水がどこから流れておったのか、釜場から流れていました。釜場

は聚楽の所ですが、一番低い所なのです。その聚楽から流れた水が、二手に分かれて流れている。１つは西滝ノ

町と滝ノ町。そしてもう１つは、堀切邸の方を流れて二手に流れていった水が、堀切さんの家のすぐ近く三角の

場所があります。大水が出たりすれば、それこそ自分の家の財産を守るために、どうしなくていけないのかとい

うことを考えました。その堀の水を、他の所に流さなくてはならない。そして、あの堀を切って、現在の摺上川

に流していたというようなことが考えられます。これが、実際本当かどうかは分かりません。ただ、地名から西

滝ノ町、東滝ノ町というのは、滝のある町のことです。滝の見える町でしたら、滝見町となります。滝のあった

町だから、間違い無くこちらを流れていたと私は思っております。そんなことで、その堀切さんは歴史の資料に

は村の人の財産を守るために堀を切った（堀切と言う姓もこの事からか…‥）という話になっております。 
簡単ですが、私のスピーチにさせていただきたいと思います。今日は本当にスピーチにお誘いいただきまして、

ありがとうございました。       
 
【 佐藤喜市郎パスト会長の卓話 】  

今、小柴さんから家に伝承されているというお話がありましたが、実は私も親父から聞いたこ

とがあるのです。以前、小柴さんの前の会長さんが、うちにしょっちゅう見えられて、俵藤太の口

伝の物を、きちっとした物にしたということが残っております。実は、この吉川屋さんも俵藤太

伝説で、色々とやっておられるようです。定かかどうかは分かりませんが、小柴さんのお話を聞

きながら、私もこの地図を見ておりましたら、今の下水道工事をしているのですが、この地図だ

と八幡寺から湯町に通じる、八幡神社前の道路を福新建設さんで請け負って工事をしております。

そこの現場監督さんが私にくどくのです。最初の見積もりは１週間もかからないでできるだろう

ということだったのですが、実に３週間ほどかかっています。実際に掘ったら、小柴さんの言う通り、この地図では飯坂

小学校の裏から、うちの所を通って、湯沢から十綱橋の方に、１本の方は赤川に流れているという足跡があるのです。そ

れはうちの前に井戸がありますが、それを見ると約３.5ｍ深さの所に河原の層があるのです。家と蔵の方には、それは無

いのです。あの辺が護岸なのかなと思っております。もう１つの護岸は、八幡神社に榧の木があるのですが、あれは何百

年も立っていますから、あれが護岸にあったのではないか、この度、信陵さんが会員さんになられましたが、実は榧の木

の所に階段があるのですが、その下の空き地、今だったらはっきり分かるのですが、あの当時、信陵建設さんが資材等を

色々置いてくれてということで、あそこを取り壊したのですが、気づいた時には、現場監督さんが予算が合わないと言い

ました。掘ってみたら河原なのです。あの当時、八幡神社さんも文化財になっていましたが、ここの河原に神社があるの

かという話になりまして、私もそれ以上言うと他に波及しますのでやめていたのですが、あの辺はすべて河原だったので

す。赤川というのは、サラサラで、私もひいおじいさんの話を聞いておりますと、浅い川でちょっと大水が出ると、あっ

ちに行ったり、こっちに行ったりという川だったそうです。そういうこともありまして、実際に工事されている方のお話

では、中は本当に岩盤で間違いなく水が通ってあった形跡があります。今の小柴さんのお話は、アイヌ語の方から追いか

けていったお話ですが、掘ってみれば、当時の地質が分かる訳です。そういうことで、飯坂というのは、やはり赤川が今

現在の飯坂の真ん中を横断していたのではないかという、今のお話を聞いて確信した次第であります。 

時間となりましたので、終わらせていただきます。ありがとうございました。 
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本当に山の沢の２つの意味がありますが、“沢”と“沢”の違いなのです。そ

れが１つの証明するところです。あとは夜行院坂をご存知でしょうか。町田

三味線屋さんの後ろの石垣の所です。崖なのですが、あそこからずっと古館

川の渓谷の崖になって、斎藤薬局の所まで続いておりますが、間違いなく、

あそこには沢が流れていました。その夜行院というのは「ヤコイエエン」こ

れを続けていきますと「ヤコウイン」になります。これは「波鋭い所の陸地」

という意味になります。そんなことで、その赤川が流れてきて、夜行院の崖

にぶつかって、飛沫が飛んで波鋭い所という形になって参ります。流れが変

わる前は、馬場から道場町、道場町から夜行院坂の脇に滝のように、おそら

く赤川の水が流れ落ちていたと思われます。それは何なのだということにな

りますが、この“道場”というのは「トウトウ」で「沼」、「ショウ」というのは「滝」になります。それがあっ

たということを証明するものなのです。そうして、その「トウ」である「沼」はどこにあったのかということを

考えますと、佐藤喜市郎さんのお宅に伝承されている藤太湯の由来に出てきます。俵藤太がムカデを退治して、

そして、その体を洗った所が鯖湖湯の脇にあったということが伝承されています。そうしますと、滝はその馬場

から道場町を通って、夜行院の所に落ち、その脇の方に沼があったということが、おそらくそうではないかと予

想されます。 
そして、堀切梅山太郎左衛門が何故堀を切らなければならなかったのか、地名で「御行檀」(ごぎょうだん)という所

があります。「ゴギョウダン」は「窪むこの岸」という意味になりまして、陥没した事を言っております。そこ

で陥没して、赤川縁となって、そこから流れた水がどこから流れておったのか、釜場から流れていました。釜場

は聚楽の所ですが、一番低い所なのです。その聚楽から流れた水が、二手に分かれて流れている。１つは西滝ノ

町と滝ノ町。そしてもう１つは、堀切邸の方を流れて二手に流れていった水が、堀切さんの家のすぐ近く三角の

場所があります。大水が出たりすれば、それこそ自分の家の財産を守るために、どうしなくていけないのかとい

うことを考えました。その堀の水を、他の所に流さなくてはならない。そして、あの堀を切って、現在の摺上川

に流していたというようなことが考えられます。これが、実際本当かどうかは分かりません。ただ、地名から西

滝ノ町、東滝ノ町というのは、滝のある町のことです。滝の見える町でしたら、滝見町となります。滝のあった

町だから、間違い無くこちらを流れていたと私は思っております。そんなことで、その堀切さんは歴史の資料に

は村の人の財産を守るために堀を切った（堀切と言う姓もこの事からか…‥）という話になっております。 
簡単ですが、私のスピーチにさせていただきたいと思います。今日は本当にスピーチにお誘いいただきまして、

ありがとうございました。       
 
【 佐藤喜市郎パスト会長の卓話 】  

今、小柴さんから家に伝承されているというお話がありましたが、実は私も親父から聞いたこ

とがあるのです。以前、小柴さんの前の会長さんが、うちにしょっちゅう見えられて、俵藤太の口

伝の物を、きちっとした物にしたということが残っております。実は、この吉川屋さんも俵藤太

伝説で、色々とやっておられるようです。定かかどうかは分かりませんが、小柴さんのお話を聞

きながら、私もこの地図を見ておりましたら、今の下水道工事をしているのですが、この地図だ

と八幡寺から湯町に通じる、八幡神社前の道路を福新建設さんで請け負って工事をしております。

そこの現場監督さんが私にくどくのです。最初の見積もりは１週間もかからないでできるだろう

ということだったのですが、実に３週間ほどかかっています。実際に掘ったら、小柴さんの言う通り、この地図では飯坂

小学校の裏から、うちの所を通って、湯沢から十綱橋の方に、１本の方は赤川に流れているという足跡があるのです。そ

れはうちの前に井戸がありますが、それを見ると約３.5ｍ深さの所に河原の層があるのです。家と蔵の方には、それは無

いのです。あの辺が護岸なのかなと思っております。もう１つの護岸は、八幡神社に榧の木があるのですが、あれは何百

年も立っていますから、あれが護岸にあったのではないか、この度、信陵さんが会員さんになられましたが、実は榧の木

の所に階段があるのですが、その下の空き地、今だったらはっきり分かるのですが、あの当時、信陵建設さんが資材等を

色々置いてくれてということで、あそこを取り壊したのですが、気づいた時には、現場監督さんが予算が合わないと言い

ました。掘ってみたら河原なのです。あの当時、八幡神社さんも文化財になっていましたが、ここの河原に神社があるの

かという話になりまして、私もそれ以上言うと他に波及しますのでやめていたのですが、あの辺はすべて河原だったので

す。赤川というのは、サラサラで、私もひいおじいさんの話を聞いておりますと、浅い川でちょっと大水が出ると、あっ

ちに行ったり、こっちに行ったりという川だったそうです。そういうこともありまして、実際に工事されている方のお話

では、中は本当に岩盤で間違いなく水が通ってあった形跡があります。今の小柴さんのお話は、アイヌ語の方から追いか

けていったお話ですが、掘ってみれば、当時の地質が分かる訳です。そういうことで、飯坂というのは、やはり赤川が今

現在の飯坂の真ん中を横断していたのではないかという、今のお話を聞いて確信した次第であります。 

時間となりましたので、終わらせていただきます。ありがとうございました。 

◆閉 会 点 鐘  パスト会 長 

我が郷土 飯坂の歴史に興味深く聞き 
入る飯坂ロータリークラブ会員 
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れを考えれば、もう少し今の飯坂が、そういった形で意を汲んでいただくと、旅館の業者さんからいったら、も

っと生きるのではないかと思います。とにかく「他の温泉は素晴らしい」と言いながら「飯坂はどうなのだ」と

聞くと「さあ」と言う人が多いと思います。しかも、業者の中でも非常にそれは多い事を考えると、とても残念

でその点、ある意味で問題視しなければならないと思っておりますが、如何ともし難い思いもあります。 
 私は好きで好きな事を研究してきたのですが、ここに書くにもでたらめは書けませんので、私なりに徹底的に

調べて、まとめ上げたつもりです。せめて飯坂について、この位は頭の片隅に入れておいていただきたいと思っ

ております。これから回して見ていただきますが、これがその時の証明で、日本でも最初にラジウムの取っ掛か

りとなり、眞鍋嘉一郎先生が飯坂に来て研究をして、疑問に思いながらド

イツに行って、ドイツで勉強し、そしてドイツで研究してきたお土産とし

て下さった物です。どちらにして

も、現存するのは博物館にあるか

どうか、せいぜい全国で２，３個

だと思います。これは「スピンザ

リ・スコープ」と言いますが、夜

の闇夜でこれを見ていただくと、

ラジウム放射線が青白い色で跳

ね返って来るのが分かる、私達

の目に見える唯一の道具になる

訳ですが放射能が光となって見

える物的証拠で極端なところ、飯坂温泉での発見の“きっかけ”になったものです。日本で一番の取っ掛かりは、

眞鍋嘉一郎先生が“温泉はラジウムを含んでいるのではないだろうか” となった事です。 
一応、具体的なラジウム線は、眞鍋先生とスピンザリ・スコープと温泉とを結びつけた事が飯坂が始めてだとい

う事が分かります。そういった意味で、その立場は揺るぎ無い訳です。 

 
 現在までの飯坂温泉のラジウム発祥の地の歴史はひっくり返る事はありません。近代科学の出発点がある意味

において、飯坂温泉にあったという点を考えると、これは飯坂の人間として勉強しなくてはならないと思います

が、私も年ですので、そこまで勉強は出来ないし、これからは若い人達にやっていただきたいと思っております。

これだけの歴史の重みが飯坂温泉にはあるという点はしっかりと認識していただきたいと思います。 
 飯坂の遊郭について、昭和に入って今の錦町、花岡町にありまし

た。錦町、若葉町には軒並み女郎屋がありました。終戦後何年間は、

それが下宿屋に変わったり、旅館に変わったりしておりますが、実

に目まぐるしい時代の変化が、当時の目の前で起こっておりました。

終戦直後は毎日の様に私の家の角に、アメリカ兵がＭＰの腕章を付

けて立っておりましたが、若喜旅館のあった坂は、昔は二階堂写真

館や百姓屋があって、大きな銀杏の木があって木が今もあれば、良

い意味で飯坂のポイントになったと思います。花岡町の奥の十字路

まで、戦後、急速に商店（お土産屋）が出来はじめ、カフェ何々、

いわゆる今で言うと飲み屋でしょうか、戦後の飯坂が急速に観光地として変わり始めました。戦後６０年も過ぎ

て、現在はこの様な状態になってしまいましたが、町の一角一角が、飯坂の場合、時代ごとにころっと変わって

しまいました。錦町、若葉町、花岡町辺り、字にすれば色々な字名が付きますが、大きな枠でひとまとめにされ 
てきました。小学生は今の小学校の場所ではなく、昭和１５年に今の場所に小学校は移転しましたが、その前は

今の消防署のある所（古舘）にあって、私が小学校５年の時に変わったのでした。 
 

 

 

 

 

 
明治31年(1898)  ｷｭﾘー  夫妻 ラジウム発見 
 
明治36年(1903)  真鍋、飯坂温泉源泉を分析 

         ラジウム存在を発見 

明治42年(1909)  飯坂温泉大々 的に 

ラジウム温泉を宣伝 
 
明治43年(1910)  商品名ラジウム卵、売出す 

 

貴重品の「スピンザリ・スコ－プ」 
 

         歴史のロマンを感じて… 「スピンザリ・スコープ」 覗き込む会員 

キュリー夫妻の世界的発見、5 年後に既に飯坂温泉
のラジウムが発見されたとは、歴史の驚き …… 

飯坂温泉の源湯にラジウムが含むことを明 
したスピンザリ・スコ－プを手にとって説明す 
るゲストスピーカーの斎藤さん 
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「ラジウム卵」は日本近代科学の母 斎藤康夫 著書      〔季刊 ふくしま1985.2〕 抜粋   
 
なぜ「ラジウム卵」は日本の近代科学の母なのだろうと首をかしげることだろう。勿論「ラジウム卵」がキュ

リー夫妻によって発見される以前から飯坂の人々によって食べられていたからではないが、月崎縄文人等、昔か
らそれが「ラジウム卵」とは知らずに食べていたのではないだろうか。飯坂温泉のお土産に有名な「ラジウム卵」
がある。生卵を約６３度から７０度程度の温泉源湯に３０分から小一時間入れておくことによって、あの風味豊
かな味をもつ半熟卵ができるのであるが、温度の高低と時間の長短の組み合わせが卵白と卵黄の凝固点の差とあ
いまって、その店特有の微妙な味の異なりとなってあらわれる。巷に売られている「ラジウム卵」なる半熟卵は
私に言わせれば単なる「半熟卵」であり、機械的に作られた「半熟卵」で、決して「ラジウム卵」ではない。飯

坂温泉の「ラジウム卵」こそ、日本の近代科学の生みの親である事を、科学史をとおして述べてみ
たいと思う。近代科学はメンデレィフによる原子の周期律の発表によってはじまったと言われ
ている。ロシアの科学者、メンデレィフは原素（原子）の物理化学的性質の研究成果としての
原素の周期律性を表にまとめた原素の周期律
表を発表した。表の空白部分に入るはずの存在
しなければならない未確認の原子や質量や性質
が明確にされていた。ピェル・キュリーは妻の
マリー・キュリーと共に１８９８年ラジウムを
発見し、近代科学を大きく前進させた。ラジウ
ム（Ra  Radium）は質量２２６、原子番号８８

番の銀白色の放射線を有する金属であり、ピッチブレンド中にウ
ランと共存しており、臭化ラジウムとして保存される。ラジウム
の放射線は、各放射性原素のもつ放射線の標準（物指）として用
いられる。また、医療面ではラジウムエマナチオン療法として、
放射線のもつ組織破壊性を応用し、癌腫・肉腫等の悪性腫瘍の治
療に用いる等、広く医療用として利用されている。明治３６年、
東京帝国大学医学部を卒業した眞鍋は、春山胤直教授に師事、春
山教室で医療研究生活に入る。この間、研究生眞鍋は飯坂温泉に
やってくる。私の曽祖父久助と祖父徳太郎の案内で鯖湖湯をはじ
めとする温泉源湯を採取して分析を重ねた。その結果、ラジウム
の存在を確認することになった。学界に於ける眞鍋の研究発表は一大センセーションをまきおこす。飯坂温泉は
その成果をふまえ、明治４２年から大々的にラジウム温泉としての飯坂温泉を宣伝した。明治４３年、３３歳の
眞鍋はドイツに留学し、先進ヨーロッパの内科学と物理療法学（放射線医学）を三年半にわたり勉強した。帰国
後、名実共に日本の放射線医学の第一人者となった眞鍋は、私の曽祖父久助にラジウムのサンプル、いわゆるス
ピンザリ・スコープを土産物として贈呈された。スピンザリ・スコープは３５ミリフィルムのパトローネ大の、一
見顕微鏡の接眼レンズ状の真鍮の筒の中の底部に蛍光板があり、その数ミリ前に臭化ラジウムをつけた針がある。
そのラジウムから放射されるα線が蛍光板にあたり、線香花火状の美しいシンチレーション現象といわれる蛍光
を簡単に見る目的で作られた装置で、内壁は鉛板で保護され、鉛ガラスのレンズからのぞく事が出来る。近年、
いくつかの温泉でも「ラジウム卵」の土産物が販売されているが、あくまで飯坂温泉の「ラジウム卵」だけが 本
物の「ラジウム卵」である。飯坂温泉は「ラジウム卵」の日本近代科学史に占めるゆるぎない立場に誇りをもち、
天恵としての「ラジウム卵」に対して認識 を新たにするべきだろう。 

 
「ラジウム」の発見は近代科学の求める人類の平和と幸福のためであり、原爆製造による人類滅亡の為で

はない。近代科学の母「ラジウム卵」は、今日も声なき声を大にして反核を叫んでいるように私には聞こえてくる。 
 

 

 

 

最後にキュリー夫妻の娘婿である レデリック・ジョリオ・キュリーの言葉を記しておく。   
 

『…ウランの分裂もまた、二つの利用方法を見せている。…創造的目的への利用と破壊的目的への利用。 
いかんながら、科学の新しい勝利は大きな破壊力としての原子爆弾のかたちであらわれた。しかし私達は、そういう破壊的応

用につながる危険は間もなく消えうせ、人類の福祉のためにこの応用が勝ちをしめるであろう事を信じてうたがわない。』  
                                                

                 ◆閉 会 点 鐘  会長             

 

                        
                             

闇夜でスコープを見
るとラジウムの放射が
この様に見えるという 
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聞くと「さあ」と言う人が多いと思います。しかも、業者の中でも非常にそれは多い事を考えると、とても残念

でその点、ある意味で問題視しなければならないと思っておりますが、如何ともし難い思いもあります。 
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た。錦町、若葉町には軒並み女郎屋がありました。終戦後何年間は、

それが下宿屋に変わったり、旅館に変わったりしておりますが、実

に目まぐるしい時代の変化が、当時の目の前で起こっておりました。
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れを考えれば、もう少し今の飯坂が、そういった形で意を汲んでいただくと、旅館の業者さんからいったら、も

っと生きるのではないかと思います。とにかく「他の温泉は素晴らしい」と言いながら「飯坂はどうなのだ」と
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明治36年(1903)  真鍋、飯坂温泉源泉を分析 

         ラジウム存在を発見 
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『 花街 飯坂はいかにして表象されたか 』 
 

◆ゲストスピーカー 紹介          会報週報委員 篠木 勝司  

本日は『我が郷土飯坂の歴史を辿る』Part4 ということで、今回女子大生の卒業論文とし

て発表した 
『 花街 飯坂はいかにして表象されたか 』 という内容です。 
ゲストスピーカーの蒲倉さんは 東北学院大学文学部 歴史学科民族学 を専攻していて、

飯坂町に生まれ育ち、この飯坂で働いていた芸妓さん達の、時代と共に変っていく環境変

化等を分析して、卒業論文としてこの内容を提出しています。女性でありながら飯坂における女性史に切り込み、

郷土の異色の資料として飯坂ロータリーの週報にも記録として残したいと思っております。 
宜しくお願い致します。              （ 平成２５年２月 京都で行われた京都民族学会でも発表をしています。） 

 
◆ゲストスピーチ      東北学院大学文学部歴史学科 民俗学専攻   蒲倉 綾子 様 (2014.5.29)  

『花街としての飯坂の流れ ～ ～ 明治・大正・昭和 ～ ～ 』 
それでは、花町としての飯坂の流れをご紹介していきます。ただ今、ご紹介にもあり

ましたが、私は福島県庁の企画調整の情報政策課で現在働いており、その傍ら自分が

収集した飯坂町の資料の展示会というものを並行して進めております。来月の７月後

半には、東北学院大学の博物館で、私が収集した資料を２ヶ月位展示する予定でおり

ますので、是非、お時間がある方はご覧になっていただきたいと思います。 
それでは、飯坂町の時代の流れを述べていきたいと思います。因みに、元禄２年 
（１６８９年、今から３２５年前）に松尾芭蕉が飯坂を訪れた時には、すでに飯坂

には沢又楼・いずみや・綱屋・角久屋・広瀬楼・池田屋・石川楼などの多くの遊郭が

あり、その遊郭に娼妓の芸の不足を補って酒興を盛んにする芸者が存在していまし

たが、この時代の飯坂は観光地としての知名度が高いわけではなかったので、明治以降のお話から始めていきた

いと思います。 
飯坂町が世に広まったのは、明治１１年の新道（長岡～湯野道路）の工事、明治１５年から１６年の間に開か

れた飯坂新道の開通によって、交通が便利になり始めた頃からです。また、飯坂町の誕生は明治２１年です。当

時の名前は上飯坂だったのですが他の村との合併を拒否して信夫郡から独立し、飯坂の上の一字を取って飯坂と

しました。 
しかし、この明治２１年の４月には大火災があり湯町の火元から西風にあおられて、十綱町一帯に延焼し、１

７３戸が焼失してしま

いました。私はこの火災

を『第一次飯坂大火』と

呼びます。これにより、

各所に散在する遊郭を

集めて移転改築させら

れ、摺上川清流を東に眺

めて双葉楼・三更楼・銀

波楼・石川楼・いずみや・

沢又屋・米楼・池田屋・

松月楼などの大きな遊

郭が若葉町にずらりと

並び、飯坂の中心街とな

ったのです。 
飯坂大火後に遊郭を

若葉町に移転した件に

時代の流れと共に苦悩する芸妓 
さんの想いを語る蒲倉綾子さん 
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界隈）などは大正１

３年頃に枯渇して

います。さらに大

正７年には、福島
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０年を境として農

業戸数の減少と商

業戸数の増加が現

れています。勿論

これは、飯坂温泉

に来る浴客目当て

の商店（みやげもの）の増加も考えられますが、町全体が人口の増加と共に都市的性格を帯びてきたことを指し

ています。また、いわゆる飯坂電車の始まりである飯坂電気軌道株式会社の電車が大正１１年１１月着工、大正

１３年に花水坂まで片道３７銭で開通しました。これにより、遠隔地からの飯坂温泉の利用者を増加させると共

に、地元利用者も簡単に利用できるようになり、入浴利用者は益々増加していきました。因みに、この飯坂電車

ですが昭和２年３月２３日に終点が「飯坂駅」といった現在の花水坂駅から十綱橋下まで延長され「飯坂温泉駅」

と改められました。 
しかし、華々しく活動していた飯坂町も此の頃から衰退の一途を辿って行きます。ここから先は、飯坂町は「東

北一」と謳われながら、何故衰退していったのか、その歴史的流れを述べます。 
飯坂温泉の衰退は昭和６年から７年にかけて起こった満州事変によって生じました。飯坂町の第二師団が満州

駐留を命じられて満州事変に加わったことがきっかけとなり、今どき花街で遊ぶような行為は非国民な雰囲気で、

芸妓自身もなんとなく引け目を感じていき、温泉街で遊ぶ人も少なくなっていったそうです。そして、この沈滞

する時期、昭和１０年に西条八十の作詞と中山晋平の作曲で「飯坂小唄」が発表されました。西条と中山という

黄金コンビで作られた「飯坂小唄」

は、おそらく不況で落ち込んでい

る飯坂町に明るい風を吹き込むた

めのものであったのでしょう。 
しかし、その後の昭和１２年か

ら２０年までの日中戦争（及び大平

洋戦争）により、飯坂湯野の花の町

は火が消えたようになってしまい

ました。満州事変の頃は、自粛ムー

ドで済まされたことが日中戦争に

なると、大げさ宴会は中止しろ、三

味線は爪弾き（バチは使わず爪で）程

度にして人の目に付かないように

しろなどの命令が国から出され、

段々と芸妓の働く場所が狭めら

れ、最後には歌舞音曲を一切停止

をせよという命令が出されたこと
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で芸妓の働く場所が閉ざされていきました。もっとも、この事変で旧飯坂だけで現役兵が陸軍３６７人、海軍８

７人の計４５４人、応召兵３４８人で合計８０２人、人口約８０００人の約１割の２１歳から３８歳までの男子

が戦争に参加したので（うち戦死者約１００人）良心的にも遊芸会を楽しむことができなくなり、こうして職場

を失った芸妓達は芸妓をやめて実家に帰ったり、旅館の下働き等をしていったといいます。そして、この時に軍

人援護会福島県支部から中国にいる郷土部隊の芸能慰問の要請がきていたこともあって、芸妓屋組合から慰問団

を組織して皇軍慰問をすることになりました。 
ここからは簡単に慰問団の行動の流れを紹介します。慰問団団長 軍人援護会福島県支部 主事 瀬川源助、

副団長 飯坂芸妓置屋組合代表 高橋毅一、世話役 今井くに（牡丹）、団員はお姉さん芸妓７名の総勢１０名

で、因みに服装は白いワイシャツに小豆色のネク

タイ、紺色のセビロに紺色のスカート、白いタイ

ツに黒の短靴を履いて紺色の戦闘帽を被り、左腕

に白にグリーン色で福島県郷土部隊慰問団と染

め抜いた腕章をしていました。 
昭和１６年１０月初旬、八幡神社に勢ぞろいし

て、目的達成の祈願をし、町民に見送られて長崎

港へ１０月８日長崎港から上海に向かって進み、

上海に上陸するや休む暇もなく汽車に乗り南京

を経てハンカオに行きました。 
ここで部隊長と面会し、すぐに軍用トラックに

乗せられ、トラックの前方には機関銃が据え付け

られトラック周辺には兵士達が人垣を作ってく

れ、その中に７個の「こおり」（今でいう衣装ケー

ス）を置きその上に腰を下しました。戦いの最中

であるから道路は悪く、車の揺れは甚だしいもの

でした。こうして、毎日２０里（８０キロ）３０

里（１２０キロ）と飛ばし、中支派遣の内山部隊

の小林部隊、太田部隊など、郷土の兵隊さんの居

られる所を次々に慰問しました。そこでは１００

人、多い時で５００人、６００人と集まった兵隊

さんに、唄と踊りをお披露目したそうです。レコードと三味線しか持って行けなかったため、レコード物や三味

線歌だけしか、お目にかけられませんでしたが、それでも兵隊さんは大層喜んで時間いっぱい観たり聴いたりし

てくれました。このようにして慰問を６０日間続け、昭和１６年１２月５日上海をたって、また長崎に着き大阪

へそれから成田のお不動様へ御礼詣りをして、兵隊さんが凱旋するような気持ちで飯坂に帰ってきたと言います。 
その間非常に困ったのは、良い水

が無かったことでした。水が悪いか

ら注意しろと口癖のように言ってい

ましたが、遂に２人の病人を出して

しまったのです。また、食事にも最初

は困りました。兵隊さんと同じく「ヒ

エ」や「コーリャン」のご飯で粘り気

も何も無く、これがご飯かと思われ

るもので最初は嗚咽（おえつ）が止ま

らなかったのですが、食べないでは

動けないから食べたので、後は何の

苦も無く食べられるようになりまし

た。また、蠅の多いのにも困ったそう

です。食べ物の周囲になると土の色

も分からぬほど蠅が飛び回っていま 明治後期頃から飯坂町には金融業、（無人講等含む）が誕生していた。 
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した。非常に驚いたのは、次の慰

問場所に移動する時、護衛の兵隊

さんから『砲撃があるかもしれな

いから驚くな』と注意されたとい

うことです。ズシーンという腸わ

たを揺さぶるような音がした瞬

間、ものすごい音響と共に砲弾が

炸裂しました。この時は誰も目を

つぶって生きた心地がしなかっ

たと言います。それから困ったの

は、風呂に入ることだったそうで

す。風呂は土を掘って周囲に石を

並べ、その上にドラム缶を置き、

それに水を入れて下から火を焚

いて湯を沸かして入るものだっ

たため、身長が低い者は上がる時

に湯の中に上がり台が無いから醜い格好で何とか上がるしかありませんでした。その上、大きな中国人が木を焚

いていたり、水を足したりして、ギョロギョロ見ながら風呂の周囲に居るので、ゆっくり疲れを癒すことができ

ませんでした。夜に寝る時は毛布を一人２枚渡されました。１枚は敷いて、２枚目は着て寝るのですが大陸は夜

は寒くて安眠できなかったそうです。１番気の毒だったのは、郷土の兵隊さん方から、家族の人々に宛てた手紙

を依頼されることだと言います。最初は、全部持って行けるものとしてみな預かって上海を出ましたが、全部持

って帰国できないことが判明して、手紙を全部開封して、家族に必要欠くべからざるもののみ選び、各自三味線

の胴の皮をはがし、その中に手紙を入れて皮を張って持ち帰って、それを帰国後郵送したと言います。 
なお、この慰問に要した費用は、県から２００円補助されただけで、後は全部組合で負担しました。この皇軍

慰問団の派遣は、飯坂芸妓屋組合として、全く前代未曾有のことで、飯坂町としても画期的な出来事であったと

いいます。 
さらに、飯坂の衰退に拍車を加えたのが、昭和１６年から２０年まで５年間続いた太平洋戦争です。昭和１９

年には、福島警察署内に疎開児童協議会が開かれ、飯坂、湯野に東京荒川区と中野区の児童３２５０人を引き受

けるよう申し渡しがあり、あらゆる旅館や料理屋は全部疎開児童の寮になり、カフェは大衆食堂に代わりました。

旅館の下働きに転じた芸妓達は疎開児童の寮母となって働いたといいます。『大鳥城余禄』の著者・菅野先生は

「国民学校３年なので非常にあどけなく、わ

ざわざ花水坂駅に下車させ、町に慣れさせる

という配慮から、徒歩で桝屋まで歩かせたと

いいます。道路の両脇から町民が人垣を作っ

て、彼らを見送っていたが親元から離れた可

憐な子供達を見て涙を流さない者は居なかっ

た」と当時を回想しています。また、芸妓置屋

は大体下宿屋になって、下宿名簿まで作って

営業を開始したが、疎開児童の寮にも関わら

なければならず、その準備に忙殺されたそう

です。さらに、廃業する為には廃業願いを福島

警察署長に出さねばならず、許可証が配付さ

れるまで休業したり、電話を設置したりと

様々な困難があったと言います。 
このように太平洋戦争下では、飯坂町の各旅館が疎開児童の寮として機能をはたしていたため、そこで働く芸

妓はかなり忙しかったであろうことが読み取れます。昭和５８年の『福島の町と村Ⅱ』には「かつての温泉街は

火が消えたよう」との記述があります。さらに飯坂町を追い込んだのは、昭和１９年７月の『第二次飯坂大火』

でした。当時飯坂国民学校の女性教員であった茨城きよの自宅（橋本館の差し向かいにあった八百屋の２階）での出火が
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原因でありました。茨城きよが突然訪問したお婿さんをもてなそうと、台所で火をおこして湯を沸かし、十能で

応接間の火鉢に火をとり、お茶を入れて話をしている間にあやまって火を廊下に落としてしまった火で、台所と

応接間の間から出火したことが原因ではないかと（一説には天ぷら鍋からの説もあり）考えられています。火は十綱橋

より北方へ燃え広がり、湯野屋・綿屋・信夫屋・前野屋・亀の江等、湯野町の繁華街が次々に焼け、稲荷屋に至

って一時火の勢いが衰えたのですが、亜鉛板葺の屋根が燃え落ち火柱は上がったそうです。また、消防手となる

男性が皆動員されていて、老年者ばかりなので住宅を破壊して火を食い止めることができず、火は稲荷屋から川

を越して若喜旅館に燃え移り、さらに南の十綱町に向かってしまいました。そして、３時間余り燃え続け、立町

あたりでようやく鎮火しました。これにより飯坂では住宅１３６棟、非住宅が３６棟、湯野では住宅６５棟、非

住宅が１０棟という被害が出ました。そして、まだ復興もしていない中、飯坂町は終戦を迎える事になった訳で

す。 
終戦後は、福島にも進駐軍の司令部がおかれ、マグダモット司令官が乗り込んできて、今までの日本のしきた

りの廃止や改正をしました。さらに進駐軍は芸妓と芸妓置屋の前借り関係に目を付け（戦争で芸妓が職を失った時も芸

妓と芸妓置屋の前借関係はそのままであった）その関係を棒引きにし、芸妓置屋

の解散を命じました。そして全部の芸妓を警察署に集め、今まで届け

てあった署の書類を全部芸妓個人個人に渡してしまいました。これに

より、組合も今後のことを恐れ、従来の記録や書類を全部隠滅したと

言います。しかし一方で、『大鳥城余禄』に登場するK氏によると、進

駐軍は「芸子ガールを出せ」と終始一貫しない命令を町長と組合長に
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飯坂温泉の芸妓達の文化に聞き入る飯坂ロ 
ータリー会員の皆さん 

 

した。非常に驚いたのは、次の慰

問場所に移動する時、護衛の兵隊

さんから『砲撃があるかもしれな

いから驚くな』と注意されたとい

うことです。ズシーンという腸わ

たを揺さぶるような音がした瞬

間、ものすごい音響と共に砲弾が

炸裂しました。この時は誰も目を

つぶって生きた心地がしなかっ

たと言います。それから困ったの

は、風呂に入ることだったそうで

す。風呂は土を掘って周囲に石を

並べ、その上にドラム缶を置き、

それに水を入れて下から火を焚

いて湯を沸かして入るものだっ

たため、身長が低い者は上がる時

に湯の中に上がり台が無いから醜い格好で何とか上がるしかありませんでした。その上、大きな中国人が木を焚

いていたり、水を足したりして、ギョロギョロ見ながら風呂の周囲に居るので、ゆっくり疲れを癒すことができ

ませんでした。夜に寝る時は毛布を一人２枚渡されました。１枚は敷いて、２枚目は着て寝るのですが大陸は夜

は寒くて安眠できなかったそうです。１番気の毒だったのは、郷土の兵隊さん方から、家族の人々に宛てた手紙

を依頼されることだと言います。最初は、全部持って行けるものとしてみな預かって上海を出ましたが、全部持

って帰国できないことが判明して、手紙を全部開封して、家族に必要欠くべからざるもののみ選び、各自三味線

の胴の皮をはがし、その中に手紙を入れて皮を張って持ち帰って、それを帰国後郵送したと言います。 
なお、この慰問に要した費用は、県から２００円補助されただけで、後は全部組合で負担しました。この皇軍

慰問団の派遣は、飯坂芸妓屋組合として、全く前代未曾有のことで、飯坂町としても画期的な出来事であったと

いいます。 
さらに、飯坂の衰退に拍車を加えたのが、昭和１６年から２０年まで５年間続いた太平洋戦争です。昭和１９

年には、福島警察署内に疎開児童協議会が開かれ、飯坂、湯野に東京荒川区と中野区の児童３２５０人を引き受

けるよう申し渡しがあり、あらゆる旅館や料理屋は全部疎開児童の寮になり、カフェは大衆食堂に代わりました。

旅館の下働きに転じた芸妓達は疎開児童の寮母となって働いたといいます。『大鳥城余禄』の著者・菅野先生は

「国民学校３年なので非常にあどけなく、わ

ざわざ花水坂駅に下車させ、町に慣れさせる

という配慮から、徒歩で桝屋まで歩かせたと

いいます。道路の両脇から町民が人垣を作っ

て、彼らを見送っていたが親元から離れた可

憐な子供達を見て涙を流さない者は居なかっ

た」と当時を回想しています。また、芸妓置屋

は大体下宿屋になって、下宿名簿まで作って

営業を開始したが、疎開児童の寮にも関わら

なければならず、その準備に忙殺されたそう

です。さらに、廃業する為には廃業願いを福島

警察署長に出さねばならず、許可証が配付さ

れるまで休業したり、電話を設置したりと

様々な困難があったと言います。 
このように太平洋戦争下では、飯坂町の各旅館が疎開児童の寮として機能をはたしていたため、そこで働く芸

妓はかなり忙しかったであろうことが読み取れます。昭和５８年の『福島の町と村Ⅱ』には「かつての温泉街は

火が消えたよう」との記述があります。さらに飯坂町を追い込んだのは、昭和１９年７月の『第二次飯坂大火』

でした。当時飯坂国民学校の女性教員であった茨城きよの自宅（橋本館の差し向かいにあった八百屋の２階）での出火が
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飯坂町の向上を促す様な文章となっています。文章からすると、この時点でも芸者は存在しているようですが、

飯坂の衰退の流れにおいて、昭和３３年以降のデータ量は決して多いとは言えません。さらに、菅野円蔵先生は

「飯坂芸妓屋組合誌」で述べ、その沿革をたずねて、将来この道に進む者、飯坂街に存在する芸妓の養成に一役

買うような内容であることも読み取れます。さらに「もし万が一にも芸妓自身にこの職業を卑下する心があ

るために長続きしないというようなことがあるなら甚だ遺憾なことである。人間の生活に必要な職業であれ

ば、自由業であれ何の職業であれ貴賎の別はないはずである。

従って、飯坂町にも社会の要求に応じて益々立派な芸妓を養

育して、１００年も２００年も続いた古格豊かな芸妓屋であ

って欲しいと念願する。この点、誠に寂しく感ずる次第であ

る。」と述べている点や、「最後には歌舞音曲を一切停止しろ

という命令が出た。こうなると、芸妓の働く場は閉ざされた

ことになってしまった」「どうにもならぬ者は、旅館の下働き

になって糊口（ここう）をしのぐ者など、散り散りバラバラに

なってしまった」と、著者の残念がる感情が表れている点か

ら、著者の菅野円蔵先生は飯坂町発展のための芸者について

肯定していることが分かります。このように『大鳥城余禄』

が発行された背景には、著者の「花街として盛んな町・飯坂」

復活の芸妓肯定があると思われます。つまり、この時代の価値観は私達現代人の価値観とズレが生じており、

花街やそこで働く芸妓へのまなざしというものが美化されてしまっているという興味深い内容とも言えるでし

ょう。以上で私の発表は終わります。 ご清聴ありがとうございました。 
 
 
 
 
※ 飯 坂 大 火 の 記 述  

 
「明治２１年４月の飯坂大火後も、戸長堀切良平氏は自らの資産を投じて焼け跡の整備に奔走。何しろ

字湯町の火元から西風にあおられて十綱町一帯に延焼し、１７０戸余りが焼けてしまったため、まずは焼

け跡の旧道を広めることと、土地の凹凸を無くして古戸、東滝ノ町、湯沢の三字地の畑地に新道を開き、新

町５カ所を設けてその北隅に貸座席（遊廓）を移転させた。これを受けて明治２８年３月に町長沢口重一氏

は、町内の字名の改称及び区域の変更を郡町に報告した。その理由として、「町の人口も増加し浴客も年ご

とに増え、道路が狭く車や馬では通るのが不便なこと、東北線鉄道開通以来、一層浴客も増加していること

がある。さらに、貸座敷（遊廓）が町内各所に散在していたため、『新町』を設置し、貸座敷を一廓内に移

して町全体の体勢を整えたのである」とある。また、大正１０年頃について『飯坂湯野温泉案内』には、「若

葉町 滝の町方面 摺上川に沿ひて温泉の湧出するもの多く、若葉町には大澤温泉、『トンネル』温泉等の

外、個人専属の温泉数多くあり、波来湯の下流には紺喜温泉あり、又滝の町には琴富貴温泉あり花月は飯坂

随一の料理店として知られる」とある。 
                                 

 

 

◆閉 会 点 鐘   会長エレクト                   

ゲスト蒲倉綾子様へ畠会員より謝礼､祖父様も同席孫の講演
に聞き入りました. 
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『 飯坂のシンボル 十綱橋の歴史を語る   』  2015 年 9月で 100 年目   

 

◆ ゲストスピーカーの紹介      会報・広報・雑誌委員長  菅野浩司 
会報・広報委員会の菅野です。今まで、会報・広報委員会とプログラム委員会の方で

タイアップして、何度か“飯坂歴史シリーズ”ということをやってきたのですが、今日

はゲストスピーカーに飯坂町史跡保存会理事であり、また、旧堀切邸案内人の会の会長

でもあります安斎鉄夫様をお招きいたしまして、皆様良くご存知の十綱橋についてお

話いただきたいと思います。宜しくお願いいたします。 
 
◆ ゲストスピーチ         飯坂町史跡保存会 理事 安斎鉄夫 様 （ 元日本道路公団勤務 ） 

ただ今、ご紹介をいただきま

した安斎鉄夫です。今日は、飯坂

のシンボルでもある十綱橋が、

今年ちょうど１００年を迎える

という節目にあたっておりまし

て、色々話題になるかと思いま

すので、話題作りに役に立てば

ということで、お時間をいただいてお話しさせてい

ただきたいと思います。 

 話の運びですが、お手元の資料として「十綱橋年

表」、それからＡ３の色刷りの、「十綱橋今昔」これは

「ＴＵＲＮＥＲ」という雑誌で、３ヶ月に１回の機関

誌で今回、飯坂町史跡保存会として執筆してくれと

いう依頼がありまして書いたものです。また、これか

らの話は主に十綱橋年表に沿ってお話をしていきた

いと思います。 

まず、昔々の話からいきますと飯坂に伝わってい

る話では、昔、藤綱十筋（ふじつなとうすじ）の吊り橋が

摺上川に架けられていたというお話が伝わっていま

す。その信憑性云々と言いますとちょっと問題があ

るのですが、１つの証拠として「 みちのくの とつ

なのはしの…」という歌がいくつか残っています。レ

ジメに１つ例を挙げておきましたが 『みちのくの 

とつなのはしに くるつなの たへずも人に いひ

わたるかな… 』という歌が「千載和歌集」、これは

西暦で言いますと１１８７年（平安時代後期）に出た歌

集で、ちょうど大鳥城の戦いがあった前後でありま

すが「親隆（ちかたか）」という人の歌で、「千載和歌集」

の恋の歌という中に歌われているそうです。意味は

ゲストス-ピカ-を紹介する 
菅野 会報広報委員長 

（愛宕山下） 

飯坂町の向上を促す様な文章となっています。文章からすると、この時点でも芸者は存在しているようですが、

飯坂の衰退の流れにおいて、昭和３３年以降のデータ量は決して多いとは言えません。さらに、菅野円蔵先生は

「飯坂芸妓屋組合誌」で述べ、その沿革をたずねて、将来この道に進む者、飯坂街に存在する芸妓の養成に一役

買うような内容であることも読み取れます。さらに「もし万が一にも芸妓自身にこの職業を卑下する心があ

るために長続きしないというようなことがあるなら甚だ遺憾なことである。人間の生活に必要な職業であれ

ば、自由業であれ何の職業であれ貴賎の別はないはずである。

従って、飯坂町にも社会の要求に応じて益々立派な芸妓を養

育して、１００年も２００年も続いた古格豊かな芸妓屋であ

って欲しいと念願する。この点、誠に寂しく感ずる次第であ

る。」と述べている点や、「最後には歌舞音曲を一切停止しろ

という命令が出た。こうなると、芸妓の働く場は閉ざされた

ことになってしまった」「どうにもならぬ者は、旅館の下働き

になって糊口（ここう）をしのぐ者など、散り散りバラバラに

なってしまった」と、著者の残念がる感情が表れている点か

ら、著者の菅野円蔵先生は飯坂町発展のための芸者について

肯定していることが分かります。このように『大鳥城余禄』

が発行された背景には、著者の「花街として盛んな町・飯坂」

復活の芸妓肯定があると思われます。つまり、この時代の価値観は私達現代人の価値観とズレが生じており、

花街やそこで働く芸妓へのまなざしというものが美化されてしまっているという興味深い内容とも言えるでし

ょう。以上で私の発表は終わります。 ご清聴ありがとうございました。 
 
 
 
 
※ 飯 坂 大 火 の 記 述  

 
「明治２１年４月の飯坂大火後も、戸長堀切良平氏は自らの資産を投じて焼け跡の整備に奔走。何しろ

字湯町の火元から西風にあおられて十綱町一帯に延焼し、１７０戸余りが焼けてしまったため、まずは焼

け跡の旧道を広めることと、土地の凹凸を無くして古戸、東滝ノ町、湯沢の三字地の畑地に新道を開き、新

町５カ所を設けてその北隅に貸座席（遊廓）を移転させた。これを受けて明治２８年３月に町長沢口重一氏

は、町内の字名の改称及び区域の変更を郡町に報告した。その理由として、「町の人口も増加し浴客も年ご

とに増え、道路が狭く車や馬では通るのが不便なこと、東北線鉄道開通以来、一層浴客も増加していること

がある。さらに、貸座敷（遊廓）が町内各所に散在していたため、『新町』を設置し、貸座敷を一廓内に移

して町全体の体勢を整えたのである」とある。また、大正１０年頃について『飯坂湯野温泉案内』には、「若

葉町 滝の町方面 摺上川に沿ひて温泉の湧出するもの多く、若葉町には大澤温泉、『トンネル』温泉等の

外、個人専属の温泉数多くあり、波来湯の下流には紺喜温泉あり、又滝の町には琴富貴温泉あり花月は飯坂

随一の料理店として知られる」とある。 
                                 

 

 

◆閉 会 点 鐘   会長エレクト                   

ゲスト蒲倉綾子様へ畠会員より謝礼､祖父様も同席孫の講演
に聞き入りました. 
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私も専門ではないので分からない

のですが、例えば「 いひわたるかな

… 」というのは、恋しい人に言い寄

り続ける、いわばプロポーズをしつ

こくやったというニュアンスの言

葉のようで、思っている人に呼びか

ける歌ということのようです。では

「 とつなのはし… 」というのは一

体何ぞやということになるのです

が、この辺はちょっとややこしくな

るので、最後に時間がありましたら

詳しくお話ししたいということで、こ

こでは、十綱橋にちなんでこういった

歌が残っているということだけに留め

ておきたいと思います。 

また、伝承によると、佐藤基治が信夫の荘司に命ぜられ大鳥城に居城すると、城の防衛上、文治５年（平安時

代後期）大鳥城の戦のおり、それまでの吊橋を切り落として渡し舟にし、ここを「十綱の渡し」と呼んだといい

ます。 

この渡しは、飯坂側も湯野側も非常に急な坂道であり、特に冬場に坂道が凍ると此処を通る人馬は大変難儀

をしたと言われています。今から３００年ほど前（江戸時代中期）からは飯坂側は白河藩、湯野側は三州刈谷藩、

お互い他国でありましたが往来は活発であったようで、上飯坂村（旧飯坂町）の絵図面に摺上川を横切って綱

が張られていて、その綱を頼りに船を動かしていたということが描かれております。また、「村鑑」という記

録、これにも渡し船があったという記録が残っています。これによると、船の長さが６間ほどですから、かな

り大きな船です。１１ｍ近くあり、幅は４尺５寸（１３０ｃｍ）深さが１尺２寸（３６ｃｍ）ということだっ

たようです。 

それから更に時代が下がって、

天保１２年４月（江戸時代後期）に

「信達一統志」という本が出てお

ります。これは鎌田の人で志田正

徳という方が書いたのですが、そ

の文章の中に「十綱の渡し」とい

う、「十綱」の名前が初めて出てき

ます。これもレジメで書いておき

ましたが、ちょっと読んでみます

と『 いにしえは綱十筋を両岸に引

っ張り、小木を綱の上にならべ繋

ぎ橋となす 故に十綱の橋と云

ふ 後世は津渡となす 故に渡

綱の渡と云へり 十と渡と其音

似たればなり…』と書いておりま

す。これについても最後にちょっ

と話をしようかと思います。そういう渡し舟がずっと続いていた訳ですが、この場所はちょうど今の十綱橋の

明治6年完成の木橋の『 摺上橋 』、原本は多色刷りの錦絵で平成24年に江戸東京博

物館の“日本橋展”に参考展示された。当時、国内最大級の近代的な橋として錦絵の題材

となるほど世間の注目を集めた。 しかし完成9 ヶ月で橋が落橋する 

明治 8 年完成の木製吊橋、初代『 十綱橋 』 湯野側に向かって撮影、湯野側 取付け

位置は現在の橋より下流に設置。橋桁も立派で丈夫に造られ、当時としては名橋と云われる

木製の吊橋であった。 

仙気の湯の階段か 
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した辺りに渡

し船があった

と言われてお

り、その跡は

しばらく残っ

ていたようで

す。形として

は両岸に大き

な柱を立てて、

その柱を綱１

本で結んでい

ました。ここ

は流れの速い

所ですから、

船は流されな

いように綱に

結びつけて、

その綱を手繰

りながら行き

来するという

動かし方をしていたようです。ですから当然、水が増えると船は止まり、あそこは非常に険しい崖の下ですか

ら、船着場に降りていくためにはかなり道が悪く、特に冬になれば氷が張って、かなり危ない、非常に不便な

渡し船であったというふうに言われています。 

そこで、明治の初めになって、この渡し船を何とかしたいと考えた人が２人出てきました。１人は、熊坂惣

兵衛という７９歳の老人だったそうですが、ところてんやお菓子を行商していた商人（末裔には飯坂で繁栄してる

菓子屋あり）です。もう１人は、片平伊達一という当時４３歳で目が悪くて按摩様（昔のマッサージ師の呼名）をや
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原で湯治をしていました。

その時に按摩様であった

伊達一が呼ばれ、これは良

い機会だということで県

令に直接橋を架けたいと

直訴したのが発端になっ

たというふうに伝わって

います。明治５年７月７日

付けで書類にし、惣兵衛と

伊達一が発起人となり県

に言上書を提出しました。

この書類について私は見

ていませんが、県庁文書と

開通当時は水流も多く、高い断崖絶壁に架けた吊橋は壮観そのものであったろう…常に欄干には見物客がたたずん 
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の文章の中に「十綱の渡し」とい
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ましたが、ちょっと読んでみます

と『 いにしえは綱十筋を両岸に引

っ張り、小木を綱の上にならべ繋

ぎ橋となす 故に十綱の橋と云

ふ 後世は津渡となす 故に渡

綱の渡と云へり 十と渡と其音
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して残っているようで、これは実証できるようです。ただ問題がありまして、安場県令が県令に発令されたの

は、その年の明治５年６月２日付けというタイミングでありますから、その６月から７月７日までの間に出願

をし、この言上書には村の役人の添え書きがされているということが残っていますが、そういう手続きをして、

果たして時間的に間に合うのかという微妙なタイミングではないかという感じがします。そういうことがあり

まして、この２人の願いが県に聞き届けられ、明治６年２月に橋の工事が着工されました。 

そして、その時伊達一はかねてから蓄えていた５０両を差し出したいと県令に申し上げ、また、同志の熊坂

惣兵衛に橋の話をしたところ、惣兵衛も共鳴賛同してくれて自分も１００両を寄付することになったと言われ

ています。 

その年の１２月２１日に橋が完成しました。この時の橋の名前は「摺上橋」と呼ばれていて、まだ十綱橋と

いう名前は付いていません。これは、長さ６２.７ｍ、幅６.４ｍの木と鉄を併用した橋で、橋脚ない摺上川を

一跨ぎするアーチ型の橋であります。当時、国内最大級の近代的な橋として錦絵の題材となるほど注目を集め

たようです。材料は村の中の、あちこちの神社やお寺、そして医王寺の奥にある鯖野薬師堂などから切り出し

て調達したようで、八幡神社や医王寺、天王寺から主に持ってきたようです。しかしこの大きな喜びもつかの

間、完成後９ヶ月の明治７年９月１６日の洪水で落橋してしまいます。設計上か、生乾きの木材を使ったため

なのか。発起人の伊達

一、惣兵衛は、悲嘆に

暮れたのでした。この

日はちょうど医王寺

の奥にある薬師堂の

お祭りだったようで、

その薬師様の祟りで

はないかというふう

な話も出てきたよう

です。 

この橋が落ちたとい

う事について、県では

非常に責任を感じた

ようで、県の費用で橋

を造り直すというこ

とで動き出しました。

当時、通常の工事は地

元負担でやっていま

すので、県がお金を

出すことは非常に異

例だったようです。県では当時、皇居の中に山里の吊り橋という鉄で作った吊り橋があり、それをモデルに計

画を始めたようで、両岸を深く掘って、ここに太い杉の柱２本で門型の塔柱を建て主索と吊索には鉄索を使い

強固な床組みを持つという構造の長さ６９ｍ 幅５.５ｍの近代的な木造吊橋でした。明治７年９月着工、明治

８年５月２３日に落成しました。わずかこの間８カ月と非常に急いで造った様子ですが、これは今残っている

記録では、我が国の近代的な吊り橋として、最初のものだと言われており、明治１４年に東京上野公園で国内

勧業博覧会が開かれた時に、この橋の模型が展示されたという話も伝わっています。 

この橋については、初めて昔の言い伝えに習って「十綱橋」という名前が付いた訳で摺上橋と十綱橋が非常

に短い間に造られたという背景ですが、こんな話もあります。実は明治３年頃から、茂庭村、湯野村、上飯坂

木造十綱橋下より愛宕山を望む。欄干と床組みの完璧なる木造りの明治時代の初期の吊橋十綱橋の

雄姿、板張り造りらしき仙気の湯が見える。旅館の川への支えは石積み少なく、丸太木材使用であった。 
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村（旧飯坂町）の３つ
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そういう形で、吊り橋の十綱

橋が出来た訳ですが、伊達一

が人柱になった甲斐もなく、

その後もトラブル続きだっ

たようで、あちこち痛んでし

ょっちゅう修理をするとい

うことが続きました。明治２

７年にはメインロープが壊

れたとか、３４年にも大修理

をしたということで、ついに

は明治４３年摺上川の大洪

水が出た後に橋が傾いて通

れなくなったということが

ありまして、吊橋の下に仮

の橋脚を５本立てたり、あ

るいは上流に仮橋を造った

りというようなことで凌い

だようですが、それもまた流れるということで、いよいよ新しい立派な橋を架けなくてはいけないというよう

な動きになってきたようです。 

そういう動きがあったので、大正３年に新しい橋を架けようということが始まりました。その時に出来たの

が、今の鉄のアーチ橋の十綱橋です。大正３年４月に着工して、翌４年９月３０日に完成しました。この橋の

形式は、橋の専門書等に書いてある言葉で紹介しますと、「上路 ２ヒンジ ブレーズドリブ アーチ」とい

うものです。ちょっと分かりにくいのですが、アーチと云うのは、虹のような形です。これは上からの道路の

重みを支えるのに非常に合理的な構造です。この構造のアーチの上に道路を通すのが上路という言い方です。

２ヒンジのヒンジと言うのは、橋の下で橋台、橋の上と下の継手と言いますか、橋が暑さ寒さで伸び縮みした

り、地震で揺れたりする時に壊れないように柔らかく動きを弱める装置をヒンジと言います。ヒンジが２つで

両方の橋台に付いているのが２ヒンジです。ブレーズドリブですが、リブというのは肋骨です。肋骨構造の中

に肋材が２つあり二重になっています。その間を梁で結んで強化する構造を持ったアーチ橋をこう表すのです。

この橋の特徴はリベット工法で、今では見られなくなりましたが、昔、鉄骨を組み立てる時に２つの鉄板の両

方に穴を開けて、そこにボルトの親玉の様なもの（リベット）を入れて、真っ赤に焼いたものをそこに入れて、

片方は頭が付いていますが、もう一方の方を叩き潰して固めます。そうすると、リベットが冷えることでしっ

かりと縮んで固く接着されるという構造で橋ができております。 

その後、大正４年から１００年間の維持管理の歩みを見てみますと、１つは橋の路面の舗装ですが、以前は

タールで処理された木材の丸太をぶつ切りにして同じ高さにして、それを並べて舗装するというやり方をやっ

ていたのですが、昭和１１年にトペカ式アスファルト舗装が施行されたようです。トペカ式というのは、今で

は骨材に砕石を入れてアスファルトを舗装していますが、この当時はきれいな砕石を作る技術が無かったよう

で、もっぱら砂を入れて固めるという工法が取られていたようです。昭和３０年代になると、車がどんどん増

えてきました。車が通る度に橋が揺れるので危ないといった苦情も出てきて、何とかしなければということに

なった訳ですが、解決策として昭和４１年に上流３００ｍの所に新十綱橋が出来ました。そこで、十綱橋の交

通を新十綱橋に切り替えて、全面通行止めをして徹底的な補修をしています。鉄骨の上にもう１つの鉄板を被

せて、そこを溶接して強化するという大修繕が成されました。もう１つの特徴は照明灯で、昔の写真を見ると

十綱橋の上には照明が全く無かったようです。ただその後、昭和２０年代になると真ん中に一対、両端にそれ

ぞれ一対の照明が立っていたという写真があります。その後おそらく、昭和４２年の改修だと思いますが、も

開通間もない大正初期の飯坂のシンボル鋼鉄製アーチ橋、石のアーチ橋は古代ローマによく見

られますが鉄製アーチ橋は 18 世紀イギリスから始まり、日本では鉄の国産化が出来た明治末頃

からで、十綱橋はわが国 鋼鉄製アーチ橋 の歴史の第 1 世代に当たります。 
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のすごい数の照明灯が立ちました。昔

の吊り橋のイメージを再現したよう

で、橋の両側の欄干にポールが立って

いて、その上に２つずつ電灯が付いて

います。片側に多分２５本ぐらい立っ

ています。それぞれ２つ電球が付いて 

います。おそらく１００個位の電球

が付いていたのではないかと思い

ます。それが時間が経つと共に電球

が切れると、橋の上ですからそれを

交換するのは大変難しく、所どころ

歯抜けの照明になってきて、非常に

みっともないという声も出たよう

です。そこで平成１９年の街づくり

の中で十綱橋の改修もありまして、照
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に選定されています。全国では今まで３０２カ所、その中の１％の三箇所が飯坂にあるというのは、確率から
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わたるかな… 』 の歌を知っていた人でしょう。土地の人が渡綱と呼んでいる船の中から、両側の険しい岸

を見て「ここに例の歌にある『とつなのはし…』があったのか」と思ったのかもしれません。綱橋と渡橋が結

びついた訳です。綱橋で吊るされた籠に乗って向こう岸に渡るには、一生懸命綱を手でたぐり寄せなくてはな

らない訳です。 

一方、歌の「とつなのはしに くるつなの…  」というのは、そうして手でたぐり寄せる綱のように『 絶え

ることなくいつまでも思う人に言い寄り続けてきたことよなあ… 』というような意味に詠んだ恋の歌ではな

いかと思います。こうして風流人の連想から「とつなのはし」がこの摺上川に位置付けられ、更に「とつな」

が十本の綱と解釈されて十綱橋という名前が生まれてきたのではないかと私は想像しています。歴史というの

は、応々にして様々な言い伝えで成り立っています。飯坂についての言い伝えも、真実かどうかと言うと議論

はあると思いますが、少なくとも先人、昔の人達はそういう思いを込めて飯坂の生い立ちを思い続けてきたと

いう、その証がそういった伝承、昔話に残っているのだろうと思います。私達、史跡保存会も、物としての史

跡を守るだけでなく言い伝えを、これが本当かどうかと問うことなしに守っていくことも、１つの役目ではな

いかと考えています。 【 敬称略 】 

〔 菅野栄二様 執筆“十綱橋秘話”の一部を参考にさせて頂きました 〕 
                                  ◆閉 会 点 鐘  会 長 

 

東北の王座、飯坂温泉のｼﾝﾎﾞﾙ『 十綱橋 』昭和 30～40年代頃の写真、昭和 19年 

の飯坂大火で残った荷屋旅館のｴﾚﾍﾞｰﾀｰの塔屋の宣伝看板が懐かしく、この時代頃が 

戦後の飯坂温泉の大繁盛期が続く時代であった。 

そういう形で、吊り橋の十綱

橋が出来た訳ですが、伊達一

が人柱になった甲斐もなく、

その後もトラブル続きだっ

たようで、あちこち痛んでし

ょっちゅう修理をするとい

うことが続きました。明治２

７年にはメインロープが壊

れたとか、３４年にも大修理

をしたということで、ついに

は明治４３年摺上川の大洪

水が出た後に橋が傾いて通

れなくなったということが

ありまして、吊橋の下に仮

の橋脚を５本立てたり、あ

るいは上流に仮橋を造った

りというようなことで凌い

だようですが、それもまた流れるということで、いよいよ新しい立派な橋を架けなくてはいけないというよう

な動きになってきたようです。 

そういう動きがあったので、大正３年に新しい橋を架けようということが始まりました。その時に出来たの

が、今の鉄のアーチ橋の十綱橋です。大正３年４月に着工して、翌４年９月３０日に完成しました。この橋の

形式は、橋の専門書等に書いてある言葉で紹介しますと、「上路 ２ヒンジ ブレーズドリブ アーチ」とい

うものです。ちょっと分かりにくいのですが、アーチと云うのは、虹のような形です。これは上からの道路の

重みを支えるのに非常に合理的な構造です。この構造のアーチの上に道路を通すのが上路という言い方です。

２ヒンジのヒンジと言うのは、橋の下で橋台、橋の上と下の継手と言いますか、橋が暑さ寒さで伸び縮みした

り、地震で揺れたりする時に壊れないように柔らかく動きを弱める装置をヒンジと言います。ヒンジが２つで

両方の橋台に付いているのが２ヒンジです。ブレーズドリブですが、リブというのは肋骨です。肋骨構造の中

に肋材が２つあり二重になっています。その間を梁で結んで強化する構造を持ったアーチ橋をこう表すのです。

この橋の特徴はリベット工法で、今では見られなくなりましたが、昔、鉄骨を組み立てる時に２つの鉄板の両

方に穴を開けて、そこにボルトの親玉の様なもの（リベット）を入れて、真っ赤に焼いたものをそこに入れて、

片方は頭が付いていますが、もう一方の方を叩き潰して固めます。そうすると、リベットが冷えることでしっ

かりと縮んで固く接着されるという構造で橋ができております。 

その後、大正４年から１００年間の維持管理の歩みを見てみますと、１つは橋の路面の舗装ですが、以前は

タールで処理された木材の丸太をぶつ切りにして同じ高さにして、それを並べて舗装するというやり方をやっ

ていたのですが、昭和１１年にトペカ式アスファルト舗装が施行されたようです。トペカ式というのは、今で

は骨材に砕石を入れてアスファルトを舗装していますが、この当時はきれいな砕石を作る技術が無かったよう

で、もっぱら砂を入れて固めるという工法が取られていたようです。昭和３０年代になると、車がどんどん増

えてきました。車が通る度に橋が揺れるので危ないといった苦情も出てきて、何とかしなければということに

なった訳ですが、解決策として昭和４１年に上流３００ｍの所に新十綱橋が出来ました。そこで、十綱橋の交

通を新十綱橋に切り替えて、全面通行止めをして徹底的な補修をしています。鉄骨の上にもう１つの鉄板を被

せて、そこを溶接して強化するという大修繕が成されました。もう１つの特徴は照明灯で、昔の写真を見ると

十綱橋の上には照明が全く無かったようです。ただその後、昭和２０年代になると真ん中に一対、両端にそれ

ぞれ一対の照明が立っていたという写真があります。その後おそらく、昭和４２年の改修だと思いますが、も

開通間もない大正初期の飯坂のシンボル鋼鉄製アーチ橋、石のアーチ橋は古代ローマによく見

られますが鉄製アーチ橋は 18 世紀イギリスから始まり、日本では鉄の国産化が出来た明治末頃

からで、十綱橋はわが国 鋼鉄製アーチ橋 の歴史の第 1 世代に当たります。 
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ぞれ一対の照明が立っていたという写真があります。その後おそらく、昭和４２年の改修だと思いますが、も

開通間もない大正初期の飯坂のシンボル鋼鉄製アーチ橋、石のアーチ橋は古代ローマによく見
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『西根堰 PartⅠ  西  根  堰  余 話   』 
 

◆ 鈴木義治会員よりお祝い進呈 

私は茂庭中学校第一期卒業生ですが、菅野栄二先生はその中学校時代の恩師

です。去年の１１月３日の閉校式にも先生のお誘いで参加して、貴重な体験を

させていただきました。去年、春の叙勲を受賞されましたが、その時は分から

なかったものですから、ここで改めて先生にお祝いを申し上げたいと思います。  
 今日は宜しくお願いいたします。 
◆ゲストスピーカーの紹介           篠木勝司 会員   

ゲストスピーカーの紹介前に、前回の白虎隊の週報についてですが、私も色々と調べて、子供達に言い伝えた

い思いで編纂いたしました。それは最後の部分でのイタリアとドイツから寄贈された像などの事柄です。日本と

イタリア、ドイツの三国同盟、世界大戦の前夜頃であったためにこれを贈ってきたのかなと思っています。   
戦後、進駐軍が駐留した時、全て壊してしまったのですが、時代の流れと共に会津の人々が翻弄された歴史の

姿であるということで、詳しく調べて編纂しましたのでお読みいただきたいと思います。 
さて、今日は飯坂でも飯坂の歴史全てが頭に入っていらっしゃる素晴らしい先生、菅野栄二先生をご紹介した

いと思います。 今回は『 飯坂の歴史を辿る 』というシリーズ第 6回ですが、今回は飯坂でも長く歴史に残

る西根堰についてお話をしていただきたいと思います。菅野栄二先生は湯野町生まれ、湯野町育ちで飯坂近郊の

学校の先生を長くお勤めなされ、最後には東湯野小学校の校長先生で退官された方であります。 
 
◆ ゲストスピーチ  『 西根堰の余話 』    元飯坂史跡保存会 会長 菅野 栄二 様（2015.5.21） 

今ご紹介いただきました菅野栄二です。西根堰について、記録にあるようなものを全て

やれば３時間位掛かりますので私なりにまとめました。１番初めに、私もいつの間にか 
９０歳になりましたが、皆様ご承知のように飯坂温泉のシンボル十綱橋は１００年です。

西根郷を潤す西根堰が今般、土木遺産として選定されました。この西根堰は約３９０年前

(江戸時代前期)に作られました。郷土愛に溢れる飯坂ロータリーの皆様から老齢の私に西根

堰の話をしてほしいと頼まれましたが、西根堰の裏話ぐらいはできると思って、『 西根堰

の余話 』として題名を付けさせていただきました。西根堰関係の用水路がどの位あるか

ということを申し上げてから、私の話に入りたいと思います。 
 これが昔の湯野村です。これが東湯野、睦合や桑折はこの方です。 １番先に岡堰（西根上堰､下堰経路地図 

Ａ参照 現状は畑になったため、幾らかの面影が残っている）というのが出来たそう

です。 
いつ出来たか記録に無いそうですが、長岡に諏訪野（今は団地）という所があり

まして、あの辺に使われる農業用水だったそうです。これが簡単に出来たもの

ですから、西根下堰ぐらいは簡単に出来るだろうといって、今の緑光園のちょ

っと上の方（西根上堰､下堰経路地図 Ｆ参照）から取水し、前野の方を通って

東湯野を通って、伊達町に行く下堰の工事となった訳です。これがわずか９ヶ

月で作ったそうで、川を繋いでいったらしいです。これで３００ｈａだけの

耕地が出来たため、もっと高い所から流せばもっと耕地が出来るだろうとい

うことで、穴原の奥十綱橋の下の所から取水しました。これが驚くなかれ、長さはこちらの約倍以上ですが、耕

地は９００ｈａですから、長さが１.５倍なのに耕地は３倍になった訳です。その代わり、３年ぐらいで出来るだ

ろうと思ったら、こちらも驚くなかれ９年も掛かり、資材も無くなって、古河善兵衛氏が自分が米沢にあげなく

てはいけないところの、そういう物まで使ってしまったということです。 
（現在は湯野、東湯野には畑灌と言う農業用水設備があり、鵬橋の下から湯野の一番高い所、500ｍの大船山、そこまで

摺上川の水を揚水し各農地に配水出来る畑灌というものが出来ております。畑灌は東湯野まで行くので湯野と東湯野はど

んなに干ばつが起きても干害にはならないという事です） 

西根堰上堰、下堰と山から流れ出る米川、山田川の取り合いですが、この川を越すのにずいぶん当時苦労したの

が明神のといごし（上堰､下堰経路地図 Ｇ参照）と、その下流の山田川といがし（上堰､下堰経路地図 Ｋ参照）で

自分で大型地図を作って、西根堰の経
路を説明する菅野先生 
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す。ここも難所でありました。昔は川を越す時にどうしたかというと、谷は低いで

すからずうと長く湾曲していったのです。そうすると、谷を上がってきて、狭い場

所に橋を掛けると良いので水を流す所を短くしたという事です。 
さて、それではこのお話を頭に置いて私の次の話に進みたいと思います。 

１．西根郷の悩み  

西根郷の地名が誕生したのは非常に古く平安時代だと言われています。伊達郡

の中心を成すところの阿武隈川

という川がありますが、その川

の西の山麓を西根郷、東の方を東根郷と呼ぶようになりました。

東根郷は平地が多く、西根郷は山裾です。東根郷は土地が早くか

ら肥えていて水の便も良く、田や畑が早くから開けました。それ
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悪く、米も取れず苦
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イタリア、ドイツの三国同盟、世界大戦の前夜頃であったためにこれを贈ってきたのかなと思っています。   
戦後、進駐軍が駐留した時、全て壊してしまったのですが、時代の流れと共に会津の人々が翻弄された歴史の

姿であるということで、詳しく調べて編纂しましたのでお読みいただきたいと思います。 
さて、今日は飯坂でも飯坂の歴史全てが頭に入っていらっしゃる素晴らしい先生、菅野栄二先生をご紹介した
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に本当に木で作られているそうです。上の方

はあまりゴミが溜まることはなかったそう

ですが、地獄洞は溢れやすかったと言いま

す。それも木製ですので６年ごとに作りかえ

ないといけません。ですので、大きな木をい

つでも切られるように、明倉原御林（みょう

ぞうはらおんばやし）という所があります。これ

は古い地図に載っているのですが、今でも杉

林がありますからぜひ見てください。また、

あっちこっちに竹林があるのですが、昔は蛇

籠（じゃかご。竹で編んだ細長い籠に玉石を入れて堤防の役目をさせた）の材料として竹を利用し

ていたのです。それから、運搬は当時全て人力で畚担ぎ（モッコカツギと言う縄で編んだ籠のような物に砂、砂利を入

れ前と後ろ２人で担ぐ）というもので運んでいたので、なにほどか苦労したと思います。そんな苦労の末に作られ

たもの、それが上堰です。穴原から取水して東湯野、睦合、桑折、国見、梁川までの水路は２６ｋｍ。耕地は下

堰の３倍となる９００ｈａに開けました。予想外にお金と年月がかかり、完成までに９年が費やされました。こ

の堰を作った中心人物である古河善兵衛と佐藤新右衛門の関係は、学者の研究によると、建設に至っては意見が

合わず悲劇に終わったということを言われていますが、私は西根神社を拝む時に、そのようなことよりもこの偉

大な事業、西根郷に尽された２人の努力に感謝の念を表すべきであると思っています。 
４、江戸時代における西根堰  

江戸時代というと、今から２００年ほど前のことになります。その頃

の上堰を作る材料は、石、土砂、柵（しがらみ）、蛇籠（細長い竹かごに石を

入れ流れを止めるもの）でした。運搬に使われたのは専ら畚（もっこ）だった

ようです。私も戦時中には畚担ぎをやらされたものです。 
幕末において国情が安定すると、

特に半田銀山が活躍し、鉱石を掘る

技術を持った人夫も多く集まりま

した。しかし、彼らは若いうちは良

いのですが、４０歳を過ぎると使いものにならなくなってしまうそうです。

その時にこちらの地域ではその技術を買って取水工事をしていました。今ま

で大坊の所（上堰､下堰経路地図 Ｃ参照）から上げていた水を、あそこも浅

くなったために、今度は現在の奥十綱橋の下部、月の瀬の向かい（上堰､下

堰経路地図 Ｂ参照）から取水することになった時は、これまた苦労したの

ですが、半田銀山の人夫がすごく役に立ったと言われています。その場所

と、堅刈（かたかり）のといごし（上堰､下堰経路地図 Ｄ参照）、それから、

弘化時代（1844年頃）に作った弘化新廊下（廊下のような岩盤のトンネル、現

在も利用されている）（上堰､下堰経路地図Ｌ参照）に行ってみますと、やはり百聞は一見に如かずですね。すごい

様子でありました。転ぶと危ないので転倒注意の立て札を立てなくてはいけないと思いますが、みなさんにもぜ

ひお気をつけて行っていただき、その目で見ていただければと思います。 
５、明治時代における西根堰  

では下堰についてです。上流の茂庭では冬になると山の材木を切りましたが、その材木は摺上川に流していまし

た。その頃は発電所も何も無いですから、ぐいぐい流れてきて、それがどこに止まったかというと、今の緑光園

のちょっと上の方、小川の手前の浅瀬になっている所に流れ着いたそうです。 
 そこで流れ着いた材木を引き上げて、焚物にしました。流れた材木はもう材料にはなりませんが、焚物にはな

ったのです。柴木や割り木といって長さ４５ｃｍぐらいに切ったものを、下堰を利用して流して東湯野や桑折な

どへ堰の水を利用してひとりで運んでもらったそうです。 
しかし、その場所もどんどん川床が下がって、明治３０年には５００ｍぐらい上流の十綱橋の下に大改修され

ました。しかし戦争中は金の使い方が戦争の方にばかり向いていて、そういう場所にはさっぱり金を掛けられま

せんでしたから、この作り方は私達が知っている昭和１９年位まで、昔の作りそのままだったのです。つくると

下堰の旧取入口の標示柱、摺上川沿い
の 緑光園 ” 北部下堰沿いに有り 

現在の明神の樋越し米川を横切る為､昔苦
労した場所 
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きは川に杭を打ち水流を貯め調節したので、そこに水が溜まったものが子供達のプールになりました。そこで水
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り、石垣や蛇籠の間からは毛ガニ、ウナギが出てきて大騒ぎになりました。「川止めになったから皆な行け」と、
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果樹園に、更に住宅がどんどん出来てくると生活用水に使われました。工場が出来ると工業用水に、そして４０  

菅野先生の作った説明用の西根堰の 
各要所々々の写真（タクシーで各所 
を回って調べた様です） 

 

上堰の鼻毛の岩盤トンネル、飯坂特有の岩盤が露
出して当時の難工事の様相が伺える。 

（上堰､下堰経路地図 Ｊ参照） 

米川と下堰の現在の樋越し 昔ここも
苦労の所だった。 

（上堰､下堰経路地図 Ｈ参照） 

 

に本当に木で作られているそうです。上の方

はあまりゴミが溜まることはなかったそう

ですが、地獄洞は溢れやすかったと言いま

す。それも木製ですので６年ごとに作りかえ

ないといけません。ですので、大きな木をい

つでも切られるように、明倉原御林（みょう

ぞうはらおんばやし）という所があります。これ

は古い地図に載っているのですが、今でも杉

林がありますからぜひ見てください。また、

あっちこっちに竹林があるのですが、昔は蛇

籠（じゃかご。竹で編んだ細長い籠に玉石を入れて堤防の役目をさせた）の材料として竹を利用し

ていたのです。それから、運搬は当時全て人力で畚担ぎ（モッコカツギと言う縄で編んだ籠のような物に砂、砂利を入

れ前と後ろ２人で担ぐ）というもので運んでいたので、なにほどか苦労したと思います。そんな苦労の末に作られ

たもの、それが上堰です。穴原から取水して東湯野、睦合、桑折、国見、梁川までの水路は２６ｋｍ。耕地は下

堰の３倍となる９００ｈａに開けました。予想外にお金と年月がかかり、完成までに９年が費やされました。こ

の堰を作った中心人物である古河善兵衛と佐藤新右衛門の関係は、学者の研究によると、建設に至っては意見が

合わず悲劇に終わったということを言われていますが、私は西根神社を拝む時に、そのようなことよりもこの偉

大な事業、西根郷に尽された２人の努力に感謝の念を表すべきであると思っています。 
４、江戸時代における西根堰  

江戸時代というと、今から２００年ほど前のことになります。その頃

の上堰を作る材料は、石、土砂、柵（しがらみ）、蛇籠（細長い竹かごに石を

入れ流れを止めるもの）でした。運搬に使われたのは専ら畚（もっこ）だった

ようです。私も戦時中には畚担ぎをやらされたものです。 
幕末において国情が安定すると、

特に半田銀山が活躍し、鉱石を掘る

技術を持った人夫も多く集まりま

した。しかし、彼らは若いうちは良

いのですが、４０歳を過ぎると使いものにならなくなってしまうそうです。

その時にこちらの地域ではその技術を買って取水工事をしていました。今ま

で大坊の所（上堰､下堰経路地図 Ｃ参照）から上げていた水を、あそこも浅

くなったために、今度は現在の奥十綱橋の下部、月の瀬の向かい（上堰､下

堰経路地図 Ｂ参照）から取水することになった時は、これまた苦労したの

ですが、半田銀山の人夫がすごく役に立ったと言われています。その場所

と、堅刈（かたかり）のといごし（上堰､下堰経路地図 Ｄ参照）、それから、

弘化時代（1844年頃）に作った弘化新廊下（廊下のような岩盤のトンネル、現

在も利用されている）（上堰､下堰経路地図Ｌ参照）に行ってみますと、やはり百聞は一見に如かずですね。すごい

様子でありました。転ぶと危ないので転倒注意の立て札を立てなくてはいけないと思いますが、みなさんにもぜ

ひお気をつけて行っていただき、その目で見ていただければと思います。 
５、明治時代における西根堰  

では下堰についてです。上流の茂庭では冬になると山の材木を切りましたが、その材木は摺上川に流していまし

た。その頃は発電所も何も無いですから、ぐいぐい流れてきて、それがどこに止まったかというと、今の緑光園

のちょっと上の方、小川の手前の浅瀬になっている所に流れ着いたそうです。 
 そこで流れ着いた材木を引き上げて、焚物にしました。流れた材木はもう材料にはなりませんが、焚物にはな

ったのです。柴木や割り木といって長さ４５ｃｍぐらいに切ったものを、下堰を利用して流して東湯野や桑折な

どへ堰の水を利用してひとりで運んでもらったそうです。 
しかし、その場所もどんどん川床が下がって、明治３０年には５００ｍぐらい上流の十綱橋の下に大改修され

ました。しかし戦争中は金の使い方が戦争の方にばかり向いていて、そういう場所にはさっぱり金を掛けられま

せんでしたから、この作り方は私達が知っている昭和１９年位まで、昔の作りそのままだったのです。つくると

下堰の旧取入口の標示柱、摺上川沿い
の 緑光園 ” 北部下堰沿いに有り 

現在の明神の樋越し米川を横切る為､昔苦
労した場所 

（上堰､下堰経路地図 Ｇ参照） 
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年代になると水がもっと欲しいということで、産ヶ沢という半田の奥のある所に藤倉ダムを作って、そこから水

を流していました。 
昭和５０年代に入ると上堰、下堰の水を少しでも無駄にしないように三面コンクリートにしたのですが、そこ

に思わぬ後遺症が出て参りました。水は流れるが魚も蛙も住めなくなってしまったのです。蛇も入ると上がるこ

とができないのです。本当に危ない堰になってしまったのです。 
９．西根堰の上流に住む者として 

流れの清かった阿武隈川の水も、いつの間にか流れが淀み飲料水に適さなくなり、そこで目を付けられたのが

摺上川でした。数年に１度はやってくる洪水に対しても、ダムを作れば心配無く、県北の人々も飲み水に助かる

ということで、多目的ダムの話が持ち上がりました。昭和４５年頃話が

出て、その頃、私は梨平の教頭をやっていたのでその頃の話はよく分か

ります。 
いつも皆さんのお父さんお母

さんは１１月になると出稼ぎ

に行かなくてはなりません。

出稼ぎに行って次の年の３月

まで帰ってこない。それがこ

のダムが出来ることによって

変わるだろうということで上流の人は賛成したのです。初め茂庭は全

部ダムにするということで軽井沢という所を止めようとしました。と

ころが地質調査をしたら、反対側は半田山だったのです。天王寺層は固いですが、向こうの方はどうだか分から

ないと言うので、結局上流の屶振という所に決定したのです。私も屶振という所でロータリーの鈴木義治さんを

受け持った頃に３年間住んでいたので、あの辺の様子はよく分かりますが、１５年間、反対、賛成、反対、賛成

の激論が続けられて、１５年後に摺上川ダムの建設が決定されました。関係書類を紐解くと昭和６１年に摺上川

ダムをこのようにつくる基本計画が出され、平成３年から５年

まで３年掛けて家が水没してしまう１５０人の住宅をどこに移

転するかということを相談して決めたのです。そして、平成１

０年から１７年までの７年間にわたって、約２０００億円をか

けて立派にダムが完成しました。完成した１７年６月に１００

年に１度しか見られないという、ダムに１００％水を溜めて流

す試験があったのです。その試験湛水を私も見てきました。そ

の時の流れ落ちる水の音が凄いのです。茂庭の人は、「何だこれ。

抜けたら大変だ。」ということを思うくらいでしたが、「これは

１００年は大丈夫だから安心しろ」と聞かされました。上流に

住む我々としては水を大切に使わなくてはならず、汚してはな

りません。そして水の神様を祭る西根神社に進んで参拝をしな

ければならないと思います。 
１０、結びとして  

３０年前に茂庭の住民約３分の１の方が、他地区に移転して下

さいました。当時の市長さんがその御礼として茂庭の湯（広瀬温泉）を掘って下さいました。私達夫婦も大好き

で、この頃はパスも貰ったので、時々行って茂庭の方々を応援しています。皆さんも行ってくださることをお勧

めいたします。また、西根神社の例大祭に信者の方がたくさん来るので車が込み合って、花水坂から繋がってい

たとか、東湯野から繋がったなんて、湯野の人達は非常に「困った」「困った」と言っているのですが、神信心

の人が来るのは１年にあっても３日か４日でしょう。車が込み合って困っているという話も聞こえますが、“隣

の家に、蔵が建つと腹が立つ”というような小さな根性を捨てて、トイレを貸してあげたり、分からなかったら

裏道を教えて案内すれば、皆に喜ばれます。このような大らかな気持ちに観光地の人々が近づくように私は願っ

ております。３０分以上になったかもしれませんが、約束の私の話を終わらせていただきます。 
                  ありがとうございました。     ◆ 閉 会 点 鐘  会 長 

 

〔  写真及びイラストは西根堰土地改良区 より提供 〕 

現在の西根上堰、月の瀬うしろの取入 
（上堰､下堰経路地図 Ｂ参照） 

 

明治 20 年、堰の功労者､古河善兵衛〔1576～1637 当時の米
沢藩家臣で福島奉行、信夫郡、伊達郡の郡代〕 佐藤新右衛
門〔1573～1637 桑折の地侍、佐藤基治公18 代の子孫、当時の米沢
藩は信夫郡、伊達郡を信夫郷、西根郷、東根郷、小手郷（川俣、月館、
飯野）に分け各郷に４人の郡役を置いた。その西根郷の郡役〕両氏の
徳をたたえ祭神として祭られた西根神社 
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『 今は深い森林の中に眠る 旧１３号線 万世大路の面影  』 
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人ほど集まって開催いたしました。最後ですが２年前福島でも『万世大路』の土木遺産認定フォーラムを開催し

「世代をつなぐ」ということで私もそこにパネラーとして出席し、何とか後世に残すという名目で、できる限り

世代同士をつないでいく方針でお話しをしましたので、本日このような場所でもお話しさせていただいた次第で

す。 

以上のような大滝集落は、福島と米沢を結ぶ『万世大路』の中ほどに有り、そしてここからが街道の１番の難

ゲストスピーカーを紹介する
篠木広報委員会 副委員長 

ゲストスピーカー木村さんの話に聴き入る
飯坂ロータリークラブ会員 

年代になると水がもっと欲しいということで、産ヶ沢という半田の奥のある所に藤倉ダムを作って、そこから水

を流していました。 
昭和５０年代に入ると上堰、下堰の水を少しでも無駄にしないように三面コンクリートにしたのですが、そこ

に思わぬ後遺症が出て参りました。水は流れるが魚も蛙も住めなくなってしまったのです。蛇も入ると上がるこ

とができないのです。本当に危ない堰になってしまったのです。 
９．西根堰の上流に住む者として 

流れの清かった阿武隈川の水も、いつの間にか流れが淀み飲料水に適さなくなり、そこで目を付けられたのが

摺上川でした。数年に１度はやってくる洪水に対しても、ダムを作れば心配無く、県北の人々も飲み水に助かる

ということで、多目的ダムの話が持ち上がりました。昭和４５年頃話が

出て、その頃、私は梨平の教頭をやっていたのでその頃の話はよく分か

ります。 
いつも皆さんのお父さんお母

さんは１１月になると出稼ぎ

に行かなくてはなりません。

出稼ぎに行って次の年の３月

まで帰ってこない。それがこ

のダムが出来ることによって

変わるだろうということで上流の人は賛成したのです。初め茂庭は全

部ダムにするということで軽井沢という所を止めようとしました。と

ころが地質調査をしたら、反対側は半田山だったのです。天王寺層は固いですが、向こうの方はどうだか分から

ないと言うので、結局上流の屶振という所に決定したのです。私も屶振という所でロータリーの鈴木義治さんを

受け持った頃に３年間住んでいたので、あの辺の様子はよく分かりますが、１５年間、反対、賛成、反対、賛成

の激論が続けられて、１５年後に摺上川ダムの建設が決定されました。関係書類を紐解くと昭和６１年に摺上川

ダムをこのようにつくる基本計画が出され、平成３年から５年

まで３年掛けて家が水没してしまう１５０人の住宅をどこに移

転するかということを相談して決めたのです。そして、平成１

０年から１７年までの７年間にわたって、約２０００億円をか

けて立派にダムが完成しました。完成した１７年６月に１００

年に１度しか見られないという、ダムに１００％水を溜めて流

す試験があったのです。その試験湛水を私も見てきました。そ

の時の流れ落ちる水の音が凄いのです。茂庭の人は、「何だこれ。

抜けたら大変だ。」ということを思うくらいでしたが、「これは

１００年は大丈夫だから安心しろ」と聞かされました。上流に

住む我々としては水を大切に使わなくてはならず、汚してはな

りません。そして水の神様を祭る西根神社に進んで参拝をしな

ければならないと思います。 
１０、結びとして  

３０年前に茂庭の住民約３分の１の方が、他地区に移転して下

さいました。当時の市長さんがその御礼として茂庭の湯（広瀬温泉）を掘って下さいました。私達夫婦も大好き

で、この頃はパスも貰ったので、時々行って茂庭の方々を応援しています。皆さんも行ってくださることをお勧

めいたします。また、西根神社の例大祭に信者の方がたくさん来るので車が込み合って、花水坂から繋がってい

たとか、東湯野から繋がったなんて、湯野の人達は非常に「困った」「困った」と言っているのですが、神信心

の人が来るのは１年にあっても３日か４日でしょう。車が込み合って困っているという話も聞こえますが、“隣

の家に、蔵が建つと腹が立つ”というような小さな根性を捨てて、トイレを貸してあげたり、分からなかったら

裏道を教えて案内すれば、皆に喜ばれます。このような大らかな気持ちに観光地の人々が近づくように私は願っ

ております。３０分以上になったかもしれませんが、約束の私の話を終わらせていただきます。 
                  ありがとうございました。     ◆ 閉 会 点 鐘  会 長 

 

〔  写真及びイラストは西根堰土地改良区 より提供 〕 

現在の西根上堰、月の瀬うしろの取入 
（上堰､下堰経路地図 Ｂ参照） 

 

明治 20 年、堰の功労者､古河善兵衛〔1576～1637 当時の米
沢藩家臣で福島奉行、信夫郡、伊達郡の郡代〕 佐藤新右衛
門〔1573～1637 桑折の地侍、佐藤基治公18 代の子孫、当時の米沢
藩は信夫郡、伊達郡を信夫郷、西根郷、東根郷、小手郷（川俣、月館、
飯野）に分け各郷に４人の郡役を置いた。その西根郷の郡役〕両氏の
徳をたたえ祭神として祭られた西根神社 
 

30 31

年代になると水がもっと欲しいということで、産ヶ沢という半田の奥のある所に藤倉ダムを作って、そこから水

を流していました。 
昭和５０年代に入ると上堰、下堰の水を少しでも無駄にしないように三面コンクリートにしたのですが、そこ

に思わぬ後遺症が出て参りました。水は流れるが魚も蛙も住めなくなってしまったのです。蛇も入ると上がるこ

とができないのです。本当に危ない堰になってしまったのです。 
９．西根堰の上流に住む者として 

流れの清かった阿武隈川の水も、いつの間にか流れが淀み飲料水に適さなくなり、そこで目を付けられたのが

摺上川でした。数年に１度はやってくる洪水に対しても、ダムを作れば心配無く、県北の人々も飲み水に助かる

ということで、多目的ダムの話が持ち上がりました。昭和４５年頃話が

出て、その頃、私は梨平の教頭をやっていたのでその頃の話はよく分か

ります。 
いつも皆さんのお父さんお母

さんは１１月になると出稼ぎ

に行かなくてはなりません。

出稼ぎに行って次の年の３月

まで帰ってこない。それがこ

のダムが出来ることによって

変わるだろうということで上流の人は賛成したのです。初め茂庭は全

部ダムにするということで軽井沢という所を止めようとしました。と

ころが地質調査をしたら、反対側は半田山だったのです。天王寺層は固いですが、向こうの方はどうだか分から

ないと言うので、結局上流の屶振という所に決定したのです。私も屶振という所でロータリーの鈴木義治さんを

受け持った頃に３年間住んでいたので、あの辺の様子はよく分かりますが、１５年間、反対、賛成、反対、賛成

の激論が続けられて、１５年後に摺上川ダムの建設が決定されました。関係書類を紐解くと昭和６１年に摺上川

ダムをこのようにつくる基本計画が出され、平成３年から５年

まで３年掛けて家が水没してしまう１５０人の住宅をどこに移

転するかということを相談して決めたのです。そして、平成１

０年から１７年までの７年間にわたって、約２０００億円をか

けて立派にダムが完成しました。完成した１７年６月に１００

年に１度しか見られないという、ダムに１００％水を溜めて流

す試験があったのです。その試験湛水を私も見てきました。そ

の時の流れ落ちる水の音が凄いのです。茂庭の人は、「何だこれ。

抜けたら大変だ。」ということを思うくらいでしたが、「これは

１００年は大丈夫だから安心しろ」と聞かされました。上流に

住む我々としては水を大切に使わなくてはならず、汚してはな

りません。そして水の神様を祭る西根神社に進んで参拝をしな

ければならないと思います。 
１０、結びとして  

３０年前に茂庭の住民約３分の１の方が、他地区に移転して下

さいました。当時の市長さんがその御礼として茂庭の湯（広瀬温泉）を掘って下さいました。私達夫婦も大好き

で、この頃はパスも貰ったので、時々行って茂庭の方々を応援しています。皆さんも行ってくださることをお勧

めいたします。また、西根神社の例大祭に信者の方がたくさん来るので車が込み合って、花水坂から繋がってい

たとか、東湯野から繋がったなんて、湯野の人達は非常に「困った」「困った」と言っているのですが、神信心

の人が来るのは１年にあっても３日か４日でしょう。車が込み合って困っているという話も聞こえますが、“隣

の家に、蔵が建つと腹が立つ”というような小さな根性を捨てて、トイレを貸してあげたり、分からなかったら

裏道を教えて案内すれば、皆に喜ばれます。このような大らかな気持ちに観光地の人々が近づくように私は願っ

ております。３０分以上になったかもしれませんが、約束の私の話を終わらせていただきます。 
                  ありがとうございました。     ◆ 閉 会 点 鐘  会 長 

 

〔  写真及びイラストは西根堰土地改良区 より提供 〕 

現在の西根上堰、月の瀬うしろの取入 
（上堰､下堰経路地図 Ｂ参照） 

 

明治 20 年、堰の功労者､古河善兵衛〔1576～1637 当時の米
沢藩家臣で福島奉行、信夫郡、伊達郡の郡代〕 佐藤新右衛
門〔1573～1637 桑折の地侍、佐藤基治公18 代の子孫、当時の米沢
藩は信夫郡、伊達郡を信夫郷、西根郷、東根郷、小手郷（川俣、月館、
飯野）に分け各郷に４人の郡役を置いた。その西根郷の郡役〕両氏の
徳をたたえ祭神として祭られた西根神社 
 

30



所だった様です。この

集落は『万世大路』が開

通してから出来た集落

なので、一時は２７０

人位住んでいました。  

難工事を極めた『万

世大路』も、５年の歳月

と総工費２６万余円の

巨費を投じて明治１４

年（１８８１）９月栗子

隧道、及び二ツ小屋隧

道が相次いで完成した

のを最後に前線開通と

なりました。翌１０月

３日明治天皇は東北、

北海道ご巡幸のおり、

環路、米沢よりこの新

道をお通り初めにな

り、その日の正午栗子

トンネル福島口に於い

て行われた開通祝賀式

典に臨まれ、その帰路

の途中では大滝にも御

駕を休められました。

大滝行存所は長老沢、

渡辺要七氏（現渡辺正

義氏宅）でその家の前

には明治天皇の『鳳駕

(天皇の乗物)駐蹕之蹟』明

治１４年１０月３日と

刻まれた記念碑が今に

なお残されています。 

天皇の随員はときの参議大隈重信ほか３２５名、馬匹３００頭の大行列で威風堂々、おそらく沿道の草木もな

びく壮観さであったろうと思います。開通式が行われた翌月に、この新道を大政官公達により国道３等に指定さ

れ、次いで明治１５年２月９日勅駕により『万世大路』と命名されるなど、全国的にも例を見ない誠に由緒ある

道路というべきであります。なおこの道路は明治１８年（１８８５）２月内務省告示第６号によって国道３９号、

大正９年（１９２０）国道５号、昭

和１２年（１９３７）国道１３号に

指定されています。『万世大路』の

名があまりにも有名なためこの事

を知る人は少なく、明治天皇は『万

世の永きに渡り人々に愛される道

となれ』ということで『万世大路』

の名を命名されたと言われていま

す。 このような大滝集集落の創世

期は古老の話や文献を総合するに 

『万世大路』の建設工事が始めら 

れた明治８年頃と推定され、                  

鳳駕駐蹕之蹟の記念碑は巡行途中
御駕を止めて休憩した所の記念碑で
す。二っ小屋トンネル入口、大滝、円部
の三ヶ所に有ると云われる。 明治14年建立の大滝集落にある鳳駕駐蹕之蹟の碑 

昭和18年 11月建立の記念
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 所だった様です。この

集落は『万世大路』が開

通してから出来た集落

なので、一時は２７０
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と総工費２６万余円の

巨費を投じて明治１４

年（１８８１）９月栗子

隧道、及び二ツ小屋隧

道が相次いで完成した

のを最後に前線開通と

なりました。翌１０月

３日明治天皇は東北、

北海道ご巡幸のおり、

環路、米沢よりこの新

道をお通り初めにな

り、その日の正午栗子

トンネル福島口に於い

て行われた開通祝賀式

典に臨まれ、その帰路

の途中では大滝にも御

駕を休められました。

大滝行存所は長老沢、

渡辺要七氏（現渡辺正

義氏宅）でその家の前

には明治天皇の『鳳駕

(天皇の乗物)駐蹕之蹟』明

治１４年１０月３日と

刻まれた記念碑が今に

なお残されています。 

天皇の随員はときの参議大隈重信ほか３２５名、馬匹３００頭の大行列で威風堂々、おそらく沿道の草木もな

びく壮観さであったろうと思います。開通式が行われた翌月に、この新道を大政官公達により国道３等に指定さ

れ、次いで明治１５年２月９日勅駕により『万世大路』と命名されるなど、全国的にも例を見ない誠に由緒ある

道路というべきであります。なおこの道路は明治１８年（１８８５）２月内務省告示第６号によって国道３９号、

大正９年（１９２０）国道５号、昭

和１２年（１９３７）国道１３号に

指定されています。『万世大路』の

名があまりにも有名なためこの事

を知る人は少なく、明治天皇は『万

世の永きに渡り人々に愛される道

となれ』ということで『万世大路』

の名を命名されたと言われていま

す。 このような大滝集集落の創世

期は古老の話や文献を総合するに 

『万世大路』の建設工事が始めら 

れた明治８年頃と推定され、                  

鳳駕駐蹕之蹟の記念碑は巡行途中
御駕を止めて休憩した所の記念碑で
す。二っ小屋トンネル入口、大滝、円部
の三ヶ所に有ると云われる。 明治14年建立の大滝集落にある鳳駕駐蹕之蹟の碑 
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此の頃の集落は工事関係者の宿舎や人々の宿場として

大いに賑わったのでありますが、この頃から既に大滝は

我々の先祖によって着々とその基礎作りが始められた

のです。明治１４年に『万世大路』が完成し、開通後は、

大滝は道上の重要な拠点として新しい姿でスタートし

ました。これより先、県は信夫・伊達両郡役所を通じ、

住民に対して大滝、及びその奥の大平への移住奨励の布

令が出され、中野村及び近郷、近村から入植者が相次ぎ、

その条件は１戸当たり耕地１町歩、山林５町歩の官有地

を１０年間無償で貸し付け、のち払い下げるというもの

でありました。大滝集落初期の頃の戸数は、「明治１４年

万世大路事業誌」の中に２８戸と記されています。また

大滝と時を同じくして入植した大平集落は入植戸数が

２０戸であったと記録されていて、昭和７年頃に大平集

落は廃郷となっています。 

 

（大平の入植者中２０家族全員が元米沢藩士であると、昔から伝

聞されていましたが、近年になり米沢市立図書館蔵の分限帳、その他

等から大平集落図に名前がある１７名中７名が元米沢藩士であるこ

とが記録されています。入植後わずか８年で、残って継続したのは７家

族だけと言われ、奥山の高峰の地、大平集落（標高８００m）の生活

環境は厳しく、特に豪雪地大平の冬期間の厳しさは想像を絶するもの

で、戊辰の役后の藩士の身の振り方に農民への志を抱いて希望に満

ちて入植した米沢藩士家族の想いは、いかばかりかと思うと胸が痛む

思いがいたします。……） 

〔 紺野文英様ＨＰより参照させて頂きました 〕  

  

大滝はそもそも『万世大路』の宿場町として開けました。し

たがって住民の職業も当時は旅人宿や運送に関する仕事、茶

屋売店などに限られたものと思われます。宮内屋、中屋、西

村屋などが早くから開業し、その後何軒かの旅館が開業しました。また大滝には馬宿などもあり何人かの人力車

業を営む者もあり、大滝の太見家、蒲倉家、須田家などで明治、大正、昭和にかけて代々荷馬車運送業が営まれ

ました。その他の者も或いは荷車を引くもの、また荷物を直接背に大滝部落と大平部落を６０～７５ｋｇの荷物

を背負い１日で往復しました。その賃金は１２銭２厘で、荷馬車は福島～米沢を４日がかりで往復し、その賃金

は４円でありました。勿論条件で酒代などの余禄もあったらしく金回

りも良くこの頃、酒と賭博の悪習が集落に横行したとも伝えられてい

ます。 

 初期の『万世大路』の交通量は「山形県史」によれば１日当たり交

通人少なき時は７０人多き時は１１２人、人力車９～１８台、荷車６

～２１台、荷馬５～１７頭に及び大滝は他の宿場大平、川越石（山形

県側）などと共に峠越えする旅人と荷動きで連日賑わったのでありま

した。 

 『万世大路』を栗子トンネル、二ツ小屋の方へ登る所は七曲りの難

所で、今は大きな木が道の真ん中に繁っていて歩くのに精一杯です。

この新沢という所では明治２１年、森元さんという警察官が二ツ小屋

駐在所から囚人を飯坂町の警察署に送っての帰り道に雪の中で遭難

し、春になってから遺体が見つかったそうで、毎年福島北警察署

の方が行って慰霊しているそうです。元々は碑がもっと上にあっ

明治 14 年開通まもない栗子トンネル、新しい大路に期待し、
当時は徒歩での移動が主、洋装の人々、背に荷物を背負い、
すげ笠わらじの人々、当時の賑わいを察することができます。 

雪多い、冬の大滝集落の風景、昭和41年頃の風景か 

明治 14 年開通時の第 1 次『万世大路』のトンネルと
昭和 12 年の第 2 次『万世大路』大改修のトンネルと
の比較 
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たのですが、今は新沢橋のところに移しました。 

 その後、明治３２年（１８９９）に奥羽線が開通した

ことで人も荷物も鉄道に代わり、大滝は『万世大路』の

開通から２０年足らずで衰退一途を辿りますが、一方

明治３０年代末から大正初めにかけて鉱山ブームが訪

れ中野鉱山、蛇体鉱山、大滝鉱山などの銅鉱石が産出し

たが埋蔵量が浅く長く続かず、一部の鉱山は戦後まで

続いていました。大正から昭和１０年頃までは、インフ

レと不況の大変な時代で借金を整理するための清算組

合や副業組合などを作りました。また、木炭生産組合を

つくり、国の山林を安く払い下げてもらい林産業（炭焼

き）の普及増進に邁進した訳であります。 

集落の最盛期の１９３５年頃には世帯数４３、人口

は２６６名に達しておりました。しかしながら、時代の潮流の流れを大きく山村の過疎化を止めることができず、

大滝は『万世大路』ができて１００年足らずで廃村になって集落が無くなってしまう訳であります。 

 福島から米沢の道路の歴史を要約してみますと、江戸時代前（ 文献によると天文１８年１５４９年、伊達晴宗の居城を伊

達郡桑折の西山城から米沢城に移した頃から米沢街道が本格的に山道掘削されたという ）から明治の初期頃まで、福島と米沢を結

ぶ連絡道路としては庭坂、梨平、吾妻山麓北側を通り（ 前ﾍﾟｰｼﾞ『 時代と共に進化する万世大路の変遷 』参

照 ） 板谷峠を越す米沢街道（板谷街道とも呼ばれていた）が利用

されていました。これは極めて難儀な山の細道であったよう

です。明治になって山形県令三島通庸の新道計画に始まる「万

世大路整備事業」は馬車が通る延長５０ｋｍの道路で福島と

米沢を結ぶという大プロジェクトでした。当時の日本は貧し

く、建設に伴う国民の負担は大きかったのですが、海外諸国に

追いつき、国民生活を豊かにすべく、東北地方住民の大きな期

待を受けて建設されたのです。明治８年の第１回地方長官会

議において、内務卿大久保利通が東北六県の県令に産業振興

策の意見を求めたところ、一致して交通運輸の便の増進が最

重要と答申したと言います。こうして明治９年から明治１４

年の５年かけて開通した第１次『万世大路』（大路の進化を分り易

く１次､２次とする）も明治３２年に奥羽本線が開通すると人も貨

物も鉄道に移り、沿道の荷馬車運送業や宿場が急速に衰退し

ました。大正から昭和の時代になると、馬車から自動車への転

換に合わせた改良の必要に迫られました。大正初期には自動

車の保有台数は微々たるものでしたから、道路の必要性が経

済発展の観点から論じられることは無く、軍事的な重要性か

ら維持補修されるに留まっておりましたが、昭和に入り自動

車が普及するにつれて急勾配、急カーブの改良が急務とされ

たのです。そこで『万世大路』では、道路の幅員を６ｍに拡げ、

勾配を緩にし、栗子隧道については抗口を２ｍ下げ、さらにト

ンネルの拡張と内部コンクリート巻きなどの改良が実施され

ました。これが昭和８年から昭和１２年まで４年間にわたる、いわゆる第２次『万世大路』昭和の大改修です。

その結果このルートが山形県から福島・東京方面への最短路線となり、関東方面へは農産物、織物、生糸、酒、

加工原料など、下りは塩、食料品、日用品などの貨物が多く扱われるようになりました。小川に沿う中野地内の

区間には多くの橋が架けられました。このうち新沢橋はこの大改修の際にできた最も近代的な鉄筋コンクリート

の大型アーチ橋です。鉄パイプの欄干は戦時中に外されて供出されたので戦後は間に合わせ程のものが取り付け

られていて、今は橋面の一部に穴が開いているので渡るのに大変危険を感じます。現在の国道１３号線から７ｍ

当時、最大難所の栗子トンネル米沢側の入口。近年土木遺産に指定さ
れて多数の人々の旧トンネル現地見学者も多い 

昭和初期時代の日本の近代土木技術の粋を極めた
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のです。明治１４年に『万世大路』が完成し、開通後は、

大滝は道上の重要な拠点として新しい姿でスタートし

ました。これより先、県は信夫・伊達両郡役所を通じ、

住民に対して大滝、及びその奥の大平への移住奨励の布

令が出され、中野村及び近郷、近村から入植者が相次ぎ、

その条件は１戸当たり耕地１町歩、山林５町歩の官有地

を１０年間無償で貸し付け、のち払い下げるというもの

でありました。大滝集落初期の頃の戸数は、「明治１４年

万世大路事業誌」の中に２８戸と記されています。また

大滝と時を同じくして入植した大平集落は入植戸数が

２０戸であったと記録されていて、昭和７年頃に大平集

落は廃郷となっています。 

 

（大平の入植者中２０家族全員が元米沢藩士であると、昔から伝

聞されていましたが、近年になり米沢市立図書館蔵の分限帳、その他

等から大平集落図に名前がある１７名中７名が元米沢藩士であるこ

とが記録されています。入植後わずか８年で、残って継続したのは７家

族だけと言われ、奥山の高峰の地、大平集落（標高８００m）の生活

環境は厳しく、特に豪雪地大平の冬期間の厳しさは想像を絶するもの

で、戊辰の役后の藩士の身の振り方に農民への志を抱いて希望に満

ちて入植した米沢藩士家族の想いは、いかばかりかと思うと胸が痛む

思いがいたします。……） 

〔 紺野文英様ＨＰより参照させて頂きました 〕  

  

大滝はそもそも『万世大路』の宿場町として開けました。し

たがって住民の職業も当時は旅人宿や運送に関する仕事、茶

屋売店などに限られたものと思われます。宮内屋、中屋、西

村屋などが早くから開業し、その後何軒かの旅館が開業しました。また大滝には馬宿などもあり何人かの人力車

業を営む者もあり、大滝の太見家、蒲倉家、須田家などで明治、大正、昭和にかけて代々荷馬車運送業が営まれ

ました。その他の者も或いは荷車を引くもの、また荷物を直接背に大滝部落と大平部落を６０～７５ｋｇの荷物

を背負い１日で往復しました。その賃金は１２銭２厘で、荷馬車は福島～米沢を４日がかりで往復し、その賃金

は４円でありました。勿論条件で酒代などの余禄もあったらしく金回

りも良くこの頃、酒と賭博の悪習が集落に横行したとも伝えられてい

ます。 

 初期の『万世大路』の交通量は「山形県史」によれば１日当たり交

通人少なき時は７０人多き時は１１２人、人力車９～１８台、荷車６

～２１台、荷馬５～１７頭に及び大滝は他の宿場大平、川越石（山形

県側）などと共に峠越えする旅人と荷動きで連日賑わったのでありま

した。 

 『万世大路』を栗子トンネル、二ツ小屋の方へ登る所は七曲りの難

所で、今は大きな木が道の真ん中に繁っていて歩くのに精一杯です。

この新沢という所では明治２１年、森元さんという警察官が二ツ小屋

駐在所から囚人を飯坂町の警察署に送っての帰り道に雪の中で遭難

し、春になってから遺体が見つかったそうで、毎年福島北警察署

の方が行って慰霊しているそうです。元々は碑がもっと上にあっ

明治 14 年開通まもない栗子トンネル、新しい大路に期待し、
当時は徒歩での移動が主、洋装の人々、背に荷物を背負い、
すげ笠わらじの人々、当時の賑わいを察することができます。 

雪多い、冬の大滝集落の風景、昭和41年頃の風景か 

明治 14 年開通時の第 1 次『万世大路』のトンネルと
昭和 12 年の第 2 次『万世大路』大改修のトンネルと
の比較 
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ほど上の旧道にあるので、その奥にある大改修され

たコンクリート製橋台とともに、国道から当時の壮

観さが偲ばれます。 

戦後の本格的な自動車交通の時代を迎えたとき、日

本海側から奥羽山脈の東に出るルートは冬期につ

いて言えば除雪によってやっと通行できる関山峠

(現国道４８号)と仁井宿峠 (現国道１１３号)だけであり、

『万世大路』は深い雪に閉ざされ冬期間は交通止め

でした。そこで国は昭和３３年から調査を行い、各

ルートの比較検討を行った結果、栗子峠の別線・隧

道新設による改良を実施することとなりました。こ

れが栗子東・栗子西の２つの２０００ｍ級の長大ト

ンネルを含む昭和３６年から昭和４２年まで７年

かけた現代の国道１３号線、第３次『万世大路』の

進化でした。いわゆる「栗子ハイウェー」です。「栗

子ハイウェー」の出来る前、昭和35年～37年頃の

私の体験をお話しします。 

二ツ小屋トンネルを抜けると鳥川があり、その道

路沿いにある国有林のブナ林で炭焼きをしていましたので朝夕の行き来に山形の運送会社のトラックに便乗さ

せてもらうことがありました。幌がかかった荷台に乗せてもらうと、朝の上りの車には山形特産の果物、穀物、

加工前のせんべい原料などがあり、夕の下りの車には食料品、電化製品、雑貨などが積んでありました。乗せて

もらったお礼には３０円か４０円ぐらいのタバコをさしあげていました。『万世大路』沿いの集落、大滝で不便

な生活した経験を持つ私たちは「大滝会」という会を作ってそのような『万世大路』の歴史的な価値と文化につ

いて多くの人々の関心の高いことを知り毎年数回の探索調査などに協力しています。また平成２１年と翌年の

「ふくしま県街道交流会」の大会に出席し、また「万世大路開通１３０周年記念フォーラム」にも参加しました。

２６年３月２２日に「東北中央自動車道」の新栗子トンネルが貫通しました。トンネルの延長８９７２ｍは東北

で最長、国内では 5 番目の長さで、第４次『万世大路』の最新鋭化した近代的な高速道路の完成が楽しみです。

貫通式には母校である中野小学校の児童たちが樽神輿を担いて祝いました。栗子峠をはさんで福島県側は中野小

学校、山形側は万世小学校双方の児童たちが『万世大路』に大きな関心を持っていることを聞いて喜んでいます。 

中野小学校では大滝会会員の鹿魔貞男さんを講師に招いて当時の様子や道路のことを学んでおり、また万世

小（山形県側）でも旧道を歩いた体験の感想文を発表していて頼もしく感じております。この旧万世大路の役割

を知り忘れることがないよう、次世代につないでいってくれるものと確信しています。 

ご清聴ありがとうございました。                   

◆  閉 会 点 鐘    会  長  

 

〔  ＨＰわが大滝の記録 の一部を参照させて頂きました。また写真はゲストの木村大滝会会長様より提供 〕                                                   

 

 

【 『万世大路』について 】………………………‥お答え 大滝会 会長  木村 善吉 様  
質問 ： 古い万世大路はまだ車で行けますか？ 
回答 ： 車では行けません。歩けば行けますが、かなり道路が荒れています。米沢川から行けるには行けます。 
 
質問 ： 大滝集落の明治天皇がお泊りになった所がありますが、あの碑はまだありますか？ 
回答 ： まだあります。 
 
質問 ： 大滝集落は昔宿場町だったのですか？ 
回答 ： 宿場と荷物の取次所でした。多い時には260人が住んでいました. 

小学校は中野小学校大滝分校で、中学校もありました。教員住宅もありました。     

―時は裏日本の経済の大動脈の要のトンネル。 今、なお深山の
奥で壮観さを残す 二っ小屋 トンネル 入口 
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西根堰 PertⅡ『 西根堰がもたらした 西根郷への効用 』 
 

 

◆ ゲストスピーカー紹介              会報、広報 副委員長  篠木 勝司  会員  

シリーズ第 ８ 回 は、前回の西根堰 PertⅠとして飯坂付近の上堰、下堰の事柄について、ゲストスピーカー

の菅野栄二先生よりお話がありましたが、今回は西根堰 PertⅡ といたしまして、西根上堰の広い地域にわたる

人々への恩恵や意味合いなどについて、ゲストスピーカーとして桑折町にある『西根堰土地改良区事務所』の事

務局長 石川様をお招きしまして、この広い西根郷と呼ばれていた藤田、桑折、五十沢まで流れている西根上堰

の管理やはたらきなどについて詳しくご説明して頂きたいと思います。 宜しくお願い致します。 
 
◆ ゲストスピーチ     伊達西根堰土地改良区 事務局長  石川 博利 様   

 ただ今、ご紹介いただきました伊達西根堰土地改良区事務局長の石川と申しま

す。今日は宜しくお願い致します。まず、西根堰についてお話をさせていただく

前に、お手元に資料を準備させていただきました。はじめに、西根堰の効用につ

いてお話しさせていただきたいと思います。西根堰を管理する土地改良区という

組織は、全国津々浦々、色々な所で農業用の施設を管理している組織であり、

『水土里
み ど り

ネット 』
）

という愛称で呼ばれております。これは造語で、水（農業用水）、

土（農業に必要な土地、土壌）、里（農村人とのつながり）、それがネットワー

クにつながるわけですが、私達は「水土里ネット西根堰」と呼ばれています。

県内には同じような団体が約８８団体があります。西根堰自体は約３９０年前の江戸時代に造られておりますが、

明治時代に水利組合となって、昭和２６年に土地改良区という名称で施設の管理を行っております。土地改良区

の組合員は現在湯野、東湯野に３２２人、旧伊達町２６０人、桑折町９７７人、国見町８９２人、旧梁川町３１

３人の総合計２,７６４会員の規模で運営されており、また水量の状況によって操作管理しなければならない上

堰､下堰の水門（一部は電動自動開閉水門あり）は湯野、東湯野に６ヶ所、桑折町１２ヶ所、国見町８ヶ所、旧梁川町

３ヶ所の合計２９ヶ所の水門を管理運営しております。その管理の仕方は、水門近くの人に『水門監守人』を委

託し、急激な豪雨による溢水被害時の対処をお願いし、また『水路監守員』を数名常駐して、全ての水路を担当

者別に分けて午前１回、午後１回、堰の水量や水路の環境を見廻り事務所に随時報告を行っています。 
また、土木遺産についてですが、まず選奨土木遺産西根堰は社団法人土木学会が、平成１２年から認定制度を

行っており、西根堰は一般公募という事で応募して、平成２２年度に認定を受けております。西根堰の他に福島

県では安積疎水が平成１４年に、十綱橋、荒川治水、そして西根堰、万世大路ということで４つ、また西根堰と

十綱橋はこれほど土木遺産が近くあるというのは全国的にもありません。この農業の用水路で、よく子供達に言

いますが、『雨が降って昔から自然に出来たのが川で、人の力によって作られた用水路が堰で、西根堰もその１

つですよ 』と話をしております。西根堰は約３９０年前の江戸時代に古河善兵衛と佐藤新右衛門によって造ら

れ、明治２０年にはお２人の功績を称え、西根神社が造られました。そして上堰、下堰２本の用水路であります

が、１番長い上堰についてはこの飯坂から桑折町、国見町、伊達市五

十沢まで、現在の長さは２６ｋｍ、短いほうの下堰が１２ｋｍありま

す。１００ｍの等高線の地図で説明いたしますが、穴原温泉、吉川屋

さんの下流の奥十綱橋付近から水を取っているのが上堰で、水色の線

が１００ｍの等高線で、この辺は平行するような形で、途中少しずつ

低くなっています。実際今の高さで言いますと、取り入れの本当の川

から取っているのが標高９５ｍです。延長２６ｋｍで約５０ｍの高低

差しかありません。五十沢で５０ｍに下がっていますが、この上流の

桑折町付近までには１/１,０００（１,０００ｍの長さで１ｍ下がる）や１/

３,０００（３,０００ｍの長さで１ｍ下がる）の勾配で、今の測量技術であ

れｍｍ単位ですが一部はほとんど水平に近い所もあり、これが江戸時

代に造られているというのですから、まず大変高度な測量技術がなけ

ゲストスピーチをする 石川 博利 様 

大型の西根堰全体の画像を利用して詳しく説明する石川様 

 

ほど上の旧道にあるので、その奥にある大改修され

たコンクリート製橋台とともに、国道から当時の壮

観さが偲ばれます。 

戦後の本格的な自動車交通の時代を迎えたとき、日

本海側から奥羽山脈の東に出るルートは冬期につ

いて言えば除雪によってやっと通行できる関山峠

(現国道４８号)と仁井宿峠 (現国道１１３号)だけであり、

『万世大路』は深い雪に閉ざされ冬期間は交通止め

でした。そこで国は昭和３３年から調査を行い、各

ルートの比較検討を行った結果、栗子峠の別線・隧

道新設による改良を実施することとなりました。こ

れが栗子東・栗子西の２つの２０００ｍ級の長大ト

ンネルを含む昭和３６年から昭和４２年まで７年

かけた現代の国道１３号線、第３次『万世大路』の

進化でした。いわゆる「栗子ハイウェー」です。「栗

子ハイウェー」の出来る前、昭和35年～37年頃の

私の体験をお話しします。 

二ツ小屋トンネルを抜けると鳥川があり、その道

路沿いにある国有林のブナ林で炭焼きをしていましたので朝夕の行き来に山形の運送会社のトラックに便乗さ

せてもらうことがありました。幌がかかった荷台に乗せてもらうと、朝の上りの車には山形特産の果物、穀物、

加工前のせんべい原料などがあり、夕の下りの車には食料品、電化製品、雑貨などが積んでありました。乗せて

もらったお礼には３０円か４０円ぐらいのタバコをさしあげていました。『万世大路』沿いの集落、大滝で不便

な生活した経験を持つ私たちは「大滝会」という会を作ってそのような『万世大路』の歴史的な価値と文化につ

いて多くの人々の関心の高いことを知り毎年数回の探索調査などに協力しています。また平成２１年と翌年の

「ふくしま県街道交流会」の大会に出席し、また「万世大路開通１３０周年記念フォーラム」にも参加しました。

２６年３月２２日に「東北中央自動車道」の新栗子トンネルが貫通しました。トンネルの延長８９７２ｍは東北

で最長、国内では 5 番目の長さで、第４次『万世大路』の最新鋭化した近代的な高速道路の完成が楽しみです。

貫通式には母校である中野小学校の児童たちが樽神輿を担いて祝いました。栗子峠をはさんで福島県側は中野小

学校、山形側は万世小学校双方の児童たちが『万世大路』に大きな関心を持っていることを聞いて喜んでいます。 

中野小学校では大滝会会員の鹿魔貞男さんを講師に招いて当時の様子や道路のことを学んでおり、また万世

小（山形県側）でも旧道を歩いた体験の感想文を発表していて頼もしく感じております。この旧万世大路の役割

を知り忘れることがないよう、次世代につないでいってくれるものと確信しています。 

ご清聴ありがとうございました。                   

◆  閉 会 点 鐘    会  長  

 

〔  ＨＰわが大滝の記録 の一部を参照させて頂きました。また写真はゲストの木村大滝会会長様より提供 〕                                                   

 

 

【 『万世大路』について 】………………………‥お答え 大滝会 会長  木村 善吉 様  
質問 ： 古い万世大路はまだ車で行けますか？ 
回答 ： 車では行けません。歩けば行けますが、かなり道路が荒れています。米沢川から行けるには行けます。 
 
質問 ： 大滝集落の明治天皇がお泊りになった所がありますが、あの碑はまだありますか？ 
回答 ： まだあります。 
 
質問 ： 大滝集落は昔宿場町だったのですか？ 
回答 ： 宿場と荷物の取次所でした。多い時には260人が住んでいました. 

小学校は中野小学校大滝分校で、中学校もありました。教員住宅もありました。     

―時は裏日本の経済の大動脈の要のトンネル。 今、なお深山の
奥で壮観さを残す 二っ小屋 トンネル 入口 
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ほど上の旧道にあるので、その奥にある大改修され

たコンクリート製橋台とともに、国道から当時の壮

観さが偲ばれます。 

戦後の本格的な自動車交通の時代を迎えたとき、日

本海側から奥羽山脈の東に出るルートは冬期につ

いて言えば除雪によってやっと通行できる関山峠

(現国道４８号)と仁井宿峠 (現国道１１３号)だけであり、

『万世大路』は深い雪に閉ざされ冬期間は交通止め

でした。そこで国は昭和３３年から調査を行い、各

ルートの比較検討を行った結果、栗子峠の別線・隧

道新設による改良を実施することとなりました。こ

れが栗子東・栗子西の２つの２０００ｍ級の長大ト

ンネルを含む昭和３６年から昭和４２年まで７年

かけた現代の国道１３号線、第３次『万世大路』の

進化でした。いわゆる「栗子ハイウェー」です。「栗

子ハイウェー」の出来る前、昭和35年～37年頃の

私の体験をお話しします。 

二ツ小屋トンネルを抜けると鳥川があり、その道

路沿いにある国有林のブナ林で炭焼きをしていましたので朝夕の行き来に山形の運送会社のトラックに便乗さ

せてもらうことがありました。幌がかかった荷台に乗せてもらうと、朝の上りの車には山形特産の果物、穀物、

加工前のせんべい原料などがあり、夕の下りの車には食料品、電化製品、雑貨などが積んでありました。乗せて

もらったお礼には３０円か４０円ぐらいのタバコをさしあげていました。『万世大路』沿いの集落、大滝で不便

な生活した経験を持つ私たちは「大滝会」という会を作ってそのような『万世大路』の歴史的な価値と文化につ

いて多くの人々の関心の高いことを知り毎年数回の探索調査などに協力しています。また平成２１年と翌年の

「ふくしま県街道交流会」の大会に出席し、また「万世大路開通１３０周年記念フォーラム」にも参加しました。

２６年３月２２日に「東北中央自動車道」の新栗子トンネルが貫通しました。トンネルの延長８９７２ｍは東北

で最長、国内では 5 番目の長さで、第４次『万世大路』の最新鋭化した近代的な高速道路の完成が楽しみです。

貫通式には母校である中野小学校の児童たちが樽神輿を担いて祝いました。栗子峠をはさんで福島県側は中野小

学校、山形側は万世小学校双方の児童たちが『万世大路』に大きな関心を持っていることを聞いて喜んでいます。 

中野小学校では大滝会会員の鹿魔貞男さんを講師に招いて当時の様子や道路のことを学んでおり、また万世

小（山形県側）でも旧道を歩いた体験の感想文を発表していて頼もしく感じております。この旧万世大路の役割

を知り忘れることがないよう、次世代につないでいってくれるものと確信しています。 

ご清聴ありがとうございました。                   

◆  閉 会 点 鐘    会  長  

 

〔  ＨＰわが大滝の記録 の一部を参照させて頂きました。また写真はゲストの木村大滝会会長様より提供 〕                                                   

 

 

【 『万世大路』について 】………………………‥お答え 大滝会 会長  木村 善吉 様  
質問 ： 古い万世大路はまだ車で行けますか？ 
回答 ： 車では行けません。歩けば行けますが、かなり道路が荒れています。米沢川から行けるには行けます。 
 
質問 ： 大滝集落の明治天皇がお泊りになった所がありますが、あの碑はまだありますか？ 
回答 ： まだあります。 
 
質問 ： 大滝集落は昔宿場町だったのですか？ 
回答 ： 宿場と荷物の取次所でした。多い時には260人が住んでいました. 

小学校は中野小学校大滝分校で、中学校もありました。教員住宅もありました。     

―時は裏日本の経済の大動脈の要のトンネル。 今、なお深山の
奥で壮観さを残す 二っ小屋 トンネル 入口 
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ればできなかったことです。 
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れば出来なかったことです。 
私共でも、改修工事の時、この路線の勾配選定が１番難しいの

です。途中に高い所もあれば低い所もあり、私共でもこういった所

を見極め、できるだけ遠くに行くためには水平に造る。一気に下っ

てしまえば 当然それを再度持ち上げる事はできません。かなり

高度な測量技術を要します。                                                                                                                             

また、今と違って大型機械が無い時代ですので、途中の川を横断す

る工事や岩を削るといった技術、その道具を作る技術もなければ

なりません。そして途中に西根堰より低い河川、飯坂での米川とい

う河川、桑折の産ヶ沢川、こういった川を交差しながら工事を行っ

ており、特に上流については固い岩盤の掘削途中は水平に、そして

１番技術的に難所だった所が、産ヶ沢川との交差場所で、この川

の水流が多いときは堰に

最大に利用するという方

法のため、これを交差す

るのに西根堰が河川を渡

って大きく迂回（芝提頭首

工、地図参照）しています。

ここが丁度、桑折の駅で

すが桑折の駅は特異な場

所で新幹線とＪＲが同じ高さになっており、この辺は地形的に高くなっ

ています。当然、このまま真っ直ぐ行けば楽なのですが、高い所をトン

ネルでつなげることもできないので大きく迂回させながら、尚且つ、狭

い所を渡って、その河川の水も利用するという工夫の工事でした。産ヶ

沢は北から南に流れ、西根堰は南から北に行くという地形に沿っているとはいえ、川と西根堰は全く逆の勾配を

持って交差をして、今度は高い所を迂回しながら更に続いております。摺上川と阿武隈川、この二大河川の中で

阿武隈川については勾配が南から北ですので、水を上げる事ができなかったために、長大な阿武隈川があっても

水を利用できないという地理的事情があり、そのため用水路を摺

上川に求めて西根堰が造られたわけであります。 
（  福島県中通り北部の阿武隈川左岸、この土地は西根郷と呼ばれ肥沃な土地であったが

水の便が悪く稲作が出来ず農民の永年の願望であった ）   
その結果、阿武隈川と西根堰の間の西根郷は全て西根堰の水で

耕作することができたのです。これを逆に考えれば、この間がも

っと広ければ、現在西根堰は水田だけで１,１００ｈａ。その他に

果樹もありますので１,４００ｈａ弱ありますが、単純に２倍あれ

ば３,０００ｈａという大きな受益が確保できますので、そのよう

な広がりをも見せたのではないかと思います。この地図でさえも、

西根堰がかなり曲がっ

ているのが分かると思

います。直角に曲がり

ながら地形に本当に沿っていますので、この技術も然ることながら、

こういう選定をして、なるべく高さを一定に保つことで幾らかでも水

を多く利用できる耕地を確保するという工事が１６００年代に行わ

れております。また、本線から水路が分岐しますが、場所によっては

１度川に落としたものをもう１度上げながら利用するといったこと

がなされておりますが、本線から数ｋｍ離れた所にも水を配分しなが

ら、阿武隈川までの間は全て西根堰で賄って現在も耕作されていま

す。全体では５０ｍの落差がありますが、やはり下流にいくと若干き

上堰と産ヶ沢川の交差場所、現代と昔の姿 
昔、水量の少ない時代いかにして上堰に水量を増
やすか 江戸時代初期の工事の工夫が偲ばれる 

この様な水門が、全部で２９ヶ所 堰に設置されて
おり、これらの運用管理を全て行っている 

大枝地区の迂回路改修工事で直結にした長さ５０
ｍの隧道の中間付近、 明治の工事そのままの姿 

 

上堰の末路、国見町付近、ここでも上流と同じ
く、水がゆっくり大量に流れていく 
 

ればできなかったことです。 
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つくなりますので、上流は１/１,０００とか１/３,０００の勾配、部分的には本当に平で、今から３９０年前に

できている場所を、現在はコンクリートの水路で、江戸時代にできた所と同じ所を流しながら使っております。 
この西根堰は自然流下の水路ですが、この鵬橋の上流約５００ｍから水を取って、この鵬橋の下までがずい道
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（現在はコンクリート）となっています。西根堰には江戸

時代に作られた土のずい道がそのまま残っている場所

が１ヶ所ありまして、その他には明治時代に２ヶ所の

ずい道が造られています。国見町の近くに１ヶ所、梁川

との境に１ヶ所、江戸時代最初に作った時に、高い所を

大きく迂回して作った所は流れが悪く、明治時代に２

ヶ所江戸時代の３ヶ所については、その当時のまま、土

のずい道として使われています。 
 西根堰の役目と働きということで、ここで少し西

根郷と東根郷についてお話をいたしますが、西根堰の

対をなすように阿武隈川の東の方を東根郷といいます。

福島県には安積疎水という長大な国営の事業がありま

すが、安積疎水で有名なのがファンドールン氏（ オランダ

の土木技術者で明治政府のお雇い外国人 ）です。彼は安積疎水だ

けではなく、技術者ということで色々な所で技術指導をしておりますが、この東根郷においても明治１０年にフ

ァンドールン氏が、東根郷の水不足を解消するための揚水について助言をしております。その時には、自然に流

すのは無理なのでポンプでの技術が良いということで実際ポンプでの揚水を行っておりました。ただ、その当時

のポンプの電気料金やポンプ自体の技術的なものもあって、なかなかポンプでの揚水は大変で、その後、昭和１

０年今の信夫発電所よりの自然流下となりました。 
このように阿武

隈川を挟みまし

て、西と東、西根堰

と東根堰、２つの

堰が県北地方の西

根郷と東根郷の農

業を支えてきたと

言っても過言では

無いと思っており

ます。この西根堰

は摺上川の上流に

摺上川ダムや藤倉

ダムが出来て、そ

の用水で今は安定

した用水となって

おりますが、最大

の取水は西根堰の

場合、上下両方合

わせて最大毎秒

４.５ｔの水で、季

節によって変わり

ますが、それに対

して水道は毎秒

１.８ｔ、発電が

４.５ｔと、このように摺上の水が利用されています。ダムが出来る前はやはり干ばつだと水が不足して、古い

新聞記事が資料としてありますが、大正１５年７月の新聞のタイトルが『 水不足で暴民が大挙して西根堰を襲う 鍬

鍬を抱え片っ端から堰堤を破壊 瀬上、桑折の地方民あわや血の雨 』これは飯坂の原署長の仲裁で血の雨は降らさずに

済むとなっていますが、なかなか名文だと思います。この記事の中で、なぜこうなったかという記事があるので

すが、そこには水不足のため県に解決を求めたという記載があります。これに対して県は『 耕地整理課の所轄

クラブ例会場で西根堰の土木遺産について説明を受ける飯坂
ロータリークラブ会員のメンバー 

大正時代の干ばつの年の水争いの新聞記事、戦後数年まで干ばつ時、水争いは続くが、摺上ダムや藤倉
ダムが建設されてからは、ほどんと争いは無くなった 

つくなりますので、上流は１/１,０００とか１/３,０００の勾配、部分的には本当に平で、今から３９０年前に

できている場所を、現在はコンクリートの水路で、江戸時代にできた所と同じ所を流しながら使っております。 
この西根堰は自然流下の水路ですが、この鵬橋の上流約５００ｍから水を取って、この鵬橋の下までがずい道
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だ 』とか『 土木科の所轄だ 』とか、「 擦り合い,あるいは水掛論争と言って、無責任にも放任した事が大なる誤りで、

むしろ県は暴動も仕方あるまいと暗に教えもう
・ ・

した
・

ものである。」といった記載がありまして、このように水争いとい

うものがよくあったと言われています。その後、昭和２５年７月にも「あわや血の雨 伊達睦合の水争い やっと折

り合う」または「伏黒側が納得ぜず 西根堰水争い」という記事もあります。続いて、２６年８月にも「深刻な渇水

で県北で早くも争い始まる」。また、「水争いの危機、瀬上の水田１５０町歩が仮死寸前」と、新聞記事になるようない

ろいろの水争いがありました。 

今現在は摺上ダムや藤倉ダムの効用で、

そのような事は無くなっております。西根

堰自体もコンクリートにする前は、９日１

０日に番水がありました。それは下流の方

になりますが、桑折までは常水（いつでも掛

けられる）、その下の方は番水ということで、

９日に１度しか水が掛からないでやり繰

りをしていたようでして、大正の頃は瀬上

と西根の水利権の取得の関係があって、

色々な経緯はあるのですが、そのような事

もあったという記事がありました。このよ

うに長い歳月の中には色々な事がありま

したが、西根堰があることで農業の繁栄は

続いておりました。また、現在養蚕業は衰

退しておりますが、桑折町近辺も養蚕の頃

は蚕糸の工場がありまして、西根堰を利用

して工業用水を運んで、紡績の工場をやっ

ておりました。現在その桑畑が一大果樹園となり、湯野、東湯野、桑折、国見は桃やリンゴ、そういった物に利

用されております。ハウス栽培などもありますので、１年を通して水を利用する施設などにも利用されて、農業

経営の変動も西根堰の水を利用しながら現在に至っております。 
佐藤新右衛門と古河善兵衛の経緯は色々ありますが、TVで一度『水戸黄門』が福島の中でも西根堰を題材とし

て放映されたということは、それだけ皆様の心を引くものがあったのかなというふうに思います。このように地

域の農業に役立ったということで、現在も小学校からの見学、福島を始め伊達地区からの見学があり、こういっ

た機会をもって西根堰の説明をし、子供達へ水と云うものの大切さや山で汚せばその水が自分の所に返ってくる

ということを、また、この施設の安全対策というのもありますので、水難事故防止ということを子供達にも伝え

ております。２２年に選奨土木遺産になったということもあり、西根堰の健康ウォークや８月には隧道探検など

も行なっており、一般の方にも知っていただけるような取り組みをしております。 
最後に総括となりますが、農業もそうですが昔であれば生活用水にも隅々まで水が利用されておりました。そ

して、現在は農業について、中々農家でも自分の所の関係するものについて、よく分からないということも増え

てきています。しかし、“水はどこからか来ている”という認識ではなく、西根堰はこういう歴史があって、この

地域に重要なもので、その水の大切さ、農業の大切さ、食べ物の大切さを知っていただければという思いで、こ

のようなお話をさせていただきました。 
拙い話ではありましたが、西根堰の事について、幾らかでもご理解いただければ幸いと存じます。 

ありがとうございました。 
 

◆  閉 会 点 鐘  会  長 
                 

                    〔  写真及びイラストはゲストの西根堰土地改良区 事務局長、石川様より提供 〕 

 
 
               
                             

毎年８月にはボート（タイヤｔューブ）でトンネル内見学体験同時に堰の果たす役割や

重要性及び堰に於ける水難防止の啓蒙などの勉強会も行っている。 
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『飯坂温泉の江戸､明治､大正､昭和､ 

そして平成の歴史を辿った、なかむらや旅館の想い 』 
 

 

◆ゲストスピーカーの紹介        会報・広報・雑誌委員長  小松 淳 会員  

本日は、飯坂温泉のなかむらや旅館の女将をされております高橋武子さんをゲストスピーカ

ーにお招きしております。なかむらや旅館さんは、今年１１月で創業１２６年目を迎えられ

る飯坂でも歴史のある旅館さんとお聞きしております。旅館の歴史はお手元にお配りしてお

ります民報サロンで寄稿いただいた時の原稿がございます。これを読んでいただければ皆さ

んに知っていただけるのではないかと思います。本日は、東日本大震災以降の話を中心にお

話しいただきたいと思っております。お聞きしたところ、一時、被害もかなり大きかったとい

うことで旅館を辞めようかと思った時期もあったそうですが、そんな中、今まで旅館を続け

てこられた覚悟やお客様との触れ合い、なかむらや旅館への思いをお聞かせいただければ

と思っております。  宜しくお願い致します。 
 

スピカーを紹介する会報
広報委員会の小松委員長 

だ 』とか『 土木科の所轄だ 』とか、「 擦り合い,あるいは水掛論争と言って、無責任にも放任した事が大なる誤りで、

むしろ県は暴動も仕方あるまいと暗に教えもう
・ ・

した
・

ものである。」といった記載がありまして、このように水争いとい

うものがよくあったと言われています。その後、昭和２５年７月にも「あわや血の雨 伊達睦合の水争い やっと折

り合う」または「伏黒側が納得ぜず 西根堰水争い」という記事もあります。続いて、２６年８月にも「深刻な渇水

で県北で早くも争い始まる」。また、「水争いの危機、瀬上の水田１５０町歩が仮死寸前」と、新聞記事になるようない

ろいろの水争いがありました。 

今現在は摺上ダムや藤倉ダムの効用で、

そのような事は無くなっております。西根

堰自体もコンクリートにする前は、９日１

０日に番水がありました。それは下流の方

になりますが、桑折までは常水（いつでも掛

けられる）、その下の方は番水ということで、

９日に１度しか水が掛からないでやり繰

りをしていたようでして、大正の頃は瀬上

と西根の水利権の取得の関係があって、

色々な経緯はあるのですが、そのような事

もあったという記事がありました。このよ

うに長い歳月の中には色々な事がありま

したが、西根堰があることで農業の繁栄は

続いておりました。また、現在養蚕業は衰

退しておりますが、桑折町近辺も養蚕の頃

は蚕糸の工場がありまして、西根堰を利用

して工業用水を運んで、紡績の工場をやっ

ておりました。現在その桑畑が一大果樹園となり、湯野、東湯野、桑折、国見は桃やリンゴ、そういった物に利

用されております。ハウス栽培などもありますので、１年を通して水を利用する施設などにも利用されて、農業

経営の変動も西根堰の水を利用しながら現在に至っております。 
佐藤新右衛門と古河善兵衛の経緯は色々ありますが、TVで一度『水戸黄門』が福島の中でも西根堰を題材とし

て放映されたということは、それだけ皆様の心を引くものがあったのかなというふうに思います。このように地

域の農業に役立ったということで、現在も小学校からの見学、福島を始め伊達地区からの見学があり、こういっ

た機会をもって西根堰の説明をし、子供達へ水と云うものの大切さや山で汚せばその水が自分の所に返ってくる

ということを、また、この施設の安全対策というのもありますので、水難事故防止ということを子供達にも伝え

ております。２２年に選奨土木遺産になったということもあり、西根堰の健康ウォークや８月には隧道探検など

も行なっており、一般の方にも知っていただけるような取り組みをしております。 
最後に総括となりますが、農業もそうですが昔であれば生活用水にも隅々まで水が利用されておりました。そ

して、現在は農業について、中々農家でも自分の所の関係するものについて、よく分からないということも増え

てきています。しかし、“水はどこからか来ている”という認識ではなく、西根堰はこういう歴史があって、この

地域に重要なもので、その水の大切さ、農業の大切さ、食べ物の大切さを知っていただければという思いで、こ

のようなお話をさせていただきました。 
拙い話ではありましたが、西根堰の事について、幾らかでもご理解いただければ幸いと存じます。 

ありがとうございました。 
 

◆  閉 会 点 鐘  会  長 
                 

                    〔  写真及びイラストはゲストの西根堰土地改良区 事務局長、石川様より提供 〕 

 
 
               
                             

毎年８月にはボート（タイヤｔューブ）でトンネル内見学体験同時に堰の果たす役割や

重要性及び堰に於ける水難防止の啓蒙などの勉強会も行っている。 
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◆ ゲストスピーチ               なかむらや旅館   -女将  高橋 武子 様  
なかむらや旅館の女将をさせて

いただいております高橋武子と申

します。今日はこのような席にお

招きいただき、本当にありがとう

ございます。 
また日頃、公私共に皆様には大

変お世話になっておりますこと、

この席をお借りしまして改めてお

礼申し上げます。ありがとうございます。 

今日はどのようなお話をと思ったのですが、小松さんからも

お話いただきましたように震災のちょうど１年前に民報サロン

で書かせていただいたのですが、今までの１２６年の歴史はそ

れを見ていただければ大体分かるかと思います。また、ここに小

笠原先生もいらっしゃいますが、小笠原国太郎さんは先生の曽

祖父にあたる４代前の方で大変な名棟梁であったことを、一言

申し添えたいと思います。 

当館の初代阿部與右エ門は、明治２０年に現在の福島市郊外の土湯温泉から、ここ飯坂に出てまいりました。

当時の土湯村で１８代にわたり旅籠屋（はたごや）を営んでおりましたが､度重なる洪水や大火に悩まされ『この

ままこの地にとどまっては家運が衰える』と判断。当時の花菱屋（花水館の前身）を買い受け、飯坂に進出するこ

とを考えました。土湯の真ん中あたりで営業を続けていました『なかむら

や』の屋号をそのまま掲げて明治２３年１１月に創業し、今年で満１２６

年を迎えます。 

 明治２１年の飯坂大火では飯坂温泉街の湯町や湯沢町内、旧鯖湖湯な

どが焼失しましたが、なかむらやの江戸館（玄関側の建物）は土蔵造りのた

め類焼は免れました。２階の漆喰（しっくい）には花菱屋（創業は江戸元禄時

代１６８８年といわれている）の紋所であった「花菱」となかむらやの紋所であ

る「丸に違い鷹の羽」が２つ仲

良く並び、家を大切にした昔が

感じられます。 

 明治館は明治２０年代中頃

に２年間かけて増築。総けやき

造りで１００年以上の風雨に

も揺るがぬ頑丈さを示してい

ます。現代ではあまり見られな

い香木紫檀(こうぼくしたん）や黒

檀(こくたん）、鉄刀木(たがやさん）

の木を使った書院造りの床の

間、つり天井、地震から建物を守る円垂柱（つり柱）、手洗い場のガラ

ス絵、折り上げ天井など、１つ１つに伊達市保原町の旧亀岡邸、旧花

水館の御殿の間なども造った当時の名棟梁・小笠原国太郎氏(現､小笠原

歯院の先祖)の仕事の見事さが感じられます。 

創業当時、「赤瓦や白壁の土蔵造り３階建ての珍しい建物を見よう」

と近郷近在の大勢の人が訪れたということが語り継がれています。明

治３８年には日露戦争の傷痍（しょうい）軍人が多く滞在しており、亡き叔母たちが子供時代に凛々しい軍人さ

んと一緒に撮った写真も残っています。 

 昭和となり、第２次世界大戦の時には手すり、蔵の周りの鉄柵、お墓の扉など家中のほとんどの金属を供出し

ました。その名残から戦争の愚かさを感じてなりません。そして東京都荒川区の男子児童七十数人の学童疎開の

旅館の中から出入りできる 耐火蔵の入口。昔は大火が多か
った時代、泊り客の避難用にも使用を考えたのだろうか…‥ 

この通路は昔、鯖湖湯の入浴客に使われた。 

厚さ25㎝近くある、超耐火の蔵入口、黒漆喰
化粧の重装な扉,当時の豪華さが偲ばれる。 

二百数十年(江戸時代後期造り)の踏板のすり減りが 
わかる玄関近くのケﾔキの階段。目線の高さに描いて見
せた木目模様の踏板が 棟梁の匠の技がうかがえる。 
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宿となりました。今でも訪ねてくださる方がいますが、苦しかった当時を思い出し、涙を浮かべられる姿がみら

れます。戦後は近郷近在の農家の方たちが仕事の合間に鯖湖湯へと通う湯治宿として営業を続けてまいりました。

さまざまな激動の時代をくぐり抜け、多くのお客様に支えられながら長い歴史を刻み、現在まで旅館一筋でまい

りました。先人たちがこの家を守り受け継いできた思いが結実し、平成１０年、国登録 有形文化財に指定 され

ました。 
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 明治２１年の飯坂大火では飯坂温泉街の湯町や湯沢町内、旧鯖湖湯な

どが焼失しましたが、なかむらやの江戸館（玄関側の建物）は土蔵造りのた

め類焼は免れました。２階の漆喰（しっくい）には花菱屋（創業は江戸元禄時

代１６８８年といわれている）の紋所であった「花菱」となかむらやの紋所であ

る「丸に違い鷹の羽」が２つ仲

良く並び、家を大切にした昔が

感じられます。 

 明治館は明治２０年代中頃

に２年間かけて増築。総けやき

造りで１００年以上の風雨に

も揺るがぬ頑丈さを示してい

ます。現代ではあまり見られな

い香木紫檀(こうぼくしたん）や黒

檀(こくたん）、鉄刀木(たがやさん）

の木を使った書院造りの床の

間、つり天井、地震から建物を守る円垂柱（つり柱）、手洗い場のガラ

ス絵、折り上げ天井など、１つ１つに伊達市保原町の旧亀岡邸、旧花

水館の御殿の間なども造った当時の名棟梁・小笠原国太郎氏(現､小笠原

歯院の先祖)の仕事の見事さが感じられます。 

創業当時、「赤瓦や白壁の土蔵造り３階建ての珍しい建物を見よう」

と近郷近在の大勢の人が訪れたということが語り継がれています。明

治３８年には日露戦争の傷痍（しょうい）軍人が多く滞在しており、亡き叔母たちが子供時代に凛々しい軍人さ

んと一緒に撮った写真も残っています。 

 昭和となり、第２次世界大戦の時には手すり、蔵の周りの鉄柵、お墓の扉など家中のほとんどの金属を供出し

ました。その名残から戦争の愚かさを感じてなりません。そして東京都荒川区の男子児童七十数人の学童疎開の

旅館の中から出入りできる 耐火蔵の入口。昔は大火が多か
った時代、泊り客の避難用にも使用を考えたのだろうか…‥ 

この通路は昔、鯖湖湯の入浴客に使われた。 

厚さ25㎝近くある、超耐火の蔵入口、黒漆喰
化粧の重装な扉,当時の豪華さが偲ばれる。 

二百数十年(江戸時代後期造り)の踏板のすり減りが 
わかる玄関近くのケﾔキの階段。目線の高さに描いて見
せた木目模様の踏板が 棟梁の匠の技がうかがえる。 
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うな人でも百人百様のドラマがあったと思います。なかむらやはなかむらやなりの大変なドラマがあり

ましたので、その辺をお話して、これからに向かってどのような事で腹を括ったか、お話をさせていた

だきたいと思います。 

2011 年 3 月 11 日、震災の揺れでびっくりして表に飛び出しました。建物は崩れていなかったので、

これからどうにかこのまま仕事が続けていけるかなと思っていたのですが、大工さんや建築士さんに建

物の健康診断をしてもらうおうと中に入っていただきました。上がって見ていただいたら、江戸時代の

玄関の２階と３階の間の天井裏の太い梁が５、６本折れて

いました。余震があ

れば二次災害が起

きるからという事

で、避難された方を

泊める事が出来な

い状態が続きまし

た。震災後、止まっ

ていた電気がつい

たら１番最初に温

泉が出てきたので

す。“ああ神様はま

だ見放さなかった

のだな”と思い本当にありがたかったです。この近所の

人々は銭湯があるので家にお風呂がある方が少ないもの

ですから何人かに入ってもらいました。そんな時『お風呂に入れて下さい』という方が来られ入って頂

きましたが、その人がパルセに避難して来た方だった様で、帰ってから誰かに話をしたと思うんですが、

そしたら避難した人達がどんどん来て玄関が黒山の人だかりになったのです。それでうちの周りの、なか

やさんやほりえやさんも、天からの恵みで温泉が出てきたのだからという事で、避難している人達に無料でお

風呂に入っていただきました。３軒で１日 約千人近くの人々が入浴に来たようでした。おばあちゃんが最後

に手を合わせて『ありがざいました』と、それがとても印象的でした。その日は寒い日で、厚手の服も何も無

い様子、お帰りになる時に毛布で包んで帰っていただいた記憶があります。そういう事が７日位続                                                                                                                             

3 階の『書院造りの床の間』 には、今ではあまり見慣れない香木紫檀や黒檀及び鉄刀木(タガヤサン)の木を使い、そして二間
(3.6ｍ)通しの床板にはケヤキの一枚板を使用、そこには人生の長寿を願う亀の彫り込みをあしらい、正に日本建築の伝統的な本物の書院
造り。 書院の障子側 柱は吊り天井柱（これも地震の振動より建物を守るための工法）その上、下柱には柾目を利用した見事
な幾何学模様の施工、これぞ 棟梁の芸術作品。 おそらく明治の日本建築の粋をきわめた見事な遺産ではないだろうか。 

階段の欄干下板まで、彫刻化粧されている階段 

ケヤキの床板の木目の流れをうまくとらえて、大亀、子
亀を彫り込んで絵をえがく、匠のワザ が光る。 
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いたでしょうか。その事

が東京の朝日新聞の夕刊

に載って息子が中心にな

ってやっていたので名前

も載り、次の日は朝日新

聞の全国版に出たので、

全国から支援物資を送り

たいとたくさん電話が掛

かってきた事もありま

た。 
その後、さてこれを直さ

なくてはならないとなっ

た時に、一応、国の登録有

形文化財にはなっている

のですが、震災後に国や県からの大工さんや設計士さんに見てもらったと

ころ、江戸館を壊さないとだめだという事になりました。なかむらやの前

身が、『花菱屋』で江戸時代の建物の方を『花菱屋』として営業してお

り、その後うちの先祖が買い受けたものでした。どの位掛かるのか聞

いたら『１０億円以上掛かる』と言うのです。１０億払うという事は天文学

的な数字で、震災で気持ち

も萎えてしまっているし、

辞める事が一番簡単だし、今まで曲がりなりにもどうにかここま

できたのだから、もう辞めようと思いました。その時に、いつも

来て下さっていたお客様が『何回電話してもやっていないとはど

ういう事なんだ。今までのお客様を泊めないとう事なのか。よく

考えてみなさい！』と真面目に叱られました。叱られてありがた

かったというのは、本当にあの時が初めてでしたし、その時に我

に返りました。私は

六代目ですが、親の

時代、祖母の時代、

戦争を含め、決して

景気の良い時ばか

りではなく、大変な

時代の方が多かっ

たと思います。この

まま、私が辞めてあの世に行ったら『今まで俺達がどんな思いでここ

を守ってきたと思うのだ。浜通りの人の方がもっと大変なんだぞ。』

と叱られてしまうなと思って、もう一回仕事をしようと思った訳で

す。さてどうしようと言う事で、県や国から来た人に『周りがしっか

り残っているのに壊せとは何事なんだ。それを直してくれるのがあ

なた達の仕事ではないか。』と言いました。結局は直すという事にな

って補助金をいただいて、それでは足りないので福島信用金庫さんが貸してもいいよとおっしゃっていただいたの

でお借りして工事に臨みました。３月の震災から翌年の２月まで掛かったでしょうか、どうにかこうにか元の形を

残して営業が出来るようになりました。ここまできてみると、小さな仕事を続けていくという事に意味があり、辞

めようと思ったのは本当に私自身がしょげてしまっていたのだと、自分の事を慰めたい気持ちもありますが、今は

腹を括ってぶれる事なく頑張って行きたいと思います。修道女の渡辺和子さんの『置かれた場所で咲きなさい』と

いうベストセラーになった本の通りに、私はなかむらやを守る為に、神様やご先祖様がここに使わせてくれたのか

な､と自分の身の丈にあったように決して背伸びするのではなく、いじける事も無く、これからもなかむらやを守

る為に真面目に一生懸命私なりに置かれた場所で懸命に咲きたいと思っております。これからも皆様にご指導を頂き

たいと思います。 どうぞ宜しくお願いいたします。        〔 一部民報サロン抜粋  〕 
◆ 閉 会 点 鐘  会 長 
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からのケヤキの直径２０㎝の吊り丸柱、地震の
振動から建物を守る造りで２階と３階の階段を
支え 120 年過ぎても揺るがぬ頑丈さがあり、ま
さに 名棟梁の傑作の技 

明治から現代まで壊れず残っていたガラス絵は、文献に
よると透明なガラスに裏から描き表から見る書法で江戸時
代に西洋から伝播され、絵師が特殊な方法で書いていたと
言われている。  

当時は大変貴重なもので旅館のお手洗いに描かれてい
るとは…‥驚きである。 

３階迄の廻り階段、直角曲がりでなく内側に鋭角に少し入っ
て造られている。 上がる人が上がり易い様にとの工夫と云
われている。 

〔 後日となりましたが“なかむらや旅館”様が平成２７年１２月に福島県建築文化賞（復興賞）を授与されました。 〕 

3.11 東日本大震災で江戸館の梁が壊れ多大な資金がかかり一
時廃業を考えたが、１２０年続いたなかむらやの家業、その間幾
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柱の支え柱と共に再起を決意したと言う。 
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で、避難された方を

泊める事が出来な

い状態が続きまし

た。震災後、止まっ

ていた電気がつい

たら１番最初に温

泉が出てきたので

す。“ああ神様はま

だ見放さなかった

のだな”と思い本当にありがたかったです。この近所の

人々は銭湯があるので家にお風呂がある方が少ないもの

ですから何人かに入ってもらいました。そんな時『お風呂に入れて下さい』という方が来られ入って頂

きましたが、その人がパルセに避難して来た方だった様で、帰ってから誰かに話をしたと思うんですが、

そしたら避難した人達がどんどん来て玄関が黒山の人だかりになったのです。それでうちの周りの、なか

やさんやほりえやさんも、天からの恵みで温泉が出てきたのだからという事で、避難している人達に無料でお

風呂に入っていただきました。３軒で１日 約千人近くの人々が入浴に来たようでした。おばあちゃんが最後

に手を合わせて『ありがざいました』と、それがとても印象的でした。その日は寒い日で、厚手の服も何も無

い様子、お帰りになる時に毛布で包んで帰っていただいた記憶があります。そういう事が７日位続                                                                                                                             

3 階の『書院造りの床の間』 には、今ではあまり見慣れない香木紫檀や黒檀及び鉄刀木(タガヤサン)の木を使い、そして二間
(3.6ｍ)通しの床板にはケヤキの一枚板を使用、そこには人生の長寿を願う亀の彫り込みをあしらい、正に日本建築の伝統的な本物の書院
造り。 書院の障子側 柱は吊り天井柱（これも地震の振動より建物を守るための工法）その上、下柱には柾目を利用した見事
な幾何学模様の施工、これぞ 棟梁の芸術作品。 おそらく明治の日本建築の粋をきわめた見事な遺産ではないだろうか。 

階段の欄干下板まで、彫刻化粧されている階段 
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『 芭蕉の辿った飯坂細道 』 

 

◆ゲストスピーカーの紹介  会報広報委員会  副委員長  篠木勝司  

それではご紹介申し上げます。今回は飯坂の歴史を辿るシリーズ 第１０回目となります。本日は、芭蕉が飯

坂のどこに来て、どう辿ったかについてお話を頂きたいと思います。飯坂の歴史ついては、昔、秋山先生が作

った厚い本と、もうひと方の先生が作った素晴らしい歴史の本がありますが、歴史書として今の子供達には読

みにくく、今回は画像をふんだんに使い読みやすい、分かりやすいシリーズ物を纏めて１冊にして発刊を考え

ております。今回の高橋先生はわたり福祉会の理事長ですが、県立相馬女子高等学校の教諭をなさっていまし

た。その後、福島西女子高校（現福島西高）でも教鞭をとっており、最後に福島北高校の教諭をされ退官され

ていらっしゃいます。その後は、社会福祉法人『わたり福祉会』の理事長をなさっています。私もその福祉会

の役員をしており、お世話になっております。事業所は「はなひらの」「はなゆまち」「はなしのぶ」「はなみず

き」、また、「さくら保育園」「南さくら保育園」も運営しております。皆さんもご存知の米倉先生は芭蕉につい

て場所を辿って絵を描いていらっしゃいますが、高橋先生は米倉先生とも懇意になさっています。もう１人の

方は大学一先生という弁護士の先生で、１冊の本を発刊していらっしゃいます。芭蕉の辿った所をお１人で辿

って、遺跡の写真を撮って『わたしの歩いたおくのほそ道 』というタイトルで本を出していらっしゃいます。

この本の発行責任者は高橋先生です。その辺を含め、芭蕉がどんな思いで飯坂に来て、どんな思いで去ってい

ったのかという、今まで誰も触れていない内容にもお話をして頂き、シリーズ第１０回 として編集して残してい

きたいと思います。 宜しくお願い致します。 

 

◆ ゲストスピーチ        わたり福祉会 理事長    高橋重久 様（2016.1.21）  

本日は例会にお招きいただいてあり

がとうございます。実は、奥の細道、芭

蕉と飯坂の関係を話してくれないかと

篠木さんの方からお願いされたとき、ど

うしようか迷ったのです。今まで色々な

方が色々なふうに、この奥の細道につい

ては書いていらっしゃいますので、今さ

ら僕がと思ったのですが、では引き受け

ましょうということでお引き受け致し

ました。何を参考にしてお話をしようかと色々考えたのですが、僕も教

師をしていたので、『芭蕉文集』という書、ほんの一部、『奥の細道』が

この中にあるのですが、こういう物を読み返したり、又先程紹介がありました『わたしの歩いたおくのほそ道 』

という本についてですが、大学一先生は、弁護士をしながら仕事に行った時に寄って写真を撮ったり、分から

ない事があると調べたり、そういうことをしながらこの本をお書きになりました。米倉先生には、西女に赴任

したおり、山女釣りを習いました。私は釣りが駄目だったの

ですが、この先生は非常に釣りがお上手だったのです。そう

いう関係で深い交流がありました。米倉先生は高校の教師を

定年前に辞めて、色々なシリーズの絵をお描きになりました。

それを三越本店の特別ギャラリーで展示したのです。三越本

店の特別ギャラリーというのは、本当に有名な人しか展示で

きない所なのですが、米倉先生が退職後、釣りを描いた絵を

持って行って、実はこういう訳なのですがと言ったら、当時

の社長が惚れ込んで、特別ギャラリーで絵を発表することに

なり、７、８回は本店で個展をやっていらっしゃいます。そ

飯坂温泉駅前に立っ芭蕉の銅像 １９８２年建立 
日展評議委員彫塑家 太田良平氏作 
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の先生が『奥の細道』という題で、絵をお描きになりました。絵を描くにあたっても色々調べるのです。よく
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『 芭蕉の辿った飯坂細道 』 

 

◆ゲストスピーカーの紹介  会報広報委員会  副委員長  篠木勝司  

それではご紹介申し上げます。今回は飯坂の歴史を辿るシリーズ 第１０回目となります。本日は、芭蕉が飯

坂のどこに来て、どう辿ったかについてお話を頂きたいと思います。飯坂の歴史ついては、昔、秋山先生が作

った厚い本と、もうひと方の先生が作った素晴らしい歴史の本がありますが、歴史書として今の子供達には読

みにくく、今回は画像をふんだんに使い読みやすい、分かりやすいシリーズ物を纏めて１冊にして発刊を考え

ております。今回の高橋先生はわたり福祉会の理事長ですが、県立相馬女子高等学校の教諭をなさっていまし

た。その後、福島西女子高校（現福島西高）でも教鞭をとっており、最後に福島北高校の教諭をされ退官され

ていらっしゃいます。その後は、社会福祉法人『わたり福祉会』の理事長をなさっています。私もその福祉会

の役員をしており、お世話になっております。事業所は「はなひらの」「はなゆまち」「はなしのぶ」「はなみず

き」、また、「さくら保育園」「南さくら保育園」も運営しております。皆さんもご存知の米倉先生は芭蕉につい

て場所を辿って絵を描いていらっしゃいますが、高橋先生は米倉先生とも懇意になさっています。もう１人の

方は大学一先生という弁護士の先生で、１冊の本を発刊していらっしゃいます。芭蕉の辿った所をお１人で辿

って、遺跡の写真を撮って『わたしの歩いたおくのほそ道 』というタイトルで本を出していらっしゃいます。

この本の発行責任者は高橋先生です。その辺を含め、芭蕉がどんな思いで飯坂に来て、どんな思いで去ってい

ったのかという、今まで誰も触れていない内容にもお話をして頂き、シリーズ第１０回 として編集して残してい

きたいと思います。 宜しくお願い致します。 

 

◆ ゲストスピーチ        わたり福祉会 理事長    高橋重久 様（2016.1.21）  

本日は例会にお招きいただいてあり

がとうございます。実は、奥の細道、芭

蕉と飯坂の関係を話してくれないかと

篠木さんの方からお願いされたとき、ど

うしようか迷ったのです。今まで色々な

方が色々なふうに、この奥の細道につい

ては書いていらっしゃいますので、今さ

ら僕がと思ったのですが、では引き受け

ましょうということでお引き受け致し

ました。何を参考にしてお話をしようかと色々考えたのですが、僕も教

師をしていたので、『芭蕉文集』という書、ほんの一部、『奥の細道』が

この中にあるのですが、こういう物を読み返したり、又先程紹介がありました『わたしの歩いたおくのほそ道 』
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わせをして、ああ高橋先生かということになりました。うちの家内は相馬で東邦銀行

に勤めておりましたが、結婚してそれを辞めて、飯坂支店の嘱託として何年間かやっ

ていましたので、近所の人達についてはうちの家内の方が色々分かるのです。そうい

う訳で僕はあまり知られておりませんし、これから高齢化を迎えますので、ひとつ宜

しくお願いしたいなと思っております。 

そんなことでお話致します。芭蕉があちらこちら歩いた紀行文というのは色々あり

ますが、多くは書いた物をそのまま発表しています。しかし、『奥の細道』だけは歩

いて、それから５年掛けて和文脈、漢文脈を交えた独特の文体での文学作品として完

成しました。そこから、いかに『奥の細道』に芭蕉が力を入れたかということが分

かることでしょう。だから『奥の細道』にはフィクションが多いのです。虚構が多

いのです。一緒に歩いた曽良の日記と違うこともありますし、場所も時刻も日にち

も違うことがあるのです。だけども、紀行文を文学として高めるためにそういうふ

うに書き上げたと言って良いのではないかと思うのです。ですから、色々な議論を皆さんがしますが「ここは

曽良の日記にはこう書いてある」「いや、ここはこうだろう」「こっちに来たんだ」「時間が違う」「晴れか」「曇

りか」と、色々な議論をするのですが、専門家でない私ど

もには議論は必要ないのではないかと思います。芭蕉の

歩いた所に行って、そこで芭蕉の『奥の細道』を思い出し

て、「あｧ、そうか」というふうに感動すれば良いのではない

かと思います。山寺の句に“閑さや 岩にしみ入る 蝉の声”
とあります。この蝉は何蝉だと議論するのですが、議論し

てもどうにもならないのではないかと思います。その人

が山寺に行って、静かなその山寺の中で聞いた蝉。なるほ

ど、これが岩にしみ入る蝉の声かと感ずれば何蝉であろ

うと良いのではないでしょうか。 
 そういう意味では、飯坂に泊まった時のことは、飯坂を

侮辱しているのではないかと言われていますが、そうい

うふうに思わないようにしていただきたいと思います。

そもそも、芭蕉はその地方地方に俳人の友人が居たので

す。連歌師が居たのです。知り合いも居りました。そう

いう人を辿って旅をしました。だから、割合良い旅をしております。飯坂については、医王寺に行くというこ

とは最初から予定していましたが、泊まるというのは予定外だったのです。です

から、こんな文を書いて、と思わないでいただければと思います。知人も誰も居

ない中で起こったことです。例えば、須賀川には『相良等躬（とうきゅう）』という

俳人が居りまして、芭蕉はそこに泊まったのです。そこで俳句会をやったりしな

がら過ごして、芭蕉の旅の中で１番長い期間逗留したのです。そういう弟子を辿

って行って、そこで優遇されたので、須賀川は非常に良い印象の文章になってい

ます。須賀川を辿って来て、そこに５日間居て、須賀川を出発して郡山に泊まり

ます。普通は旅籠に泊まりますが、須賀川の等躬の紹介で、紹介を受けた人が案

内をしてます。郡山に行く前に田村の方に案内されて行っています。そういうふ

うに次々とそういう人達に紹介されながら歩いたということもあります。郡山

を発って、そして二本松に出て、福島に入るのですが、福島には金谷川から松川

の方を通って入ってきます。福島では郷の目に『神尾』という村の名主が居

りましたが、その人を訪ねて、そこに厄介になるはずだったのですが、たま

たま、その方が旅に出て居なかったのです。それで福島まで来て福島の旅籠

に泊まりました。その当時は福島堀田家１０万石の町だったのですが、本町が大きな問屋などの町で庶民は柳

町や荒町、あの辺で買い物をして北町や豊田町近辺に旅人が泊まっていたという記録があります。芭蕉はどこ

に泊まったのかはっきりしませんが、おそらく北町に泊まったのではないかと言われています。とにかく福島

では旅籠に泊まったので気に障るようなことは無かったと思います。次の日に福島の旅籠を発って、岡部橋の 

其夜飯塚(坂)にとまる。 温泉あれば湯に入て宿をかるに、土座に
莚を敷て あやしき貧家也。…‥   （米倉先生書の絵） 

             

著者､大学一先生の書『わたし
の歩いたおくのほそ道 』発行
責任者 高橋理事長の本 

医王寺境内にある芭蕉の句の碑
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に泊まったのかはっきりしませんが、おそらく北町に泊まったのではないかと言われています。とにかく福島

では旅籠に泊まったので気に障るようなことは無かったと思います。次の日に福島の旅籠を発って、岡部橋の 

其夜飯塚(坂)にとまる。 温泉あれば湯に入て宿をかるに、土座に
莚を敷て あやしき貧家也。…‥   （米倉先生書の絵） 

             

著者､大学一先生の書『わたし
の歩いたおくのほそ道 』発行
責任者 高橋理事長の本 
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下に淀んだ所があるのですが、岡部の渡しを渡って、信夫文知

摺を見て月の輪の渡しへ向かいました。米倉先生が絵にしてお

りますが、現在は橋が出来ており（橋が無い昭和64年頃か、平 

  成元年か、そこらはっきりしませんが、その下に瀬上の渡しを造った 

  そうです。 そこには渡し船があって、その渡し船を渡すのは市の 

  職員だったそうです。 市の職員が渡し船で、学校へ通う子や 

用足しにいく人を渡していたという記録があるようです） 

その月の輪の渡しを渡って、瀬上の宿場を通って、摺上川沿

いにずっと歩いて医王寺まで来ました。北高の前の道路を通る

と、片側に高い坂（星の宮神社の坂か）になっている道から、今の

医王寺の駅付近（星五郎兵館）までずっと歩いて、そこから医王

寺まで行ったといいます。 
その後、芭蕉は医王寺よりも前に、舘ノ山の佐藤荘司の舘に行

ったということになっています。佐藤荘司というのは佐藤基治

という藤原秀衡の家来で非常に信任に厚く、藤原家と佐藤家は

同じ一族に属しています。その佐藤家が奥州の南の方を藤原家

に代わって治める役目を担っていました。それが佐藤荘司と言

われていますが、本当は基治のことなのです。その舘に行って

その跡を見て、そこから医王寺に行き、それから温泉に行って

泊まったことになっておりますが、曽良の文章によるとそうで

はなく最初に医王寺に行って見て、それから舘ノ山に行って、舘ノ山から下りて来て、あの鯖湖湯あたりに泊

まったというふうになっています。芭蕉の医王寺の文章はフィクションなのです。何故かというと、芭蕉にと

って医王寺が１番の目的なので、医王寺を見て、それから舘ノ山に行ったためです。芭蕉は義経を非常にひい

きしています。義経に感動していました。それを庇う藤原秀衡にも感動していて、それを見て歩くことはひと

つの目的だったのです。ですから、医王寺に行くとい

うことは、瀬上からのひとつの目的でした。源氏が旗

揚げした時、佐藤基治、いわゆる舘ノ山の館に居た基治

は、自分の２人の子供、継信、忠信を義経の家来とし

て遣わしています。継信は八島の戦いで矢を向けられ

た時に義経を庇って、そしてその矢に打たれて身代わ

りになって亡くなりました。それから、忠信は義経が

頼朝に追われて逃れて来る途中、京都の吉野という所

で義経に化けて戦い義経を逃したのです。そして義経

に代わってそこで自害しました。それで義経は逃れる

ことができました。義経は継信と忠信の遺髪を持って、

逃れる途中に医王寺に寄って納めたと言われていま

す。 
そういうことを知っている芭蕉は、どうしても医王

寺に寄らなくてはならないということで､医王寺に寄

って舘ノ山を下がって飯坂に泊まったのです。その医

王寺の表現も、みんなフィクションなのです。 乙和姫は継信、忠信のお母さんですが、その碑があります。基

治のお墓も、継信と忠信のお墓もあります。継信、忠信の母親である乙和姫は年老いて息子が帰って来ない､い

つ帰ってくるのかと待っていましたが、その時に、継信、忠信の妻である『楓』と『若桜』２人が鎧を着て、

そして老いた母親の所に『ただ今帰りました』と言って、悲しんでる母親を慰めて、病床にいた母親が喜んだ

という話があります。その話は､白石市にある甲冑堂が出所なのです。そこには芭蕉も寄っています。ですが

凝縮しています。芭蕉の医王寺の文章の中には、その２人がそういうふうなことをしたと、その印があると書

いてあります。実はそれは無かったのですが、芭蕉は、石碑もあり、袂を濡らしたということを書いています。

つまりフィクションなのです。どう凝縮して文章的に高めるか、そういう視点から文章ができています。そこ

猶夜の 余波心すゝまず、 馬かりて桑折の 驛にでる。… 
      （米倉先生書の絵） 

石巻にある芭蕉と曽良の銅像と『奥の細道』全行程 
深川(五月十六日)-日光-白河-須賀川-郡山-二本
松-福島-飯坂-白石-仙台-塩釜-松島-石巻-登米-
一関- 平泉-岩出山-尿前の関-尾花沢-立石寺-
羽黒山-酒田-象潟-鶴岡-新潟-弥彦-直江津-金沢
-山中-永平寺-敦賀-大垣(150 余日､約 2400 ㎞の旅で
あった) 
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に句も残っています。“笈も太刀も 五月にかざ

れ 帋幟 ”という句ですが、これはお寺に行っ

て茶を乞うたら、そこにそういう義経や弁慶の

笈を置いて、宝にしているということを書いて

います。実際は寺に入ることを断られ、中に入

れなかった。ただ、そこにそういう弁慶や義経

の形見があるということは聞いていたので、そ

ういう句を詠んだのです。そして､この時５月

２日だったのですが、５月１日と書いてありま

す。ちょうど５月節句は５月から始まるため、

５月２日より１日の方がその句も生きてくる

のです。そういう意味でフィクションなのです。

文章を読むと、継信や忠信、そして基治一族の

悲哀を感じ取って、どんなに芭蕉が感動したの

かが伝わってきます。だから医王寺でお茶を断

られたなんてことは書けません。そういう事情

があったものと思います。 
その後、芭蕉は飯坂に泊まります。湯に入っ

たと書いてあります。今の佐波古湯（鯖湖湯）

でしょうか、米倉先生の絵のように筵で囲った

湯だったのではないかと思います。旅籠もなか

ったでしょうから、芭蕉は貧しい農家に泊まり

ました。ある人の説によると、花水館の所から下った川縁の湯に入りその湯守りの家に泊まったともあります。

家の土間に泊められたと芭蕉は書いています。雨が降り出し雷さえなり雨漏りし、蚤や蚊に刺され眠れず持病

さえ起って気を失うばかりだと書いています。大変ひどい目に遭ったとの印象です。 
飯坂温泉協会に置いてある飯坂散歩という本に、西根堰、伊野目堰を開削し新田開発した上杉藩治下６０有

余年「 わけもなく村に立ち入るもの。不審のもの村に置くべからず、宿貸すまじき事 」との厳しい布令が出されていたと記

されています。その後領主が堀田氏となった当時もその厳しい布令が領民の心に残っていたのでしょう。 
そうした事情からすれば、土間であっても泊めてもらえたことからは農夫の温かい心使いを今の私共には感

じます。「夜に入り 蚤蚊に刺され眠られず。持病さえ…‥」このことは曽良の日記には書いてありません。この表現

は、医王寺で茶を断られたと書けずにいた煮え切らない、くすぶっていた心のどうしようもない気持ちを表し

たものでしょうか。桑折の大木戸を超す「羈旅（きりょ）辺土の行脚…‥」を強調するためのフィクションなのでし

ょうか。芭蕉は眠れない夜を過ごした翌朝出発し、現在の十綱橋の少し下の渡し船を使い、摺上川を渡り伊達

に向かいました。そして、大木戸という所を通って白石の方に抜けていきましたが、国見峠の時には大変ひど

かったそうです。眠れなかったので馬を借りて、その馬に乗ってその峠を越えたと言われています。その時の

絵を米倉先生がお描きになりました。雑なお話で申し訳ございませんが、そんなことでフィクションが多く、

だから真に受けないで、芭蕉がこういうふうに通ったのだなと、ここでこんなふうに感動したのだなと、ここ

は農家の家でこんなふうに苦労して泊まったのだな、しかし、泊めてやったというのが､ひとつの人情なのだ

なと､そういうふうに思っていただければ良いのではないかと思います。  

 

【 追 記 】 

上記のスピーチの中でも『楓』と『若桜』の物語(1185 年頃の古事)にか
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つまりフィクションなのです。どう凝縮して文章的に高めるか、そういう視点から文章ができています。そこ

猶夜の 余波心すゝまず、 馬かりて桑折の 驛にでる。… 
      （米倉先生書の絵） 

石巻にある芭蕉と曽良の銅像と『奥の細道』全行程 
深川(五月十六日)-日光-白河-須賀川-郡山-二本
松-福島-飯坂-白石-仙台-塩釜-松島-石巻-登米-
一関- 平泉-岩出山-尿前の関-尾花沢-立石寺-
羽黒山-酒田-象潟-鶴岡-新潟-弥彦-直江津-金沢
-山中-永平寺-敦賀-大垣(150 余日､約 2400 ㎞の旅で
あった) 
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また、〔蕪村書安永２年（１７７３年）〕にも屏風絵として描かれてい

ます。         

お堂が建立され２人を祀られた当時は､高福寺と神社が在った

とされていますが、江戸時代からは無人となっていて、明治８

年に放火によって焼失しました。                                          

佐藤継信､忠信の妻『楓』と『若桜』の物語は『深き悲しみを

抑えて､母を慰めんとした世にもめでたき例ならずや』と斎川や

白石､広くは宮城県全般に昔から広く伝えられ､尋常小学校の国

定教科書にも焼失も含めて記載されました。そして、このよう

な背景があって甲冑堂物語は全国各地から、その後どうなった

かと永く問い合わせが有ったと言われています。昭和８年頃、

斎川小学校校長先生が中心となり､この物語の人々に対する伝承の重要性を感じ甲冑堂の再建に奔走して､現

在のような素晴らしい甲冑堂が昭和１２年に建立しました。現在の等身大の立派な甲冑姿女像の完成は２年後

の昭和１４年で､７７年過ぎても今なお甲冑の女像から親孝行の想いが伝わってくる様な思いです』 

 

では なぜ ？？……  物語の舞台は飯坂大鳥城であり、佐藤継信､忠信の菩提寺が医王寺なのに､上記のよう

な素晴らしい物語の伝承が広くなされず､お堂もなく一寸ミステリアスの想いがするが・・・？ 

 

 

其の理由は…… 

『 当時の鎌倉時代は兄源頼朝の支配下に飯坂はなっており、弟源義経は追われる身であった。その義経の家

臣の継信､忠信及び妻『楓』と『若桜』の美談は飯坂地方ではタブーであったと言われ､それがために２人の菩

提寺医王寺の墓石には大きな自然石で名がなく､勿論当時は供養の集まりも大々的にできず､そのため頼朝の

支配の少ない宮城県々境の斎川に建立したのではないかと言われています（ 田村神社宮司 中川様 談 ） 』 

 

◆閉 会 点 鐘  会 長 

 
                                                      〔 絵は米倉先生書のものを提供して頂きました。〕 

 

 

芭蕉や蕪村の見た焼失前の甲冑姿の像の絵（蕪村の絵） 

甲冑堂は木造六角形のお堂で、中には等身大の絢爛たる木像彫刻甲冑姿の女像が鎮座し屏風絵には大鳥城のｼﾝﾎﾞﾙ鵬の鳥 
２羽が描かれ、戦国時代の妻の意気込みがひしひしと感じられる 
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『 明治､昭和の飯坂大火の真相   』 
 

◆ゲストスピーカーの紹介      会報､広報委員会   副委員長 篠木 勝司 会員  
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116 町内に無償（数量限定）で配るので、この１１シリーズを読んでいただき、防災に対する再認識を深めてい

ただきたいと思います。今日は大変興味深いお話が出ると思います。     
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た、今日はこういった機会を与えていただきまして誠にありがとう

ございます。

実は一昨日に

茂庭で火災が

あり、思った

以上に延焼

しておりま

した。ちょう

ど私が駆け付けた時に地域住民の方が消火栓から直

結でホースを繋いでいたのですが、まさに隣の建物に

延焼する直前の状況でした。２０年ぶりに私も管槍を

持ちまして応援しました。今日は筋肉痛の思いが一

寸といたしますが、そういった火災現場や災害のお

話をしたいと思いま

す。 
 飯坂大火の真相と

いうことですが、私は

昨年４月に飯坂消防

署長を拝命いたしま

した。実はその時か

ら、この地域の火災の

ことをいろいろ研究

中でした。この研究や

調査の進化の途中のことを本日は色々とお話をしたいと思います。飯坂の火

災というと、まず始めにイメージできたのは、古い話で舘ノ山の佐藤基治公

の居城が落ちる時に、頼朝軍に攻められ火災があったのかどうかということ
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が 気 に な っ て

色々調べました。

お城自体の記述

は無いのですが、

実は天王寺のパ

ンフレットの中

に火災があった

ということが書

かれています。ご

紹介しますと、

『平安時代文治

５年（１１８９

年）に源頼朝の平

泉攻めで、大鳥城

落城の時に兵火

により焼失、天王

寺も巻き込まれて焼失した』という記載があります

ので、大鳥城は兵火で大きな火災があったというこ

とが分かります。 
いったイメージから地域の伝承の話になってき

ますが、実は総務省消防庁で全国の災害伝承情報と

いうことで数年前からデータベース化しようとい

う試みがありました。各地域、個々に色々な教訓が

残されているのですが、これは国レベルでは統一さ

れておりません。この災害時情報データベースは、

整備に関わる情報収集調査表というのがありまし

て、その定義をお話しますと『本調査における災害

伝達情報は、様々な形で現在の人々に伝えられる全

国各地の過去の災害、事故に関する言い伝え、災害

対応に関わる記録、資料であり、今日における教訓

として活用することができる情報を定義する』とい

うことで、そういった情報をデータベース化して後世に残そうといった動きがありました。勿論、その中に

は色々な災害があるのですが、大規模な火災や個数でいうと戦前と戦後の違いは有りますが、１００個以上

の定義があります。その定義にかかわら

ず上記の程度を満たさない規模であっ

ても、現在に語り継がれている災害があ

りましたら、対象に加えてくださいとい

ったことで国が運動しているというこ

とをご紹介致します。それを踏まえまし

て実は飯坂町にもそれに匹敵するよう

な火災がありました。                                                   

それは明治の飯坂大火、明治２１年

（１８８８年）４月湯町、湯沢地区から

出火し２７０戸を焼失しております。こ

の災害の復興から、今の若葉町などがつ

くられたという記録があります。皆様ご

承知かどうか分かりませんが、八幡神社

の北東側に石碑があります。                                   

八幡神社のうら北東にある 『飯坂の
碑』１２5年間ひっそりと佇んでいる。 

碑には漢文で表示されている。要訳すると下記の様に
記されているという。 

若葉町に新しく再建された遊郭街、当時は新名所として絵ハガキに記されていた。 
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これは『飯坂の碑』と言われていますが、この石碑の中に詳しく書いてあります。ただしこの石碑はすべ

て漢文です。何が書いてあるのか、一寸分かり難いので皆様のお手元に資料配布しておりますが、そこに現

代語訳が書いてあります。 
『明治２１年のこの火災の復興のために、桑田などを埋めて新たな町をつくった。この復興からの立ち上がりと将来
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若葉町の古い写真を見ると若葉町は遊郭街として再建されました。古い写真ですが福住旅館さんから提供
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紹介しますと、

『平安時代文治

５年（１１８９

年）に源頼朝の平

泉攻めで、大鳥城

落城の時に兵火

により焼失、天王

寺も巻き込まれて焼失した』という記載があります

ので、大鳥城は兵火で大きな火災があったというこ
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いったイメージから地域の伝承の話になってき

ますが、実は総務省消防庁で全国の災害伝承情報と

いうことで数年前からデータベース化しようとい

う試みがありました。各地域、個々に色々な教訓が

残されているのですが、これは国レベルでは統一さ

れておりません。この災害時情報データベースは、

整備に関わる情報収集調査表というのがありまし

て、その定義をお話しますと『本調査における災害

伝達情報は、様々な形で現在の人々に伝えられる全

国各地の過去の災害、事故に関する言い伝え、災害

対応に関わる記録、資料であり、今日における教訓

として活用することができる情報を定義する』とい

うことで、そういった情報をデータベース化して後世に残そうといった動きがありました。勿論、その中に

は色々な災害があるのですが、大規模な火災や個数でいうと戦前と戦後の違いは有りますが、１００個以上

の定義があります。その定義にかかわら

ず上記の程度を満たさない規模であっ

ても、現在に語り継がれている災害があ

りましたら、対象に加えてくださいとい

ったことで国が運動しているというこ

とをご紹介致します。それを踏まえまし

て実は飯坂町にもそれに匹敵するよう

な火災がありました。                                                   

それは明治の飯坂大火、明治２１年

（１８８８年）４月湯町、湯沢地区から

出火し２７０戸を焼失しております。こ

の災害の復興から、今の若葉町などがつ

くられたという記録があります。皆様ご

承知かどうか分かりませんが、八幡神社

の北東側に石碑があります。                                   

八幡神社のうら北東にある 『飯坂の
碑』１２5年間ひっそりと佇んでいる。 

碑には漢文で表示されている。要訳すると下記の様に
記されているという。 

若葉町に新しく再建された遊郭街、当時は新名所として絵ハガキに記されていた。 
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７月１日午後７時３０分（１９４４年）、湯野側

の高台（現交番の北西）から出火したと記録が残さ

れています。湯野の方７１戸を焼き尽くし、その

後、飯坂の方に摺上川を越えて燃え移り、翌日の

午前２時４０分頃にほぼ鎮火したといった記録

があります。これが(Ⅰ)（前ページ参照）その火災の

延焼状況図ですが出火建物が記されています。こ

こです。ここから出火して、まず湯野側を焼失し、

その拡大していった火災の様子です。次は当時の

写真①ですが、摺上川渓谷沿いに、こういった木

造の荘厳な建物が立っている姿が当時の飯坂温

泉の姿だった訳です。これが１９年の火災の直前

と言われている写真です。この背景を見ると木造

の５階建ての建物がずっと立っている状況です。

この上記(Ⅰ)の地図は当時の火災の類焼を復元

した罹災地図です。火元は、現交番裏、ここから

広がっていったと言われています。後に摺上川

を超えて飯坂側に燃え移っていきました。当時

の火災の現状写真を、寄贈していただいており

ましたので、この大火の写真をご紹介したいと

思います。これは延焼後の亀屋の３階から十綱

町を撮ったと言われている写真④ですが奥に十

綱橋が見えていて、建物が完全に焼失して無く

なっています。まだくすぶっているようです。 次

に火元側の焼け落ちた湯野温泉旅館街⑥の様子

です。高層建て旅館の雄姿の面影は消え失せて

います。⑤は湯野高台から稲荷屋方面を見下ろ

した写真です。燃え尽きて稲荷屋のエレベーターの塔屋の部分だけ残っているといった状況です。説明だと

角屋と稲荷屋にエレベーターが当時あったそうです。次に、十綱橋下方面から飯坂側を見た②と③の写真で

は②の白いハイカラな建物がありましたが、③では見る影もなく、全て焼失して無くなっています。これを

見ると一般的な火災なら、有効な放水があれば柱ぐらいは残っているのですが、この火災の焼け跡を見ると

全くありません。疑問に思うのは“放水されているのか？” “これだけ燃えるためにはかなりの熱があっ

たのではないか？”ということがこの写真から伺えます。④の写真は下流の方ですが、飯坂側はすべて壊滅

状態、ほとんど橋の周辺などは建物が無い状態です。これも十綱橋を中心として、ほとんど建物が無くなっ

ています。 
この写真を見ていただければ分かると思いますが、木造建物が全て焼失して無くなっています。飯坂温泉

駅付近、十綱橋を見ていますが、建物の柱は確認できない状況で焼け落ちています。 
昭和１９年７月２日の福島民報には戦時時代ですから当

然出てこないのかもしれませんが、飯坂の大火の話は全く出

てきていません。戦時下なのでしょうがないと思いますが

「空母２隻を撃沈。マリアナ海域に敵の大艦隊がいる」とか

そういった話です。地方紙であってもそういう時代だったの

かなと思います。調べますと、実はマリアナ沖海戦がありま

した。１９年６月１９日から２０日にかけてだったのです

が、日本軍は壊滅的に負けているのです。壊滅的に負けてい

るのですが、そういた事実は全く報道されていません。そう

② 
③ 

④ 
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いう時代だったのかと思われます。 ようやく３日後

になって、福島民報の朝刊記事に当時の警察部長の話

が残されています。自治体消防発足が昭和２３年です

ので、当時の消防は警察の一部分でした。当時、消防

団は警防団といいました。「こういった活動にかかわ

らず大火になったのは残念だ」とあります。大火にな

った原因をどういうふうにお話をされたかというと、

飯坂、湯野側共に南北に走る道がひとつだけ、それを

繋ぐ橋が１つしかないということで消防機械の出入

りが塞がれた。摺上川側を挟んで３０ｍを超える断崖

が河川の両側にあった。全く水を取ることができなか

ったということを話されています。後は、湯野側の旅館が倒壊して飯坂側に延焼したと、今後どうすべきか

という話もされています。高層建築物を造る時には十分配慮すること、道路の幅員拡張、橋の拡張をしても

らいたい。また、消防水利を計画的に作ることが必要だと当時の警察部長がお話されています。ここでもう

１度、これは当時の火災の平面図(Ⅰ)ですが、考えていただきたいのは、私の推測ですが火元はここです。

ご承知のように、摺上川の西側から､こちら東側に向かって傾斜して高くなっています。ここの道路沿いに

西根堰がずっと通っていますので、推理すると一般住宅の出火であれば、ある程度の消防力、当時飯坂には

あったと思いますが、正常な機械力（動力型消防ポンプなど）があれば、西根堰に部署して、高低がありますか

ら、延焼方向はこちらに行くと思います。うまく守れば、この火点だけで、この周辺だけでくい止められる

のではないかと私は考えます。季節的には７月１日なので、北西の強い季節風はおそらくこの時期はまだ無

いと考えられます。少し話はずれますが、要はある程度拡大してしまった摺上川を挟んだ両側の火災という

のは非常に防御しづらいということです。輻射熱によってどんどん延焼していきます。このことは、平成６

年に若喜の火災がありましたが、その時に湯野側から消火に当たった消防団の方も、若喜の本館が火の海に

なった時に３０ｍ離れていましたが、『輻射熱で顔が熱くなって大変だった』とお話されています。では、

その背景に何があったのかということで、機械力は無かったのかといった話になりますが、当時戦争も末期

です。要は帝都東京を守るために比較的空襲の危険の少ない東北関東の各市町村から消火ポンプ車３１７台、

手引きガソリンポンプ９２５台を首都に集めていまし

た。 
これは疎開の話に関連するのですが、１９年６月３０

日に学童疎開が決まって、空襲が無い安全なエリアに子

供達を避難させていました。飯坂温泉にも荒川区のお子

さん達が来ています。この地域は安全だと、先ほどの比

較的空襲の危険がないという部分に、実は飯坂町も含ま

れていたのではないかと考えております。 
大きな規模の火災になってくると、『火災旋風』といっ

た強い風が発生するという学説があります。これは、発

生した火災が酸素を必要として火災の発生しない周辺か

ら空気を取り込むことで上昇気流が発生するというもの

です。それが火災旋風の原理ですが、この火災を考える

と湯野側の連立する木造の３階４階の建物が一気に燃え上がっています。ちょうど空気の通り道が摺上川だ

と考えると、そこから空気が入ってきて、かなり高い温度が発生していると思われます。この火災旋風です

が、実証されているのは地震や空襲などの大きな火災ですが、それに伴う旋風が発生します。その旋風の温

度は１０００度を超えると言われています。輻射熱も同じで、こういったことが考えられております。３月

１０日の東京大空襲では、そういった火災旋風が発生したという記述があります。 
また、前年に荒川区のお子さん達が飯坂町に疎開をしています。ですが３月には年度が変わるということ

で戻っています。せっかく飯坂町に避難していたのですが、戻ってしまって、この大空襲に遭遇した方もい

らっしゃるのではないかと推察します。 
〔後日、湯野在住の当時１９歳の方に大火のお話を聞くことができました。当時の消防力ですが、手引きガソリンポンプが１台、

旧式の腕用ポンプ４台が機械力で成人男子（２０～３０歳）が多く出征していて、これを動かす人員も居なかったということでし

た。また当日は晴れで風はなく火災が、大きくなるにつれて風が俄かに吹きまくり、飛び火が藁屋根に落ちて拡大し、その後湯
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駅付近、十綱橋を見ていますが、建物の柱は確認できない状況で焼け落ちています。 
昭和１９年７月２日の福島民報には戦時時代ですから当

然出てこないのかもしれませんが、飯坂の大火の話は全く出

てきていません。戦時下なのでしょうがないと思いますが

「空母２隻を撃沈。マリアナ海域に敵の大艦隊がいる」とか

そういった話です。地方紙であってもそういう時代だったの

かなと思います。調べますと、実はマリアナ沖海戦がありま

した。１９年６月１９日から２０日にかけてだったのです

が、日本軍は壊滅的に負けているのです。壊滅的に負けてい

るのですが、そういた事実は全く報道されていません。そう
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④ 
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町を撮ったと言われている写真④ですが奥に十

綱橋が見えていて、建物が完全に焼失して無く

なっています。まだくすぶっているようです。 次
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「空母２隻を撃沈。マリアナ海域に敵の大艦隊がいる」とか
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野側の旅館街が焼けて、５階建ての稲荷屋が崩れ落ちた時に対岸の若喜旅館に延焼すると風が飯坂側に吹き始め飯坂の

旅館街があっという間に炎に包まれていったということでした。 

この証言から、『火災旋風』が起きていたという推測は間違いで無かったように思います〕 
次に昭和３９年の話ですが、飯坂町で火災がありました。３９年３月、鯖湖町という所で６棟４５０㎡が

焼失する火災がありましたが、新聞記事を見て非常に興味深いなと思うのが、野次馬が４０００人も居たと、

今ならどうなのだろうと、ある意味でファイヤー祭りの原点がここにあるのかなと思ってしまいます。消防

的には、複数の消火栓を一気に取ってしまい水圧の低下によって、益々悪い状況になって延焼したと思われ

る火災です。消火栓の共倒れが起きてしまって、その先から水利を確保せざる得なくなったという状況が発

生しました。 
また、次の年の昭和４０年３月にも発生しております。１７棟、まさにこの月は恐怖なのです。これから、

この地区に吹く風の影響でこれだけ燃えています。日にちが同じですが、３９年３月１４日。これも４０年

の３月１４日で、まさに３月という時期が過去の歴史を紐解いていくと非常に注意すべき月だと思います。

この時は完全に消防力がありますから、２３台の消防車が駆け付けたと書いてあります。野次馬のところに

目を留めると３０００人の野次馬がいました。水圧の低下があったということのようです。 
昨年のこの日に

は６棟。３年前、３

月には湯野の亀屋

が燃えました。町

民は『魔の３月』と

呼んで警戒をして

いました。一昨日

の茂庭の火事も、

たまたま風が無か

ったのです。風が

あったら、当然隣

接の建物やすぐ裏

が山なので、ここ

に延焼したら歴史

に残る大火災にな

っていました。風

が無かったので助

かりました。これからなのですが、飯坂町に吹く風と焚き火の関係を甘く見ていると大きな災害に繋がって

いくということが過去の歴史からはっきり分かっています。ちなみに３３年４月の平野の火事についてもや

はり強風です。かなりの平野地区の建物が焼失しています。春先の焚火はこの町においていかに危険か伺わ

れる火災です。では、どう考えていくか、まとめとして飯坂地区にはこういった先人が残した貴重な遺跡が

あります。これは個人的には、全国災害情報伝承登録レベルではないかと考えています。何とか全国に発信

し、先人達の思いを伝えていきたいと思います。昭和１９年の火災は太平洋戦争末期という時代が非常にま

ずかったのではないか、大火になった大きな要因がそこではなかったかと思っています。これを研究してい

くうちに、災害情報の第２弾として、登録しても良いのではないかと個人的に最近考えるようになってきま

した。後は、魔の３月です。これからの時期は北西の季節風があります。飯坂町は周囲が果樹地帯ですので、

この季節になると剪定等の焼却で、皆様届出を出して焼却されるのですが、そういったことを十分注意して

いただければと思っています。 
〔前記の大火では怪我人や焼死者はなかったようです。これには、戦時下で地域住民の団結力が強く世帯ご

との人員や消防弱者の世帯が把握され避難誘導が確実に行ったことが功を奏したようです。これに比べ現代

の消防力が格段に違うのは、一般家庭への消火器や火災警報の普及によって初期段階での対応能力が向上し

て小火で鎮火できるようになったことです。しかし、避難となると核家族化が進み、町会での各世帯の把握

が難しく火災が拡大すると避難誘導が遅れてしまい焼死者が発生すると考えられます。これを防止するため

に、高齢化社会を踏まえ地域自主防災組織での『自助』『共助』の在り方が問われる時代に成っていると思い

ます。〕  
時間になりました。私の話を終わりにしたいと思います。ありがとうございました。   
    〔 参考資料イラストは 椎野健二郎氏 イラスト集絵図ヨリ 〕         ◆ 閉 会 点 鐘  会 長 

鯖湖町 
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『 飯 坂 電 車  東 線 ､西 線 の 歴 史   』 
 

◆ゲストスピーカーの紹介     会報､広報委員会 委員長  小松 淳  会員  

こんにちは。今日のお話は、現在の飯坂の交通の主は飯坂電車西線ですが明治時代後期

頃は、日本では二番目の総路線距離をも軽便鉄道（路面電車時代の前の簡単な小型蒸気機関車での

列車）があり信達平野各地に運用されていて、飯坂町（湯野駅）にも路線がひかれていたことは、皆さんはあま

りご存じないと思います。その後、路面電車に変わるのですが、今日はその歴史について路面電車を偲ぶ会の

会長でいらっしゃいます安齋武様をお招きいたしまして、この飯坂西線と東線の歴史や写真をご覧いただきな

がら、懐かしい話に耳を傾けて頂きたいと思います。 

 
◆ ゲストスピーチ           路面電車を偲ぶ会 会長  安齋 武 様   

皆さん、こんにちは。ただ今、ご紹介いただきました路面電車を偲ぶ会の会

長安齋と申します。そちらに座っているのが副会長の小野義征君です。宜しく

お願い致します。 
私も小野君も福島

電鉄福島交通に勤務

した人間ではありま

せん。私は民間の会社

で約５０年近く勤め

ておりました。当初は

漆の材料を販売していたのですが、漆では食べていけ

ない、定年まで勤められないのではないかと考えてお

りました。日本

の国が農業か

ら産業に変わ

っていきまし

たので、産業の

方を発展させ

て、海外に出て

アメリカから

ヨーロッパ、イ

ギリス、ドイ

ツ、アイルラン

ドに、塗装ロボ

ットや印刷機

械、諸々のシス

テムを販売し

ていました。海外では一式数億円の商品を約１００台セッティングさせ

て､頂いたことがあります。 
 私は小さい頃から鉄道が好きで、電車についても近くの道路で走って

おりましたので大変興味がありました。福島交通さんの路面電車に関し

ましては、特に昔からお世話になりましたし、今でも路線の車両の警笛

の音が耳に刻みこまれております。そんなことで外国と全国の路線電車

も撮りました。また、他の人からも譲っていただいております。会社を

退職してから写真を撮り始め、信達平野の福島と伊達の界隈は、これほ

ど路面電車の歴史のある地域は他にないのではないかと思いまして、写  

電車の案内表示板を持ってお話をする
安薺会長と副会長の小野さん 

信達地方の明治、大正時代の産業を支えた軽便鉄道５７Ｋｍの総路

線、当時の日本では規模は大であった。 

当時の軽便鉄道の機関車､煙突の高いのが特長 

福島市内本町日本銀行前を走る軽便列車  

明治４２年頃 

野側の旅館街が焼けて、５階建ての稲荷屋が崩れ落ちた時に対岸の若喜旅館に延焼すると風が飯坂側に吹き始め飯坂の

旅館街があっという間に炎に包まれていったということでした。 

この証言から、『火災旋風』が起きていたという推測は間違いで無かったように思います〕 
次に昭和３９年の話ですが、飯坂町で火災がありました。３９年３月、鯖湖町という所で６棟４５０㎡が

焼失する火災がありましたが、新聞記事を見て非常に興味深いなと思うのが、野次馬が４０００人も居たと、

今ならどうなのだろうと、ある意味でファイヤー祭りの原点がここにあるのかなと思ってしまいます。消防

的には、複数の消火栓を一気に取ってしまい水圧の低下によって、益々悪い状況になって延焼したと思われ

る火災です。消火栓の共倒れが起きてしまって、その先から水利を確保せざる得なくなったという状況が発

生しました。 
また、次の年の昭和４０年３月にも発生しております。１７棟、まさにこの月は恐怖なのです。これから、

この地区に吹く風の影響でこれだけ燃えています。日にちが同じですが、３９年３月１４日。これも４０年

の３月１４日で、まさに３月という時期が過去の歴史を紐解いていくと非常に注意すべき月だと思います。

この時は完全に消防力がありますから、２３台の消防車が駆け付けたと書いてあります。野次馬のところに

目を留めると３０００人の野次馬がいました。水圧の低下があったということのようです。 
昨年のこの日に

は６棟。３年前、３

月には湯野の亀屋

が燃えました。町

民は『魔の３月』と

呼んで警戒をして

いました。一昨日

の茂庭の火事も、

たまたま風が無か

ったのです。風が

あったら、当然隣

接の建物やすぐ裏

が山なので、ここ

に延焼したら歴史

に残る大火災にな

っていました。風

が無かったので助

かりました。これからなのですが、飯坂町に吹く風と焚き火の関係を甘く見ていると大きな災害に繋がって

いくということが過去の歴史からはっきり分かっています。ちなみに３３年４月の平野の火事についてもや

はり強風です。かなりの平野地区の建物が焼失しています。春先の焚火はこの町においていかに危険か伺わ

れる火災です。では、どう考えていくか、まとめとして飯坂地区にはこういった先人が残した貴重な遺跡が

あります。これは個人的には、全国災害情報伝承登録レベルではないかと考えています。何とか全国に発信

し、先人達の思いを伝えていきたいと思います。昭和１９年の火災は太平洋戦争末期という時代が非常にま

ずかったのではないか、大火になった大きな要因がそこではなかったかと思っています。これを研究してい

くうちに、災害情報の第２弾として、登録しても良いのではないかと個人的に最近考えるようになってきま

した。後は、魔の３月です。これからの時期は北西の季節風があります。飯坂町は周囲が果樹地帯ですので、

この季節になると剪定等の焼却で、皆様届出を出して焼却されるのですが、そういったことを十分注意して

いただければと思っています。 
〔前記の大火では怪我人や焼死者はなかったようです。これには、戦時下で地域住民の団結力が強く世帯ご

との人員や消防弱者の世帯が把握され避難誘導が確実に行ったことが功を奏したようです。これに比べ現代

の消防力が格段に違うのは、一般家庭への消火器や火災警報の普及によって初期段階での対応能力が向上し

て小火で鎮火できるようになったことです。しかし、避難となると核家族化が進み、町会での各世帯の把握

が難しく火災が拡大すると避難誘導が遅れてしまい焼死者が発生すると考えられます。これを防止するため

に、高齢化社会を踏まえ地域自主防災組織での『自助』『共助』の在り方が問われる時代に成っていると思い

ます。〕  
時間になりました。私の話を終わりにしたいと思います。ありがとうございました。   
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    〔 参考資料イラストは 椎野健二郎氏 イラスト集絵図ヨリ 〕         ◆ 閉 会 点 鐘  会 長 

鯖湖町 
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真展の依頼を受け

ると喜んで展示し

約１００回ちかく

は受けているので

はないかとおもい

ます。今年も５月

６・７・８日の３日

間は朝１０時から

夕方４時まで、コ

ラッセさんで写真

やイラスト関係

色々と展示させて

いただき、特に六

魂祭では全国から

お客様がいらっし

ゃって、福島のＰ

Ｒになったのでは

ないかと思ってお

ります。また、小野

さんは旧伊達町役場に長期に勤務し退任されました。町の発展のために何かとご活躍されております。 
路面電車を偲ぶ会というのは、福島電鉄福島交通さんのＯＢの方々、約１２人おります。最近は若い方もい

らっしゃいますが、今後もこの会に何かとご協力を頂きたいと思っております。伊達のふるさと会館や県の文

化センター、福島市のデイサービスさん、教育委員会さんからも展

示のお話を頂いております。 
東線の路面電車については当時、雨の日や雪の日が多いと、色々

な所で電車がスリップで、すぐ止まってしまったと言われています。

特に東線では松川橋が流され、折り返し運転があって苦労したとい

うお話でした。昔は養蚕業のおかげで電車が発展していた事もあり、

色々な意味で福島と伊達には電車の歴史があります。この歴史を皆

様に知ってもらうことは大変良いことだと思うので、小学校でも何

度かお話をさせていただきました。そうしますと子供達が鉄道に大

変関心がありまして、電車通りがどこか

分からない３０代から５０代の先生方

が子供達より先に勉強したいということで、先生方にも特別にお話をしておりま

す。飯坂西線の電車は、路面電車としては早く、飯坂西線に走ったのが（福島駅から

西町、曾根田、森合）大正１３年のことです。昔は福島駅前の飯坂西線、から別れた東

線はずっと伊達、保原に行って、更にそ

の昔は桑折町に行った路線もありまし

た。その時は軽便（小型蒸気機関車牽引の軽

便鉄道のこと。線路の幅が狭い簡易な規格の鉄道

を指す）で保原から梁川方面と掛田方

面、更に月舘を通りまして川俣に行っ

ておりました。これが明治４１年のこ

とで、総路線距離５７ｋｍで、路線と

しては全国ではめずらしく長かったったようです。これを立ち上

げた方は、山梨県の雨宮敬次郎さんという方です。福島と熊本、

小田原、広島に工事を手がけたようです。雨宮さんは鉄工屋さん

本内大火のイラスト 昔は藁屋根が多いので煙突か
らの火の粉で、大正11年大火になった。 

 

火災後は樽の中に水を張り、水をかけて走ったと言います 

 

掛田の生糸が世界に輸出されて

いた印の貴重な輸出ラベル 
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のようでして、機関車といっても薪を焚く軽便な小

型のもので石炭を焚くような立派な物ではなかっ

たのですが、大体これを２０両造ったそうです。そ

のうち、１２両は福島の方に配車して、その他の８

両は熊本と小田原、広島に配車したそうです。どう

して福島に熱を入れたのか、それはやはり養蚕があ

ったからです。私は伏黒出身ですが、幼い頃に畑で

迷ったら阿武隈に出ろと言われていました。それぐ

らい桑畑が多く、絹織物が江戸時代から盛んだった

のです。今、群馬の富岡に製糸工場跡がありますが、当

時は山梨や長野、群馬からもこちらの方に買い出しに

来たというお話も聞いております。そのために福島市

には産物屋さんと言いまして、養蚕の仲買人が数１０

件あったというお話も聞いております。この福島には、

富岡さんのような工場跡は残っておりませんが、江戸

時代からなぜそんなに福島の養蚕が好まれたのかとい

うと、どうやら絹織物で縦の糸と横の糸が福島の養蚕

は最高に良かったためであると聞いております。この

飯坂西線は路面電車（当時は福島駅前～森合区間）では一番早く電化
され大正１３年 現花水坂駅迄 開通した。開通間もない花水坂駅 

３年遅れて昭和２年、東北の 温泉郷、表玄関駅。 飯坂駅迄 
開通間もない飯坂温泉駅と電車 
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明治４１年から、

軽便が走ること

になりました。初

めのページに本

町を走る軽便の

イラストが描か

れているのが、当

時の軽便列車で

す。これは福島の

駅前本町通りを

イメージしてお

ります。 
また、昔は藁ふ

き屋根が多かっ

たのですが、軽便

は煙が出ますの

で、火災が心配で

した。大正１１年

本内で大火があったのですが、軽便では薪を燃やしており、走

った後に火

災があった

ものですか

ら、その後、

水掛けて消

しながら運

行したとい

う 話 が あ

り、その模

様がイラス

トにも描か

れています。

路線が多く

各方面に行

くので近くの農家の方はこの仕事で良いお金になったそうで

す。昭和元年を境に電車にしようということになり、軽便の時

のゲージ幅

は７６２ｍ

ｍで、電車

になると１

０ ６ ７ ｍ

ｍ、それは

国鉄、今の

ＪＲさんと

線路の幅と

一緒です。東京都電、秋田市電（今は無くなった）と函館市電

が１３７２ｍｍです。 １４３５ｍｍは世界標準で、これ

が新幹線のゲージです。ちなみにアフリカに行くと２１０

０ｍｍというとんでもないゲージも走っています。    

電化当時は、集電装置はポール式（先端に車が付いていて架線に

付けて回転させて集電していた）  ポール式電車の貴重写真 

昭和３５年頃の福島駅前、東線電車乗り場、大正１３年
時代は、飯坂西線、東線は、全てここから発着し西線は森
合まで路面電車だった。 

上図、昭和３５頃の梁川街道、砂利の道路にレールがう

まっている。 

下図、昭和３５頃の湯野線、道路なのか、レールなのか、

良くわからない電車交換レールと東湯野駅 
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飯坂電車西線は、大正１３年から電車になっていて、ゲージが国鉄と同じの為、泉駅に行く手前に福電工業

kk さんへ、電車で貨車を連結し、福島駅で国鉄さんが牽引してきたのを、福電工業さんまで２、３両を牽引

していました。当時専用の赤い電車がありました１２０３号車とか１２０５号車とか、１２００番代の電車、

５０００番代の電車でした。栗原電鉄に２両貸し出した形になっていますが、ここでも貨車を牽引していまし

た。 
西線は最初の頃は花水坂が終点でしたが、その後十綱橋

の近くまで伸ばして飯坂温泉駅としました。 

西線開通時代は福島駅東側栄町付近（昔の西町出発点）から、

森合駅まで路面電車時代で昭和２年に福島電鉄という名前

に変え東線と一緒になったようです。当時長岡が車庫にな

り電車が集約されたそうです。 
いつも、ここ

から朝一番

の電車が、長

岡から２両

位が福島に来

て、最初は飯

坂線の電車に１番電車として向かいました。あと１両はこちら

から、梁川行きや次は掛田行きになりました。大体１時間に４本

位、飯坂線も大体１時間に４本から５本。特に森合には福島経済

大学があ

りました

ので、生

徒さんが

かなり多

かったようで、電車に乗れないこともしばしばあったそ

うです。 
飯坂東線の路線は大体３３ｋｍ。仙台の市電が複線です

が１６ｋｍです。それだけの長さがありました。また、

長岡の車庫から、湯野線が最初の東線で、福島から長岡

経由の湯野線が最初の電化になったそうで、梁川から保

原、保原から掛田に１年後に軌道幅を広げました。これ

を大体１年間でやったそうですから、人手はどうした

のかというと千葉や関東の方から来てもらって、当時、

騎兵隊や軍隊の兵隊さんも工事をしたそうです。それ

朝夕のラッシュ時は、二輌三輌と続けて運行したため、交換時の衝突防止のため、続行ありの表示板を付けて走行した東線全盛期時代 

貨車１両を連結して、掛田駅出発待機中の電車 貨物と人員
輸送の併用のローカル電車 昭和４１年ごろ 

永い歴史のある湯野線の終着駅 繁栄と衰退の面影を残す
廃止前の湯野駅、昭和４２年９月廃止、バス路線となる。 

県庁通りから上町方面に向かう東線の貨物専用列車。 トラック自動車
があまり無い時代、保原、伊達、梁川、掛田、の貨物輸送を殆ど担ってい
た。昭和３３年頃       
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のゲージ幅

は７６２ｍ

ｍで、電車

になると１

０ ６ ７ ｍ

ｍ、それは

国鉄、今の

ＪＲさんと

線路の幅と

一緒です。東京都電、秋田市電（今は無くなった）と函館市電

が１３７２ｍｍです。 １４３５ｍｍは世界標準で、これ

が新幹線のゲージです。ちなみにアフリカに行くと２１０

０ｍｍというとんでもないゲージも走っています。    

電化当時は、集電装置はポール式（先端に車が付いていて架線に

付けて回転させて集電していた）  ポール式電車の貴重写真 

昭和３５年頃の福島駅前、東線電車乗り場、大正１３年
時代は、飯坂西線、東線は、全てここから発着し西線は森
合まで路面電車だった。 

上図、昭和３５頃の梁川街道、砂利の道路にレールがう

まっている。 

下図、昭和３５頃の湯野線、道路なのか、レールなのか、

良くわからない電車交換レールと東湯野駅 
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から、雨宮さんの顔なじみの方も

お頼み申し上げて、そしてまず湯

野町線を電化しようということ

で、後は随時保原、梁川、掛田と

電化したようです。当時は、大し

たお仕事をなされたなと思って

おります。この電化と同時に保原

から桑折までは４、５年しか走ら

なかったようですが、路線が赤字

なので廃止しようと、また、掛田

から川俣も廃止しようという話

になり、電化になる前に軽便で終

わったということです。 
ただ電車になったと言っても、当

時は単車と言いまして、電車の横か

ら見ると車輪が２つしかないので、ちょ

っとスピードを出すと揺れまして、それ

が船のようなので船電車だというのを子

供の頃に耳にしました。そのようにして

スピードを出すと脱線してしまうので、

スピードはせいぜい時速１６ｋｍから２

０ｋｍでした。それと電車の前に編みが

ありますが、農家の方が急に飛び出して

くると、今のようにエアブレーキではな

く、鎖で巻き上げて止めるブレーキなの

で止まるまで時間がかかりました。それ

ではまずいということでエアー式にな

ったのが昭和２５年頃です。警笛もクラ

クション式になりました。それまでは電

車の下に鍋を逆さにして、運転手

さんが足で踏んでカンカンと鳴ら

していたのです。昔はカンカン電

車と言いました。飯坂西線は昔は

パー電車と親に教えられました。

スピードも速いし、ドアもエアー

で閉まるのでよく母に連れてって

もらいました。だんだん電車も進

化し、昭和２７年にはポールから

パンタグラフになりました。ペー

ジのイラストは伊達駅前のイメー

ジです。飯坂温泉のある旅館の番

頭さんのはなしですが、仙台から

国鉄列車で飯坂温泉に湯治に来ら

れる団体のお客さんが多かったよ

うです。 
伊達駅から電車が１両、２両、

３両と運行します。そうすると飯現在の様に福島～飯坂間、電車や自動車が進化していない時代、飯坂から４．５km の伊達駅
が飯坂の玄関口であった。 当時の伊達駅前風景 

伊達駅からの発着、湯野方面からの電車、保原、梁川、掛田行の電車等、この車庫駅と長岡

分岐点駅は東線の要と成っていた。 

子供が牛の誘導しているのを『はなどり』と言う。昔の田植えでは子供の仕事で、田植えに
なると学校を休まされるものだった。 田植えの中、電車と貨物車が走るのどかな風景 
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坂温泉では歓迎のため花火が上がります。その時

初めの１両目に「続行あり」を表示し運行し、次

の電車の２両目も「続行あり」を表示します。こ

れで、その後にもう１両来ますということを知ら

せます。 
これがないと、対向電車の定期電車と交換する

場合に、真っ直ぐ行ってしまい正面衝突します。

実際には無かったようですが、当時はバックして

また線路に戻って交換したということを、ＯＢの

運転手さんから聞いています。その他、電車のブ

レーキのハンドルについてですが、前進、切り替

えする時に使うものをマスコンと言いまして、４

ノッチより先はフリーとなりスピードが出まし

た。 
路面電車の写真

を見てわかるように、東線電車は車両のサイズが小さく、上りは、おおかた福

島に行くからいいのですが、下りは掛田行きなのか、長岡止まりなのか、保原

止まりなのか、梁川行きなのか分からないので、乗り遅れたことが多々あった

そうです。そのため行き先表示板をつけるようになりました。朝、晩は電車に

乗り切れない時もあったようで、保原や梁川からは、最初から１両の定期電車

の他に、もう１両来ますよという「続

行あり」で時間帯によって走りまし

た。それでも、乗れないお客さんが結

構おりました。その他に電車は、昔は

福島の信夫ヶ丘球技場が県内の野球

の県大会がありましたから、朝早くから鉄道と電車を利用し、皆様ぞ

ろぞろ降りて来たというお話です。電車の待機所がそこにありまし

て、６両から７両も待機しており、高校野球や競馬開催の時や、暁詣

りの時も一晩中続行ありで、定期電車と一緒ですから、保原、梁川、

掛田の方からも電車を利用して暁詣りや競馬に利用されたというこ

とがありました。湯野線の路線が昭和４２年の９月に廃止になりまし

たが臨時電車が結構活躍しました。  
それでは、お粗末ですが私の話を終わります。  ありがとうございました。     

 
 ◆閉 会 点 鐘   会 長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

最新の車輛を投入してお客の利便性をはかっている飯坂西線の車輛 ７０００系電車 

最後は会長の駅長姿でオーワリ…‥ 

飯坂電車通勤族のシンボル、
昔の想い出が甦る福島電鉄マ
ーク、 

〔 文中のイラストは東湯野東畑 伊東隆雄様 提供〕 

〔 文中の車輛の古写真、経路図は路線電車偲ぶ会ﾖﾘ 提供〕 
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『妖怪大蛇 から茂庭を救った 16 歳の“ 猿 姫 ”物 語』と茂庭の旬景 
 

◆ゲストスピーカーの紹介         職業奉仕 委員長   鈴木 義明 会員  

それでは、今日スピーチをしていただきます渡部永夫さんをご紹介いたします。 
渡部さんは長く市内の会社に勤めて定年退職され、現在は茂庭地区の滝野町町内会長と

して、また茂庭地区連合会会長、ダム周辺地域づくり協議会会長などの役職をされていら

っしゃいます。常に茂庭の事を考え、一生懸命頑張っていらっしゃる先輩です。そして、

特技の剣道は５段という腕前で、私も昔若い頃にずいぶんと厳しく鍛えられた記憶がご

ざいます。 今日は『 飯坂の歴史を辿る 』シリーズ１３回 として昔から茂庭に伝承されて

いる『 大蛇物語と茂庭の景観を後世に残す 』というタイトルでお話をしていただき、こ

の伝承を本にして、又茂庭の素晴らしい景観を記録にして、後世にて残すという事を計画

しております。よろしくお願いいたします。 
 

◆ ゲストスピーチ         茂庭地区 町内会連合会 会長 渡部永夫 様 

皆さん、こんにちは。ただ今、鈴木様の方からご紹介がありました。私は渡部永夫

と申します。今日のお話と致しましては、茂庭の歴史、文化と共に、茂庭の旬景につ

いてということでお話をさせていただきたいと思います。 
 私は、茂庭生れ茂庭育ちで現在も茂庭に住んでおります。私の住んでいる茂庭は飯

坂温泉より山形方面へ車で約１５分、北に宮城県七ヶ宿町、西に山形県高畠町の県境

にあり、福島市の最北端にあります。春から初夏にかけての新緑、そして秋の紅葉、

山々が錦秋の如くとてもきれいで、大変静かな山郷の集落でございます。私はこの

四季を通して自然豊かな茂庭の大地を真より愛する者です。実はこの講演について、

昨年８月に福島民報飯坂支局長小松様から、昨年３月の茂庭摺上川ダム周辺地域づくり協議会で作成した“茂庭

の旬景”の冊子パンフレットについて話をしてほしいと依頼がありましたが、人前でお話をするのはとても苦手

な方なのでお断りをしておりました。しかし、その後再度、鈴木義明様より是非やってくれないかとのお話があ

り、再三お断りしたのですが、彼の強硬な押しに断り切れずに今回このようなことになりました。皆様が満足で

きるお話ができるか、大変心配でございますが、皆様宜しくお願い致します。茂庭の歴史の中で、細かいところ

があり、大変分かり難い話と思いますが、これが茂庭の歴史のはじまりと思いお聞きいただければと思います。 
茂庭の摺上川の畔には約３千年前に人が住ん

でいたと言われておりますが、平成９年から行わ

れた摺上川ダム建設に伴い、水没地内の遺跡発掘

調査の結果、それを遥かに超える４千年から８千

年前の縄文時代から人が生活していた証となる

貴重な資料が数多く出土され、茂庭の歴史は更に

深まったところです。  

当時は原始の如く茂庭は草木の茂る山深き地

であったろうに、どのような生活をしていたのか

想像を絶するものがあります。 

さて、茂庭に伝承されている物語 

を辿ってみましよう。 

建久３年（西暦１１９２年）今から８２４年前、

信夫、伊達、余目周辺一八の村々を荒らしていた

茂庭の 菅沼（すげぬま）に住む 妖怪大蛇 がおり、

身の丈は２０尋（≒３０ｍ）余り、 二つの角（つ

の）は枯松柏の如く、 両眼は１０寸（径≒２５ｃ

ｍ）の丸鏡の様で、 時々雷鳴のように声を荒げて、

スピーカーを紹介する 

鈴木会員

飯坂ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞでスピーチを
する渡部永夫 様 
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昔、妖怪大蛇が住んで居た云われる菅沼の 

跡地の現状 

風を起こし、雨を降らせて、人畜を食べるのを常としていたという。  

３年に１度、娘を人身御供（ひとみごくう、生身のいけにえ） にしなければ村々を水底に沈めると、大変恐れられ
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時は建久３年（１１

９２年）６月１３日、

齋藤実良は「神事に人

畜を用いて、まして生き

る娘の身を御供えとす

る神がいるはずがな

い」との言葉に、村

長大枝屋敷の参河、屶振屋敷文五郎ほか村人が話し合いをし、さらに

菅沼の妖怪大蛇は、霧の中から ありありと現れ 『猿姫』
が法華経を読経し始めると妖怪が 一瞬動きが静まり、そ
の瞬間実良公の矢が放され…… 

『妖怪大蛇 から茂庭を救った 16 歳の“ 猿 姫 ”物 語』と茂庭の旬景 
 

◆ゲストスピーカーの紹介         職業奉仕 委員長   鈴木 義明 会員  

それでは、今日スピーチをしていただきます渡部永夫さんをご紹介いたします。 
渡部さんは長く市内の会社に勤めて定年退職され、現在は茂庭地区の滝野町町内会長と

して、また茂庭地区連合会会長、ダム周辺地域づくり協議会会長などの役職をされていら

っしゃいます。常に茂庭の事を考え、一生懸命頑張っていらっしゃる先輩です。そして、

特技の剣道は５段という腕前で、私も昔若い頃にずいぶんと厳しく鍛えられた記憶がご

ざいます。 今日は『 飯坂の歴史を辿る 』シリーズ１３回 として昔から茂庭に伝承されて

いる『 大蛇物語と茂庭の景観を後世に残す 』というタイトルでお話をしていただき、こ

の伝承を本にして、又茂庭の素晴らしい景観を記録にして、後世にて残すという事を計画

しております。よろしくお願いいたします。 
 

◆ ゲストスピーチ         茂庭地区 町内会連合会 会長 渡部永夫 様 

皆さん、こんにちは。ただ今、鈴木様の方からご紹介がありました。私は渡部永夫

と申します。今日のお話と致しましては、茂庭の歴史、文化と共に、茂庭の旬景につ

いてということでお話をさせていただきたいと思います。 
 私は、茂庭生れ茂庭育ちで現在も茂庭に住んでおります。私の住んでいる茂庭は飯

坂温泉より山形方面へ車で約１５分、北に宮城県七ヶ宿町、西に山形県高畠町の県境

にあり、福島市の最北端にあります。春から初夏にかけての新緑、そして秋の紅葉、

山々が錦秋の如くとてもきれいで、大変静かな山郷の集落でございます。私はこの

四季を通して自然豊かな茂庭の大地を真より愛する者です。実はこの講演について、

昨年８月に福島民報飯坂支局長小松様から、昨年３月の茂庭摺上川ダム周辺地域づくり協議会で作成した“茂庭

の旬景”の冊子パンフレットについて話をしてほしいと依頼がありましたが、人前でお話をするのはとても苦手

な方なのでお断りをしておりました。しかし、その後再度、鈴木義明様より是非やってくれないかとのお話があ

り、再三お断りしたのですが、彼の強硬な押しに断り切れずに今回このようなことになりました。皆様が満足で

きるお話ができるか、大変心配でございますが、皆様宜しくお願い致します。茂庭の歴史の中で、細かいところ

があり、大変分かり難い話と思いますが、これが茂庭の歴史のはじまりと思いお聞きいただければと思います。 
茂庭の摺上川の畔には約３千年前に人が住ん

でいたと言われておりますが、平成９年から行わ

れた摺上川ダム建設に伴い、水没地内の遺跡発掘

調査の結果、それを遥かに超える４千年から８千

年前の縄文時代から人が生活していた証となる

貴重な資料が数多く出土され、茂庭の歴史は更に

深まったところです。  

当時は原始の如く茂庭は草木の茂る山深き地

であったろうに、どのような生活をしていたのか

想像を絶するものがあります。 

さて、茂庭に伝承されている物語 

を辿ってみましよう。 

建久３年（西暦１１９２年）今から８２４年前、

信夫、伊達、余目周辺一八の村々を荒らしていた

茂庭の 菅沼（すげぬま）に住む 妖怪大蛇 がおり、

身の丈は２０尋（≒３０ｍ）余り、 二つの角（つ

の）は枯松柏の如く、 両眼は１０寸（径≒２５ｃ

ｍ）の丸鏡の様で、 時々雷鳴のように声を荒げて、

スピーカーを紹介する 

鈴木会員

飯坂ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞでスピーチを
する渡部永夫 様 
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伊達、信夫の村々に相談しましたが、もし大蛇を打ち損じた場合、

今以上にその怒りは更に大きな災いとなって我々を苦しめるであ

ろうと反対を訴える者が多く、一概にまとまりませんでした。 齋

藤実良はじっと事の一致を待ちましたが、時も経ち秋風の吹く頃に

なり、この上は神のお加護を受けるほかにないと、梨平、稲沢の『稲

荷神社』と中茂庭天香森の日本武の尊を祀る『白鳥神社』に大蛇退

治の祈願をしました。 その声が神に通じたのか、『稲荷神社』の

神前に１匹の白狐が現れ、２筋の白羽の矢を実良に授けるように置

いて立ち去りました。喜んだ実良はこれぞ神のご加護に間違いな

いと村民に伝えたところ、それを聞いた伊達、信夫の村々でも、神

のご加護があるのでは

と、大蛇退治の評議がたちどころに一致したと言われております。 

さて、いよいよ大蛇退治の準備も整え、建久３年９月１９日に齋藤実

良を長とする一行は、屶振の文五郎の道案内で大蛇の住む菅沼へ来ま

した。その実良の出で立ちは鉄の鎖を着込み、烏帽子鉢巻、小手脛当

てと、みな鉄の筋入りで、４尺５寸（≒１.４ｍ）の太刀を差し、腕に

覚えのある七人張りの強弓に稲荷神社より賜った白羽の矢を硬くに

ぎり、供の家臣今野、鈴木、畑中の面々も鉄の鎖を着込み、身を固め、

後ろに従う村人も思い思いに斧等を持って実良に従いました。村長の

大枝の参河をはじめ、大

勢が人見御供になる『猿姫』を入れた棺を真先に大櫓山、白岩の頂

上の祭り祭壇に供えると、「人身御供、ただ今捧げ奉る」と大声で

唱え、村人達は木立の中に身を隠し、実良は御供えの『猿姫』より

３股（≒２ｍ）ほど離れた陰に陣取り、妖怪を討たんと待ち受けま

した。すると鏡のように静まっていた水面が波立ったかと思うと、

晴天の空はたちまちかき曇り、暗雲が乱れて雨が降り、風も吹いて

立ち上がる霧に天空は雷鳴が響き、菅沼は荒波が高く巻き上がった

と見ると、天に響く雷鳴と共に菅沼の妖怪大蛇が現れ、眼光はまさ

しく旭日の如く、炎を吐い

て、その毒舌が今にも『猿

姫』の棺に触れると思い

ましたが、その時に『猿

姫』の護身袋に入れてあった観音菩薩の尊像から金色の光が辺りを照ら

し、何処からか白鳥が空高く飛び回り、不思議にも今まで菅沼を閉ざし

ていた暗雲が途切れ、猛烈とした大蛇の姿がありありと現れました。こ

の時、『猿姫』は護り袋より法華経を取り出し読経を始めたところ、大

蛇が一瞬経文を聞き入れたかに見えた時、実良は強弓七人張りの弓に神

の御加護の白羽の矢を次げ、弓を満月に引き絞ってねらい定め矢を放ち

ました。 実良は古今の弓の達人、御矢は神よりの賜りもの、見事大蛇の舌の根深く射られ大蛇七転八倒し、菅

沼深く沈んでいきました。烈風は草木を吹き倒し、暴風は砂石を押し流し、山も崩れそうでした。 やがて風雨

が治まり、天も明るくなったので、邪神はすでに射止められ、姫を

見よと言う実良の言葉に家臣の勇士３人と村の若者達が『猿姫』の

傍に駆け寄ってみると姫は泰然として観音経を唱え、襟をもそろえ

た白装束に身を固め、その気高さはいかにも神々しいばかりであり

ました。 こうして村人の災いを救い、今野図書は妹『猿姫』を救い、

退治した大蛇は再び世に生き返らないよう、そして、例え妖怪の類

であれ、遠い昔から神として崇られてきたのだから野ざらしにして

鳥獣の餌食にすべきではないと、蛇体を３っに切り離し、首は田畑

の後山へ、尾は梨平の上の森へ、胴は名号の裏山へ埋葬し、しるし

の祠（ほこら）を建て、共に『御嶽（みたけ）神社』と尊称し、後の世ま

で信仰を集めました。梨平、名号の『御嶽神社』はダムの湖底となる

ため、同部落内の場にそれぞれ移転安置され、現在も移転された部

今から８２４年前、斉藤実良公が神のお加護をと…妖怪退

治の祈願をしたと言われる中茂庭天香森にある白鳥神社 

名号にある御獄神社、退治した大蛇の胴を埋めた言われ 
る神社 
 

初代斉藤実良 二代資良の墓所 

茂庭公 墓所 三代から十代迄の墓
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落の方々によって祭られ、信仰されております。菅沼の犠牲となった

『猿姫』は、主君のため、そして信夫、伊達二郡のために一身を悪魔の

毒に打たれて、心の晴れることはなかったと言います。その後の姫は尼

が堂にこもり、２年の月日が流れて建久５年１８歳にして帰らぬ人と

なりました。姫の秘蔵の護り尊像より金色の光が対岸の広瀬山に虹の
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観音
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菩薩
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』
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摺上川ダムが昭和４６年６月、福島県が国に摺上川の総合開発調査の要望をしてから、３４年の歳月を費やし

て、平成１７年９月 １市１１町の県北地方の水がめとして完成し、１０年が経って今日に至ります。先に話し

ました齋藤実良公が茂庭に到着したのが６月１３日、そして大蛇退治の日が９月１９日と太古の昔から茂庭の歴

史を変えたのが６月と９月にあり、これはほんの偶然なのか、茂庭の定めであったのか、たしかではありません

が、茂庭不思議のひとつでしょうか。この摺上川ダム建設については、先に述べたように昭和４６年６月に福島

県が国に対し摺上川総合開発を要望したことにより、翌年４７年よりボーリング調査が実施され、この時に地域

住民は先祖伝来の故郷をダムの湖底に沈めることに反対者が数多く、国や福島県、福島市との幾度もの重なる交

渉の末、地域住民はこの事業の趣旨を理解し、茂庭地域水没移転者と残存者２組分にて、福島市及び県北地方１

市１１町の水がめとして摺上川ダム建設に理解し調印の運びとなりました。昭和６１年国の基本計画が告示され

総事業費１１００億円で建設に着手しましたが、平成１０年２月基本計画変更告示がなされ、総事業費１９５５

億円に変更され、当初貯水量８８００万トンから、貯水量、１億５３００万トンの大幅に嵩上げされ、巨額の費

ダム上空から下流にある中茂庭の方面を見る 

ダム下流にある中茂庭の現在の集落 

【 茂 庭 の 旬 景 】 

伊達、信夫の村々に相談しましたが、もし大蛇を打ち損じた場合、

今以上にその怒りは更に大きな災いとなって我々を苦しめるであ

ろうと反対を訴える者が多く、一概にまとまりませんでした。 齋

藤実良はじっと事の一致を待ちましたが、時も経ち秋風の吹く頃に

なり、この上は神のお加護を受けるほかにないと、梨平、稲沢の『稲

荷神社』と中茂庭天香森の日本武の尊を祀る『白鳥神社』に大蛇退

治の祈願をしました。 その声が神に通じたのか、『稲荷神社』の

神前に１匹の白狐が現れ、２筋の白羽の矢を実良に授けるように置

いて立ち去りました。喜んだ実良はこれぞ神のご加護に間違いな

いと村民に伝えたところ、それを聞いた伊達、信夫の村々でも、神

のご加護があるのでは

と、大蛇退治の評議がたちどころに一致したと言われております。 

さて、いよいよ大蛇退治の準備も整え、建久３年９月１９日に齋藤実

良を長とする一行は、屶振の文五郎の道案内で大蛇の住む菅沼へ来ま

した。その実良の出で立ちは鉄の鎖を着込み、烏帽子鉢巻、小手脛当

てと、みな鉄の筋入りで、４尺５寸（≒１.４ｍ）の太刀を差し、腕に

覚えのある七人張りの強弓に稲荷神社より賜った白羽の矢を硬くに

ぎり、供の家臣今野、鈴木、畑中の面々も鉄の鎖を着込み、身を固め、

後ろに従う村人も思い思いに斧等を持って実良に従いました。村長の

大枝の参河をはじめ、大

勢が人見御供になる『猿姫』を入れた棺を真先に大櫓山、白岩の頂

上の祭り祭壇に供えると、「人身御供、ただ今捧げ奉る」と大声で

唱え、村人達は木立の中に身を隠し、実良は御供えの『猿姫』より

３股（≒２ｍ）ほど離れた陰に陣取り、妖怪を討たんと待ち受けま

した。すると鏡のように静まっていた水面が波立ったかと思うと、

晴天の空はたちまちかき曇り、暗雲が乱れて雨が降り、風も吹いて

立ち上がる霧に天空は雷鳴が響き、菅沼は荒波が高く巻き上がった

と見ると、天に響く雷鳴と共に菅沼の妖怪大蛇が現れ、眼光はまさ

しく旭日の如く、炎を吐い

て、その毒舌が今にも『猿

姫』の棺に触れると思い

ましたが、その時に『猿

姫』の護身袋に入れてあった観音菩薩の尊像から金色の光が辺りを照ら

し、何処からか白鳥が空高く飛び回り、不思議にも今まで菅沼を閉ざし

ていた暗雲が途切れ、猛烈とした大蛇の姿がありありと現れました。こ

の時、『猿姫』は護り袋より法華経を取り出し読経を始めたところ、大

蛇が一瞬経文を聞き入れたかに見えた時、実良は強弓七人張りの弓に神

の御加護の白羽の矢を次げ、弓を満月に引き絞ってねらい定め矢を放ち

ました。 実良は古今の弓の達人、御矢は神よりの賜りもの、見事大蛇の舌の根深く射られ大蛇七転八倒し、菅

沼深く沈んでいきました。烈風は草木を吹き倒し、暴風は砂石を押し流し、山も崩れそうでした。 やがて風雨

が治まり、天も明るくなったので、邪神はすでに射止められ、姫を

見よと言う実良の言葉に家臣の勇士３人と村の若者達が『猿姫』の

傍に駆け寄ってみると姫は泰然として観音経を唱え、襟をもそろえ

た白装束に身を固め、その気高さはいかにも神々しいばかりであり

ました。 こうして村人の災いを救い、今野図書は妹『猿姫』を救い、

退治した大蛇は再び世に生き返らないよう、そして、例え妖怪の類

であれ、遠い昔から神として崇られてきたのだから野ざらしにして

鳥獣の餌食にすべきではないと、蛇体を３っに切り離し、首は田畑

の後山へ、尾は梨平の上の森へ、胴は名号の裏山へ埋葬し、しるし

の祠（ほこら）を建て、共に『御嶽（みたけ）神社』と尊称し、後の世ま

で信仰を集めました。梨平、名号の『御嶽神社』はダムの湖底となる

ため、同部落内の場にそれぞれ移転安置され、現在も移転された部

今から８２４年前、斉藤実良公が神のお加護をと…妖怪退

治の祈願をしたと言われる中茂庭天香森にある白鳥神社 

名号にある御獄神社、退治した大蛇の胴を埋めた言われ 
る神社 
 

初代斉藤実良 二代資良の墓所 

茂庭公 墓所 三代から十代迄の墓

田畑、後山にある御獄神社、斉藤実良公が退治した

大蛇を三断にし切首を埋めたと言われる伝説の神社、 
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茂 庭 の 旬 景 

用と歳月を費やし、１市１１町の多くの方々の生命を育む巨大ダムが完成した訳です。ダムが出来る前の茂庭地 
域の状況は周辺が山に囲まれ、８つの町内から成り立つ、全体の戸数４３０世帯、人口１６４０人ほどで形成さ 
れ、共に融和を諮り、親睦を深めておりましたが、現在は巨大なダムの下流に残った４つの町内となり、年ごと 
に少子高齢化と若い方の地域離れにより、人口が減少しつつありますが、ダムの下流は昔ながらの面影を残して

おります。そのような集落にもダムが完成してからは、平成１１年にオープンしたもにわの湯をはじめとして、

蕎麦や地元の山菜、農産物を販売しているふるさと館、摺上川ダムインフォメーションセンターなどに多くの観

光客の方々が訪れるようになりましたが、先の東日本大震災、東京電力福島原発事故の風評被害により観光客の

落込みがありました。しかし、茂庭地区は原発事故の放射線量が低いため徐々に戻りつつあります。また、地区

に於いては大和武尊を祀った白鳥神社祭礼をはじめ、ダム湖水祭り、そばまつり、飯坂茂庭っ湖マラソン大会な

どのイベントが地域の活性化の一環として開催されることは大変喜ばしいところであります。 

また、茂庭には大蛇退治にまつわる地名や史跡、名所が多く今に伝わっており、ダムの周辺には太古から続く

摺上川の流れによって作り出された景勝地や、茂庭にはその他にも四季折々の自然豊かな景観に恵まれ、春は冬

の銀世界から解放され花燗漫となり、山々の自然の息吹を感じ、新緑を迎え初夏を迎えて日ごとに緑が増して、

そのような風景は人々に安らかささえ与えます。そして、秋は１０月末頃より紅葉の季節となり、摺上川の渓谷

と一致し、その展望はまさに茂庭ならではの美しさであり、このような風景がダム湖面に映えその景観はまさに

絶景そのものであります。  
 
 
                                              

 
 
 
 
 
 
 
 

〔番号はダム地図の撮影場所〕 

① ⑤ 
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⑬⑬⑬⑨⑨⑨ⅣⅣⅣ⑬⑬ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
このような茂庭の史跡名所、自然の風景や環境をできる限り壊さないよう守り続け、そして、その地域の自然
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茂 庭 の 旬 景 

用と歳月を費やし、１市１１町の多くの方々の生命を育む巨大ダムが完成した訳です。ダムが出来る前の茂庭地 
域の状況は周辺が山に囲まれ、８つの町内から成り立つ、全体の戸数４３０世帯、人口１６４０人ほどで形成さ 
れ、共に融和を諮り、親睦を深めておりましたが、現在は巨大なダムの下流に残った４つの町内となり、年ごと 
に少子高齢化と若い方の地域離れにより、人口が減少しつつありますが、ダムの下流は昔ながらの面影を残して

おります。そのような集落にもダムが完成してからは、平成１１年にオープンしたもにわの湯をはじめとして、

蕎麦や地元の山菜、農産物を販売しているふるさと館、摺上川ダムインフォメーションセンターなどに多くの観

光客の方々が訪れるようになりましたが、先の東日本大震災、東京電力福島原発事故の風評被害により観光客の

落込みがありました。しかし、茂庭地区は原発事故の放射線量が低いため徐々に戻りつつあります。また、地区

に於いては大和武尊を祀った白鳥神社祭礼をはじめ、ダム湖水祭り、そばまつり、飯坂茂庭っ湖マラソン大会な

どのイベントが地域の活性化の一環として開催されることは大変喜ばしいところであります。 

また、茂庭には大蛇退治にまつわる地名や史跡、名所が多く今に伝わっており、ダムの周辺には太古から続く

摺上川の流れによって作り出された景勝地や、茂庭にはその他にも四季折々の自然豊かな景観に恵まれ、春は冬

の銀世界から解放され花燗漫となり、山々の自然の息吹を感じ、新緑を迎え初夏を迎えて日ごとに緑が増して、

そのような風景は人々に安らかささえ与えます。そして、秋は１０月末頃より紅葉の季節となり、摺上川の渓谷

と一致し、その展望はまさに茂庭ならではの美しさであり、このような風景がダム湖面に映えその景観はまさに

絶景そのものであります。  
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『 飯坂 街道 と 坂の町 飯 坂 の 謎 』 
 

 

◆ゲストスピーカーの紹介     広報､会報委員会 副委員長  篠木 勝司 会員  

飯坂の歴史を辿るシリーズ も第１４回 となりますが、飯坂を歩いてみて歴史を拾うというか、関心を持つとい

うか、このことは後世に記録として残すべきだ、と思うものが色々あります。 
 皆さんは日々のお仕事がお忙しいでしょうから、通り過ぎたり眺めたり、そんな暇は無く過ごしていらっしゃ

ると思いますが、私のような８０才を過ぎた年齢になると、飯坂に住んで歩く所、見る所が歴史観を感じたり、

他の町と一寸と違うなと見えてくるのです。そんなひとつとして、住んでいる人はあまり感じないのですが、他

から自転車でくると飯坂はどうして坂が多いのだろうと不思議に思っている方が多いと思います。実際に他の町

と比べると飯坂は坂が多いのです。 
今回は、元道路公団に勤務され、地理学的な職業に携わっていた安斎鉄夫さんに、その辺の背景を含めまして、

子供達にも地理学上分かり易い解説で、坂の謎解き  のお話をしていただきたいと思います。 宜しくお願い致

します。また、飯坂にはこのような地質学的な切り口での内容の歴史書は無いので、大変貴重な書になるのでは

ないかと思っております。 
 

◆ ゲストスピーチ        飯坂史跡保存会理事   安斎 鉄夫 様  
皆さん、こんにちは。このような席にまたお招きいただきまして、大変光栄に存じ

ております。また、史跡保存会には日頃からご支援いただき、昨年の１１月に行われ

ました十綱橋１００年の記念行事には、皆様方から多大なるご支援をいただきまし

て、誠にありがとうございました。改めて御礼申し上げます。その記念行事に先立ち、

昨年１月１５日に例会スピーチの機会を与えていただき、十綱橋の歴史を語るとい

うことでお話をいたしましたが、そ

の内容は記念事業の資料という形で

実ったといいますか、いわばそのき

っかけを、この例会で与えていただ

いたという意味になるかと思いま

す。大変ありがたいことです。 
この記念事業にあたっては、改めて十綱橋の意義が再認識され

ました。十綱橋はいわば飯坂のシンボルであるわけですが、それ

を何とか保存・保護していこうという動きが芽生えております。

ただ、文

化 財 と

い う 位

置付けではありますが、博物館入りということではなく、

実際に使いながら保存していくことを目指しております。

先日、ご紹介があったなかむらや旅館と同様に国の登録

有形文化財という位置付けを目指して動きつつあります

のでご報告させていただきます。今日は、もうひとつの飯

坂のシンボルである坂道について、飯坂は坂の町という

お話をさせていただきたいと思います。                                     

飯坂にとって坂というのは大事な観光資源です。生活

の上では坂のために本当に大変な思いをすることもある

わけですが、お客様にとって飯坂のひとつの情緒として

の役割をこの坂道が果たしているのではないかと思いま

す。３０年ほど前、正確には昭和５９年（１９８４年）に、

坂の町飯坂を説く安

斎鉄夫さん 

立綱坂は佐藤Ｂ作さん刻名、 花水坂は王貞治さん刻
名など、その他有名人が坂の石柱に刻名有り。又坂を回
って拓本取りも出来る様になっている。 

飯坂温泉のシンボルの坂 “飯坂と云う名の坂”は飯坂の人々、あ
まり知る人が少ない。旧NTT前から鮎川町へ下がる道、旧飯坂街道
である。 信夫山のシルエットがかすかに見える 

74



  
 

坂道を活用した観光事業「ぶらーりんぐ飯坂」と
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中日ドラゴンズ谷沢健一さんは湯野の「橋本

坂」。その他、「立綱坂」には佐藤Ｂ作さんが文字
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柱は車がぶつかって壊れて無くなってしまいました。そんなこともありましたが、外部から町を見学に来たお客
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て飯坂の主要な豪商が並んでいた町で繭や生糸の取引では隆盛

を極めた所である ）旧 NTT 前より南に下る坂で、元

の農協があった場所の西側から、いわゆる地下（ぢ

した）という地区、電車の踏切に下りる南方向の坂

（飯坂と云う名の坂”）です。また反対に北側を見

ると古館の方にも続いており、地下から古館の上

までだと高度差で２０ｍ以上という非常に長い坂

です。これは実は古い飯坂街道であったと言われ

ております。昔の飯坂街道は飯坂古館から星宮を

通って、六角、天王下、稗原、川寒（がさぶ）、森合、

信夫山と一盃森の間を抜けて福島の方に抜ける一

直線にほぼ南北の方向を通っている道です。昭和

４０年代頃までは、はっきり道の跡が残っており

ましたが、イオンのある辺りは区画整理が行われまして、一部跡が全く消え去っています。これは、古く辿ると

大和朝廷の頃の東

山道〔 ６５０年頃、奈良､

京都から東北地方まで続

いた主要道路の１つ、内陸

部を経由し、現在の米原、

中津川、松本、軽井沢、栃

木、白河、福島、宮城県に

入って秋田及び岩手県ま

での道路 〕の跡であ

るという説がある

ほど古くからの道

です。ちょうど古舘

には伊達氏の一族

であった飯坂氏が

“飯坂と云う名の坂”を昇って来て道路を横断して、旧NTTの西側階段を北に進
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いたという意味になるかと思いま

す。大変ありがたいことです。 
この記念事業にあたっては、改めて十綱橋の意義が再認識され

ました。十綱橋はいわば飯坂のシンボルであるわけですが、それ

を何とか保存・保護していこうという動きが芽生えております。

ただ、文

化 財 と

い う 位

置付けではありますが、博物館入りということではなく、

実際に使いながら保存していくことを目指しております。

先日、ご紹介があったなかむらや旅館と同様に国の登録

有形文化財という位置付けを目指して動きつつあります

のでご報告させていただきます。今日は、もうひとつの飯

坂のシンボルである坂道について、飯坂は坂の町という

お話をさせていただきたいと思います。                                     

飯坂にとって坂というのは大事な観光資源です。生活

の上では坂のために本当に大変な思いをすることもある

わけですが、お客様にとって飯坂のひとつの情緒として

の役割をこの坂道が果たしているのではないかと思いま

す。３０年ほど前、正確には昭和５９年（１９８４年）に、

坂の町飯坂を説く安

斎鉄夫さん 

立綱坂は佐藤Ｂ作さん刻名、 花水坂は王貞治さん刻
名など、その他有名人が坂の石柱に刻名有り。又坂を回
って拓本取りも出来る様になっている。 

飯坂温泉のシンボルの坂 “飯坂と云う名の坂”は飯坂の人々、あ
まり知る人が少ない。旧NTT前から鮎川町へ下がる道、旧飯坂街道
である。 信夫山のシルエットがかすかに見える 
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１４世紀の初めから約３００年にわたって、

湯山城という館を構えて住んでいました。こ

の飯坂氏と名乗った一族も、この飯坂の坂の

名前から自分の名前を名乗ったのではないか

と私は考えております。そういった由緒ある

坂道が、実は明治の初めまで福島と飯坂を結

ぶ唯一の街道で使われておりました。それが

明治１６年に、今の飯坂街道、我々が小さい時

は飯坂新道と言っていましたが、その道路が

出来まして、交通はこの飯坂街道に移りまし

た。そこに花水坂や仏坂が新しく出来ました。

この道路はちょうど有名な“鬼県令”と言われ

た三島通庸が県令をやっている時でした。ち

なみに、三島県令が福島県令をやっていたの

が明治１５年１月から１７年の１１月まで３

年足らずだったようですが、この時にこの飯

坂街道、それからこの周辺では桑折街道、伊達

街道（別名中村街道）、瀬上街道といった道路、ほ

ぼ一直線に結んだ新しい道路が出来ました。

三島県令は別名土木県令とも呼ばれていたよ

うで、県内あちこちに道路をつくっています。

そういう時代に出来た飯坂街道であります。

その後、この街道の小川橋は長く木の橋だっ

たようで、これが昭和９年に今のコンクリー

ト製の橋に新しく出来ています。また、飯坂街

道の舗装は、この辺の道路の中では非常に早

くコンクリート舗装されており、これも新聞

記事から見たところでは、おそらく昭和１５

年頃に舗装されたと考えられます。それほど、

やはり福島と飯坂を結ぶ道路は、非常に重要

な道路として位置付けられていたのではない

かと思います。この飯坂（旧飯坂街道の名残りの坂

道）は、飯坂街道が出来るまで福島と飯坂を結

ぶ街道であった大事な坂道であり、これは我々史跡

保存会といたしましても、これからも大事にしてい

きたいと考えております。 
この様なことで今日は主に坂についてお話をし

たいと思っております。皆さんもお気付きだと思い

ますが、飯坂は坂を登るとその上は大体平らな土地

が広がっております。例えば、東は旧消防署の古舘、

そして旧支所の馬場、パルセ飯坂、八幡神社、小学

校などは平らで、それに上がるための坂、分署の坂、

権現坂など、各所に坂が繋がっています。またその

上の段、大鳥中学校の付近も平らな所と考えると、

そこにも坂がいくつか繋がっています。これらの平

らな所を段丘（だんきゅう）といいます。我々が学校

に通っていた時にも無意識に歩いて、花水坂を上が

り、分署の坂、あるいは夜蚊坂を登り、坂を何段も

飯坂新道（現飯坂街道）開通時のスケッチ図 

上図は明治16年の開通間もない飯坂新道の貴重なスケッチ図 当時、飯坂町
は上飯坂村と云われていた。 道路の幅も広く、両側は家もなく田畑だけ、そんな
中を洋装の人 、みの傘着物らしき人々が福島、飯坂を歩いていたのであろう・・・・。 
途中で休んでいる人力車の人夫の姿も見える。 

（当時の人力車福島～飯坂間39銭、 現2,800円相当）  
 
 場所はどの辺か？ 下図の写真は桜水駅北の付近で山の稜線と道路の
方向から推測すると、この辺の場所と思われ 133 年間の隔たりが如実に、この写
真から読みとる事が出来る。 

真新しい鉄橋を渡る飯坂西線の電車。集電装置はパンタグラフではなく、ポー
ル式。隣の飯坂街道の小川橋は、まだ木造橋の様子（ｺﾝｸﾘー ﾄ橋は昭和 9 年
施工）、館の山 と大作山の姿だけは今も変わらない（飯坂街道のｺﾝｸﾘｰﾄ舗
装は昭和15年頃施工） 

信夫郡福島より同郡上飯坂村に至る新道の図 
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登って学校に通

いました。中学

校になると３つ

の段丘に上がる 
坂を登らないと

学校に行けず、

小さい時から知

らず知らずのう

ちに足腰を鍛え

られたと思いま

す。なぜ坂が多

いのか。結論か

らいうと飯坂は

段丘が重なって

出来ているため

です。あまり聞

いたことが無い

言葉かと思いま

すが、段丘とい

うのは上の平坦

な段丘面、それ

から縁になって

いる崖が段丘崖と呼ばれています。段丘は一般的にどういう過程で出来るかについてお話しましょう。まず川に

削られた砂利や土砂が緩やかな所に堆積します。そのことによって川沿いに平坦な土地①が出来るのです。次に

この土地が隆起すると川が移動し川の強い浸食力によって谷が刻まれ、やがて崖が川に沿って出来、また新しい

隆起した平地②が出来ます。残った平坦地は台地（段丘面）となって崖（段丘崖）の上に位置します。さらに何十

万年後に隆起が続くと、新しくできた平地も川に削られて次の段丘が出来ます③。このようにして出来た複数の

段丘は当然、高い位置にあるものほど古いということが分かります。 
飯坂の段丘についても、地質学者の調査結果によると飯坂の地盤は日本列島が形作られる時に、浅い海や湖水

に堆積した地層で出来ていますが、３００万年前頃からは陸地となって浸食が始まったとされています。さらに

２０万年前頃から福島盆地を作る地殻運動、つまり山地が隆起し低地が沈降

するという動きが始まりました。このとき盆地の縁の山地と低地の境に立地

する飯坂は、山地部の地盤が削られ、その土砂が低地に運ばれて堆積するこ

とによって全体が平坦化しました。盆地を形成する造盆地運動が始まりその

後も続きます。飯坂周辺では北部の山沿いほど隆起が大きかったようです。 
ここを流れていた川（摺上川や赤川の前身）は流路を変えながら岩を削って山

麓に平坦な土地をつくるとともに、川は深い谷を刻むこととなりました。川

の浸食が及ばない部分は削り残されて段丘の面となります。次にまた川に近

い部分に新しくできた平地面は、何万年かかってまた隆起することで次の段

丘になるのです。このような過程が繰り返されることで飯坂には何段もの段

丘が出来上がりました。  
まず、田中段丘、梅津段丘がつくられ、これが高い位置に移った後に、広

い飯坂段丘が出来ました。この飯坂段丘は上位面と下位面とに分けられて形

成されています。最後に低い位置の八景段丘がつくられて現在の状況（上図

参照）の段丘の縁を取る段丘崖を横切っているのが飯坂の数多くの坂道なの

です。数多くの坂道の長さや勾配は、段丘崖の高さや険しさによって異なっ

ており、さらに、このような段丘崖の坂のほか、飯坂段丘の下位面には湯沢
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湯山城という館を構えて住んでいました。こ
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名前から自分の名前を名乗ったのではないか
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くコンクリート舗装されており、これも新聞

記事から見たところでは、おそらく昭和１５

年頃に舗装されたと考えられます。それほど、

やはり福島と飯坂を結ぶ道路は、非常に重要

な道路として位置付けられていたのではない

かと思います。この飯坂（旧飯坂街道の名残りの坂

道）は、飯坂街道が出来るまで福島と飯坂を結

ぶ街道であった大事な坂道であり、これは我々史跡

保存会といたしましても、これからも大事にしてい

きたいと考えております。 
この様なことで今日は主に坂についてお話をし

たいと思っております。皆さんもお気付きだと思い

ますが、飯坂は坂を登るとその上は大体平らな土地

が広がっております。例えば、東は旧消防署の古舘、

そして旧支所の馬場、パルセ飯坂、八幡神社、小学

校などは平らで、それに上がるための坂、分署の坂、

権現坂など、各所に坂が繋がっています。またその

上の段、大鳥中学校の付近も平らな所と考えると、

そこにも坂がいくつか繋がっています。これらの平

らな所を段丘（だんきゅう）といいます。我々が学校

に通っていた時にも無意識に歩いて、花水坂を上が

り、分署の坂、あるいは夜蚊坂を登り、坂を何段も

飯坂新道（現飯坂街道）開通時のスケッチ図 

上図は明治16年の開通間もない飯坂新道の貴重なスケッチ図 当時、飯坂町
は上飯坂村と云われていた。 道路の幅も広く、両側は家もなく田畑だけ、そんな
中を洋装の人 、みの傘着物らしき人々が福島、飯坂を歩いていたのであろう・・・・。 
途中で休んでいる人力車の人夫の姿も見える。 

（当時の人力車福島～飯坂間39銭、 現2,800円相当）  
 
 場所はどの辺か？ 下図の写真は桜水駅北の付近で山の稜線と道路の
方向から推測すると、この辺の場所と思われ 133 年間の隔たりが如実に、この写
真から読みとる事が出来る。 

真新しい鉄橋を渡る飯坂西線の電車。集電装置はパンタグラフではなく、ポー
ル式。隣の飯坂街道の小川橋は、まだ木造橋の様子（ｺﾝｸﾘー ﾄ橋は昭和 9 年
施工）、館の山 と大作山の姿だけは今も変わらない（飯坂街道のｺﾝｸﾘｰﾄ舗
装は昭和15年頃施工） 

信夫郡福島より同郡上飯坂村に至る新道の図 
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の谷があり、この谷を埋め立てて道路が通されたため、湯沢

に沿って多くの坂道が出来たのであります。 
２０万年前ほど前から福島盆地をつくる動きが始まったと

申しましたが もう少し詳しくお話をしてみます。 

実は福島盆地の西側には断層が走っておりますが、断層と

いう言葉はよく間違って使われることがあります。この吉川

屋さんの窓からは摺上川沿いの崖に地層の断面つまり積み

重なっている地層の様子が見えますが、これを断層と呼ぶ人

が稀にいます。こちらは正確に言えば地層の断面であって断

層ではありません。断層というのは地表を作っている地層の

集まりが地球規模の大きな力で両側から押されたり引っ張

られたりして、上下にあるいは左右にずれたものを指しまし

て、そのズレは地表では線状に続いています。今回の熊本の

地震も古くから知られていた断層が大きくずれたことが原因と言われております。     

福島盆地の西側 にもそのような断層が走っておりまして、その断層は平均すると千年に１ｍあるいは３０ｃ

ｍ位動いていると言われています。つまり２０万年経つと６０ｍから２００ｍ位地層がずれるわけで、今のよう

な福島盆地の姿は２０万年かけて断層が動き続けたことによって出来たものと考えていただければ良いと思い

ます。 

ところで飯坂はこの断層によってつくられた盆地と山との境にあります。山は奥州山脈の一部で中野あるいは

茂庭から続いている山地です。一方で南の平野方面や東湯野方面には福島盆地の平らな土地が開けています。盆

地をつくる動きは今でも続いていますから山の方はどんどん高くなり平地の方は沈み続けています。飯坂はその

ような次第に傾きが大きくなっていく盆地の縁の不安定な場所に位置しているわけです。 

さらにもう１つは段丘をつくる大きな力を持つ川の出口に飯坂が位置しているということです。摺上川はかな

り広い流或を持っていて山に降った沢山の水を集めて飯坂から盆地に流れ出しています。その他に赤川や小川と

いった支流もあり飯坂は山から平地に出てくる川の出口にあって、段丘ができる条件が最も整っている場所にあ

たるのです。 

先ほど申した福島盆地西側の断層は２つのグループに分けられています。１つは北側にある藤田断層と桑折断

層の断層群です。もう１つは南の方で大笹生の台山という山の東側に台山断層と呼ばれるはっきりした断層があ

り、さらに庭坂から荒井にかけて土湯断層へ続いています。この２つの断層群はどちらもほぼ南北に走っている

のですが桑折町と大笹生との間、飯坂付近でくい違っています。つまり２つの断層は繫がっていないわけですが､

ちょうどこの部分に飯坂があるのです。 

ということは飯坂の北側は桑折断層の西側の山地部にあたりますので常に上昇を続けており、南側は台山断層

の下の盆地側にあたるので沈み続けている部分にあたるということになります。つまり飯坂では北側が上がり南

側が下がりという動きが続いているわけです。このような地盤の動きと川の働きが組み合わさった結果として、

この２０万年の間に形づくられたのが飯坂の段丘なのです。 

最初に出来たのが田中段丘と呼ばれている段丘の面で１３万年前頃と考えられています。舘ノ山の花ももの里

の辺りにあたりますが、ここを掘ってみると段丘を作った砂利層が出てくるはずです。ただ古い段丘ですから長

い間に表土が流されたりして段丘らしく見えないかもしれません。 

一方､湯野側では愛宕山の上､これもこの頃の段丘の面です。この辺が約１３万年前頃までに出来ております。 
その後、１０万年位経過して、今から約３万年位前に大鳥中学校がある場所､及び湯野も段丘の面になり、こ

こは梅津段丘と呼ばれておりこれが２つ目です。その後２万年過ぎて､今から１万年前位に飯坂の町が乗ってい

る飯坂段丘が出来ました。これはかなり広い面積を占めております。これも、実は高い方にある上位面と低い方

にある下位面の２つに分かれております。さらにその後、１万年から５千年位前の間に、八景段丘が出来ました。

これは飯坂支所や学習センターの辺り、これも川の方から見ますと１段上がっており広い段丘です。実はこの八

景段丘の、月崎という町内から縄文の中期頃の遺跡が見つかっており、今から５千年前位にこの辺に人が住んで

いたということが分かってきております。人が住むということは、当時の川の氾濫でそこまで水が行かないよう

になっていたということでしょう。だから、安心して住める土地が出来ていたということは、すでに５千年前に

は段丘が出来ていたという証拠になると思います。 

夜蚊坂付近で飯坂段丘上位面を調べ確認する安斎鉄夫さん 

78



  
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂の多い、飯坂の 謎に迫る ？ 
地質学的に見た飯坂の段丘区分図。階段状の崖とその上の平
坦地からなる地形 

国土地理院地図の高低線から表した飯坂の段丘区分図。 
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の谷があり、この谷を埋め立てて道路が通されたため、湯沢

に沿って多くの坂道が出来たのであります。 
２０万年前ほど前から福島盆地をつくる動きが始まったと

申しましたが もう少し詳しくお話をしてみます。 

実は福島盆地の西側には断層が走っておりますが、断層と

いう言葉はよく間違って使われることがあります。この吉川

屋さんの窓からは摺上川沿いの崖に地層の断面つまり積み

重なっている地層の様子が見えますが、これを断層と呼ぶ人

が稀にいます。こちらは正確に言えば地層の断面であって断

層ではありません。断層というのは地表を作っている地層の

集まりが地球規模の大きな力で両側から押されたり引っ張

られたりして、上下にあるいは左右にずれたものを指しまし

て、そのズレは地表では線状に続いています。今回の熊本の

地震も古くから知られていた断層が大きくずれたことが原因と言われております。     

福島盆地の西側 にもそのような断層が走っておりまして、その断層は平均すると千年に１ｍあるいは３０ｃ

ｍ位動いていると言われています。つまり２０万年経つと６０ｍから２００ｍ位地層がずれるわけで、今のよう

な福島盆地の姿は２０万年かけて断層が動き続けたことによって出来たものと考えていただければ良いと思い

ます。 

ところで飯坂はこの断層によってつくられた盆地と山との境にあります。山は奥州山脈の一部で中野あるいは

茂庭から続いている山地です。一方で南の平野方面や東湯野方面には福島盆地の平らな土地が開けています。盆

地をつくる動きは今でも続いていますから山の方はどんどん高くなり平地の方は沈み続けています。飯坂はその

ような次第に傾きが大きくなっていく盆地の縁の不安定な場所に位置しているわけです。 

さらにもう１つは段丘をつくる大きな力を持つ川の出口に飯坂が位置しているということです。摺上川はかな

り広い流或を持っていて山に降った沢山の水を集めて飯坂から盆地に流れ出しています。その他に赤川や小川と

いった支流もあり飯坂は山から平地に出てくる川の出口にあって、段丘ができる条件が最も整っている場所にあ

たるのです。 

先ほど申した福島盆地西側の断層は２つのグループに分けられています。１つは北側にある藤田断層と桑折断

層の断層群です。もう１つは南の方で大笹生の台山という山の東側に台山断層と呼ばれるはっきりした断層があ

り、さらに庭坂から荒井にかけて土湯断層へ続いています。この２つの断層群はどちらもほぼ南北に走っている

のですが桑折町と大笹生との間、飯坂付近でくい違っています。つまり２つの断層は繫がっていないわけですが､

ちょうどこの部分に飯坂があるのです。 

ということは飯坂の北側は桑折断層の西側の山地部にあたりますので常に上昇を続けており、南側は台山断層

の下の盆地側にあたるので沈み続けている部分にあたるということになります。つまり飯坂では北側が上がり南

側が下がりという動きが続いているわけです。このような地盤の動きと川の働きが組み合わさった結果として、

この２０万年の間に形づくられたのが飯坂の段丘なのです。 

最初に出来たのが田中段丘と呼ばれている段丘の面で１３万年前頃と考えられています。舘ノ山の花ももの里

の辺りにあたりますが、ここを掘ってみると段丘を作った砂利層が出てくるはずです。ただ古い段丘ですから長

い間に表土が流されたりして段丘らしく見えないかもしれません。 

一方､湯野側では愛宕山の上､これもこの頃の段丘の面です。この辺が約１３万年前頃までに出来ております。 
その後、１０万年位経過して、今から約３万年位前に大鳥中学校がある場所､及び湯野も段丘の面になり、こ

こは梅津段丘と呼ばれておりこれが２つ目です。その後２万年過ぎて､今から１万年前位に飯坂の町が乗ってい

る飯坂段丘が出来ました。これはかなり広い面積を占めております。これも、実は高い方にある上位面と低い方

にある下位面の２つに分かれております。さらにその後、１万年から５千年位前の間に、八景段丘が出来ました。

これは飯坂支所や学習センターの辺り、これも川の方から見ますと１段上がっており広い段丘です。実はこの八

景段丘の、月崎という町内から縄文の中期頃の遺跡が見つかっており、今から５千年前位にこの辺に人が住んで

いたということが分かってきております。人が住むということは、当時の川の氾濫でそこまで水が行かないよう

になっていたということでしょう。だから、安心して住める土地が出来ていたということは、すでに５千年前に

は段丘が出来ていたという証拠になると思います。 
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   パソコンの高低図から表した 飯坂の上空から見た図 
     建物を 全てとって上空から見ると、崖が有って、丘が有って、谷深き地形がわかり、そこに 

坂がはりついていることが分かる 

飯坂の段丘を、分かり易く表した崖 と 平坦地 と 谷の ｲﾗｽﾄ図 
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そんな段階を踏んで飯坂には、４段あるいは更に分けると５段の段丘が出来上がったのです。 
ところで、先ほど申しましたように、飯坂の土地は北側の山寄りほど、大きく隆起する傾向があり飯坂段丘が

出来た後も、そういう動きが続いてきました。飯坂段丘が出来たのは約１万年前と考えられますが、その後、北

側が持ち上がりました。飯坂段丘が２つに分かれているというのは、上の段が今の飯坂小学校から八幡神社辺り

を過ぎて古舘までが一連に続いている平面です。そこから１段下がって、千人風呂通りから古舘の北側の湯沢の

谷を挟んで１段低くなっております。だから八幡神社の裏にも４～５ｍの崖があります。古舘と八幡神社は飯坂

段丘の上位面。その下の千人風呂通り、花岡町、あるいは湯沢、その辺は飯坂段丘の下位面に分けられますが、

その下位面に問題があります。本来であれば、この地面に降った雨は川の方に自然に流れるのが普通です。即ち、

摺上川の方に流れるのが自然なのですが、北の方の花岡町の方が高くなっているので摺上川に流れません。逆に、

南側の上位面の裾の千人風呂通りの方に雨が集まってきます。そうすると、八幡神社の裏から古舘の北側、湯沢

の辺りにかけて水が集まって、そこを水が流れるようになってきたのではないでしょうか。そこでその場所に自

然に水の流れ道が出来たというのが、今の湯沢の谷の出来た原因ではないかというふうに考えております。そん

なことで飯坂には５つの段丘、そして湯沢という谷があります。そういう段丘の境目、あるいは谷を登り下りす

るのが飯坂の坂です。飯坂というのは川の氾濫も無いし住みやすく、昔から人が住んでいたと思います。ただ、

住んでいる人達が移動するためには、どうしても坂道を上り下りしなければならないというところが、今に残っ

ている飯坂の坂道とういうふうに私は考えております。 
 

 

 

 

話はちょっと横道に成りますが 坂と温泉について 話してみたいと思います。 
 
飯坂の地盤は水中に堆積してできた地層から出来ているのだが、その中に数百万年前の火山活動の痕跡が残さ

れているという。さらにその後、盆地をつくる地盤運動に伴って地下の岩盤に多くの割れ目ができた。この割れ

目に溜まった地下水が、過去の火山活動に由来する地下の熱で熱せられたのが飯坂の温泉の源と考えられている。 
 かつての『名旅館花水館』入り口跡、右の奥７３段の石段を下がると摺上川の川岸に続く。この石段は“滝ﾉ湯

ちゃんこちゃんこ”と呼ばれていた。“ちゃんこちゃんこ”とは石段の意味で下駄の響きから来ているようだが

飯坂特有の表現だろう。ここには岩盤からお湯が滝のように流れ落ちていた明治、大正に繁栄した滝ﾉ湯があっ

たが、昭和になって湧出量が少なくなり、火事で焼けて廃絶した。 
奥の細道の芭蕉が泊まった所はこの湯小屋との説もあるが、近年は鯖湖湯が有力になっているようだ。現在は

ポンプでお湯をくみ上げているが、名湯飯坂の名を天下に知らしめた古くからの温泉は、全て川岸の崖から湧き

出していたものである。もっとも鯖湖湯は川から離れた場所にあるが、これも湯沢の谷からの湧泉で、かつての

鯖湖湯の浴槽は道路面から階段を下がった地下にあって、お湯は崖から湧き出していたという。地面の下深くの

岩盤の中に貯えられていた温泉は、川の浸食によって崖を作らないと地上に湧き出すことができなかったのであ

る。飯坂の個性を代表する坂と温泉だが、これはどちらも、地層が川の働きにより削られたことによってできた

という共通性をもつ。言うならばこの２つは、悠久の大地から生まれ、川に育てられた兄弟なのである。 
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医王寺にまつわる『 悲劇の武将義経と佐藤継信、忠信物語  』 
 

◆ゲストスピーカーの紹介           飯坂ロータリークラブ広報委員   佐藤喜市郎 会員  

それでは、安達先生のご紹介をさせていただきます。先生は昭和２９年８月２４日に米沢市万世町川井小路と

いう所でお生まれになりました。先生はお母様の影響もあり、歴史にものすごく興味を持たれました。他の歴史

家もみな興味を持っておりますが、先生はそれだけではなく、歴史について本当に熱意を持ってお調べになり勉

強されました。 特に飯坂の地における佐藤一族について、非常に詳しく勉強されております。そういったこと

で、飯坂ロータリークラブの『 歴史を辿る 第15 回 』として我が郷土の武将、佐藤 継信、忠信について編纂し

たいと思います。今日は先生の素晴らしいスピーチを皆さんお聴きいただければありがたいと思っております。

それでは先生にお話を頂戴いたします。宜しくお願い致します。 
 

◆ ゲストスピーチ               大鳥中学校 元教頭   郷土史研究家 安達龍雄 様  
ロータリーのの皆さん、こんにちは。安達龍雄です。今、お話があったとおり、私

が生まれたのは米沢です。生まれて半年くらいで福島に来ました。父親が国鉄の職

員だったので、転勤の関係で福島に来たのだというふうに親から言われていました。

私が何故こんなに歴史にのめり込んでいったかというと、自分で思い返すといくつ

かの理由があります。１つは、私の父親は安達政雄といいますが、親父の弟が米沢の

お寺のすぐ近くに、婿さんに入っていました。その近くにあったお寺は常信庵とい

う立派なお寺でした。私は小さい時からこの常信庵で、『これが継信、忠信のお母さ

んのミイラなのだよ。』と言われて、それを見ながら育っていました。ところが、そ

のうちにふと、『あれ、おかしいのではないか。では、医王寺や大鳥城はどうなっているのか。』と気付きました。

これが、私の歴史にのめり込んでいくようになるスタート地点でした。これらは、それぞれに歴史をもっていま

す。例えば、飯坂については皆さんもご存知のとおりです。継信、忠信については飯坂説にも色々あります。医

王寺があって、大鳥城があって、あるいは基治がいて、乙和姫がいて、信夫十八将がいて……ということです。

その中には、斎川の田村神社はどうなのだということも以前にお話が出てい

ました。それは飯坂説の中にあります。ところが、私は米沢の継信、忠信説

はどうなっているのかということから始まりました。と同時に色々調べてい

く中で、どうも継信、忠信の生誕説は４つあるということに気が付いたとい

うか、そういうふうに思うようになりました。福島説、飯坂説、米沢説、有

力な３つの説があるのですが、その他に飯坂と米沢を繋ぐ説も考えられま

す。そこに出てくるのが常信庵です。常信庵や八木橋館の中には色々な史跡

があります。その史跡の中に三社様もあります。それは基治の弟の正信が自

分の息子を米沢から、より有力な佐藤庄司基司であった信夫のお兄さんのと

ころに養子に出したのだと、これが４つ目の説です。いずれにしても、福島も米沢も継信、忠信に深い関わりを

もってきたのだなということを目の当たりにして、自分が米沢あるいは福島に愛着を持っていく、歴史にのめり

込んでいく大きな理由になりました。 
継信、忠信の功績と夢ということで大きくまとめてみました。皆さんは藤原秀衡をご存知ですね。この藤原政

権で私は経清が好きです。経清がいて、清衡、基衡、秀衡、４代目に国衡、泰衡、忠衡、通衡、頼衡、高衡と出

てきますが、私はこの経清が大好きです。この人はなかなかの人物だったと思っています。いずれにしても、ど

うして継信､忠信を義経に従わせたのかということについて、結論からいうと私は『 継信､忠信は義経の家来で

はなかった 』という説を取ります。これについては、なかなかそう言い切る人がいません。ただ私が言えるの

は、継信､忠信は家来ではないということです。これは後からまた言いますが、最初になぜ従わせたのかという

ことを、飯坂からの視点と平泉からの視点でお話します。 
 さて、忠信をなぜ従わせたのか、飯坂からの視点で言うと、やはり継信､忠信は飯坂を代表する武将ですから、

その武将を義経につけてあげる、ということは飯坂を守ることになります。つまり信夫の佐藤庄司を守ることに

なります。また、誇りです。これが飯坂からの視点です。では、平泉からの視点ではどうなのか。その時の最高

安達先生の斬新な歴史観の話に耳
を傾ける飯坂ロータリークラブ会員 
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それでは、安達先生のご紹介をさせていただきます。先生は昭和２９年８月２４日に米沢市万世町川井小路と

いう所でお生まれになりました。先生はお母様の影響もあり、歴史にものすごく興味を持たれました。他の歴史

家もみな興味を持っておりますが、先生はそれだけではなく、歴史について本当に熱意を持ってお調べになり勉

強されました。 特に飯坂の地における佐藤一族について、非常に詳しく勉強されております。そういったこと

で、飯坂ロータリークラブの『 歴史を辿る 第15 回 』として我が郷土の武将、佐藤 継信、忠信について編纂し
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お寺のすぐ近くに、婿さんに入っていました。その近くにあったお寺は常信庵とい

う立派なお寺でした。私は小さい時からこの常信庵で、『これが継信、忠信のお母さ

んのミイラなのだよ。』と言われて、それを見ながら育っていました。ところが、そ

のうちにふと、『あれ、おかしいのではないか。では、医王寺や大鳥城はどうなっているのか。』と気付きました。

これが、私の歴史にのめり込んでいくようになるスタート地点でした。これらは、それぞれに歴史をもっていま

す。例えば、飯坂については皆さんもご存知のとおりです。継信、忠信については飯坂説にも色々あります。医

王寺があって、大鳥城があって、あるいは基治がいて、乙和姫がいて、信夫十八将がいて……ということです。

その中には、斎川の田村神社はどうなのだということも以前にお話が出てい

ました。それは飯坂説の中にあります。ところが、私は米沢の継信、忠信説

はどうなっているのかということから始まりました。と同時に色々調べてい

く中で、どうも継信、忠信の生誕説は４つあるということに気が付いたとい

うか、そういうふうに思うようになりました。福島説、飯坂説、米沢説、有

力な３つの説があるのですが、その他に飯坂と米沢を繋ぐ説も考えられま

す。そこに出てくるのが常信庵です。常信庵や八木橋館の中には色々な史跡

があります。その史跡の中に三社様もあります。それは基治の弟の正信が自

分の息子を米沢から、より有力な佐藤庄司基司であった信夫のお兄さんのと

ころに養子に出したのだと、これが４つ目の説です。いずれにしても、福島も米沢も継信、忠信に深い関わりを

もってきたのだなということを目の当たりにして、自分が米沢あるいは福島に愛着を持っていく、歴史にのめり

込んでいく大きな理由になりました。 
継信、忠信の功績と夢ということで大きくまとめてみました。皆さんは藤原秀衡をご存知ですね。この藤原政

権で私は経清が好きです。経清がいて、清衡、基衡、秀衡、４代目に国衡、泰衡、忠衡、通衡、頼衡、高衡と出

てきますが、私はこの経清が大好きです。この人はなかなかの人物だったと思っています。いずれにしても、ど

うして継信､忠信を義経に従わせたのかということについて、結論からいうと私は『 継信､忠信は義経の家来で

はなかった 』という説を取ります。これについては、なかなかそう言い切る人がいません。ただ私が言えるの

は、継信､忠信は家来ではないということです。これは後からまた言いますが、最初になぜ従わせたのかという

ことを、飯坂からの視点と平泉からの視点でお話します。 
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はなかった 』という説を取ります。これについては、なかなかそう言い切る人がいません。ただ私が言えるの

は、継信､忠信は家来ではないということです。これは後からまた言いますが、最初になぜ従わせたのかという

ことを、飯坂からの視点と平泉からの視点でお話します。 
 さて、忠信をなぜ従わせたのか、飯坂からの視点で言うと、やはり継信､忠信は飯坂を代表する武将ですから、

その武将を義経につけてあげる、ということは飯坂を守ることになります。つまり信夫の佐藤庄司を守ることに

なります。また、誇りです。これが飯坂からの視点です。では、平泉からの視点ではどうなのか。その時の最高

安達先生の斬新な歴史観の話に耳
を傾ける飯坂ロータリークラブ会員 
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って継信が亡くなったということが定説となっています。実際に屋島には

継信のお墓もあります。一方、忠信の最期については大きく３つの説があ

ります。実際にここで亡くなったという説もありますが、１つに限定する

のはなかなか忠信の方は難しい。でも、私は２人の最期には全く違う意味

合いがあると思っています。継信は、義経の腕の中で亡くなっていきます。

そして、義経がこれからどこまで成長していくかわからないという、義経

の絶頂期の中で継信は最期を迎えます。しかし、忠信は違います。忠信は

義経が頼朝と不和になって追われる中で亡くなっていく。これが忠信の最

期です。いずれにしても、私は２人がいたからこその義経だったと思って

います。それはなぜか。これにも色々な説がありますが、いずれにせよ義

経が平泉にいて、反平家ののろしを受けた時に、頼朝の下に馳せ参じて行

きます。その時に継信、忠信を秀衡はつけてやったということになってい

ますが、はたしてどこからつけたのかということについてはよくわかりま

せん。少なくとも私が調べている中では、はっきりと此処でつけたという

ものはありません。平泉からというのもあれば、飯坂からというのもあり

様々です。ただ言えること、これだけは間違いないと思っていることがあ

ります。それは、継信、忠信がいたからこそ義経の名前が残った、という

こと。裏を返せば継信忠信がいなければ、私は義経の名前が後世に残るこ

とはなかったと思っています。それは単に２人が義経の身代りになって果

てていったからというレベルの問題ではありません。継信、忠信は平泉政権そのものです。つまり、義経がなぜ

京都鞍馬寺から平泉まで来て、その後は旗揚げをしていくか、それはすべて秀衡がいたからです。その秀衡は、

まさか義経が兄の所に行くと言った時に自分はついて行きません。その全ての代理人としてついていったのが継

信、忠信です。つまり義経にとってみれば、継信忠信は平泉政権そのもの、あるいは秀衡そのものと言っていい

存在です。そうすると、はたして「継信忠信は義経の家来なのでしょうか」というところに行き当たります。継

信忠信はただの家来ではありません。強いて言えば、平泉政権の全権委任者、あるいは統率者、あるいは軍最高

参謀、最高司令長官という立場です。だから継信忠信は、家来などというレベルではありません。では、どうし

て２人は義経のために亡くなっていったのか、そんな平泉政権を代表するような武将が、なぜ義経の身代りにな

っていくのかということです。忠信についての説は色々ありますが、少なくとも義経の凋落期において身代りに

なっていくという史実については、私はそれなりに正しいと思っています。 
では、継信はどうなのか。平教経の矢を受けて屋島の合戦で亡くなったと、ひとまずしておきます。そんな含

みのあることを言う理由について、また別なことを後でお話します。さて、継信は屋島の合戦で亡くなったとい

うことですが、どうして、そんな義経の矢を受け止めたか、家来だからでしょうと言うのが、今までの学者先生

方の説です。しかし、私は違うと思っています。常識的に考えて、船の陰を辿って来て、突然放たれた矢に気が

付いて、とっさに義経の前に立ちはだかること。そんなこと、家来にできるでしょうか。私はただの家来であれ

ば１歩も２歩も下がったところにいると思っています。とっさの矢に対処できるというのは、主従などという立

場ではなく、常に身近にいる最高参謀、最高司令長官のような人だったからこそだと思います。では、どうして

そこまでできたのか、私は武士としての誇りが成せるとっさの所作だったのではないかと思っています。つまり、

結論に戻すと『継信忠信は単なる義経の家来忠臣ではなかった』というふうに私は思っています。さっき含みを

持たせた理由というのは、能登守平教経の放った矢によって継信は亡くなったとされていますが、これは皆さん

も聞いたことがあると思います。『吾妻鏡』という鎌倉幕府が後に作った第一級の資料があります。『吾妻鏡』の

中では、能登守平教経は屋島の合戦の前に、鵯落としの一の谷の合戦で、すでに亡くなっていたと書いてありま

す。これらは矛盾していますね。すでに亡くなっていた人が矢を放つわけがありません。 
では、どうしてそういう説が出てくるのかということなります。極端に言えば、どっちが本当に正しいのかと

いうことになります。いずれにしても、歴史は１つとは限りませんし、私は後世の人が自分の都合によって歴史

を書き換えることがよくあると思っています。 
次に平泉にとって飯坂のもつ意味を考えましょう。どの時代から飯坂が平泉政権において最も大事な場所の１

つになっていったのかということですが、古い物を紐解いていくと、こういう事件がありました。基治の父親か、

おじさんあたりに季春という人がいました。その時、藤原政権は基衡でした。その２人の間でつながりができて

飯坂町平野に有る佐藤基治公菩提寺医王
寺の基治公と妻乙羽御前の石碑の傍に有る
椿の古木、息子二人を亡くした乙羽御前の
悲しみと、そして母情が乗り移ったのか毎年
つぼみのまま咲かずに落ちる。人々は、いつし
か咲かずの椿 『乙羽の椿』 と言うようにな
ったという。 
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いました。そこに新しい国司として藤原師綱という人が赴任してきました。師綱は特に信夫郡の検地がうまくい

ってない、本当は国司ではないのに国司以上の力を佐藤一族が持っていて、ねこばばしているのではないか、あ

るいは平泉政権にやっていて、国に出していないのではないかという嫌疑がかかりました。実際にそうだったそ

うです。ただ、今までの国司がそれで検地に入ったことはなかった。入らせたこともなかった。そこですったも

んだがあったけれども、結局師綱の軍が入っていた時に、湯野の庄司の季春と戦いになりました。そこで実際に、

国司の師綱の軍には多数の死傷者が出ました。それによって最終的に季春は首を落とすことになります。という

ことを基にして、ここら辺から佐藤一族が、庄司が平泉政権下で、とても信頼が厚い部族になっていたのだとい

うことが、『十訓抄』や『古事談』に事件のあった３０年、４０年後に書かれたものとして出ています。非常に

詳しいし、２つの書物にほとんど差はありません。それを基にして一般の方たちは『ああ、たしかにこういうこ

とがあったのだ』と思う。私は本当にあったのかなと考えます。一般でいうと、信頼できる複数の書物に書いて

あれば、普通は信頼できます。でも、これらには不自然な点が非常に多い。１つは結論から言うと、師綱は正四

位上という官位を持っていました。京都にいた時の官職です。ところが、陸奥守は従五位下という官位です。段

階でいうと５段階も落ちています。そうすると官位官職にことの他、目がなかったあの京都の貴族たちがはたし

て５段階も下の役職を承って、本当に陸奥の国に来たのだろうか、という素朴な疑問がわいてきます。 
もう１つは、もっと大きな政治理論です。季春がいて、基衡がいて、その関係はまるで鎌倉時代の頼朝と後見

人の関係にそっくりなのです。どういうことかというと、『幕府関係は国の関係よりも上回る』ということを頼

朝は示したかった。実際に頼朝が「奥州征伐」に来る時に、大庭景義という重臣からの進言を受け入れています。

その進言というのは、こういうことです。古来、『幕下にあっては天子の勅を聞かず、将軍の命をきく。』つまり、

今戦っている時に『さあ、天子様いかがいたしましょうか…』と使いに行っている時間はありません。戦場の大

将の言うことを聞く。これを頼朝は大義名分として平泉を攻めていきます。その天子よりも朝廷よりも、幕府の

関係の方を優先すべきだ。これがちょうど今お話した、基治と基衡の関係に重なってきます。そうすると、頼朝

が後に鎌倉幕府をつくっていく時の主従関係、ご恩と奉公という鎌倉幕府の体制にとても合います。つまり、の

ちによって作られたお話という考え方が出てくるわけです。ただ、これについてここまでお話をしている学者先

生は誰もいません。私だけです。私は学者ではありませんが私だけです。これは十分に可能性としてはあること

だと思っています。頼朝ならやりかねないとも思っています。 
飯坂にとって、継信、忠信、若桜、楓はどういうことだったのか、あるいは実際に若桜、楓が凱旋して、義母

乙和の前で『ただ今帰りました』という場面があったのかどうかということです。私の考えからお話しますと、

やはりこれはフィクションのお話なのかなと思っています。ただ、知ってはいたという説に立たないとあの乙和

の椿の悲劇、母が子供を思う美談というのは生まれてきません。だから、２人の死を知っていたからこそ、その

嘆きが椿に移って、その悲しみの余りに今もって蕾のままで落ちていく。あれは、乙和姫、基治は２人が亡くな

ったということを知っていたという説に立っています。私が前に調べたものの中には当時、乙和姫は悲しみの余

りに失明していたということを読んだことがあります。仮に目

が見えなくても振る舞いや雰囲気、あるいは声によって、最後

まで２人が生きて帰ったというようなことを親に見せるという

か、振りをするということはできなかっただろうなと思います。

つまり、大事なのは親が２人の死を知っていたとか、知らなか

ったということではなく、なぜそのような話が伝承されてきた

かということです。 
私は大きくは２つのことを考えています。１つは、そのこと

を妻たちに演じさせた。あるいは演じさせるということ、その

話を作るほどの継信､忠信です。２人はまさに奥羽を代表する人

物で、２人がいなければ義経は名が残ることはあり得ない。そ

れだけの優秀な陸奥を代表する立派な武将（義経の四天王の２人と古

事に記されてる）だった。これが継信､忠信の人物像です。もう１

つは、やはり、その２人に従って妻として、一緒にいたのはお

そらく２年ぐらいだったでしょう。そこに妻として仕えた若

桜、楓、この２人の若い奥さんたちは、やはりこれも大した人物だったと思います。それが親孝行であり、人物

であり、その相まみえたところに、継信､忠信あるいは、若桜、楓の凱旋の話が出てきたのではないかなと。別

数百年前の悲しみの想いが、現代にまで伝えているという 

不思議な 『咲かずの蕾』  （ ５月頃の医王寺にて ） 

5 月中旬頃です。医王寺にお出でになり、その想いに接してみては…‥ 
 

って継信が亡くなったということが定説となっています。実際に屋島には

継信のお墓もあります。一方、忠信の最期については大きく３つの説があ

ります。実際にここで亡くなったという説もありますが、１つに限定する

のはなかなか忠信の方は難しい。でも、私は２人の最期には全く違う意味

合いがあると思っています。継信は、義経の腕の中で亡くなっていきます。

そして、義経がこれからどこまで成長していくかわからないという、義経

の絶頂期の中で継信は最期を迎えます。しかし、忠信は違います。忠信は

義経が頼朝と不和になって追われる中で亡くなっていく。これが忠信の最

期です。いずれにしても、私は２人がいたからこその義経だったと思って

います。それはなぜか。これにも色々な説がありますが、いずれにせよ義

経が平泉にいて、反平家ののろしを受けた時に、頼朝の下に馳せ参じて行

きます。その時に継信、忠信を秀衡はつけてやったということになってい

ますが、はたしてどこからつけたのかということについてはよくわかりま

せん。少なくとも私が調べている中では、はっきりと此処でつけたという

ものはありません。平泉からというのもあれば、飯坂からというのもあり

様々です。ただ言えること、これだけは間違いないと思っていることがあ

ります。それは、継信、忠信がいたからこそ義経の名前が残った、という

こと。裏を返せば継信忠信がいなければ、私は義経の名前が後世に残るこ

とはなかったと思っています。それは単に２人が義経の身代りになって果

てていったからというレベルの問題ではありません。継信、忠信は平泉政権そのものです。つまり、義経がなぜ

京都鞍馬寺から平泉まで来て、その後は旗揚げをしていくか、それはすべて秀衡がいたからです。その秀衡は、

まさか義経が兄の所に行くと言った時に自分はついて行きません。その全ての代理人としてついていったのが継

信、忠信です。つまり義経にとってみれば、継信忠信は平泉政権そのもの、あるいは秀衡そのものと言っていい

存在です。そうすると、はたして「継信忠信は義経の家来なのでしょうか」というところに行き当たります。継

信忠信はただの家来ではありません。強いて言えば、平泉政権の全権委任者、あるいは統率者、あるいは軍最高

参謀、最高司令長官という立場です。だから継信忠信は、家来などというレベルではありません。では、どうし

て２人は義経のために亡くなっていったのか、そんな平泉政権を代表するような武将が、なぜ義経の身代りにな

っていくのかということです。忠信についての説は色々ありますが、少なくとも義経の凋落期において身代りに

なっていくという史実については、私はそれなりに正しいと思っています。 
では、継信はどうなのか。平教経の矢を受けて屋島の合戦で亡くなったと、ひとまずしておきます。そんな含

みのあることを言う理由について、また別なことを後でお話します。さて、継信は屋島の合戦で亡くなったとい

うことですが、どうして、そんな義経の矢を受け止めたか、家来だからでしょうと言うのが、今までの学者先生

方の説です。しかし、私は違うと思っています。常識的に考えて、船の陰を辿って来て、突然放たれた矢に気が

付いて、とっさに義経の前に立ちはだかること。そんなこと、家来にできるでしょうか。私はただの家来であれ

ば１歩も２歩も下がったところにいると思っています。とっさの矢に対処できるというのは、主従などという立

場ではなく、常に身近にいる最高参謀、最高司令長官のような人だったからこそだと思います。では、どうして

そこまでできたのか、私は武士としての誇りが成せるとっさの所作だったのではないかと思っています。つまり、

結論に戻すと『継信忠信は単なる義経の家来忠臣ではなかった』というふうに私は思っています。さっき含みを

持たせた理由というのは、能登守平教経の放った矢によって継信は亡くなったとされていますが、これは皆さん

も聞いたことがあると思います。『吾妻鏡』という鎌倉幕府が後に作った第一級の資料があります。『吾妻鏡』の

中では、能登守平教経は屋島の合戦の前に、鵯落としの一の谷の合戦で、すでに亡くなっていたと書いてありま

す。これらは矛盾していますね。すでに亡くなっていた人が矢を放つわけがありません。 
では、どうしてそういう説が出てくるのかということなります。極端に言えば、どっちが本当に正しいのかと

いうことになります。いずれにしても、歴史は１つとは限りませんし、私は後世の人が自分の都合によって歴史

を書き換えることがよくあると思っています。 
次に平泉にとって飯坂のもつ意味を考えましょう。どの時代から飯坂が平泉政権において最も大事な場所の１

つになっていったのかということですが、古い物を紐解いていくと、こういう事件がありました。基治の父親か、

おじさんあたりに季春という人がいました。その時、藤原政権は基衡でした。その２人の間でつながりができて

飯坂町平野に有る佐藤基治公菩提寺医王
寺の基治公と妻乙羽御前の石碑の傍に有る
椿の古木、息子二人を亡くした乙羽御前の
悲しみと、そして母情が乗り移ったのか毎年
つぼみのまま咲かずに落ちる。人々は、いつし
か咲かずの椿 『乙羽の椿』 と言うようにな
ったという。 
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って継信が亡くなったということが定説となっています。実際に屋島には

継信のお墓もあります。一方、忠信の最期については大きく３つの説があ

ります。実際にここで亡くなったという説もありますが、１つに限定する

のはなかなか忠信の方は難しい。でも、私は２人の最期には全く違う意味

合いがあると思っています。継信は、義経の腕の中で亡くなっていきます。

そして、義経がこれからどこまで成長していくかわからないという、義経

の絶頂期の中で継信は最期を迎えます。しかし、忠信は違います。忠信は

義経が頼朝と不和になって追われる中で亡くなっていく。これが忠信の最

期です。いずれにしても、私は２人がいたからこその義経だったと思って

います。それはなぜか。これにも色々な説がありますが、いずれにせよ義

経が平泉にいて、反平家ののろしを受けた時に、頼朝の下に馳せ参じて行

きます。その時に継信、忠信を秀衡はつけてやったということになってい

ますが、はたしてどこからつけたのかということについてはよくわかりま

せん。少なくとも私が調べている中では、はっきりと此処でつけたという

ものはありません。平泉からというのもあれば、飯坂からというのもあり

様々です。ただ言えること、これだけは間違いないと思っていることがあ

ります。それは、継信、忠信がいたからこそ義経の名前が残った、という

こと。裏を返せば継信忠信がいなければ、私は義経の名前が後世に残るこ

とはなかったと思っています。それは単に２人が義経の身代りになって果

てていったからというレベルの問題ではありません。継信、忠信は平泉政権そのものです。つまり、義経がなぜ

京都鞍馬寺から平泉まで来て、その後は旗揚げをしていくか、それはすべて秀衡がいたからです。その秀衡は、

まさか義経が兄の所に行くと言った時に自分はついて行きません。その全ての代理人としてついていったのが継

信、忠信です。つまり義経にとってみれば、継信忠信は平泉政権そのもの、あるいは秀衡そのものと言っていい

存在です。そうすると、はたして「継信忠信は義経の家来なのでしょうか」というところに行き当たります。継

信忠信はただの家来ではありません。強いて言えば、平泉政権の全権委任者、あるいは統率者、あるいは軍最高

参謀、最高司令長官という立場です。だから継信忠信は、家来などというレベルではありません。では、どうし

て２人は義経のために亡くなっていったのか、そんな平泉政権を代表するような武将が、なぜ義経の身代りにな

っていくのかということです。忠信についての説は色々ありますが、少なくとも義経の凋落期において身代りに

なっていくという史実については、私はそれなりに正しいと思っています。 
では、継信はどうなのか。平教経の矢を受けて屋島の合戦で亡くなったと、ひとまずしておきます。そんな含

みのあることを言う理由について、また別なことを後でお話します。さて、継信は屋島の合戦で亡くなったとい

うことですが、どうして、そんな義経の矢を受け止めたか、家来だからでしょうと言うのが、今までの学者先生

方の説です。しかし、私は違うと思っています。常識的に考えて、船の陰を辿って来て、突然放たれた矢に気が

付いて、とっさに義経の前に立ちはだかること。そんなこと、家来にできるでしょうか。私はただの家来であれ

ば１歩も２歩も下がったところにいると思っています。とっさの矢に対処できるというのは、主従などという立

場ではなく、常に身近にいる最高参謀、最高司令長官のような人だったからこそだと思います。では、どうして

そこまでできたのか、私は武士としての誇りが成せるとっさの所作だったのではないかと思っています。つまり、

結論に戻すと『継信忠信は単なる義経の家来忠臣ではなかった』というふうに私は思っています。さっき含みを

持たせた理由というのは、能登守平教経の放った矢によって継信は亡くなったとされていますが、これは皆さん

も聞いたことがあると思います。『吾妻鏡』という鎌倉幕府が後に作った第一級の資料があります。『吾妻鏡』の

中では、能登守平教経は屋島の合戦の前に、鵯落としの一の谷の合戦で、すでに亡くなっていたと書いてありま

す。これらは矛盾していますね。すでに亡くなっていた人が矢を放つわけがありません。 
では、どうしてそういう説が出てくるのかということなります。極端に言えば、どっちが本当に正しいのかと

いうことになります。いずれにしても、歴史は１つとは限りませんし、私は後世の人が自分の都合によって歴史

を書き換えることがよくあると思っています。 
次に平泉にとって飯坂のもつ意味を考えましょう。どの時代から飯坂が平泉政権において最も大事な場所の１

つになっていったのかということですが、古い物を紐解いていくと、こういう事件がありました。基治の父親か、

おじさんあたりに季春という人がいました。その時、藤原政権は基衡でした。その２人の間でつながりができて

飯坂町平野に有る佐藤基治公菩提寺医王
寺の基治公と妻乙羽御前の石碑の傍に有る
椿の古木、息子二人を亡くした乙羽御前の
悲しみと、そして母情が乗り移ったのか毎年
つぼみのまま咲かずに落ちる。人々は、いつし
か咲かずの椿 『乙羽の椿』 と言うようにな
ったという。 
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の言葉で言うと、それが正しいのか、間違っているのか、そういうことではない。そのレベルではなく、やはり、

継信､忠信や若桜、楓の人物が成せる人々の思いが、後にこのようなお話を作っていたのではないかというふう

に私は思っています。 
このお話は、人としての生き方、目の前にある利害ではなく、何が人間としての真実なのかということ。これ

を、継信､忠信はいつも私たちに語りかけてきます。あるいは、それを支えた人たちもそうです。若桜、楓もそ

う。その東北の誇りを受け継いで、さらに次の人たちにぜひとも伝えていきたいというのが私の思うところです。

この継信､忠信や若桜、楓の話が正しいかどうかというレベルではなく、この心意気、人としてのあるべき姿を

是非皆さんからも福島の、東北の子供たちに伝えていっていただきたいなと思っています。 
別紙はNHKが２００５年に大河ドラマを放送した時に、こういうパンフレットを福島市と飯坂の観光協会で

作ったものです。その中で私が１番気になるのは、この義経伝説の中で、「義経は肉親や部下に対して愛情が深

かった」と書いてあるところです。そうでしょうか。私は全く違うと思っています。義経は愛情に飢えていた人

です。なぜか、義経の父親義朝は自分が生まれた時に平治の乱で亡くなっていて、義経は父親を知りません。小

さい時から命がいつまで永らえるかわからない。清盛の庇護の下に、やがては仏門に入ることを約束されて鞍馬

寺にいきます。その前後には、母親が３回も結婚しています。義朝に嫁ぎ、清盛に嫁ぎ、そして一条大蔵卿藤原

長成に嫁ぎます。何を信じていいかわからない。あの優秀な父親だって、有力な部下に簡単に裏切りにあって、

命を落としています。何を信じていいかサッパリわからない。その義経が、愛情に目覚めていったというのは、

私は継信､忠信の存在が大きかったと思っています。あるいは藤原です。あの藤原政権を代表する継信､忠信であ

って、秀衡との強いつながり、そして自分のために惜しげもなく命を投げ出していく、その品格の良さ、潔（いさ

ぎよ）さ、その中で義経は人としてあるべき姿、愛情というものに目覚めていたのだろうなというのが私の考えで

す。ですから、初めから義経が愛情深かったかというと、そんなことはあり得ないと思っています。２年ほど前

に飯坂町に関しての紀行文を福島信用金庫が募集しました。私も応募しました。最後を見て下さい。 
私の短歌です。『 春は春 夏には夏の 湯のまちに 永久に伝えん 武士の名を 』 継信､忠信の名を、こ

の誇りを、生き方を、私は伝えていくことは、福島県人の責務だと思っています。 
                            ありがとうございました。       〔 監修 安達龍雄様   画像 篠木 〕 

◆閉 会 点 鐘  会   長 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の頁の 参考資料 のイラスト  

７参照 義経と兄頼朝が平家打倒の誓い

をして対面した時、腰を掛けたという対面石 

静岡県清水町八幡神社に有るという。 

【 壇ノ浦戦い図 】 

10参照 壇ノ浦は関門海峡の最も狭い部分で潮
流の速さ(≒19 ㎞/h)が時間によって激変する。両軍は
潮の流れを軍略にし戦ったが、義経の咄嗟の戦略と
潮流が源氏水軍に最後は味方に働き、平氏水軍は
ことごとく敗れ平家滅亡となった。 

【 義経の有名な鵯越えの図 】 

８参照 平氏軍は背の崖を盾に左右の
源氏軍に激しく抵抗し、容易に突破出来
なかったが、突如予想もしなかった背の崖
より義経一軍が突入し平氏軍は大混乱、
兵は我先にと海に逃亡したという。 

〔 画像は義経関連ウェブサイトより 〕 
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奥
州
の
豪
族
、名

産
の
馬
や
、金

で
支
え
ら
れ
 

 
た
平
泉
の
藤
原
秀
衡
は
古
くか

ら
関
わ
り
の
あ
っ

た
源
氏
の
義
経
を
種
々
の
お
も
わ
くの

中
で
金
売
り

吉
次
を
鞍
馬
寺
に
遣
わ
せ
義
経
（
１５
才
）
を
陸
路

で
、
ま
た
海
路
で
密
か
に
平
泉
に
赴
か
せ
た
と
い

う
。 

経
路
及
び
従
者
に
つ
い
て
は
各
古
文
書
に

記
録
な
し
詳
細
不
明
で
あ
る
。 

⑫
そ
の
後
義
経
は
頼
朝
と
の
対
立
関
係
が
深
ま
り
、遂

に
義
経
追
討
の
令
が
発
せ
ら
れ
追
わ
れ
る
身
と
な
る
の
で

あ
る
。吉

野
や
京
都
周
辺
に
潜
伏
中
、追

手
に
遭
い
苦
境

に
迫
っ
た
時
、忠
信
は
義
経
を
装
っ
て
敵
を
ひ
き
付
け
義
経

一
行
を
無
事
脱
出
さ
せ
、そ

の
後
僧
兵
と
壮
絶
な
戦
い
後
、

自
刃
を
遂
げ
る
と
い
う
。1
18
6
年

9
月
と
い
う
享
年

28
才
 

(
石
塔
は
３
４
才
)
 
継
信
、
忠
信
は
義
経
の
四
天
王
と
い

わ
れ
る
精
鋭
の
武
将
で
各
古
文
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。 

⑭
11
87

年
2
月
京
都
に
居
ら
れ
な
くな

っ
た
義
経

（2
9
才
）
は
追
軍
の
網
を
か
い
くぐ
り、
頼
み
の
奥
州

平
泉
の
藤
原
氏
へ
山
伏
に
変
装
し
て
北
上
し
た
と

い
わ
れ
る
。経

路
に
つ
い
て
は
古
文
書
『
吾
妻
鏡
』

に
一
部
記
載
有
る
も
、他

の
古
文
書
に
は
無
く全

容
は
不
明
。近

世
に
な
っ
て
歴
史
家
の
中
で
北
陸

説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
が
実
史
は
未
だ
不
明
。

勧
進
帳
で
有
名
な
『
安
宅
の
関
』
も
北
陸
説
の
一

説
。 

 

⑪
11
85

年
3
月
の
壇
ノ
浦
の
勝
利
后

義
経
は
数
々
の
手
柄
を
立
て
て
、京

の
民
衆
に
歓
迎
さ
れ
凱
旋
す
る
。し

か
し

頼
朝
は
義
経
の
軍
功
が
大
き
過
ぎ
た

事
、諸

事
の
越
権
行
為
や
又
無
断
で

冠
位
を
朝
廷
か
ら
授
か
り
接
近
す
る

事
等
は
鎌
倉
幕
府
創
設
期
を
目
指
す

兄
、
頼
朝
に
と
っ
て
は
不
信
感
と
脅

威
を
募
る
の
で
あ
っ
た
。 

仏
門
に
入
っ
て
も
牛
若
丸
は
学
問
と
武
道
に
励
ん
だ
 

１１
歳
に
な
る
頃
自
分
は
源
義
朝
の
子
で
あ
る
事
を
母
か
ら

聞
か
さ
れ
、又

１４
才
に
は
源
氏
縁
者
に
平
家
打
倒
思
想

を
聞
き
、そ

の
宿
望
に
励
む
事
に
な
る
。京

の
五
条
の
大
橋

の
弁
慶
と
の
出
会
い
も
此
の
頃
の
事
な
の
だ
ろ
う
か
。 

 

２
 

3
 

１１
８
０
年

８
月
配
流
の
地
、伊

豆
に
い
た
兄
頼
朝
が
 

打
倒
平
家
を
掲
げ
て
挙
兵
す
る
。２

２
才
の
義
経
は

矢
も
盾
も
た
ま
ら
ず
秀
衡
公
に
戦
い
に
馳
せ
参
じ
る
事

を
伝
え
る
と
、
義
経
の
覚
悟
に
感
銘
し
、
秀
衡
は
縁
戚

で
家
臣
の
岩
代
の
国
の
大
鳥
城
主
佐
藤
基
治
の
息

子
達
継
信
、
忠
信
ら
数
十
人
の
郎
従
を
義
経
に
手
向

け
と
し
て
与
え
送
っ
た
と
い
う
。 

藤
原
秀
衡
公
の
命
を
受
け
た
佐
藤
基
治
は
義
経
 

の
従
者
と
し
て
息
子
兄
弟
二
人
継
信
、
忠
信
を
平

家
追
討
軍
に
随
行
さ
せ
る
。 

義
経
は
１１
８
０
年
１０
月
、黄

瀬
川
の
源
軍
の
陣
（
静
岡
 

県
駿
東
郡
清
水
町
）
で
、幼

時
に
別
れ
た
頼
朝
と
涙
の

対
面
を
果
た
し
、平

家
打
倒
の
誓
い
を
す
る
の
で
あ
っ
た
。 

頼
朝
は
義
経
と
も
う
一
人
の
弟
範
頼
に
平
家
討
伐
軍
の
指

揮
を
委
ね
、己

は
鎌
倉
に
腰
を
据
え
本
拠
地
及
び
周
辺
地

の
守
り
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
る
。 

佐
藤
基
治
は
要
衝
の
地
信
夫
庄
か
ら
遥
々
と
、奥

州
と
 

関
東
の
国
境
の
あ
る
白
河
の
関
ま
で
、 

義
経
、継
信
、

忠
信
一
行
を
見
送
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、白

河
の
関
に
は
そ
の

痕
跡
が
今
で
も
、ま

だ
残
さ
れ
て
い
る
。（
庄
司
戻
し
の
松
）
 

１１
８
４
年
２
月
義
経
は
範
頼
と
共
に
平
家
追
討
を
命
ぜ
ら
れ
る
。 

義
経
と
範
頼
は
西
と
東
に
別
れ
平
家
陣
の
一
の
谷
を
挟
み
撃

ち
に
す
る
策
を
講
じ
た
。早

朝
か
ら
さ
っ
そ
く戦

の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ

た
が
、平

家
軍
は
浜
の
背
後
に
聳
え
る
崖
を
盾
に
一
進
一
退
を
繰

り
返
す
、義

経
は
機
を
見
て
精
鋭

70
数
騎
と
共
に
馬
ご
と
崖
を
駆

け
下
り
平
家
軍
に
攻
め
入
る
。不

意
を
突
か
れ
た
平
家
軍
は
大
混

乱
、船

で
我
先
に
と
便
乗
し
四
国
屋
島
に
敗
走
し
た
と
言
う
。 

１１
８
５
年

1月
義
経
は
平
家
の
屋
島
陣
に
出
撃
の
命
を
受
け
る
。京

を
 

出
て

5
隻
の
軍
船
を
整
え
航
海
す
る
が
暴
風
雨
と
風
に
押
さ
れ
着
い

た
の
は
勝
浦
で
、日

夜
馬
を
走
ら
せ
翌
朝
屋
島
対
岸
に
着
く。
義
経
は
寡

兵
を
悟
ら
せ
な
い
為
周
囲
の
民
家
に
火
を
放
し
旗
を
立
て
大
軍
襲
来
と

見
せ
か
け
内
裏
か
ら
攻
め
込
ん
だ
。海

か
ら
予
想
し
て
い
た
平
家
軍
は

狼
狽
し
て
海
へ
逃
げ
る
。軈

て
少
数
と
知
っ
た
平
家
軍
は
激
し
い
矢
戦
で

反
撃
、そ

の
猛
攻
に
義
経
の
身
も
危
う
く一

本
の
矢
が
義
経
へ
、そ

の
時

継
信
が
前
に
立
ち
は
だ
か
り義

経
の
盾
と
な
り戦

死
す
る
。源

軍
勝
利
す
る
。 

平
家
の
逃
れ
た
先
は
関
門
海
峡
の
彦
島
で
あ
っ
た
。前

 
は
玄
界
灘
、 陸

は
範
頼
、
平
家
は
こ
こ
で
の
海
戦
に
最

後
を
か
け
た
。源

氏
軍
は

84
0
隻
、平

家
軍
は

5
0
0
余
を

集
結
す
る
。初

め
平
家
軍
は
潮
流
を
利
用
し
有
利
に
攻
め

た
が
、
義
経
の
機
転
と
潮
流
が
反
転
す
る
と
劣
勢
に
な
り
、

源
氏
軍
の
大
軍
に
次
々
と
乗
り
込
ま
れ
夕
刻
ま
で
に
は
平

家
船
団
は
ほ
と
ん
ど
が
沈
み
、 長

き
源
平
の
戦
い
は
終
結

す
う
た
と
い
う
。 

⑯
11
87

年
2
月
平
泉
に
辿
り
着
い
た
義
経
は
数
年

ぶ
り
に
穏
や
か
な
時
を
過
ご
す
が
、し

か
し
8
ヶ
月
後

秀
衡
は
病
死
、泰

衡
の
時
代
と
な
る
。泰

衡
は
父
の

遺
言
を
守
り
、頼

朝
か
ら
の
再
三
の
義
経
引
き
渡
し

が
あ
る
も
頑
強
に
守
っ
た
が
、度

重
な
る
鎌
倉
の
軍

事
力
背
景
の
圧
力
に
、遂

に
屈
し

11
89

年
6
月

5
0
0
騎
の
兵
を
も
っ
て
義
経
主
従
の
衣
川
館
を
襲
っ

た
。義

経
郎
党
達
は
防
戦
し
た
が
討
た
れ
、平

泉
兵

に
囲
ま
れ
た
義
経
は
一
切
戦
わ
ず
､堂

に
籠
り
妻
子

を
殺
害
後
自
害
し
た
と
い
う
。こ

の
時
防
戦
の
弁
慶
の

仁
王
立
ち
は
有
名
。 

義
経
享
年

31
才
と
い
う
。 

 

⑮
弁
慶
等
と
共
に
奥
州
に
入
っ
た
義
経
一
行
は
大

鳥
城
主
佐
藤
基
治
に
会
い
兄
弟
の
武
勲
を
伝
え
、そ

し
て
医
王
寺
に
参
籠
し
(
一
定
の
期
間
こ
も
っ
て
祈
願
す
る

事
)
遺
髪
を
埋
め
て
二
人
の
追
悼
の
供
養
を
営
ん
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

⑬
継
信
、
忠
信
の
妻
､若

桜
､楓

は
息
子
二
人
を
失
っ

て
歎
き
悲
し
む
老
母
『
乙
和
御
前
』
を
慰
め
よ
う
と
、
気

丈
に
も
己
の
悲
し
み
を
堪
え
､夫

の
甲
冑
を
纏
え
二
人

の
息
子
の
凱
旋
の
雄
姿
を
装
っ
て
『
乙
和
御
前
』
を
慰

め
た
と
い
う
。こ

の
故
事
は
孝
心
の
鑑
と
し
て
、
戦
前
の

国
定
教
科
書
に
教
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。 

 

＝
継
信
、
忠
信
の
か
か
わ
り

 

？
 

？

4
 

5
 

6
 

7
 8

 
9
 

1
0  

 

 
作
 

衣
川

 

平
治
の
乱
（
１１
５
９
年
平
清
盛
と
源
義
朝
の
戦
 

い
）
で
父
義
朝
が
敗
死
後
、
母
常
磐
の
一
世

一
代
の
覚
悟
で
清
盛
の
下
に
参
ず
る
。清

盛
は
そ

の
姿
に
押
さ
れ
親
子
を
殺
さ
ず
、1
16
9
年
牛
若
丸

（
義
経
）
10

歳
で
鞍
馬
寺
、仏

門
に
入
れ
ら
れ
る
。 

１
 

の言葉で言うと、それが正しいのか、間違っているのか、そういうことではない。そのレベルではなく、やはり、

継信､忠信や若桜、楓の人物が成せる人々の思いが、後にこのようなお話を作っていたのではないかというふう

に私は思っています。 
このお話は、人としての生き方、目の前にある利害ではなく、何が人間としての真実なのかということ。これ

を、継信､忠信はいつも私たちに語りかけてきます。あるいは、それを支えた人たちもそうです。若桜、楓もそ

う。その東北の誇りを受け継いで、さらに次の人たちにぜひとも伝えていきたいというのが私の思うところです。

この継信､忠信や若桜、楓の話が正しいかどうかというレベルではなく、この心意気、人としてのあるべき姿を

是非皆さんからも福島の、東北の子供たちに伝えていっていただきたいなと思っています。 
別紙はNHKが２００５年に大河ドラマを放送した時に、こういうパンフレットを福島市と飯坂の観光協会で

作ったものです。その中で私が１番気になるのは、この義経伝説の中で、「義経は肉親や部下に対して愛情が深

かった」と書いてあるところです。そうでしょうか。私は全く違うと思っています。義経は愛情に飢えていた人

です。なぜか、義経の父親義朝は自分が生まれた時に平治の乱で亡くなっていて、義経は父親を知りません。小

さい時から命がいつまで永らえるかわからない。清盛の庇護の下に、やがては仏門に入ることを約束されて鞍馬

寺にいきます。その前後には、母親が３回も結婚しています。義朝に嫁ぎ、清盛に嫁ぎ、そして一条大蔵卿藤原

長成に嫁ぎます。何を信じていいかわからない。あの優秀な父親だって、有力な部下に簡単に裏切りにあって、

命を落としています。何を信じていいかサッパリわからない。その義経が、愛情に目覚めていったというのは、

私は継信､忠信の存在が大きかったと思っています。あるいは藤原です。あの藤原政権を代表する継信､忠信であ

って、秀衡との強いつながり、そして自分のために惜しげもなく命を投げ出していく、その品格の良さ、潔（いさ

ぎよ）さ、その中で義経は人としてあるべき姿、愛情というものに目覚めていたのだろうなというのが私の考えで

す。ですから、初めから義経が愛情深かったかというと、そんなことはあり得ないと思っています。２年ほど前

に飯坂町に関しての紀行文を福島信用金庫が募集しました。私も応募しました。最後を見て下さい。 
私の短歌です。『 春は春 夏には夏の 湯のまちに 永久に伝えん 武士の名を 』 継信､忠信の名を、こ

の誇りを、生き方を、私は伝えていくことは、福島県人の責務だと思っています。 
                            ありがとうございました。       〔 監修 安達龍雄様   画像 篠木 〕 

◆閉 会 点 鐘  会   長 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の頁の 参考資料 のイラスト  

７参照 義経と兄頼朝が平家打倒の誓い

をして対面した時、腰を掛けたという対面石 

静岡県清水町八幡神社に有るという。 

【 壇ノ浦戦い図 】 

10参照 壇ノ浦は関門海峡の最も狭い部分で潮
流の速さ(≒19 ㎞/h)が時間によって激変する。両軍は
潮の流れを軍略にし戦ったが、義経の咄嗟の戦略と
潮流が源氏水軍に最後は味方に働き、平氏水軍は
ことごとく敗れ平家滅亡となった。 

【 義経の有名な鵯越えの図 】 

８参照 平氏軍は背の崖を盾に左右の
源氏軍に激しく抵抗し、容易に突破出来
なかったが、突如予想もしなかった背の崖
より義経一軍が突入し平氏軍は大混乱、
兵は我先にと海に逃亡したという。 

〔 画像は義経関連ウェブサイトより 〕 
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世界各国、アジア、ヨ-ロッパ、アメリカなどから集まった外国人達と共に日本の伝統文化の祭り神輿を
一緒に担ぐ飯坂ロ-タリ-クラブ会員。拝殿の前での記念撮影  
 

 

『 八幡神社けんか祭りと太鼓屋台の歴史   』
 

◆ 会員スピーチ                パスト ガバナー補佐   佐藤 喜市郎 会員  
今日は『 歴史を辿る 第 1６回 』として八幡神社のお祭りについてお話をさせ

ていただきます。昨日と今日と国際奉仕委員、また、親睦委員の方にお手伝いを

いただきまして「まつりｉｎ飯坂」の準備

を大変ありがたく思っております。『国際

交流フェスティバル『ザ・まつりｉｎ飯坂 』

は実は今年で２６回なのですが、始まった

のは２７年前です。１年だけはちょっとお

預けの年がありましたが２６回続けたと

いうことは大変すばらしいことだと思っ

ております。 
実は、当時の私の新会員スピーチですが、何をお話するといったら普

通は自分の生い立ちや家業の話になりますが、『あんたはお祭りの話をし

ろ』と、先輩に言われ新会員スピーチはお祭りの話にしました。 
神社も近いせいもありましたので、八幡神社に関してはいろいろな想い

があります。そんなことで、この飯坂ロータリークラブ国際交流フェステ

ィバル『ザ・まつりｉｎ飯坂 』は２６回になりますが、最初にこのお祭り

国際交流フェスティバル「まつりｉｎ飯坂」をやろうとなったことから話

をしてみたいと思います。ここにいらっしゃる先輩の篠木会員が２７、２

８年くらい前ですが、私が入会した時は、私は八幡若連でお祭りをやって

いました。そちらで山車（だし）を出していました。その時に篠木会員がい

らっしゃいまして、最初は分からなかったのですが、『あんたがやると言

うとできるのだが』と言うのです。『だめだと言われると難しいのだが』とも言うのです。 
 私が入会した時のロータリークラブの会長さんでしたので、その会長さんにそう言われたのでは、下手な返事

はできないなと思って『なんですか？』と聞いたら、『 実は国際奉仕委員会というのがあって、それで近郷近在

に来ていただいている外国の若い人々に、ぜひ一緒になって日本の伝統文化に触れていただいて交流をしたいの

だが 』という話でした。私

は今お話した通り、別な山

車を出していたので、忙し

いなと思ったのですが、神

輿はせいぜい１時間ぐらい

で組めるなと、その当時は

そんな考えでした。『そうで

あれば私もご協力をします』

ということで国際交流フェ

スティバル「ザ・まつりｉｎ

飯坂」が始まりました。そし

て、現堀切孝敏幹事さんが

名付け親です。初めの頃は、

やはりなかなか地域の認知

度が低く外国人募集は大変

でしたが、しかし、当時の

飯坂には、会員の畠さんの

吉川屋さんや聚楽さんの所

数百年の伝統ある八幡神社祭礼と時
代と共に変遷したけんか太鼓屋台の
歴史を語る佐藤喜市郎会員 

飯坂クラブの佐藤喜市郎会員宅で外国人
用神輿を組み立てる飯坂ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの会員 

（神輿担いだ外国人全員にこの写真を記念に配っています。） 
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に外国の方がおりまして、何とか形にはなりました。その後は、国際交流協会や福大と輪を広げていきました。

昨年辺りは１００名を超すような大事業になりました。おかげさまで２５３０地区では、飯坂のこの国際交流神

輿はだいぶ浸透しております。ただ、遠い会津やいわきの方からは参加はできません。私も本年度地区の役員を

仰せつかっておりますが、 『飯坂のお祭りって行ってみたいね』 『飯坂ロータリークラブは凄いことをやって

いるね』というように、皆さんに認めていただいていると思います。 
〔 国際交流フェスティバルの “小型お神輿”は今から五十数年前『飯坂芸妓組合』がお祭りを盛り上げようと、

資金をだし購入し芸妓衆が担いでいたものであると故人の芸妓組合事務局長の須郷さんが話しをしていたと

いう事です。我々もその意思を継ぎ大切に扱い皆様と一緒に、このお祭り「ザ・まつりｉｎ飯坂」を成功させ

ていきたいと思っております。〕       

飯坂のお祭りは、今年は１０月の第１金土日１、２、３日になっ

ております。以前は４、５、６日でした。その以前は１０月１日だ

ったのです。またその前は、これは皆さんご存知でしょうか。 
豆名月です。豆名月は旧歴９月１３日をいいますが新暦では１

０月１２～１４日頃です。この豆名月の日にやっていました。なぜ

かというと、以前は電灯が無かったからローソクの灯でお祭りが

夜遅くまでおこなわれておりました。月の光をあてにして行った

のです。ですから、皆さんもご存知の忠臣蔵は１２月１４日です。

それはそういうこともあって１４日（満月）に決行したという説

もあります。お祭りがなぜ１０月の１日になった時もあったのか。

それは私の家でも養蚕もやっていましたから分かるのです。皆さ

んは“秋蚕（あきこ）”と聞いたことがないと思いますが、養蚕とい

うのは以前、年１回か２回でしたが、養蚕の飼育技術が向上して、

最後には秋蚕及び晩秋蚕で４回とれます。旧歴９月１３日は秋蚕とぶつかってしまって、どうしても農家が忙し

いのでお祭りに参加できないということで、１０月１日にしたのです。その後、なぜ１０月１日が５日になった

かというと、１０月の１日頃に

すると例年７、８割は雨なので

す。というのは、この時期は天

気が固まらないのです。５日延

ばしただけでもだいぶ固まっ

てきます。福島のお祭りは大体

１０日ですが、東京オリンピッ

クも１０月１０日です。あれは

データ的に見て必ず晴天にな

るだろうという日が１０月１

０日なのです。だから１０月の

１週過ぎになると天気はだい

ぶ固まります。今年はいかんせ

ん、その１０月の１日ですか

ら、今まで雨天のために日にち

を移動していたことなので、私

もその辺は心配ですが。今はデ

ータ放送で見ますと何とか明

日、明後日はもつだろうなとい

う感じでおります。天気にも恵

まれ成功させたいなと思って

おります。飯坂八幡神社祭礼

は、けんか祭りというようなこ

とで、今は皆さんで一緒に楽し

今回で26回目になる国際交流フェスティバル、世界各
国の若者達は、おおよそ累計で250名になり、異国のこ
の様な神輿を担ぎ、どんな想いを記憶に残し帰国したの
だろうか？…‥ 
 

〔八幡神社例大祭ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄより〕 
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車を出していたので、忙し

いなと思ったのですが、神

輿はせいぜい１時間ぐらい

で組めるなと、その当時は

そんな考えでした。『そうで

あれば私もご協力をします』

ということで国際交流フェ

スティバル「ザ・まつりｉｎ

飯坂」が始まりました。そし

て、現堀切孝敏幹事さんが

名付け親です。初めの頃は、

やはりなかなか地域の認知

度が低く外国人募集は大変

でしたが、しかし、当時の

飯坂には、会員の畠さんの

吉川屋さんや聚楽さんの所

数百年の伝統ある八幡神社祭礼と時
代と共に変遷したけんか太鼓屋台の
歴史を語る佐藤喜市郎会員 
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世界各国、アジア、ヨ-ロッパ、アメリカなどから集まった外国人達と共に日本の伝統文化の祭り神輿を
一緒に担ぐ飯坂ロ-タリ-クラブ会員。拝殿の前での記念撮影  
 

 

『 八幡神社けんか祭りと太鼓屋台の歴史   』
 

◆ 会員スピーチ                パスト ガバナー補佐   佐藤 喜市郎 会員  
今日は『 歴史を辿る 第 1６回 』として八幡神社のお祭りについてお話をさせ

ていただきます。昨日と今日と国際奉仕委員、また、親睦委員の方にお手伝いを

いただきまして「まつりｉｎ飯坂」の準備

を大変ありがたく思っております。『国際

交流フェスティバル『ザ・まつりｉｎ飯坂 』

は実は今年で２６回なのですが、始まった

のは２７年前です。１年だけはちょっとお

預けの年がありましたが２６回続けたと

いうことは大変すばらしいことだと思っ

ております。 
実は、当時の私の新会員スピーチですが、何をお話するといったら普

通は自分の生い立ちや家業の話になりますが、『あんたはお祭りの話をし

ろ』と、先輩に言われ新会員スピーチはお祭りの話にしました。 
神社も近いせいもありましたので、八幡神社に関してはいろいろな想い

があります。そんなことで、この飯坂ロータリークラブ国際交流フェステ

ィバル『ザ・まつりｉｎ飯坂 』は２６回になりますが、最初にこのお祭り

国際交流フェスティバル「まつりｉｎ飯坂」をやろうとなったことから話

をしてみたいと思います。ここにいらっしゃる先輩の篠木会員が２７、２

８年くらい前ですが、私が入会した時は、私は八幡若連でお祭りをやって

いました。そちらで山車（だし）を出していました。その時に篠木会員がい

らっしゃいまして、最初は分からなかったのですが、『あんたがやると言

うとできるのだが』と言うのです。『だめだと言われると難しいのだが』とも言うのです。 
 私が入会した時のロータリークラブの会長さんでしたので、その会長さんにそう言われたのでは、下手な返事

はできないなと思って『なんですか？』と聞いたら、『 実は国際奉仕委員会というのがあって、それで近郷近在

に来ていただいている外国の若い人々に、ぜひ一緒になって日本の伝統文化に触れていただいて交流をしたいの

だが 』という話でした。私

は今お話した通り、別な山

車を出していたので、忙し

いなと思ったのですが、神

輿はせいぜい１時間ぐらい

で組めるなと、その当時は

そんな考えでした。『そうで

あれば私もご協力をします』

ということで国際交流フェ

スティバル「ザ・まつりｉｎ

飯坂」が始まりました。そし

て、現堀切孝敏幹事さんが

名付け親です。初めの頃は、

やはりなかなか地域の認知

度が低く外国人募集は大変

でしたが、しかし、当時の

飯坂には、会員の畠さんの

吉川屋さんや聚楽さんの所

数百年の伝統ある八幡神社祭礼と時
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みながらやっておりますが、当時は太鼓屋台を本気でぶっつけあって喧嘩する事から『飯坂けんか祭り』の名

になり、このぶっつけあいによって一晩でけんか太鼓屋台が骨組みもないほど壊されました。そしてその屋台の

損害代はその祭典事務所の町司〔（まちおさ）昔はその祭典事務所の町内で有力者がなっていて、その町内の祭りの伝統や、やり方等

を継承し伝えていた有力者。時には屋台の資金等も存分に出していた町司もいたという。〕がほどんと私財をだして作り直したと伝

えられております。このけんか祭りはここ８０数年の歴史があります。非常

に勇壮なお祭りになっております。皆さんがそういったけんか祭りという異

名といいますか、若衆が鼓舞する威勢の良いお祭りに進化、宣伝されたのも

私個人的には、ここにいらっしゃるロータリー会員である民報、民友支局さ

んが非常にけんか祭りということで記事にしてくれたので、観光にも寄与し

ているのかなと思っております。では、以前はどういった名で呼ばれていた

かというと、昔は飯坂八幡神社祭礼太鼓祭りは儀礼の太鼓祭りだったと故人

の斉藤満元宮司さんが言われておりました。太鼓祭りでも儀礼を重んじる太

鼓の打ち方なのです。だから１つの打ち方だけの飯坂八幡神社祭礼太鼓では

ないのです。 
① 三切り 太 鼓 (太鼓屋台が他町内に入る時、敬意を払って三切りを打つ)  
② 下がり半太鼓 (御神体〔神輿〕と出会った時、奉る意を表し屋台を止めて下がり 
            半を打つ)  
③ 宮 入 太 鼓 ( 神社から御神体を神輿に移して各町内を巡行し夕方横町の御旅所に留まり、その後神社に屋台と一緒に戻る。 

その時の屋台が宮入太鼓を打つ、屋台に灯りが点けば宮入太鼓打つという) 
④ 流 し  太 鼓 (お祭り中の移動、また自町内、町回りの時流し太鼓を打つ)            
⑤ 山車(だし)太鼓 (町屋台以外の飾りつけ屋台、またはにわか神輿などの太鼓打ち)        

 
以上が現在の飯坂八幡神社祭礼にての太鼓の打ち方なのです。勇壮なけんか祭りのなかでも儀礼を重んじる太鼓

が伝統として残っているのです。お祭りの分かる人は遠くで聞いていて、今あの屋台はどこの町内に入っていく

のだな。今出るのだな。神輿と遭遇するのだなというのが分かるのです。儀礼ですので太鼓の音色で分かります。

そういったものが飯坂のお祭りの本来のお祭り姿なのです。 
神輿が巡行に出るとすぐ鳥居の出た所で、八幡寺の方向に向きお祓いを致します。これは元々八幡神社の御神

体が、昔は八幡寺に安置されていたといわれ、現在の八幡神社奥の院の破風最上の鬼の紋にも万字の紋(  )が
付いておりそれを物語っております。そして、このような飯坂の祭りの文化を後世に伝承し残そうという組織

があります。飯坂の若者たちが作っている組織『飯坂祭り太鼓保存会』です。各地区に出て飯坂温泉をアピー

ルし活躍しています。また、５０年近く続いている『飯坂小学校太鼓クラブ』という組織もあり、創立時は家

の跡取り長男だけ入会という決まりで、祭り太鼓の打ち方を伝承目的だったのですが時代が変わり、今は一般の

子供にもこの大切な伝統を伝え残そうと飯坂太鼓保存会の人々が指導育成しています。祭りの前夜祭には『飯坂

祭り太鼓保存会』と『飯坂小学校太鼓クラブ』の奉納太鼓と女子の子供達の剣舞が町民に披露され好評をはくし

八幡神社奥の院神殿、破風の頂点。鬼紋の所
に万字の紋(  )が昔の面影を残している。 
〔一味庵､氏家浩資氏(特殊撮影にて)提供〕 

この祭りは、１２世紀後半に大鳥城築城とともに舘山山麓に遷建した別当八幡寺で行われた祭りが起源とされ、その後の文
政３年（江戸後期、1820）に寺院に最も近い上町地区が祭りに屋台を出して太鼓を打ち鳴らし、神興と一緒に氏子地域を練
り歩いたのが今の祭りの原型になっていると伝えられている。大正１５年（１926）に屋台が神興と一緒に宮入りするようになり、昭和
２年（1927）には上町以外の町内も屋台を出して参加するようになった。屋台をぶつけるようになったのは昭和８年（1933）の祭りの
宮入の際、社に神興が納まってしまえば祭りは終わるという寂しさから、それを防ごうとする２町の屋台がぶつかってしまったことがきっ
かけだったとされる。中日の神興渡御は町内を巡幸したのち、夜の帳が降りると大勢の若衆に担がれた６台の屋台を従えて横町
の御旅所を出発し神社境内に入り乱れると屋台が激しくぶつかり合う。揺れる提灯の灯明が夜空を焦がし、負けじと打ち鳴らす
太鼓の音が大地を轟かす様は圧巻である。 
秋の例大祭は、五穀の豊穣を神に感謝し氏子崇敬者の隆昌を祈願する祭りである。中日の神興渡御は町内を巡幸したの

ち、夜の帳が降りると大勢の若衆に担がれた６台の太鼓屋台を従え、御旅所を出発する。神興を先頭に境内に入り乱れると、
神興の宮入を拒む屋台が激しくぶつかり合う。揺れる提灯の灯明が夜空を焦がし、負けじと打ち鳴らす太鼓の音が大地を轟か
す様は圧巻である。大阪・岸和田の『地車祭り』、秋田・角館の『飾山ばやし』とともに《日本三大けんか祭り》の異名をとり、湯
の町を祭り一色に染める。祭りの歴史は定かでないが、太鼓の調べは京都・祇園囃の流れを汲み、３００年余りの伝統を誇る。
「下がり半」「三切り」「流し」「宮入」の４種類の打法があり、儀式太鼓の風格と勇壮さを今に伝え祭りであり、太鼓保存会や
小学校の太鼓クラブによって郷土の伝統文化が受け継がれている。 
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ておます。 飯坂ロータリークラブでも、今年で６年になりますが伝統の継承のため、『飯坂小学校太鼓クラブ』

に支援をしております。 
飯坂八幡神社はお宮の社格からいうと郷社です。村社、郷社、県社、大社、官幣社（明治になって制定された社格、

皇族崇拝や歴代の功臣を祀る神社が多く、中、大、別格の四段階、戦後、廃止となる。霊山神社は別格官幣社と言われていた。）そして天照大

神の兄弟は神宮です。 郷社八幡神社ですので八幡神社は全国に数多く（全国に稲荷神社３５，０００社、二番目に八幡神

社２４，０００社ある）それで地名の飯坂をつけなくてはならないので飯坂八幡神社なのです。 
 
では、現在の八幡神社祭礼の流れのお話しをしてみたいと思います。 

 
◆本祭り７日前〔各町内８祭典事務所開き、宮元としての上町(千人風呂、鵬、湯町、湯沢、八幡、馬場、道場)､若錦(若葉、錦、

鯖湖)､滝の川(花岡、滝の町、春日、赤川)､横町( 横町)､立綱 (立町、十綱)､梍花(梍町、花水坂)､天王寺､小川〕  
◆本祭り４日前〔各祭典事務所、太鼓町廻り始まる〕 
◆本祭り 前 日 〔11：00 例大祭、各祭典事務所大御世話人、氏子総代、神社関係者、出席  17：30 移

御式(神社の御神体を巡行するために神輿に移します)、各祭典事務所大世話人、他関係者出席、太鼓保存

会や飯坂小学校太鼓クラブの太鼓、剣舞巫女舞等奉納する〕 
◆◆本祭り日 〔5：00触れ太鼓(各祭典事務所で町内を触れ太鼓で廻り本祭りを知らしめます) 8：20発輿祭(神社へ屋台を宮詰めし行う) 

8：30渡御巡幸(神輿を先頭に鳥居を出た所で八幡寺の方角に神輿を向けお祓い後、各町内を１年に１度の五穀豊穰と無病息災を 
  願いお祓いをし屋台と共に巡行する)   11：30 引継式(屋台は上町、下町に別れて神輿と共に巡行する。温泉駅前で上町

と下町を引き継ぐ)  19：00宮入出発(横町の御旅所を神輿と共に出発し主道路通り神社に向かう)  
22：30宮入終了(神社境内で無事神輿が宮入し、屋台の一連の激動が静まると終了となる) 22：40還御式(神社神殿 

に関係者出席無事神輿が巡行後宮入したことの儀式) 〕                                                                                       

◆ 後祭り日 〔11：00後鎮祭、各祭典事務所大世話人、他関係者出席、17：30千穐楽仕舞太鼓 〕                                                                  
 
現在、行われているけんか祭りは本来の姿とはちょっと違うのであります。 
それは今の八幡神社の神輿は神社境内に戻ってきて、２回３回廻ると神輿蔵に入ってしまいます。神輿蔵に納

めてから神社に各屋台が入り、ぶつかりあって宮入りです。本来の意味からすれば、神輿が神輿蔵に入ってしま

いますので納まってしまえば、もうお祭りは終わってしまうのです。神輿の御神体を神社に戻らせないために邪

魔する訳です。昔は神社の御神体は神輿と共に拝殿の前から入りますから、その前に屋台を置いてぶつかって、

神輿が拝殿に入らないようにする、入ってしまうと本年のお祭りが終わるので、それで終わらせないためにいろ

いろやっていたわけです。 
飯坂の気質はやはり勇壮な太鼓で燃えて町を廻ってきて最後に境内の中でぶつかりあって、勇壮なお祭りに

なるのです。それで、いつしかけんか祭りというような異名をとっていますが、今は見せる観光にして飯坂温泉

の観光にも寄与していると思っておりまので、若干宮入りの段取りが変わっていても仕方ないのかなと思います。 
それでは、『飯坂小学校太鼓クラブ』がどのようにして出来たかというお話をしてみたいと思います。 

私は今６７歳です。私たちが太鼓を覚えようとしている年は、大体小学校の２、３年生、そして高学年になると 
１年に１度のお祭りの太鼓屋台で経験してそれなりに覚えるわけです。今は飯坂小太鼓クラブで太鼓を教えると                                                           

飯坂八幡神社まつりは、昔儀礼太鼓祭りといわれ５通りの打ち方
がある。『飯坂小学校太鼓ｸﾗﾌﾞ』では毎週水曜日にその伝統を
守り伝承する為、練習に励んでいる。 打ち方を披露する小学生 

厳かで優雅な巫女舞を舞う子供達、前夜祭は拝殿の前で
飯坂小学校太鼓ｸﾗﾌﾞ及び太鼓保存会の奉納太鼓や剣舞
などが奉納されている。 

みながらやっておりますが、当時は太鼓屋台を本気でぶっつけあって喧嘩する事から『飯坂けんか祭り』の名

になり、このぶっつけあいによって一晩でけんか太鼓屋台が骨組みもないほど壊されました。そしてその屋台の

損害代はその祭典事務所の町司〔（まちおさ）昔はその祭典事務所の町内で有力者がなっていて、その町内の祭りの伝統や、やり方等

を継承し伝えていた有力者。時には屋台の資金等も存分に出していた町司もいたという。〕がほどんと私財をだして作り直したと伝

えられております。このけんか祭りはここ８０数年の歴史があります。非常

に勇壮なお祭りになっております。皆さんがそういったけんか祭りという異

名といいますか、若衆が鼓舞する威勢の良いお祭りに進化、宣伝されたのも

私個人的には、ここにいらっしゃるロータリー会員である民報、民友支局さ

んが非常にけんか祭りということで記事にしてくれたので、観光にも寄与し

ているのかなと思っております。では、以前はどういった名で呼ばれていた

かというと、昔は飯坂八幡神社祭礼太鼓祭りは儀礼の太鼓祭りだったと故人

の斉藤満元宮司さんが言われておりました。太鼓祭りでも儀礼を重んじる太

鼓の打ち方なのです。だから１つの打ち方だけの飯坂八幡神社祭礼太鼓では

ないのです。 
① 三切り 太 鼓 (太鼓屋台が他町内に入る時、敬意を払って三切りを打つ)  
② 下がり半太鼓 (御神体〔神輿〕と出会った時、奉る意を表し屋台を止めて下がり 
            半を打つ)  
③ 宮 入 太 鼓 ( 神社から御神体を神輿に移して各町内を巡行し夕方横町の御旅所に留まり、その後神社に屋台と一緒に戻る。 

その時の屋台が宮入太鼓を打つ、屋台に灯りが点けば宮入太鼓打つという) 
④ 流 し  太 鼓 (お祭り中の移動、また自町内、町回りの時流し太鼓を打つ)            
⑤ 山車(だし)太鼓 (町屋台以外の飾りつけ屋台、またはにわか神輿などの太鼓打ち)        

 
以上が現在の飯坂八幡神社祭礼にての太鼓の打ち方なのです。勇壮なけんか祭りのなかでも儀礼を重んじる太鼓

が伝統として残っているのです。お祭りの分かる人は遠くで聞いていて、今あの屋台はどこの町内に入っていく

のだな。今出るのだな。神輿と遭遇するのだなというのが分かるのです。儀礼ですので太鼓の音色で分かります。

そういったものが飯坂のお祭りの本来のお祭り姿なのです。 
神輿が巡行に出るとすぐ鳥居の出た所で、八幡寺の方向に向きお祓いを致します。これは元々八幡神社の御神

体が、昔は八幡寺に安置されていたといわれ、現在の八幡神社奥の院の破風最上の鬼の紋にも万字の紋(  )が
付いておりそれを物語っております。そして、このような飯坂の祭りの文化を後世に伝承し残そうという組織

があります。飯坂の若者たちが作っている組織『飯坂祭り太鼓保存会』です。各地区に出て飯坂温泉をアピー

ルし活躍しています。また、５０年近く続いている『飯坂小学校太鼓クラブ』という組織もあり、創立時は家

の跡取り長男だけ入会という決まりで、祭り太鼓の打ち方を伝承目的だったのですが時代が変わり、今は一般の

子供にもこの大切な伝統を伝え残そうと飯坂太鼓保存会の人々が指導育成しています。祭りの前夜祭には『飯坂

祭り太鼓保存会』と『飯坂小学校太鼓クラブ』の奉納太鼓と女子の子供達の剣舞が町民に披露され好評をはくし

八幡神社奥の院神殿、破風の頂点。鬼紋の所
に万字の紋(  )が昔の面影を残している。 
〔一味庵､氏家浩資氏(特殊撮影にて)提供〕 

この祭りは、１２世紀後半に大鳥城築城とともに舘山山麓に遷建した別当八幡寺で行われた祭りが起源とされ、その後の文
政３年（江戸後期、1820）に寺院に最も近い上町地区が祭りに屋台を出して太鼓を打ち鳴らし、神興と一緒に氏子地域を練
り歩いたのが今の祭りの原型になっていると伝えられている。大正１５年（１926）に屋台が神興と一緒に宮入りするようになり、昭和
２年（1927）には上町以外の町内も屋台を出して参加するようになった。屋台をぶつけるようになったのは昭和８年（1933）の祭りの
宮入の際、社に神興が納まってしまえば祭りは終わるという寂しさから、それを防ごうとする２町の屋台がぶつかってしまったことがきっ
かけだったとされる。中日の神興渡御は町内を巡幸したのち、夜の帳が降りると大勢の若衆に担がれた６台の屋台を従えて横町
の御旅所を出発し神社境内に入り乱れると屋台が激しくぶつかり合う。揺れる提灯の灯明が夜空を焦がし、負けじと打ち鳴らす
太鼓の音が大地を轟かす様は圧巻である。 
秋の例大祭は、五穀の豊穣を神に感謝し氏子崇敬者の隆昌を祈願する祭りである。中日の神興渡御は町内を巡幸したの

ち、夜の帳が降りると大勢の若衆に担がれた６台の太鼓屋台を従え、御旅所を出発する。神興を先頭に境内に入り乱れると、
神興の宮入を拒む屋台が激しくぶつかり合う。揺れる提灯の灯明が夜空を焦がし、負けじと打ち鳴らす太鼓の音が大地を轟か
す様は圧巻である。大阪・岸和田の『地車祭り』、秋田・角館の『飾山ばやし』とともに《日本三大けんか祭り》の異名をとり、湯
の町を祭り一色に染める。祭りの歴史は定かでないが、太鼓の調べは京都・祇園囃の流れを汲み、３００年余りの伝統を誇る。
「下がり半」「三切り」「流し」「宮入」の４種類の打法があり、儀式太鼓の風格と勇壮さを今に伝え祭りであり、太鼓保存会や
小学校の太鼓クラブによって郷土の伝統文化が受け継がれている。 
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みながらやっておりますが、当時は太鼓屋台を本気でぶっつけあって喧嘩する事から『飯坂けんか祭り』の名
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いうようにしていますが、昔は本祭りから数え

て１週間前に各町の事務所開きをします。そこ

で太鼓好きの子供達が稽古太鼓を毎日打つの

です。好きな者はみんな行って練習します。 
私が子供の頃はまだ明治生まれの大人の

人々がいて『叩いてみろ』といわれ叩くと『お

前だめだ』と後ろからバチで頭を叩かれ『なん

だ、下手な子だな』といわれて。そういうよう

な教え方ですから、バチを手にとって丁寧に教

えていただくことはありませんでした。人の太

鼓を打つのを見て、それを見て盗むしかありません。叩かれても俺はやるのだというような情熱を持った子供は

いなくなってきたのです。また、時代が進むにつれて子供達の遊びも多様化して、どんどん打ち手がいなくなっ

てしまいました。当時、実はうちの親父も太鼓はかなりの名手でした。私は親父から見て覚えましたが、私の本 
当の師匠は、千人風呂通りの雑貨屋の篠木義雄お爺さんが師匠なのです。八幡の佐藤表具店のお爺さんの弟さん、 
佐藤 力さんも太鼓の達人で、そのような方々から教わりました。普通はみんな頭を叩かれながら教わりますが、

私はあまり叩かれせんでした。何故かと言うと、私の大祖父は佐藤三郎助と云いますが、昔、横町の桝権から 
うちにきました。以前太鼓屋台は上町と下町(横町)の２台だけでした。この２台目の屋台の時、横町の桝権が結

構大きく私財を寄進したといわれておりましたので、『なんだ、あんたは三郎助やんのひ孫でないか』といわれ、

それで私は頭を叩かれることがあまりなくて覚えたのです。ですから、私の先輩も稽古太鼓が始まるとみんなう

ちに来るのです。みんな太鼓を叩きたくて、私は太鼓を優先して叩けるのを知っているからです。そんなことで、

小学校から中学校１年生まで太鼓叩きをやりました。そんな時代を過ごしてきたのですが、打ち手がいなくなっ

てしまった。それで昭和４２年の年に、うちの親父と笛の名手で八幡の大橋正美さんと三八石屋の一郎さんが集

まって何とかしなければと、丁度その時の飯坂小学校の校長先生が大和田校長先生でした。大和田校長先生は初

任で来た時にうちの親父が習いました。その方が校長先生だったので、うちの親父とみんなで学校に行き私も行

きました。太鼓打ち手不足の現状を話して、今は打ち手がいないから、太鼓屋台をお祭りに出せないのだと。学

校から帰ってきても、いつでもある程度の大人の人々だけが打っていたので、これでは飯坂の祭りの文化が継承

できないということで、その話を校長先生に申し上げました。そしたら、そういうことだったら学校も協力する

からということで、昭和４２年に飯坂小学校太鼓クラブが創立されました。ところが、うちの親父は仏を作って

も魂を入れない人で、これは自分の親父ですから親父の気性をよく分かっていますが、太鼓クラブを作って教え

ていたのですが、さあ１年経つと『おれはこれはやっていられないな。毎週水曜日にこんなことをやっていたら

とてもできない。』といって、『今後、お前行って教えて来い』と私に言うのです。私は福島の『ボーキ佐藤商店』

に勤めていたのですが、『お前はボーキの息子ではないぞ。お祭りくらい協力しろ』と。新入社員が会社に “親

父にこの会社の息子でないから、うちのお祭りの仕事やれ”とは言えないので、そんないろいろのことがあって、

花岡町のカンキン商店のお父さん菅野重夫さんに話をもちだし、『カンキン君を呼んでお願いするから…‥。彼

は真面目だから絶対に続ける。』と言うのです。そして、本当に４７年続きました。これは皆さんご存知だと思

います。私は本当に彼を尊敬しています。うちの親父

は１年やって続かなかったのだから。それが４７年

続きました。大したものです。そういったことで、こ

の飯坂小学校太鼓クラブの歴史がありまして、現在

は太鼓保存会の花岡町の寿司店『紫樹』の武山英樹さ

んが中心になって毎週水曜日太鼓の打法を指導して

います。飯坂ロータリークラブでも少しでも励みに

なってもらいたいとクリスマスのチャリティーオー

クションの浄財を、ここ何年かは飯坂小学校太鼓ク

ラブの方に寄贈していただいているので、私も非常

静かに神輿巡行にお供する昼姿の各町、祭典事務所の太鼓屋台。昼の巡行途
中の上町、下町の温泉駅前における引継ぎ式。屋台は各祭典事務所の大世話
人、小世話人が取り仕切る。 
 

92



にそういった経過が分かってお

りますから感謝しております。そ

ういうことで、最初の飯坂小学校

太鼓クラブが出来た時、いろいろ

の人々にご協力いただき、カンキ

ンさんにもご指導していただき

また。また、ここにいらっしゃる

忠作さんもその１人です。 
初めは太鼓やバチが不足してい

たので、私の家では各所の神社か

ら古太鼓を集め皮を貼り直して

太鼓やバチを続けさせていただ

きました。忠作さんも記憶がある

と思いますが、大太鼓のバチは桐

の木なのです。どこかで桐を伐採

したというとその伐採した木をい

ただきに行くのです。太鼓のバチ

は何年か寝せなくてはいけないの

で、忠作さの所に預かっていただ

いて、バチ作りを続けていました。 
（ 参考、 大太鼓の貼り皮は馬の皮、小太鼓は 犬、つつみは狐、三味線は猫の皮です ） 

だんだん太鼓クラブや保存会も出

来て、ある程度、継続できる力がつ

いたので、そういった支援はなく

ても今独り歩きしているというの

が現実です。だから、飯坂太鼓クラ

ブは非常に地域の方の色々な意味

で、その支援があって今も続いて

いるというのが飯坂小学校太鼓ク

ラブです。私どもの「まつりｉｎ飯

坂」も２７年ですが、２６回重ねて

おります。私個人のお願いとして

は、今後も飯坂小学校太鼓クラブ

を飯坂ロータリーとして、是非ご

支援を賜っていければと思ってお

ります。そういったこと飯坂小学

校でも大変ありがたく活動させて

いただいていると思っております。

まだまだ、この飯坂のしきたりなど

もお話しがありますが、そろそろ時

間ですので今日はこの飯坂ロータ

リーの「まつりｉｎ飯坂」と飯坂小

学校太鼓クラブの、そしてお祭りの経緯をお話させていただきまして、今日のスピーチを終了させていただきた

いと思います。 ご清聴ありがとうございました。 
〔 画像の一部は八幡神社祭礼パンフレットより 〕 〔 監修 佐藤喜市郎 様   画像 篠木 〕    ◆閉 会 点 鐘  会 長 

各町内のけんか太鼓屋台が神社の周りを、勇ましい宮入太鼓で数台ぐるぐる回る。その内 
ちょっとした思惑(前年度の戦いでの想い等)のある屋台に接すると担ぎ手が興奮、 

担ぎ手の頭領、 大頭（おおがしら）、中頭（なかがしら）が察して、 
大世話人の提灯の動きを見ながら、 担ぎ手屋台の呼吸を読む、ぶっつけるか！離れるか！ 

   

……けんか太鼓屋台 一 触 即 発 の 様 相 ……… 

 

二台の屋台は負けじとばかりに入り乱れる宮入太鼓の勇壮な太鼓音に担ぎ手若者同士が 

鼓舞し、ついに離れる事が出来ず、担ぎ手全員の力の集結力で屋台同士が威勢よくぶつかり、 

   けんか祭り最大のクライマックスを迎える、そして観客の興奮が最高潮に達する。 
この時、どちらかの宮入太鼓が鳴り止まれば負けといわれている。 

夜は昼とがらりと変わり、勇壮な太鼓で勇み立つ夜の各町内のけん
か太鼓屋台、横町の御旅所に集合し、これからの宮入の勢いを留め
て、他の屋台に負けじとばかり打ち鳴らす各けんか太鼓屋台 

〔 上町祭典事務所、元大世話人 経験者の感想 談 （S63 年頃）〕 画像は近年のもの 

いうようにしていますが、昔は本祭りから数え

て１週間前に各町の事務所開きをします。そこ

で太鼓好きの子供達が稽古太鼓を毎日打つの

です。好きな者はみんな行って練習します。 
私が子供の頃はまだ明治生まれの大人の

人々がいて『叩いてみろ』といわれ叩くと『お

前だめだ』と後ろからバチで頭を叩かれ『なん

だ、下手な子だな』といわれて。そういうよう

な教え方ですから、バチを手にとって丁寧に教

えていただくことはありませんでした。人の太

鼓を打つのを見て、それを見て盗むしかありません。叩かれても俺はやるのだというような情熱を持った子供は

いなくなってきたのです。また、時代が進むにつれて子供達の遊びも多様化して、どんどん打ち手がいなくなっ

てしまいました。当時、実はうちの親父も太鼓はかなりの名手でした。私は親父から見て覚えましたが、私の本 
当の師匠は、千人風呂通りの雑貨屋の篠木義雄お爺さんが師匠なのです。八幡の佐藤表具店のお爺さんの弟さん、 
佐藤 力さんも太鼓の達人で、そのような方々から教わりました。普通はみんな頭を叩かれながら教わりますが、

私はあまり叩かれせんでした。何故かと言うと、私の大祖父は佐藤三郎助と云いますが、昔、横町の桝権から 
うちにきました。以前太鼓屋台は上町と下町(横町)の２台だけでした。この２台目の屋台の時、横町の桝権が結

構大きく私財を寄進したといわれておりましたので、『なんだ、あんたは三郎助やんのひ孫でないか』といわれ、

それで私は頭を叩かれることがあまりなくて覚えたのです。ですから、私の先輩も稽古太鼓が始まるとみんなう

ちに来るのです。みんな太鼓を叩きたくて、私は太鼓を優先して叩けるのを知っているからです。そんなことで、

小学校から中学校１年生まで太鼓叩きをやりました。そんな時代を過ごしてきたのですが、打ち手がいなくなっ

てしまった。それで昭和４２年の年に、うちの親父と笛の名手で八幡の大橋正美さんと三八石屋の一郎さんが集

まって何とかしなければと、丁度その時の飯坂小学校の校長先生が大和田校長先生でした。大和田校長先生は初

任で来た時にうちの親父が習いました。その方が校長先生だったので、うちの親父とみんなで学校に行き私も行

きました。太鼓打ち手不足の現状を話して、今は打ち手がいないから、太鼓屋台をお祭りに出せないのだと。学

校から帰ってきても、いつでもある程度の大人の人々だけが打っていたので、これでは飯坂の祭りの文化が継承

できないということで、その話を校長先生に申し上げました。そしたら、そういうことだったら学校も協力する

からということで、昭和４２年に飯坂小学校太鼓クラブが創立されました。ところが、うちの親父は仏を作って

も魂を入れない人で、これは自分の親父ですから親父の気性をよく分かっていますが、太鼓クラブを作って教え

ていたのですが、さあ１年経つと『おれはこれはやっていられないな。毎週水曜日にこんなことをやっていたら

とてもできない。』といって、『今後、お前行って教えて来い』と私に言うのです。私は福島の『ボーキ佐藤商店』

に勤めていたのですが、『お前はボーキの息子ではないぞ。お祭りくらい協力しろ』と。新入社員が会社に “親

父にこの会社の息子でないから、うちのお祭りの仕事やれ”とは言えないので、そんないろいろのことがあって、

花岡町のカンキン商店のお父さん菅野重夫さんに話をもちだし、『カンキン君を呼んでお願いするから…‥。彼

は真面目だから絶対に続ける。』と言うのです。そして、本当に４７年続きました。これは皆さんご存知だと思

います。私は本当に彼を尊敬しています。うちの親父

は１年やって続かなかったのだから。それが４７年

続きました。大したものです。そういったことで、こ

の飯坂小学校太鼓クラブの歴史がありまして、現在

は太鼓保存会の花岡町の寿司店『紫樹』の武山英樹さ

んが中心になって毎週水曜日太鼓の打法を指導して

います。飯坂ロータリークラブでも少しでも励みに

なってもらいたいとクリスマスのチャリティーオー

クションの浄財を、ここ何年かは飯坂小学校太鼓ク

ラブの方に寄贈していただいているので、私も非常

静かに神輿巡行にお供する昼姿の各町、祭典事務所の太鼓屋台。昼の巡行途
中の上町、下町の温泉駅前における引継ぎ式。屋台は各祭典事務所の大世話
人、小世話人が取り仕切る。 
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『 古 き 飯 坂 の 娯 楽 の 殿 堂「 旭 座 」も の が た り   』 
 

◆ゲストスピーカーの紹介              会報、広報 委員会 副委員長   篠木勝司 会員  

飯坂の明治、大正、昭和初期時代、地域の方々が飯坂のただ１つ娯楽の場として親しまれた場所は、現在の東

邦銀行飯坂支店の所にありまして、『旭座』という当時としては近在に無いハイカラな洋館建の物でした。現在

の８０才以上の人々は、お爺ちゃんや御婆ちゃんに連れられて時代劇の芝居や、たまに放映される舞台の上の活

動弁士説明の白黒の映画に心を弾ませた思いがまだ脳裡に残っているのではないでしょうか。このように当時の

人々の思い出深い、そして歴史的にも価値のあるものがたりが、飯坂の歴史から消え去ってしまうということは

大変残念な事であり、また建物についても色々記録されて残すべきではないかと思います。幸いこれらの歴史に

ついて色々と傾注されていた元北高等学校社会科教諭の佐藤先生にお話をお聞きして『 』の

シリーズに編纂したいと思いますので宜しくお願いいたします。 
 

◆ ゲストスピーチ「古き飯坂の娯楽の殿堂“旭座”ものがたり」    元福島北高等学校 社会科教諭    佐藤 紀和 様  

ただ今、ご紹介いただきました佐藤紀和です。今日は飯坂の名士の方々の前で話す

機会を与えていただきましたことを感謝申し上げます。 
数年前から、この飯坂ロータリークラブが「飯坂の歴史を辿る」という題で、色々

なテーマについて、ゲストスピーカーに話をしていただいていることは、先輩の篠木

さんから聞いておりました。篠木さんが 5 年前に私が史跡保存会の機関紙に投稿し

た「旭座展雑感」をご覧になったことから、旭座の話を依頼されたものと思います。

ただ、私は特に旭座のことを研究

しているわけでもありませんし、

この度依頼を受けてから資料を見直しましたが「旭座展雑

感」に記載した以上の資料も出ませんでしたので、それをべ

一スに私の思い出や感想などを話させていただきます。 
平成２３年に行った旭座展というのは、東邦銀行飯坂支店

が飯坂温泉駅前の現在の観光協会の場所から現在地に移転

して４５年目を記念しておこなったロビー展で、当時の旭座

の資料や写真、映画のポスターなどが展示されました。また

この直前に、飯坂こけしの名人渡辺喜平さんの息子さんで幸

典さん作のこけしを並べたロビー展「飯坂のこけし展」があ

り大変好評で、次の企画展ということで実施されました。 
旭座は、今から５０年前まで現在の東邦銀行飯坂支店の場

所にあった芝居小屋で、大正１１年頃再改築されたようです

が、東邦銀行飯坂支店が昭和４１年に現在地に移るまで７４

年間飯坂の娯楽の殿堂として続きました。テレビのない時代

に小学生、中学生を過ごした私たちの年代は旭座で芝居や映

画を見るのが最高の娯楽でした。小学生時代に年１回の映画

教室で「長崎の鐘」を見て涙したことは今でも覚えています。

もちろん私達の親や祖父母あるいは曽祖父母も旭座で芝居を

楽しんだことだと思います。旭座は、「福島市史」によると、

-今から１２３年前の明治２６年(西暦１８９３年)に造られました。福島市で一番古い芝居小屋は、この前年明治

２５年に福島駅前に建てられた「新開座」です。その後「新開座」は新町の稲荷神社の北側に移りました。実は

私は５歳の時まで福島市に住んでいましたので、１度だけ「新開座」に行った記憶がありますが、構造は旭座と

同じでした。当時新開座には、梅沢清とその子武生、富美男親子が出演していました。梅沢清はその後、上京し

浅草の「常盤座」で花形役者として活躍しましたが、次男の富美男も福島高校を中退してついて行きました。福

島高校の１級上に佐藤 B 作さんがおりました。旭座展の資料の中に、「旭座株金之謹」なるものがありました。 

当時は近在に見られないハイカラな洋風建築の姿を誇って
いた『旭座』興行場、 再建築まもない姿 
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第５号とありますので数人の方が出資をして旭座が造られたと思います。第５号名義人の堀切清右ヱ門さんは、

ロータリークラブ会員の堀切幹事さんのご本家です。１株金２０円也は今でいうと２００万円位だと思います。

現在の鯖湖町、当時の若葉町は、飯坂町の中心地でした。旭座がつくられた２年後の明治２８年に出された「飯

坂温泉案内」という本に、「若葉町は遊郭にて数件の妓楼が並び、昼夜弦歌の声絶えることなし」と書かれています。そ

の後旭座は、１度作り直されています。大正１５年９月１５日の日付で、旭座合資会社組織創立という書類があ

りまして、そこには採進堂１５００、本家５００、自家１５００出資とあります。この金額の単位は円と思われ

ますが、本家と自家が何を表すのか分かりません。採進堂という名前がありましたので、採進堂の奥様にお聞き

しましたら、先代が旭座に関わったとお話

しされていました。 
当時芝居を演じたのはいわゆる「ドサ廻

り一座」といわれた旅芸人で、興行期間は

１か月位だったでしょうか。演目は、『瞼

の母』や『浅太郎月夜』など義理と人情が

絡むチャンバラ劇で、主役の渡世人がやく

ざを斬りまくったり、お涙頂戴的なもので

した。『 菅（すげ）笠３度に風よけ合羽、

ドスを抱き寝の、旅鴉…』と主役の座長が

大見え切って格好つけると、客席からお捻

りが飛んだりしました。観劇料いわゆる木

戸銭はいくらくらいだったかは覚えてい

ませんが、入口で下足札を貰って入場しま

した。寒いときは毛布を持参し貸料で「火

鉢」を借りた覚えがあります。戦前・戦後

の混乱期を経て。昭和３０年代は空前の映

第５号とありますので数人の方が出資を

して旭「旭座雑感」にも書きましたが、石原裕次郎主演の『俺は待ってるぜ』など歌謡映画、片岡千恵蔵主演の

『入れ墨判官』などの時代劇、吉永小百合主演の『愛と死を見つめて』などの青春ものをよく見たものでした。

昭和３０年代半から４０年代、いわゆる「三町目の夕日」の時代は、飯坂温泉も最盛期で連日観光バスの団体が

絶えなかった時代です。いま当時を振りかえると懐かしさがこみあげてきます。昭和３０年代後半からのテレビ

の普及とともに、映画ブームが下火になり、旭座もその役割を終えて取り壊されました。しかし私たち古くから

の飯坂の住民の心の中には、昭和時代の温泉地の繁栄の記憶とともに、旭座とその周辺地が醸し出す雰囲気を今

でも忘れるこができません。旭座の再興は不可能ですが、飯坂温泉の賑わいを少しでも取り戻したいと思わざる

を得ません。時間となりましたので終わりと致します。 ご清聴ありがとうございました。                         

◆  閉 会 点 鐘  会 長 
 

旭座の内部、座り席の芝居小屋、当時の特長の客席を貫いて舞台に通じる花
道が有り、２階は傷痍軍人（戦争で負傷した人）の慰安席に成っていた。 

旭座 東邦銀行飯坂支店 

当時の飯坂町の中心街は、湯沢、湯町、鯖湖町であったと云われ、

その中心街の賑わいの中に建つ 大正１6年頃の 『旭座』 の雄姿 

               （右写真との比較参照）                 

戦後の時代は吾妻スカイラインが始まって温泉観光の時代で、花岡
町、赤川、千人風呂通り等は全盛の時代。 平成に入り飯坂温泉街
が少しずつ衰退の一途、 しかし堀切邸が出来て、また湯沢、鯖湖町
が賑わいを見せ始めている. （平成29年 左の写真と同じ場所） 

『 古 き 飯 坂 の 娯 楽 の 殿 堂「 旭 座 」も の が た り   』 
 

◆ゲストスピーカーの紹介              会報、広報 委員会 副委員長   篠木勝司 会員  

飯坂の明治、大正、昭和初期時代、地域の方々が飯坂のただ１つ娯楽の場として親しまれた場所は、現在の東

邦銀行飯坂支店の所にありまして、『旭座』という当時としては近在に無いハイカラな洋館建の物でした。現在

の８０才以上の人々は、お爺ちゃんや御婆ちゃんに連れられて時代劇の芝居や、たまに放映される舞台の上の活

動弁士説明の白黒の映画に心を弾ませた思いがまだ脳裡に残っているのではないでしょうか。このように当時の

人々の思い出深い、そして歴史的にも価値のあるものがたりが、飯坂の歴史から消え去ってしまうということは

大変残念な事であり、また建物についても色々記録されて残すべきではないかと思います。幸いこれらの歴史に

ついて色々と傾注されていた元北高等学校社会科教諭の佐藤先生にお話をお聞きして『 』の

シリーズに編纂したいと思いますので宜しくお願いいたします。 
 

◆ ゲストスピーチ「古き飯坂の娯楽の殿堂“旭座”ものがたり」    元福島北高等学校 社会科教諭    佐藤 紀和 様  

ただ今、ご紹介いただきました佐藤紀和です。今日は飯坂の名士の方々の前で話す

機会を与えていただきましたことを感謝申し上げます。 
数年前から、この飯坂ロータリークラブが「飯坂の歴史を辿る」という題で、色々

なテーマについて、ゲストスピーカーに話をしていただいていることは、先輩の篠木

さんから聞いておりました。篠木さんが 5 年前に私が史跡保存会の機関紙に投稿し

た「旭座展雑感」をご覧になったことから、旭座の話を依頼されたものと思います。

ただ、私は特に旭座のことを研究

しているわけでもありませんし、

この度依頼を受けてから資料を見直しましたが「旭座展雑

感」に記載した以上の資料も出ませんでしたので、それをべ

一スに私の思い出や感想などを話させていただきます。 
平成２３年に行った旭座展というのは、東邦銀行飯坂支店

が飯坂温泉駅前の現在の観光協会の場所から現在地に移転

して４５年目を記念しておこなったロビー展で、当時の旭座

の資料や写真、映画のポスターなどが展示されました。また

この直前に、飯坂こけしの名人渡辺喜平さんの息子さんで幸

典さん作のこけしを並べたロビー展「飯坂のこけし展」があ

り大変好評で、次の企画展ということで実施されました。 
旭座は、今から５０年前まで現在の東邦銀行飯坂支店の場

所にあった芝居小屋で、大正１１年頃再改築されたようです

が、東邦銀行飯坂支店が昭和４１年に現在地に移るまで７４

年間飯坂の娯楽の殿堂として続きました。テレビのない時代

に小学生、中学生を過ごした私たちの年代は旭座で芝居や映

画を見るのが最高の娯楽でした。小学生時代に年１回の映画

教室で「長崎の鐘」を見て涙したことは今でも覚えています。

もちろん私達の親や祖父母あるいは曽祖父母も旭座で芝居を

楽しんだことだと思います。旭座は、「福島市史」によると、

-今から１２３年前の明治２６年(西暦１８９３年)に造られました。福島市で一番古い芝居小屋は、この前年明治

２５年に福島駅前に建てられた「新開座」です。その後「新開座」は新町の稲荷神社の北側に移りました。実は

私は５歳の時まで福島市に住んでいましたので、１度だけ「新開座」に行った記憶がありますが、構造は旭座と

同じでした。当時新開座には、梅沢清とその子武生、富美男親子が出演していました。梅沢清はその後、上京し

浅草の「常盤座」で花形役者として活躍しましたが、次男の富美男も福島高校を中退してついて行きました。福

島高校の１級上に佐藤 B 作さんがおりました。旭座展の資料の中に、「旭座株金之謹」なるものがありました。 

当時は近在に見られないハイカラな洋風建築の姿を誇って
いた『旭座』興行場、 再建築まもない姿 
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『 旭 座 展 』 雑 感  佐藤 紀和   〔 飯坂史跡保存会機関紙 寿里可美 第１７号に掲載 〕 

 
５月２７日から６月３０日まで、東邦銀行飯坂支店のロビーにおいて、「旭座展」が開かれ、旭座の往年の写真

や映画のポスターその他、旭座ゆかりの品々が展示されました。 この企画は、東邦銀行飯坂支店が昭和４１年５
月に、飯坂温泉駅前（現在の観光協会事務所）から鯖湖町の現在の場所に新築移転してから、この５月で４５年
になることを記念して催されました。 移転前、この場所には「旭座」という芝居小屋（後に映画館）があり、長い年月
町民に親しまれてきたことは永く飯坂に住んでいる方々ならご存知のことと思います。私も芝居好きな祖母に連れら
れて、また、小学校の映画教室等で幾度か足を運んだことがあります。今回の「旭座展」の開催に関わったことを機
会に旭座の時代を振り返りたいと思います。 
  

 

 
 
さて、旭座については、そもそもいつ建てられたということすら良くわかりませんでした。平成元年発行の福島市史
別巻Ⅶ「福島の文化」のなかでは 『（福島市内の芝居小屋はまず明治２５年に「新開座」が福島駅前に
建てられた） 福島周辺の町で、興行場としての芝居小屋が設置されたのは、飯坂町の旭座が早いようである。
明治４1 年に福島,長岡（現伊達）湯野間の軽便鉄道の開通当時から話題となって、明治４５年頃には開場
となった。』とありますが、創設年代がよく理解できない記述になっています。ところが、今回の展示物の中に 
「旭座株金之證」なるものがありました。それには次のように記されています。 

ここには、はっきりと明治２６年には複数の人物が出資をして旭座を創ったことが明らかにされています。 
しかも、もしこれが株券出であって、旭座が株式会社としてつくられたとすると、日本で最も早い時期の株式会
社となります。（ちなみに、日本で最初の株式会社は日本郵船でその設立も明治２６年です。） 

旭座が明治２６年（１８９３年）にできたとすると、当地域では福島の新開座に次ぐ芝居小屋の草分けであり、閉
鎖された昭和４１年（１９６６年）まで、明治、大正、昭和の足かけ７４年も存続したことになります。それに加えてもう
ひとつ、こんな資料がありました。 

それは、大正９年９月１５日の日付で 「旭座合資会社組織創立」 という書類です。それには、 
 
採進堂  １，５００ 
本家     ５００ 
自家   １，５００  出支 

 
と記載されています。数字の単価は金額（円）と思われますが、本家・自家が何を指すのかがわかりません。（採進堂
は湯沢の酒屋でしょう。）合資会社とは、無限責任社員と有限責任社員とから構成されますが、それが誰かも不明で
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す。この資料を読
むと、どうやら旭座
を買い取って改築
したような記述が
あります。そのため
の資金繰りも記載
されています。 
（ 「旭座改築決
計」なる資料があ
り、参考までに書く
と「改築総支出
額は壱萬弐阡八
百八拾弐円九拾
参銭」とのことで
す。）また、新装開
店したのは大正１１
年の頃のようです。
展示された写真
の１枚がそのときの
記念写真と思わ
れます。新装開店
後の毎日の各種
入場券販売枚数
を記載した「木戸
精算帳」や「金銭
出納帳」が残さ
れていたのには驚
旭座展の資料の中

に、「旭座株金之謹」なるものがありました。常に詳しく、しかも筆で書かれていました。当事のものの値段を知るに
は、貴重な資料と思われます。旭座の組織とか経営についてはともかく、旭座は、映画を観る機会の少ない時代や、
テレビのない時代に、町の人々の娯楽の殿堂として町民に夢と希望を与えてくれたことは間違いありません。 
私も小学校の頃、芝居の興行前日にチンドン屋が町を宣伝して歩いて後を付いていった覚えがあります。昭和３０
年代の映画ブームの時には、石原裕次郎、美空ひばりなどの歌手が主演の映画、片岡知恵蔵、東千代之介など
の俳優主演の時代劇、吉永小百合、浜田光夫主演の青春映画など、よく映画を観たものでした。展示された映画
のポスターを見ると、当時が思い出されて懐かしさがつのります。展示物の中には「興行許可届」なるものもありまし
た。昭和１５年７月１５日の日付で、当時の興行場主・本田寅吉の名で飯坂警察署長に提出されたものです。ここに
は、芝居の筋書きや出演者の住所・氏名・芸名、料金、さらに「興行ニ火薬其爆発質物品ヲ使用セズ」という文言
もありました。展示された写真の中には、満席の客席の様子を写したものがあります。戦争中か終戦直後かわかりま
せんが、仙台陸軍病院飯坂分院（現在の特老飯坂ホーム）に入院していた傷痍軍人（しょういぐんじん：戦争で負傷し治療入院し
ている人）が招待されていたようです。 
旭座界隈は当時の飯坂の中心部で旭座前は町内の慰安旅行の集合場所でもありました。最後に旭座とは直

接関係はないのですが太夫〔江戸中期から花魁（おいらん、姉分女郎のこと、位の高い遊女）という〕道中の写真がありました。若
葉町に遊郭があった頃にこんな催しがあったかどうか、本当に飯坂の情景なのか、私には自信がなかったのですが、
花岡町の旅館の元女将さんが、実際に太夫道中が行われていたということを教えてくださいました。 

かつて「明治は遠くなりにけり…‥」と言われましたが、いまや大正はおろか、昭和も遠くになりつつあります。昭和３
０年代後半からのテレビの普及とともに、映画ブームが下火になり、旭座もその役割を終えて取り壊されました。しか
し私たち古くからの飯坂の住民の心の中には、昭和年代の温泉地の繁栄の記憶とともに、旭座とその周辺地がか
もし出す雰囲気を今でも忘れることができません。「旭座展」を見て、旭座の再興は不可能ですが、飯坂温泉の昔
の賑わいを少しでも取り戻したいと思わざるを得ません。  おわり 
                          

〔 参考資料吉原関連サイト 監修  佐藤紀和様   画像挿入  篠木 〕 

 

 

太夫（たゆう）道中とは江戸時代後期花魁（おいらん : 江戸吉原遊郭の遊女で位の高い遊女をいう）は茶屋又揚屋（花魁と
宴席を共にする場所）を禿（かむろ : 花魁の世話や雑用をする 10 才前後の少女）や振袖新造（15～6 才の遊
女見習い）を従えて数人で行き来する事を花魁道中と呼んでいた。 その後その道中する姿に見せ場的要素
を見いだし豪華盛装で練り歩く行列と進化したといわれている。 しかし、地方遊郭には花魁は存在せず、それ
に準じ遊女『太夫』という名の遊女が生まれ、それが江戸吉原の花魁道中を見習って各所で太夫道中が当時
行われていたという。 
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さて、旭座については、そもそもいつ建てられたということすら良くわかりませんでした。平成元年発行の福島市史
別巻Ⅶ「福島の文化」のなかでは 『（福島市内の芝居小屋はまず明治２５年に「新開座」が福島駅前に
建てられた） 福島周辺の町で、興行場としての芝居小屋が設置されたのは、飯坂町の旭座が早いようである。
明治４1 年に福島,長岡（現伊達）湯野間の軽便鉄道の開通当時から話題となって、明治４５年頃には開場
となった。』とありますが、創設年代がよく理解できない記述になっています。ところが、今回の展示物の中に 
「旭座株金之證」なるものがありました。それには次のように記されています。 

ここには、はっきりと明治２６年には複数の人物が出資をして旭座を創ったことが明らかにされています。 
しかも、もしこれが株券出であって、旭座が株式会社としてつくられたとすると、日本で最も早い時期の株式会
社となります。（ちなみに、日本で最初の株式会社は日本郵船でその設立も明治２６年です。） 

旭座が明治２６年（１８９３年）にできたとすると、当地域では福島の新開座に次ぐ芝居小屋の草分けであり、閉
鎖された昭和４１年（１９６６年）まで、明治、大正、昭和の足かけ７４年も存続したことになります。それに加えてもう
ひとつ、こんな資料がありました。 

それは、大正９年９月１５日の日付で 「旭座合資会社組織創立」 という書類です。それには、 
 
採進堂  １，５００ 
本家     ５００ 
自家   １，５００  出支 

 
と記載されています。数字の単価は金額（円）と思われますが、本家・自家が何を指すのかがわかりません。（採進堂
は湯沢の酒屋でしょう。）合資会社とは、無限責任社員と有限責任社員とから構成されますが、それが誰かも不明で
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『 旭 座 展 』 雑 感  佐藤 紀和   〔 飯坂史跡保存会機関紙 寿里可美 第１７号に掲載 〕 
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『 古文書から辿る旧湯野村、穴原温泉の姿 』             
 

◆ゲストスピーカーの紹介          会報 広報 委員会  副委員長      篠木 勝司 会員  

飯坂を辿るシリーズ もいよいよ終盤に差し掛かってきました。第１８回シリーズ目です。現在は飯坂の西線

の平野の方からの道がさかえていますが、江戸、明治、大正、昭和の初めは湯野が繁栄していました。その証拠

として軽便鉄道が１番早く長岡から湯野まで走りました。飯坂の歴史を見る１つとして記録に残してみたいと思

い、今日は研究をなさっている小野さんをお招きましております。どうぞ宜しくお願い致します。 
 

◆ ゲストスピーチ              福島県文化センター歴史資料課 学芸員     小野 孝太郎 様  
ご紹介いただきました福島県歴史資料館の小野と申します。篠木さんとは資料館で行っておりました湯野村の

文書の展示の際にお会いし、お声を掛けていただきました。当館は湯野村の江戸～明治時代にかけての資料を収

蔵しており、今回はその中から一部をピックアップしてご紹介したいと思います。話の筋としては、「湯野」と

いうのは全国でも知られた名前でしたが、今はなかなか知られていないところがありま

す。今一度見直していただきたいと思っております。流れといたしまして、最初は江戸

時代の湯野村の概況をご紹介いたします。その後で全国でも知られた湯野温泉のお話

をさせていただきます。最後に明治時代の湯野温泉の賑わいをご紹介いたします。 
 当時の湯野村は、今の地域ですと福島市飯坂町旧湯野町の辺りになります。「湯」と

いう名だけあって古くから温泉が流出していました。また、江戸時代初めには、開墾

を行ない耕作地を広げて生産高が上がっています。そして北の山沿いの北原村、そして

南側の、摺上川の北岸の丘陵地の四箇村という２つの村を分村した歴史があります。今でも「北原」「四箇」は

小字で残っています。このシリーズの中でも刈谷藩の話をしていたとお聞きしていますが湯野村は刈谷藩が統治

していた村です。それに対して北原村、四箇村、上飯坂村（今の飯坂町）は福島藩や白河藩、幕府代官などから

統治を受けていたので異なった支配になっています。明治の初めになりますと湯野・北原・四箇の３村が合村し

て元の湯野村になっています。その後、東湯野と合併や分村を繰り返して、最終的に湯野村から湯野町そして昭

和３０年に飯坂町と合併して飯坂町湯

野という変遷を辿っています。 
 それでは、江戸時代の湯野村の概況を

ご紹介いたします。はじめに天保７年

（１８３６年）に描かれた村絵図（次頁

参照）をご覧いただきます。村絵図とは

江戸時代の絵地図で絵と地図の中間の

ようなものです。一般的な村絵図にはた

くさんの情報が込められていますが、湯

野村は村の規模自体も大きく、とりわけ

多くの情報が込められています。村絵図

は必ずしも上が北に描かれませんが、こ

の村絵図ではたまたま上が北になって

います。北部の山地は野中山や御在所山、茂庭へ続く山々です。この辺りは緑色で、険しい山々が描かれていま

す。  
また、西の方には太い青色線が描かれており、これが摺上川です。摺上川は北西から南東にかけて流れており、

川の中には簗場（やなば）というものが幾つか置かれています。江戸時代の摺上川は今以上に水量が多く、清らか

な川だったので川魚がよく獲れました。特に鮎がよく獲れたので、鮎を獲るための簗（ﾜﾅ）が仕掛けられていま

した。簗は木や竹を簀子（すのこ）状に組んで、川の中を行き来する魚を川の流れを利用して打ち上げさせて捕獲

する仕掛けです。これが絵図の中には3ヶ所造られています。次は赤い線ですが、これは道を示しています。多

少は今の道なりを辿ることができますが、特徴的なのは現在の十綱橋の辺り、摺上川の上に赤い線が引かれてい

ます。これは実際には橋が架かっていたのではなく、渡し船を利用して飯坂・湯野の間を往復する交通網を示し
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ています。また、

黄色に塗られた

部分があります。

これは湯野村の

耕作地及び屋敷

地です。また、湯

野の茶色に塗ら

れている部分は

北原村と四箇村

の範囲になって

います。北原村は

湯野村の北側に

所在し、西部の摺

上川沿いに飛び

地があります。四

箇村は湯野村の

南側に当たりま

す。北原村の辺り

には米沢川（現在

の米川）などから

取水した溜め池

が幾つも築かれ

ています。飯坂町

湯野の国土地理

院の地図を見て

【  江戸時代 後期の筆書き 湯 野 村 絵 図   】 

江戸時代後期の地図と現代の地図との比較 
〔A参照〕この村絵図は、天保7年6月(1836)に作成された記録があるが、明治5年正月に古
記連名の上に、割印をもって新たに連名で書き換えられている。当時湯野村は三州刈谷藩の飛び
領だったので福島県に変更になった時、湯野村代表が連名で署名捺印して県に提出した村絵図
と云われる。 
又、1810 年頃半田銀山が､再び銀の良鉱が発見されて鉱業隆盛を極めたが､当時米沢藩から
半田村への最短距離は､山深い厳山の連なる茂庭からの人と馬だけの通る半田道(絵図上部)だ
ったのであろうか。 

〔 国土地理院ウェブサイトより 〕 
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ます。これは実際には橋が架かっていたのではなく、渡し船を利用して飯坂・湯野の間を往復する交通網を示し
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『 古文書から辿る旧湯野村、穴原温泉の姿 』             
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いただくと幾つもの溜め池が見られます。これは江戸時代から受け継がれてきた溜め池なのです。山あいの所々

に赤い点々が描かれていますが、これは野漆（のうるし）といって自生している漆です。漆は商品作物ですので、

お殿様や代官の許可なしでは勝手に切ったり売ったりしてはいけないということで、この場所を明確に赤い点で

記しています。あとは、ちょっと判別しづらいで

すが灰色の部分もあります。例えば摺上川沿いや

東部の辺りです。これが摺上川越しの上飯坂村の

飛び地や板谷内村の土地です。そして、家のマー

クもかかれており集落を指しています。日光院や

薬師堂も描かれており、山伏が住んでいる所も

２ヶ所描かれています。不動寺も記入されていま

すが、不動寺の脇には３ヶ村鎮守の新狐明神（現

稲荷神社）も描かれています。改めて摺上川を見

ていきますと、川から２本の青い線が東の方に伸

びています。これが摺上川から取水した西根上

堰・下堰です。江戸前期～明治時代にかけての生

活・農業用水として重宝されていました。両堰は

そのまま東に伸び、阿武隈川左岸（西根郷）を潤

しています。また、現在の十綱橋の辺りには３軒

の湯家が描かれていますが、これが湯小屋です。

あとでお話ししますが、切湯、狐湯、仙気の湯の

３共同湯です。この絵図は天保７年（１８３６年）

に描かれていたものですが、この絵図には穴原温

泉が描かれておりません。この頃には湯が流出し

ていたとみられますが、絵図にはまだ登場してい

江戸末期の全国有名温泉一覧、相撲の番付式で表した一覧表、奥州飯坂
湯と伊達湯の村湯の二ｹ所が表示され当時の繁栄が偲ばれる。  

これを見ると各地温泉の効用が表され当時の日本の湯治文化が栄えてい
た様子が分かる 

100



ません。北部の山中にも道が描かれていますが、どうして山道が描かれているかというと、山林資源が非常に貴

重なものであっことが影響しています。北部の山地は湯野村だけではなく、茂庭村のほか、湯野村よりも東部の

村々など１０数ヶ村が共同利用する入山の山道で、その情報も重要でした。山地から切り出した木材には、摺上

川に流して運搬する「流し木」という慣習が利用されていました。江戸時代の後半以降は、西根上堰・下堰を利

用して流すようになり、桑折の宿場、藤田の宿場、その辺りの宿場までこういった木材が堰によって運搬される

慣習が行われていました。このように、この村絵図は村の様子や生活背景、かつて行われていた慣習、及び現在

この湯野温泉全図は明治中期(明治 26 年)頃の旧湯野村の原状を察することができる貴重な絵図であり文質も江戸時代の名残がある。 
昔からの共同浴場の効能表示がこの様に表示、そして周知されていたと言う事は、江戸時代からの湯治客の繁栄があったのであろう。  

明治 20 年鉄道が開通、明治 32 年に『汽笛一声新橋に…』の鉄道唱歌が発表され 24 番に『長岡おりて飯坂へ…』と当時歌われてい
て長岡駅(現伊達駅)は湯野、飯坂温泉繁栄の玄関口だったのである。明治 41 年には軽便鉄道が長岡～湯野間が開通、又湯野、飯坂
温泉は信達地方の生糸産業繁栄も効をなし大正時代に増々繁栄、そして東北の歓楽街と進化し続けるのである。  

Ａ 参照明治時代中期の医療環境を推察することができる。  

 

  
湯
野
温
泉
全
図  

湯
煙
た
つ
里
の
地 

花
咲
く
半
田
峯
の
す
そ
の
湯
煙
た
つ
湯
野

村
の
地
は
高
燥
に
風
清
く
気
候
温
和
で
地

味
さ
い
も
豊
か
に
し
て
桑
折
を
西
に
一
里
半

福
島
北
へ
二
里
半
餘
り
な
る
古
き
山
里
な

れ
ど
、
名
の
Ｘ
Ｘ
の
温
泉
場
入
り
来
る
人
も

繁
き
も
の
お
の
ず
と
道
も
開
け
開
け
て
車

馬
も
行
き
来
し
て
‥
‥
‥ 

 

と
医
王
寺
の
歴
史
の
事
柄
、西
根
堰
の
偉
業
姿
な

ど
詳
し
く
湯
野
温
泉
近
郊
の
案
内､

説
明
が
綴
ら
れ
て

い
る 

  

湯
野
村
鉱
泉
効
能
書 

橋
本
湯(

一
名
仙
気
の
湯)

 

効
能  

切 

湯 
 

 

効 

能 

 

狐 

湯 
 

 

効 

能 

 

  
 

 

此
ノ
効
能
書
ハ
先
二
福
島
病
院
ニ
於
テ
分
析
セ
ラ
レ
タ

ル
成
績
ヲ
基
礎
ト
シ
加
フ
ル
ニ
余
ガ
数
年
間
ノ
実
験
ト

古
キ
口
碑
ニ
伝
ワ
ル
所
モ
ッ
テ
ア
レ
コ
レ
取
捨
シ
テ
適
応

ス
ベ
キ
疾
病
ノ
ミ
ヲ
選
定
セ
シ
メ
敢
テ
誤
謬
ナ
キ
ヲ
信

ズ   

白
石
酉
三 

記  
  

穴
原
温
泉
全
図 

穴
原
温
泉
ハ
伊
達
郡
湯
野
村
ニ
ア
リ
十
綱
橋
ヲ

距
リ

僅
カ
十
七
丁
ニ
シ
テ

摺
上
川
ノ

急
流
ニ
臨
ム
断

厳
絶
壁
川
ニ
接
シ

美
景
頗
ル
佳
ナ
リ 

春
ハ
四
方

ニ
春
ヲ

眺
メ

鮎
漁
ノ

楽
モ
ア
リ

夏
ハ
緑
樹
繁
茂
シ

泉

声
南
漢
ニ
吟
シ

涼
風
吹
キ

避
暑
ニ
ハ
最
モ

適
當
ノ

地
ニ
シ
テ

四
季
風
景
ノ

絶
美
ヲ

感
賞
セ
ザ
ル
ハ
ナ
ン

云

爾 

効 

用 

脳
病 

火
傷 

痔
疾 

切
傷  

脚
気 

 

虫
毒 

胃
病 

皮
膚
病 

其
他
梅
毒
ノ
一
切
ニ
効
ア
リ 

古
文
書
解
読
欄 

Ａ 

いただくと幾つもの溜め池が見られます。これは江戸時代から受け継がれてきた溜め池なのです。山あいの所々

に赤い点々が描かれていますが、これは野漆（のうるし）といって自生している漆です。漆は商品作物ですので、

お殿様や代官の許可なしでは勝手に切ったり売ったりしてはいけないということで、この場所を明確に赤い点で
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すが灰色の部分もあります。例えば摺上川沿いや

東部の辺りです。これが摺上川越しの上飯坂村の

飛び地や板谷内村の土地です。そして、家のマー

クもかかれており集落を指しています。日光院や

薬師堂も描かれており、山伏が住んでいる所も

２ヶ所描かれています。不動寺も記入されていま

すが、不動寺の脇には３ヶ村鎮守の新狐明神（現

稲荷神社）も描かれています。改めて摺上川を見

ていきますと、川から２本の青い線が東の方に伸

びています。これが摺上川から取水した西根上

堰・下堰です。江戸前期～明治時代にかけての生

活・農業用水として重宝されていました。両堰は

そのまま東に伸び、阿武隈川左岸（西根郷）を潤

しています。また、現在の十綱橋の辺りには３軒

の湯家が描かれていますが、これが湯小屋です。

あとでお話ししますが、切湯、狐湯、仙気の湯の

３共同湯です。この絵図は天保７年（１８３６年）

に描かれていたものですが、この絵図には穴原温

泉が描かれておりません。この頃には湯が流出し

ていたとみられますが、絵図にはまだ登場してい
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に通じる町並みなど情報満載の絵図になっています。

加えて、江戸時代中期ごろの村明細帳をご紹介します。村明細帳というのは、今でいうところの村勢要覧にな

ります。村の主な概要をざっと紹介したものです。湯野村の生産高は、村高１８３７石となっています。石は米

で表す生産力です。ちなみに上飯坂村の方は２千石あまりで、大体同じぐらいの生産力がありました。戸数です

が１９５軒の家が建っており、人口も８９５人とあります。江戸時代を研究している人からみますと、生産力、

人口も大きな方の村です。

また、この湯野村は宿場ではありませんでしたが、町場として発展していた村とみられます。その証拠に、色々

な職業の人が暮らしていました。江戸時代は基本的には百姓が中心ですが、村明細帳を見ていきますと湯野村に

は、木挽（こびき木材加工）、桶屋、大工、石工、鍛冶屋、紙漉（かみすき）きといった職人が暮らしています。こ

の紙漉きは楮（こうぞ）を利用して和紙を作る仕事ですが、伊達地方の名産で、湯野村でも非常に盛んだった産業

です。あとは魚屋、鳥猟師、川漁師もいました。また、男性は農業の合間に紙漉きや薪取りを行っていたことも

記されています。その他に目を引く所では商品作物も結構作っていました。楮（こうぞ）、蚕、紅花を作っていま

した。更にちょっと驚くことは「他国商人」という情報も記載されています。他国商人というのは、遠くまで出

かけて商売をする人です。何の商売だったかというと蚕種紙売りという商売です。蚕種紙売りというのは蚕の卵

を紙に植え付けて販売する人です。

どこまで出かけていたかというと上州（現在の群馬県）、甲州（現在の山梨県）、羽州（現在の秋田・山形県）、遠くは信

州（長野県）まで出かけて商売をしている人たちが６人も暮らしていました。また、魚がよく獲れるので五十集

（いさばや）という魚の卸問屋も暮らしていたと記載されています。村明細帳で他の村と変わっているのは温泉が

２ヶ所湧出しているとの記述がありました。村絵図には３ヶ所湧出しており、村明細帳には２ヶ所と異なってい

ますが、実は先ほどお話した狐湯、切湯、仙むかしは疝と書ていた気の湯の内、切湯は北部の山間の北原村の管理

下にありました。そのために、湯野村が実際していたのは狐湯と仙気の湯でした。２つの湯小屋は、摺上川沿い

の切り立った所にありました。川が増水してくると温泉にも被害が出ていました。また、湯にはいる所へは道側

から降りないといけないですから、降りる所には手すりが設けられています。この手すりの維持管理のために、

周辺の村々から米を徴収していた事が記載されています。こういったように村絵図や村明細帳を眺めると、湯野

村はさまざまな資源やそれを生業に活かした職人が暮らしており町場として発展している様子が見て取れます。

以上が江戸時代の村の資料から解る湯野村です。

次に全国でも知られている湯野温泉についてご紹介していきたいと思います。江戸時代の末期に出版された「東

講商人鑑（あずまこうあきんどかがみ）」と呼ばれているものがあります。「東講」の「講」はグループですが、これは

旅人の旅行を安全で安心な旅にするために作られたものです。東講が保証し旅人に推奨する旅館などを紹介した

ガイドブックです。全国の旅人もこの絵図を見て、遠く奥州を思い浮かべたりしていました。このガイドブック

の中で、県北地方で唯一描かれているのがこの湯野温泉、飯坂温泉と医王寺です。湯野村温泉で東講が推奨する

お宿は「叶屋文作」「川俣屋重兵衛」「松葉屋勇七」の３つの宿です。

また、川沿いには３つの共同湯小屋があります。「狐湯」「切湯」「下の湯（疝気の湯）」です。それぞれに効能が

あり狐湯は一切に良し、万病に良いとあります。切湯は切り傷に効きます。下の湯は疝気（昔の病の一種､現代の神経

痛か）に良しとあります。また、左上の方には愛宕山が描かれています。こういったガイドブックもありますし、

あとは「旅行用心集」という旅人に向けて旅の案内や心得などを記したものに、湯ﾉ村温泉と狐湯が全国に紹介

されています。これだけでも全国に知られた温泉だったのですが、さらに嘉永５年（１８５２年）の「温泉功能

鑑」という資料があります。

これは相撲の番付に見立てて全国の温泉を紹介した物です。当時は横綱という階級がありませんので大関が１

番上にあります。東の大関は上州（現在の群馬）草津温泉、西の大関は摂州（現在の兵庫県）有馬温泉を筆頭と

して列記しています。福島の温泉としては左上の方に「陸奥嶽の湯（岳温泉）」が最上位です。続いて「会津天

仁湯（東山温泉）」、「岩城湯元湯（いわき湯本温泉）」、「奥州飯坂湯（飯坂温泉）」、「会津熱塩湯（熱塩温泉）」、そ

して「伊達湯ﾉ村湯（湯野温泉）」、最後に「会津瀧の湯（東山温泉の一部）」が記されています。全国で９０数ヶ

所の温泉が記されていますが、福島の温泉は７ヶ所も取り上げられています。そして、飯坂温泉と非常に距離が

近い温泉でもあるにもかかわらず、湯野温泉が個別に認識され、全国に紹介されていたのは驚きです。それだけ

湯野村の温泉には非常に多くの人を訪れていたのでしょう。当時は観光で来るというよりは治療・療養で来る人

が主です。湯野村温泉に対して治療・療養に期待する度合いが高かったとも言えます。以上のように湯野温泉は、

全国でも知られた温泉でした。あと紹介しておきたいのは湯野温泉に加えて、湯野温泉に付随するように描かれ
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ることが多いのですが、穴原温泉の資料も残されています。これは弘化４年（１８４７年）の「儀定一札之事」
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川沿いから見た、現在の吉川屋旅館全景、上記穴原真景図と比較すると…‥ 
 

に通じる町並みなど情報満載の絵図になっています。

加えて、江戸時代中期ごろの村明細帳をご紹介します。村明細帳というのは、今でいうところの村勢要覧にな

ります。村の主な概要をざっと紹介したものです。湯野村の生産高は、村高１８３７石となっています。石は米

で表す生産力です。ちなみに上飯坂村の方は２千石あまりで、大体同じぐらいの生産力がありました。戸数です

が１９５軒の家が建っており、人口も８９５人とあります。江戸時代を研究している人からみますと、生産力、

人口も大きな方の村です。

また、この湯野村は宿場ではありませんでしたが、町場として発展していた村とみられます。その証拠に、色々

な職業の人が暮らしていました。江戸時代は基本的には百姓が中心ですが、村明細帳を見ていきますと湯野村に

は、木挽（こびき木材加工）、桶屋、大工、石工、鍛冶屋、紙漉（かみすき）きといった職人が暮らしています。こ

の紙漉きは楮（こうぞ）を利用して和紙を作る仕事ですが、伊達地方の名産で、湯野村でも非常に盛んだった産業

です。あとは魚屋、鳥猟師、川漁師もいました。また、男性は農業の合間に紙漉きや薪取りを行っていたことも

記されています。その他に目を引く所では商品作物も結構作っていました。楮（こうぞ）、蚕、紅花を作っていま

した。更にちょっと驚くことは「他国商人」という情報も記載されています。他国商人というのは、遠くまで出

かけて商売をする人です。何の商売だったかというと蚕種紙売りという商売です。蚕種紙売りというのは蚕の卵

を紙に植え付けて販売する人です。

どこまで出かけていたかというと上州（現在の群馬県）、甲州（現在の山梨県）、羽州（現在の秋田・山形県）、遠くは信

州（長野県）まで出かけて商売をしている人たちが６人も暮らしていました。また、魚がよく獲れるので五十集

（いさばや）という魚の卸問屋も暮らしていたと記載されています。村明細帳で他の村と変わっているのは温泉が

２ヶ所湧出しているとの記述がありました。村絵図には３ヶ所湧出しており、村明細帳には２ヶ所と異なってい

ますが、実は先ほどお話した狐湯、切湯、仙むかしは疝と書ていた気の湯の内、切湯は北部の山間の北原村の管理

下にありました。そのために、湯野村が実際していたのは狐湯と仙気の湯でした。２つの湯小屋は、摺上川沿い

の切り立った所にありました。川が増水してくると温泉にも被害が出ていました。また、湯にはいる所へは道側

から降りないといけないですから、降りる所には手すりが設けられています。この手すりの維持管理のために、

周辺の村々から米を徴収していた事が記載されています。こういったように村絵図や村明細帳を眺めると、湯野

村はさまざまな資源やそれを生業に活かした職人が暮らしており町場として発展している様子が見て取れます。

以上が江戸時代の村の資料から解る湯野村です。

次に全国でも知られている湯野温泉についてご紹介していきたいと思います。江戸時代の末期に出版された「東

講商人鑑（あずまこうあきんどかがみ）」と呼ばれているものがあります。「東講」の「講」はグループですが、これは

旅人の旅行を安全で安心な旅にするために作られたものです。東講が保証し旅人に推奨する旅館などを紹介した

ガイドブックです。全国の旅人もこの絵図を見て、遠く奥州を思い浮かべたりしていました。このガイドブック

の中で、県北地方で唯一描かれているのがこの湯野温泉、飯坂温泉と医王寺です。湯野村温泉で東講が推奨する

お宿は「叶屋文作」「川俣屋重兵衛」「松葉屋勇七」の３つの宿です。

また、川沿いには３つの共同湯小屋があります。「狐湯」「切湯」「下の湯（疝気の湯）」です。それぞれに効能が

あり狐湯は一切に良し、万病に良いとあります。切湯は切り傷に効きます。下の湯は疝気（昔の病の一種､現代の神経

痛か）に良しとあります。また、左上の方には愛宕山が描かれています。こういったガイドブックもありますし、

あとは「旅行用心集」という旅人に向けて旅の案内や心得などを記したものに、湯ﾉ村温泉と狐湯が全国に紹介

されています。これだけでも全国に知られた温泉だったのですが、さらに嘉永５年（１８５２年）の「温泉功能

鑑」という資料があります。

これは相撲の番付に見立てて全国の温泉を紹介した物です。当時は横綱という階級がありませんので大関が１

番上にあります。東の大関は上州（現在の群馬）草津温泉、西の大関は摂州（現在の兵庫県）有馬温泉を筆頭と

して列記しています。福島の温泉としては左上の方に「陸奥嶽の湯（岳温泉）」が最上位です。続いて「会津天

仁湯（東山温泉）」、「岩城湯元湯（いわき湯本温泉）」、「奥州飯坂湯（飯坂温泉）」、「会津熱塩湯（熱塩温泉）」、そ

して「伊達湯ﾉ村湯（湯野温泉）」、最後に「会津瀧の湯（東山温泉の一部）」が記されています。全国で９０数ヶ

所の温泉が記されていますが、福島の温泉は７ヶ所も取り上げられています。そして、飯坂温泉と非常に距離が

近い温泉でもあるにもかかわらず、湯野温泉が個別に認識され、全国に紹介されていたのは驚きです。それだけ

湯野村の温泉には非常に多くの人を訪れていたのでしょう。当時は観光で来るというよりは治療・療養で来る人

が主です。湯野村温泉に対して治療・療養に期待する度合いが高かったとも言えます。以上のように湯野温泉は、

全国でも知られた温泉でした。あと紹介しておきたいのは湯野温泉に加えて、湯野温泉に付随するように描かれ
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また、この湯野村は宿場ではありませんでしたが、町場として発展していた村とみられます。その証拠に、色々
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の切り立った所にありました。川が増水してくると温泉にも被害が出ていました。また、湯にはいる所へは道側

から降りないといけないですから、降りる所には手すりが設けられています。この手すりの維持管理のために、

周辺の村々から米を徴収していた事が記載されています。こういったように村絵図や村明細帳を眺めると、湯野

村はさまざまな資源やそれを生業に活かした職人が暮らしており町場として発展している様子が見て取れます。

以上が江戸時代の村の資料から解る湯野村です。

次に全国でも知られている湯野温泉についてご紹介していきたいと思います。江戸時代の末期に出版された「東

講商人鑑（あずまこうあきんどかがみ）」と呼ばれているものがあります。「東講」の「講」はグループですが、これは

旅人の旅行を安全で安心な旅にするために作られたものです。東講が保証し旅人に推奨する旅館などを紹介した

ガイドブックです。全国の旅人もこの絵図を見て、遠く奥州を思い浮かべたりしていました。このガイドブック

の中で、県北地方で唯一描かれているのがこの湯野温泉、飯坂温泉と医王寺です。湯野村温泉で東講が推奨する

お宿は「叶屋文作」「川俣屋重兵衛」「松葉屋勇七」の３つの宿です。

また、川沿いには３つの共同湯小屋があります。「狐湯」「切湯」「下の湯（疝気の湯）」です。それぞれに効能が

あり狐湯は一切に良し、万病に良いとあります。切湯は切り傷に効きます。下の湯は疝気（昔の病の一種､現代の神経

痛か）に良しとあります。また、左上の方には愛宕山が描かれています。こういったガイドブックもありますし、

あとは「旅行用心集」という旅人に向けて旅の案内や心得などを記したものに、湯ﾉ村温泉と狐湯が全国に紹介

されています。これだけでも全国に知られた温泉だったのですが、さらに嘉永５年（１８５２年）の「温泉功能

鑑」という資料があります。

これは相撲の番付に見立てて全国の温泉を紹介した物です。当時は横綱という階級がありませんので大関が１

番上にあります。東の大関は上州（現在の群馬）草津温泉、西の大関は摂州（現在の兵庫県）有馬温泉を筆頭と

して列記しています。福島の温泉としては左上の方に「陸奥嶽の湯（岳温泉）」が最上位です。続いて「会津天

仁湯（東山温泉）」、「岩城湯元湯（いわき湯本温泉）」、「奥州飯坂湯（飯坂温泉）」、「会津熱塩湯（熱塩温泉）」、そ

して「伊達湯ﾉ村湯（湯野温泉）」、最後に「会津瀧の湯（東山温泉の一部）」が記されています。全国で９０数ヶ

所の温泉が記されていますが、福島の温泉は７ヶ所も取り上げられています。そして、飯坂温泉と非常に距離が

近い温泉でもあるにもかかわらず、湯野温泉が個別に認識され、全国に紹介されていたのは驚きです。それだけ

湯野村の温泉には非常に多くの人を訪れていたのでしょう。当時は観光で来るというよりは治療・療養で来る人

が主です。湯野村温泉に対して治療・療養に期待する度合いが高かったとも言えます。以上のように湯野温泉は、

全国でも知られた温泉でした。あと紹介しておきたいのは湯野温泉に加えて、湯野温泉に付随するように描かれ
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たい人達が増えた時の参入が認められました。さらに、温泉に来た人達から入湯料を集め、年々銀３匁を３ヶ村

鎮守の新狐明神（現稲荷神社）に修復料として納め、残りは温泉世話料として平三郎さんが収得することも決め

られました。

大切なことは、これ以前に穴原温泉では湯が湧き出して使用されていましたが、温泉地として認知され、開発

の着手が行われ、そして、温泉宿経営など温泉に携わる人たちを周囲が歓迎する立場を示したことです。

この一件が無ければ穴原温泉の発展は無かったかもしれません。この古文書は穴原温泉を語る上で非常に貴

重な資料です。このように江戸時代でも全国に知られた湯野温泉ですが、明治時代に入るとさらに多くの人が訪

れるようになります。

その１つには、交通網が整備されたことにあります。明治６年（１８７３年）には今の十綱橋が架けられて、

その後の大正４年（１９１５年）には鉄橋になっています。明治１０年には中野・長岡間に新しく新道が築かれ

ました。明治１７年には湯野・成田間に新道が築かれ交通網が整備されました。

また明治２０年には東北本線の長岡駅が出来ました。今の伊達駅です。そういった交通網も築かれて、明治４

１年には軽便鉄道が福島・長岡・湯野間に開通しました。更に大正１３年には飯坂電車株式会社が、飯坂西線を

開通し福島駅から今の花水坂駅まで繋がりました。それらと競い合うように、大正１５年には福島電気鉄道株式

会社が、軽便を電化して、近代化の交通網が敷かれました。明治３８年には日露戦争の傷痍軍人が傷を癒す場所

として飯坂・湯野温泉が指定されました。

こうした過程の資料としては明治２１年に「福島県鉱泉誌」が作られ、湯野温泉についてこう記されています。

『 人、４時絶える事はなし…‥』 非常に多くの人達が湯野温泉を訪れていたとあります。１年間で３万４～５千人

は来ていたと記録されています。簡単に比較できませんが、同じ本の中では飯坂温泉の方は明治１２年頃だと１

万６～７千人が来ています。飯坂温泉と比べて当時は倍近くの人々が訪れていたということが分かります。

こうした状況の中で書かれた絵図もあります。例えば、明治２６年には「湯野温泉全図」という銅版画です。

手前の方に摺上川が描かれていて道沿いには温泉旅館が並び、１軒ずつ旅館の名前も記されています。切湯、狐

湯、疝気の湯が描かれています。また、湯野の名産や風光明媚な所も紹介しています。その左には湯野温泉の効

能も列記しています。さらに愛宕山が描かれていて、左上には穴原温泉の様子も描かれています。ここには「泉

屋」や「吉川屋」も描かれています。これは広告として売られていた物です。また、これも穴原温泉の広告にな

りますが、明治後期に作られたもので「穴原真景図」という石版画があります。石版画はまるで描いたように非

常に細かく表現できる版画です。吉川屋さんが支店を新たに３階層とした落成記念に、この広告を出したと記さ

れています。（前頁参照）真ん中を流れているのが摺上川で散策をする人達も描かれています。川を挟んで右側が

吉川屋さん、左には天王寺温泉が見えます。この中で吉川屋さんは、共同浴場に近く描かれており、多くの人が

訪れ繁盛しており改装を行ったと記されています。

このように宣伝広告からも湯野温泉、穴原温泉が広く知られ、繁盛していたことをご紹介させていただきまし

た。今一度、湯野・穴原を見つめ直していただければと思います。以上で終わりたいと思います。   

ありがとうございました。 

 

〔 監修 小野様  画像挿入 篠木 〕   ◆閉 会 点 鐘 会 長

〔 古地図 及び 古文書資料は ゲストスピーカーの県文化センター歴史資料課 小野様より提供させて頂きました。〕 
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『 今、初めて明かされる館ノ山“大鳥城”の面影 』         
 

◆ゲストスピーカーの紹介              飯坂ロータリークラブ広報会報委員   佐藤喜市郎 会員  

歴史を辿るシリーズは、三年前に第１回 として 「 刀から辿る旧湯野村三州刈谷藩陣屋

の姿 」ということで、我々が飯坂にいても分からない歴史の話に興味が出まして、そこ

からこのシリーズが始まりました。 

今回は シリーズ第１９回 になりました。シリーズの中で飯坂の歴史として避けて通

れない史は大鳥城だと思います。昔は丸山と呼ばれていたのですが、大鳥城の姿はどん

な姿だったのだろう､と思いを馳せます。 
大体 1130 年頃の話になりますから、飯坂の人々には今まで詳しい歴史の資料もあま

り無く、城は有ったのか無かったのかの想いで“ 幻の大鳥城 ”というようなイメージもあります。 
今日ゲストスピーカーにお招きしました但木さんは幻の大鳥城を色々と専門的に調べられておられます。 

今回新しい絵図が大分県で発見されたといわれていますので、その辺についても詳しくお願いいたしたいと思

います。 それでは但木さん、宜しくお願いいたします。 
 

◆ ゲストスピーチ       福島市文化財保護指導員    但木 秀徳 様 （2017..5..25.）  
皆さん、はじめまして。私は福島市文化財保護指導員の仕事をさせていただい

ております但木と申します。宜しくお願いいたします。私は仕事柄、飯坂町の三

大史跡は何だろうかと考えるのですが、私なりに考えますには、１っ目は平安時

代初期の古代寺院でありました『西原廃寺跡』です。ここは昭和４６年に発掘さ

れたのですが、その結果、南北二つの建物基壇跡が出土されました。北方基壇は

７間（約２１ｍ）×５間（約１５ｍ）（当時、柱と柱の間が１０尺約３ｍの長さ）で大変

大きい御堂跡でした。法隆寺の金堂よりも大きいということで新聞にもかなり

大きく載り話題になりました。発掘の結果、ここは「類聚国史」(平安前期の200 巻

の歴史書で官撰の史書記事を神祗、帝王、歳時、音楽等に分類、年代順に編集したもの)という書物

に出てくる古代寺院の菩提寺に指定されていました。菩提寺は８３０年に定額寺（国家の補助が入ったいわば準国分

寺）になりました。定額寺では「鎮護国家」といいまして仏教の力を借りて国の安寧を図る祈願がなされてい

ました。そこには定員１６名の定額寺僧という通常よりランクが上の僧がおりました。遣唐使の招来した金光

明最勝王経を読誦していたといわれています。西原廃寺には現在のお寺とは違い墓地はありません。現代的に

いえば総合大学だったのです。仏教教学に加え、医学、天文学等を勉強していた僧がいた（山坊、白山坊、薬師坊、

暮津坊、太子坊など僧坊らしき地名が、昔残っていたといわれています）と考えられます。ですから、この信達の地に一大文

化センターが出来でいたとおもわれます。 
２っ目が今日お話をさせていただきます平安時代末の『大鳥城』です。３っ目は、江戸時代元和４年

（1618 年）に出来ました「西根下堰」。 寛永元年（1624 年）より９年かけて出来ました「西根上堰」です。

この二つの堰完成のおかげで現在９００ヘクタールの水田受益面積があります。当時において堰の工事によっ

て大きな経済効果のあった大事業だったと考えております。 
今日は大鳥城のお話をさせていただきます。話のポイントは２点あります。第一点は大鳥城の城郭の構造は

どうであったのかという点。第二点は、ここに居館したであろう信夫佐藤氏はどういう推移を辿ったのかとい

う点です。特に継信忠信の父にあたる佐藤庄司基治を中心にお話をしてみたいと思います。 
大鳥城の城郭については、今までどういう構造だったのか分からない点が多かったのです。大鳥城は天元 2

年(1157 年)佐藤基治が築城したといわれ(吾妻鑑、信達一統志にて) 築城のとき生鶴を一羽城の中央に埋め、城の

守護神とした。故に大鳥城といわれるという伝承があるようです。 
舘ノ山頂上に平場がありますが、その周囲にぐるりと道路が回っております。あれが帯郭(おびぐるわ)といわ

れてきました。西の方には土塁（どるい. 土を積み上げて築いた館や城の砦、又防御用土手）といって四方形に土手が高く

なっている所がありますが矢庫 ( A 。大鳥城複合図参照 )といわれるスペースです。東に下がって二ノ平という

平場があります。本丸を中心にそこに付帯的に郭(くるわ)がついているというのは複郭式城郭といわれておりま

書にて説明しながら“幻の大鳥城”
の姿の全容を説明するゲスト スピ
カーの但木さん 

 

たい人達が増えた時の参入が認められました。さらに、温泉に来た人達から入湯料を集め、年々銀３匁を３ヶ村

鎮守の新狐明神（現稲荷神社）に修復料として納め、残りは温泉世話料として平三郎さんが収得することも決め

られました。

大切なことは、これ以前に穴原温泉では湯が湧き出して使用されていましたが、温泉地として認知され、開発

の着手が行われ、そして、温泉宿経営など温泉に携わる人たちを周囲が歓迎する立場を示したことです。

この一件が無ければ穴原温泉の発展は無かったかもしれません。この古文書は穴原温泉を語る上で非常に貴

重な資料です。このように江戸時代でも全国に知られた湯野温泉ですが、明治時代に入るとさらに多くの人が訪

れるようになります。

その１つには、交通網が整備されたことにあります。明治６年（１８７３年）には今の十綱橋が架けられて、

その後の大正４年（１９１５年）には鉄橋になっています。明治１０年には中野・長岡間に新しく新道が築かれ

ました。明治１７年には湯野・成田間に新道が築かれ交通網が整備されました。

また明治２０年には東北本線の長岡駅が出来ました。今の伊達駅です。そういった交通網も築かれて、明治４

１年には軽便鉄道が福島・長岡・湯野間に開通しました。更に大正１３年には飯坂電車株式会社が、飯坂西線を

開通し福島駅から今の花水坂駅まで繋がりました。それらと競い合うように、大正１５年には福島電気鉄道株式

会社が、軽便を電化して、近代化の交通網が敷かれました。明治３８年には日露戦争の傷痍軍人が傷を癒す場所

として飯坂・湯野温泉が指定されました。

こうした過程の資料としては明治２１年に「福島県鉱泉誌」が作られ、湯野温泉についてこう記されています。

『 人、４時絶える事はなし…‥』 非常に多くの人達が湯野温泉を訪れていたとあります。１年間で３万４～５千人

は来ていたと記録されています。簡単に比較できませんが、同じ本の中では飯坂温泉の方は明治１２年頃だと１

万６～７千人が来ています。飯坂温泉と比べて当時は倍近くの人々が訪れていたということが分かります。

こうした状況の中で書かれた絵図もあります。例えば、明治２６年には「湯野温泉全図」という銅版画です。

手前の方に摺上川が描かれていて道沿いには温泉旅館が並び、１軒ずつ旅館の名前も記されています。切湯、狐

湯、疝気の湯が描かれています。また、湯野の名産や風光明媚な所も紹介しています。その左には湯野温泉の効

能も列記しています。さらに愛宕山が描かれていて、左上には穴原温泉の様子も描かれています。ここには「泉

屋」や「吉川屋」も描かれています。これは広告として売られていた物です。また、これも穴原温泉の広告にな

りますが、明治後期に作られたもので「穴原真景図」という石版画があります。石版画はまるで描いたように非

常に細かく表現できる版画です。吉川屋さんが支店を新たに３階層とした落成記念に、この広告を出したと記さ

れています。（前頁参照）真ん中を流れているのが摺上川で散策をする人達も描かれています。川を挟んで右側が

吉川屋さん、左には天王寺温泉が見えます。この中で吉川屋さんは、共同浴場に近く描かれており、多くの人が

訪れ繁盛しており改装を行ったと記されています。

このように宣伝広告からも湯野温泉、穴原温泉が広く知られ、繁盛していたことをご紹介させていただきまし

た。今一度、湯野・穴原を見つめ直していただければと思います。以上で終わりたいと思います。   

ありがとうございました。 

 

〔 監修 小野様  画像挿入 篠木 〕   ◆閉 会 点 鐘 会 長

〔 古地図 及び 古文書資料は ゲストスピーカーの県文化センター歴史資料課 小野様より提供させて頂きました。〕 
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たい人達が増えた時の参入が認められました。さらに、温泉に来た人達から入湯料を集め、年々銀３匁を３ヶ村

鎮守の新狐明神（現稲荷神社）に修復料として納め、残りは温泉世話料として平三郎さんが収得することも決め

られました。

大切なことは、これ以前に穴原温泉では湯が湧き出して使用されていましたが、温泉地として認知され、開発

の着手が行われ、そして、温泉宿経営など温泉に携わる人たちを周囲が歓迎する立場を示したことです。

この一件が無ければ穴原温泉の発展は無かったかもしれません。この古文書は穴原温泉を語る上で非常に貴

重な資料です。このように江戸時代でも全国に知られた湯野温泉ですが、明治時代に入るとさらに多くの人が訪

れるようになります。

その１つには、交通網が整備されたことにあります。明治６年（１８７３年）には今の十綱橋が架けられて、

その後の大正４年（１９１５年）には鉄橋になっています。明治１０年には中野・長岡間に新しく新道が築かれ

ました。明治１７年には湯野・成田間に新道が築かれ交通網が整備されました。

また明治２０年には東北本線の長岡駅が出来ました。今の伊達駅です。そういった交通網も築かれて、明治４
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す。「福島市の中世城館」（福島市教育委員会）という本にも複郭式の城郭と出ています。しかし最近、「中根家絵

図」という大分県の中根家が所有していました絵図から見ますと、城の形が今まで想定していたものより形の

違う連郭式の城郭だった時があることが分かって参りました。 
 
〔この絵図についての沿革をお話しますが、平成 10年 10月に姫路城が世界遺産に登録されて５周年を記念して、

姫路城絵図展が開催されました。その中に中根家所蔵の 1.12ｍ×1.26ｍの「奥州桑折之図」と 1.56ｍ×1.06ｍの「奥

州福島之図」があり、このことを知った桑折町教育委員会が平成１３年に大分市の中根家宅を訪ねたそうです。 

 それは姫路城の姫路城絵図が１５点ほど展示されたそうなのですが、その中に桑折の西山城の絵図があったそう

です。それで当時、桑折町で西山城の整備計画を立てていたので、絵図をぜひ見たいということで行ったそうです。 

翌 14年に、その絵図の中に福島城下絵図もあるということで福島市教育委員会文化課の係長さんと鈴木啓先生（福

島市文化財保護審議会委員、元福島県考古学会会長）で中根家宅を訪ねられたそうです。 

そんなこともあり、平成 15年になりまして、中根ご夫妻が昔あったふれあい歴史館においでになり、福島関連の

絵図を持参されたそうです。そこに鈴木啓先生も参加されたそうですが、中根さんが『この絵図はどこのものでし

ょうか』と尋ねられたものがありました。鈴木啓先生はそれを見て一目でこれは大鳥城の絵図だと分かったそうで

す。それは舘ノ山頂上部分が平場になっているのですが、上から鳥瞰的（ちょうかんてき。空中から鳥が地上を見下ろしたよう

に見ること）に見るとキノコの形をしているそうです。それですぐ分かったと話されました。 

この中根さんのご先祖は、徳川四天王である本多忠勝家の家老職を務められた忠実の末裔です。忠実の実父は織

田信秀（信長の父）であり、妻が忠勝の妹ですから本多家では厚遇されたようです。本多家は江戸時代転封が１１

回。今でいう転勤族のような大名です。その間に収集した３３９点の絵図があるそうです。 

福島には延宝７年（1679年）に福島城主として来ています。当時、福島城を桑折の西山城付近に移そうという計

画があったそうですが、転封により姫路に移って実現しませんでした。この間、おそらく大鳥城絵図も収集された

のではないかと考えられます。〕 

７年ほど前ですが、私は所用があり、鈴木啓先生宅を訪れた時がありました。その時『あなた飯坂だから、

大鳥城絵図の写真があるのだけど見ますか』と先生から言われました。私は即座に『それはぜひ見せて下さい』

と返事をしました。先生は書斎からその写真を持ってこられました。これが中根家絵図といわれる物でした。 
ちょうど城全体が鯨のような形をしていました。頭のところが本丸で、これはまったくその通りに残ってい

ます。この写真を借りてきまして複写をし、舘ノ山の地図と二つを持って行ってだいぶ舘ノ山に通いました。

分かる点、分からない点多々ありました。ちょっとお話をしますと、この山頂の本丸の図はそのままの形で残

っています。本丸平場の南東に坂虎口（登り入口）( Ｂ 大鳥城複合図 参照 ) があり、今も絵図と同じように残って

います。この上り口に冠木門があったようです。冠木門というのは柱２本を立てて上の方に横に柱材を渡した

簡単な門です。頂上の本丸から東に向かって二段の平場があります。絵図では土塁で画されていたようです。

行ってみますと、現在はその痕跡はありません。この二段まで(本九拾間､記の部分)が本丸です。この本丸の下に大

きい空堀跡（ C ） があります。尾根を断ち切る堀切です。私が鈴木先生宅で見た中根家絵図が信憑性がある

と思ったのは、まさにこの堀切（ C ） があったからです。前にも舘ノ山に行った時、これが自然の地形なの

か、人工的な空堀りなのか確信がなかったのです。しかし、この写真を見て即、空堀があったのだと確信しま

した。この堀切の東側の尾根には二の丸と三の丸がありました。だから全部で六段になっています。こういう
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ことは、段を画する土塁も残っていませんでしたので、今まで分からないで来たわけです。 
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は、今の大手門の駐車場より登る歩道（Ｆ）です。ここはかつての空堀の跡です。ここから下に野球場を通り、

大鳥中学校のグラウンドの方に延びていたようですが、今は痕跡はありません。しかし本丸に通じる歩道は、

自然地形も利用しながら空堀として機能していたようで、本丸と二つの平場の間の雑木林の土手にも堅堀状の

痕跡があります。そしてそこを上ると本丸平場下の道路に出ますが、この北半分は本丸を守る空堀跡のようで

す。 

三つ目は本丸の西にある矢庫（土蔵）跡（A）です。ここは絵図にある四方形が、土塁として明瞭に残ってい

ます。さらに本丸の北側に三段の捨郭 （Ｇ） があったようです。今は雑木林、竹林となり行きにくくなりま

した。ここは、北の防禦のため戦時兵を置く郭でした。土塁の構築はなく柵のような施設はあったかもしれま

せん。攻められれば撤退を前提にした郭のようです。 
この大鳥城は東西に約 780m あるそうです。頂上が 230m。下から上までの高さ約 120m。本丸から東に 

延びる尾根を利用した山城です。この尾根の南側は急な崖になっています。切崖といいますが、多分城を造っ

た時に人工的に施工したと考えられます。敵がよじ登ろうとするのを阻止するのです。ですから大鳥城の南側

の坊禦線は大変優れているので、もし敵が攻めてくる時は北から攻める可能性が高いのです。 
さて、この中根家絵図はいつ頃のものかという点です。絵図に「土蔵」「田代」と出ています。鈴木先生は

古い時代に使われた言葉なので、この絵図は古いとおっしゃっていました。中世の絵図だろうともおっしゃら

れました。中世は鎌倉から戦国末まで、それこそ４００年もあるのです。文化課の係の人と話してみると中根

家絵図は戦国時代だろうというニュアンスでした。私もそういう認識ですが、それを確かめるにはやはり、発

掘して時代を特定出来る遺物が出土するのがカギのようです。今の段階では中世の絵図（1190～1580年頃）と

捉えておくべきだろうと思います。発掘は何回か行われております。昭和４７年や平成６年あたりに大規模に

行われました。発掘から出土する遺物を見ますと、１４世紀後半、１５世紀から１６世紀の遺物が出ているそ

うです。ですから、大体二度にわたってこの城が拡充されていったと考えられます。そうしますと、先ほど言

いました佐藤基治（1113～1189）は１２世紀後半の方ですから、その時代の遺物がまだ出ていないのです。 佐
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藤基治はどこにいたのだという話になるのですが、おそ
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０ｍの方形館が多かったのです。中に母屋があって物置

や厩（うまや）などがあった程度です。ただ佐藤氏は、信

夫の庄司ですから、もう少し堅固な館を構えていたと思

いますが、前ページのイラストは中世の城はこんな感じなのかなとイメージを持ってもらうために表示してみ

ました。中根家絵図はおそらく佐藤氏の時代ではない、もっと後の時代だと思います。 
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は、今の大手門の駐車場より登る歩道（Ｆ）です。ここはかつての空堀の跡です。ここから下に野球場を通り、
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自然地形も利用しながら空堀として機能していたようで、本丸と二つの平場の間の雑木林の土手にも堅堀状の

痕跡があります。そしてそこを上ると本丸平場下の道路に出ますが、この北半分は本丸を守る空堀跡のようで

す。 

三つ目は本丸の西にある矢庫（土蔵）跡（A）です。ここは絵図にある四方形が、土塁として明瞭に残ってい
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延びる尾根を利用した山城です。この尾根の南側は急な崖になっています。切崖といいますが、多分城を造っ

た時に人工的に施工したと考えられます。敵がよじ登ろうとするのを阻止するのです。ですから大鳥城の南側

の坊禦線は大変優れているので、もし敵が攻めてくる時は北から攻める可能性が高いのです。 
さて、この中根家絵図はいつ頃のものかという点です。絵図に「土蔵」「田代」と出ています。鈴木先生は

古い時代に使われた言葉なので、この絵図は古いとおっしゃっていました。中世の絵図だろうともおっしゃら

れました。中世は鎌倉から戦国末まで、それこそ４００年もあるのです。文化課の係の人と話してみると中根

家絵図は戦国時代だろうというニュアンスでした。私もそういう認識ですが、それを確かめるにはやはり、発

掘して時代を特定出来る遺物が出土するのがカギのようです。今の段階では中世の絵図（1190～1580年頃）と

捉えておくべきだろうと思います。発掘は何回か行われております。昭和４７年や平成６年あたりに大規模に

行われました。発掘から出土する遺物を見ますと、１４世紀後半、１５世紀から１６世紀の遺物が出ているそ

うです。ですから、大体二度にわたってこの城が拡充されていったと考えられます。そうしますと、先ほど言
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貫目の寄付ですので、

大雑把にみて佐藤氏

はその３分の１の勢

力だったのかなと思

っています。 
鎌倉幕府滅亡後、

南北朝時代になりま

す。南朝と北朝に分

かれて戦いになるわ

けです。1333 年に鎌

倉幕府が滅亡し、

1335 年建武２年足

利尊氏が建武政府に

反抗するようになり

ます。したがって後

醍醐天皇とは敵味方

となってしまいます。

信夫佐藤氏は伊達氏

が南朝についたので、

失地回復の願望もあ

り北朝につきます。

尊氏は奥州大将とし

て一族の斯波家長を

派遣してきます。家

長は鎌倉で北畠顕家

との戦いで討死する

わけです。その後、奥

州大将には石堂義房が就きます。信夫佐藤氏はこうした北朝軍に従い、各地を転戦、奥州の各地から伊勢、山

城、摂津、播磨と全国各地で戦いました。1346 年佐藤氏の嫡流と考えられる佐藤十郎左衛門清親が、自分の

軍功を奥州管領府に提出します。それは見返りとして恩賞を求めているわけです。なかなか戦っても恩賞が貰

えない、私も老齢になってきます。早く恩賞をということで軍忠状を提出しています。結果、1353 年佐藤清

親の子息基清がいるのですが畿内を転戦し、伊勢国一志郡に地頭職を得るのです。ですから佐藤氏はこの時点

で嫡流筋は伊勢の方に移ってしまうことになります。ですから信夫の地には嫡流はいなくなり庶流(本家から別

れた家柄、分家)の人たちがいたものと考えられます。したがって、だんだんと衰退していったのだろうと思われ

ます。1378 年佐藤基清は子息の愛菊丸に信夫の庄北郷の譲り状を与えます。ですがこの時、南北朝の動乱で

実質的な支配は出来なかったと考えられます。1383 年、伊勢国に移ってから 30 年後ですが、すでに奥州信夫

の庄の支配は出来ない状況の中、なんとか失地回復したいということで、室町幕府に訴状を提出したり、裁判

で所領回復を狙ったのですが、実力の裏付けがなければ失地回復は出来ないのが実体のようで、益々佐藤氏は

衰退していったといわれ信夫の地、北郷の佐藤氏一族は、伊達氏の圧迫等もあって、武士を捨てていった者、

他家へ仕官した者、さまざまな選択をしていったのだろうと思います。15 世紀を通じて、佐藤氏は本当に伊

達氏の圧迫ゆえに、武士を捨てて農業をするという方が多かったと思います。私は前に、飯坂町五郎兵館を調

べに行ったことがあるのですが、たまたまそこを通りがかった人に、ちょっと聞いてみたら、俺は佐藤氏の子

孫なのだと、大越五郎兵衛(武士)というのだけども、大越氏はやはり名前を佐藤に後から変えたそうで、昔の

話を聞くと伊達氏の圧迫を受けて、先祖は武士を捨てて百姓になったのだという話をしていましたので、おそ

らくそういう流れを裏付けるものかと思っております。 
  以上、時間でありますので終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました。  

                                  ◆ 閉 会 点 鐘  会 長 
〔  古文書関連はゲストスピーカーの但木様より提供 〕 
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『 今は無き 銀杏の農林省蚕糸試験場が 日本の養蚕 を変えた ！ 』          
 

◆ゲストスピーカーの紹介    飯坂ロータリークラブ広報､会報委員会 副委員長 篠木勝司 会員  

このシリーズは、『旧湯野村の刈谷藩陣屋の姿』シリーズ第 １ 回 から始まりまして、その

後３年半続きました。今日はシリーズの最後 シリーズ第20 回 を守谷さんにお願いをいたし

ました。守谷さんは教育委員会で今回発刊した「福島歴史絵巻」という福島市内の歴史に

関する本の編纂にも携わっておられます。福島市内の信達平野における明治､大正､昭和の

養蚕について研究された方で第一人者だと市職員の方にも聞き及んでおります。 

信達平野が養蚕産業として繁栄したのは、銀杏にあった旧農林省蚕糸試験場があった

からといわれています。今の子供達には分からないと思います。私は今でも覚えております。桜並木の砂利道の

先に赤茶の縦格子の門扉があり、平屋根のヨーロッパ調の白い建物に赤の瓦葺きであったことを思い出します。

改めて歴史を辿りますと蚕糸試験場の偉大さ、そして信達平野の産業の要であったと感じられるものでありま

す。今日は、守谷さんにそのへんも含めて詳しくお話を頂きたいと思います。 

又、これは子供達にもこの本を通じて継承出来るお話だと思っております。 宜しくお願いいたします。 

 
◆ ゲストスピーチー 「銀杏の研究が日本の養蚕を変えた」  福島市史編纂室  守谷 早苗 様（2017.6.8） 

改めまして、皆さんこんにちは。福島市史編纂室の守谷早苗と申します。親から

“早苗”と付けられまして、今年で６５歳になりますが、20歳になるまで非常に

苦労しました。とにかく人前で名前を呼ばれるというのが本当にいやでした。教員

になって「早苗ちゃん」と生徒がよく呼びました。覚えてもらいやすいので教員に

なってからは非常に良かったなと、ただなかなか名字の方を覚えてもらえなくて、

３年を指導した生徒に「早苗ちゃん、名字何ていうの？」と言われ、ちょっとがっ

かりしたことがありました。 
 先ほどは過分なご紹介をいただきましたが、養蚕製糸業については、昔博物館で学芸員を務めていた時にも担

当しており、それ以来３０年関わっております。今の支所がある所、福島市飯坂町中野字銀杏１５の２に本部が

あった農林省の蚕糸試験場飯坂支場は最後に東北支場で東北唯一の研究所になりました。あそこは区画整理で住

所が変わりまして、今は福島市飯坂町銀杏で中野が消えてしまいました。これは非常に残念な事で、やはり中野

という江戸時代からの村名が付いていることで、どこの村にあったか、どこの場所にあったかというのがはっき

りします。最近は旧村名を省く傾向があって非常に残念だと思っております。 
福島市の繁栄というのは、なんといっても養蚕製糸業によるもの

です。明治15年に日本に初めて日本銀行が開設され、しばらくして

出張所が東北地区で一番目に福島に出来ました。数年後の明治44年

に全国で7番目の福島支店（ちなみに東北では秋田支店大正６年、仙台支店が

18番目の昭和16年開設）

に昇格して開設され

ました。日本銀行と

いうのは発券銀行で

す。では明治１５年

以前には誰がお札を

出していたかという

と、明治５年に国立

銀行条例が制定さ

れ、株式会社の国立

銀行が出来ました。

日本で６番目の第六

国立銀行に福島さん
現在の銀杏の大木と乙和稲荷神社 

貫目の寄付ですので、

大雑把にみて佐藤氏

はその３分の１の勢

力だったのかなと思

っています。 
鎌倉幕府滅亡後、

南北朝時代になりま

す。南朝と北朝に分

かれて戦いになるわ

けです。1333 年に鎌

倉幕府が滅亡し、

1335 年建武２年足

利尊氏が建武政府に

反抗するようになり

ます。したがって後

醍醐天皇とは敵味方

となってしまいます。

信夫佐藤氏は伊達氏

が南朝についたので、

失地回復の願望もあ

り北朝につきます。

尊氏は奥州大将とし

て一族の斯波家長を

派遣してきます。家

長は鎌倉で北畠顕家

との戦いで討死する

わけです。その後、奥

州大将には石堂義房が就きます。信夫佐藤氏はこうした北朝軍に従い、各地を転戦、奥州の各地から伊勢、山

城、摂津、播磨と全国各地で戦いました。1346 年佐藤氏の嫡流と考えられる佐藤十郎左衛門清親が、自分の

軍功を奥州管領府に提出します。それは見返りとして恩賞を求めているわけです。なかなか戦っても恩賞が貰

えない、私も老齢になってきます。早く恩賞をということで軍忠状を提出しています。結果、1353 年佐藤清

親の子息基清がいるのですが畿内を転戦し、伊勢国一志郡に地頭職を得るのです。ですから佐藤氏はこの時点

で嫡流筋は伊勢の方に移ってしまうことになります。ですから信夫の地には嫡流はいなくなり庶流(本家から別

れた家柄、分家)の人たちがいたものと考えられます。したがって、だんだんと衰退していったのだろうと思われ

ます。1378 年佐藤基清は子息の愛菊丸に信夫の庄北郷の譲り状を与えます。ですがこの時、南北朝の動乱で

実質的な支配は出来なかったと考えられます。1383 年、伊勢国に移ってから 30 年後ですが、すでに奥州信夫

の庄の支配は出来ない状況の中、なんとか失地回復したいということで、室町幕府に訴状を提出したり、裁判

で所領回復を狙ったのですが、実力の裏付けがなければ失地回復は出来ないのが実体のようで、益々佐藤氏は

衰退していったといわれ信夫の地、北郷の佐藤氏一族は、伊達氏の圧迫等もあって、武士を捨てていった者、

他家へ仕官した者、さまざまな選択をしていったのだろうと思います。15 世紀を通じて、佐藤氏は本当に伊

達氏の圧迫ゆえに、武士を捨てて農業をするという方が多かったと思います。私は前に、飯坂町五郎兵館を調

べに行ったことがあるのですが、たまたまそこを通りがかった人に、ちょっと聞いてみたら、俺は佐藤氏の子

孫なのだと、大越五郎兵衛(武士)というのだけども、大越氏はやはり名前を佐藤に後から変えたそうで、昔の

話を聞くと伊達氏の圧迫を受けて、先祖は武士を捨てて百姓になったのだという話をしていましたので、おそ

らくそういう流れを裏付けるものかと思っております。 
  以上、時間でありますので終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました。  

                                  ◆ 閉 会 点 鐘  会 長 
〔  古文書関連はゲストスピーカーの但木様より提供 〕 
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と言う人が頭取をしています。当時は、全国で約１４０の国立銀行がありましたが、福島にはもう一つ百七銀行

という国立銀行が出来て、そこでお札を出していました。信達地方にはもう一つ国立銀行があり百一銀行が梁川

にありました。やはり、信達の養蚕製糸業で得た富がみんな福島に来るわけです。福島が商業、金融の中心地で

した。その明治以降、県庁移転問題が度々起きます。福島が頑張れたのは商業、金融の中心地だったことが大き

いのです。 
当クラブの会長さんも安斎果樹園ということで今はフルーツ王国になっていますが、産業構造の転換は時代の

趨勢で、当然起こる事ですが、そうはいっても福島の繁栄の基礎をつくったのは養蚕製糸業です。では福島に養

蚕製糸業を思い出させる、教えてくれる、そういう施設があるのか。例えば、川俣町にはシルク博物館がありま

す。伊達市霊山町も旧泉原小学校を養蚕民俗資料展示室に作りました。福島にはまだありません。非常に残念だ

と思います。先月、銀杏の試験場跡に行ってきました。写真に有りますが地名の由来となった銀杏の大木です。

右の方の写真ですが乙和稲荷神社が出来て、４、５年前に大風が吹いた時に切ってしまったという説明がありま

した。この銀杏の大木がひとつのモニュメントというか、試験場の象徴だったわけなのです。私は非常に残念だ

なという感じがします。 
やはりあそこに昔試験場があったという名残は、蚕の供養碑がひとつあります。それだけです。あとは乙和神

社の説明板の中に数行昔ここが試験場跡だったという説明が書いてあります。今日のタイトルは「銀杏の研究が

日本の養蚕を変えた」としましたが、それだけの研究所が東北で唯一あそこにあったということは飯坂の誇りだ

と思います。あの公園も素晴らしい公園だと思いますが、あそこの中にやはりきちんと説明をして、説明板をぜ

ひ作っていただきたい。ロータリークラブさんで作っていただきたいと思いますが、今日はそんな養蚕の話をし

ていきたいと思います。 
 蚕は赤ちゃんのお肌を触っているような肌触りです。ちょっと見ると「気持ち悪い」とか「ぬるぬるするの

では」と思いますが、全然そんなことはありません。本当に耳たぶを触ったような柔らかさです。人差し指ぐら

Ａ 最大に育った食欲旺盛な五齢カイコ   Ｂ マブシの小部屋に入り、口から糸を出して繭作りを始めます。 
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いの大きさに育ち Ａ 【養蚕のｻｲｸﾙ】参照 
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眠脱皮⇒二齢幼虫⇒⇒ 五齢幼虫（18～25日かけ脱皮

を繰り返しながら成長します）⇒上蔟⑥（じょうぞくまぶ

しにいれて繭を作る）のサイクルとなります。 
蚕は固いキチン質（昆虫の皮下物質の一種）の皮膚で覆

われているので、脱皮を繰り返して新しい柔らか

い皮膚になって成長します。脱皮をするとその時

は桑を食べるのを止めて、眠（みん）という状況に

入ります。首を上げて一昼夜じっと待って脱皮し

ます。二齢（ ② 養蚕のｻｲｸﾙ参照）になって、２，３

日するとまた眠に入り１日じっとして桑を食べ

ずに脱皮の準備をします。脱皮をして三齢（ ③ 養
蚕のｻｲｸﾙ参照）になり、また脱皮をして四齢になり、
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す。五齢の蚕はものすごい勢いで桑を食べます。 
そこに書きましたように、五齢の蚕の体重は生

まれた時の１万倍になります。そのぐらい大きく

なるのです。逆に言えば、生まれた時の蚕はもの

すごく小さいのです。その生まれた時の蚕に桑を

食べさせる時に、大きな固い桑の葉では駄目なの

です。だから、養蚕農家の方は、天候を見て温度
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れはあとで真綿にしま

す。 
まぶしに入った蚕は

４８時間糸を吐き続け

ます。首を八の字に動か

しながら、壁に糸をくっ

つけて、だんだん中に入

っていきそれで繭が出

来上ります。繭の中で蚕

は蛹（サナギ）に変態（蛹

化、ようか）します。その

ままだとサナギが蛾（ガ）

になって、繭を食いちぎ

って出てきます。それで

は糸が切れてとれなく

なってしまいますので

養蚕農家は自分の家で

糸を取ったり、もしくは

製糸場に繭を売る場合、

その前に中のさなぎを

蒸気や熱で殺処理しま

す。卵をとる農家は、そ

のまま成長させて蚕の

卵を取ります。ただ、卵を取る農家は蚕の段階でオスメス全て振り分けます。その技術はすごいものです。オス

は卵を産まないので種蛾としてオス数匹だけを残して、あとは処理し繭だけ残し糸にします。メスは紙に置いて

卵を産ませます。 
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たい風がそのハエを生息させません。だから信達の桑はその寄生虫のハエの卵が無いのです。それを食べて成長

する蚕は健康な蚕です。ハエの卵がある桑を食べる蚕はお腹の中でそれが孵化して蚕が死んでしまいます。だか

ら吾妻から降りて来る冷たい乾燥した空気が非常に役立ったのです。 
前頁に、軽便鉄道(後で路面電車にな

る)の線路図があります。福島を出た

路面電車は伊達の長岡に行きます。

長岡分岐点から湯野に行く電車と東

に行って保原から北に行って梁川、

それから西へ行って桑折、掛田を通

って川俣に行く電車。これは何のた

めに結んでいるかというと全部養

蚕、製糸、織物業の在郷町なのです。 
現在、福島市は２８万人以上人口 
がありますが大正元年で福島市３

万２０００人でした。次に信夫郡、

伊達郡で２番目に大きい町は川俣町

で７､７００人、３番目が梁川町で

６､２００人、４番目が保原町で５、

３００人、５番目が小手川（月館）
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しておりましたが、この製氷会社は何のために必要だったのか。それは氷室（ひむろ）といって、蚕の卵を冷やす

ため氷室が必要だったのです。蚕の卵は普通６月ごろ生まれますが、卵は一度寒い冬を過ごして、次の暖かいシ
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昔ながらの丸型ワラダに桑の葉を入れて蚕に食べさせている模擬
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は卵を産まないので種蛾としてオス数匹だけを残して、あとは処理し繭だけ残し糸にします。メスは紙に置いて
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からくる水は田に入り稲を育てます。もう一つは冬の乾燥した空気です。ハエは桑に卵を産みますが乾燥した冷

たい風がそのハエを生息させません。だから信達の桑はその寄生虫のハエの卵が無いのです。それを食べて成長

する蚕は健康な蚕です。ハエの卵がある桑を食べる蚕はお腹の中でそれが孵化して蚕が死んでしまいます。だか

ら吾妻から降りて来る冷たい乾燥した空気が非常に役立ったのです。 
前頁に、軽便鉄道(後で路面電車にな

る)の線路図があります。福島を出た

路面電車は伊達の長岡に行きます。

長岡分岐点から湯野に行く電車と東

に行って保原から北に行って梁川、

それから西へ行って桑折、掛田を通

って川俣に行く電車。これは何のた

めに結んでいるかというと全部養

蚕、製糸、織物業の在郷町なのです。 
現在、福島市は２８万人以上人口 
がありますが大正元年で福島市３

万２０００人でした。次に信夫郡、
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で７､７００人、３番目が梁川町で

６､２００人、４番目が保原町で５、
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ちいち出さないといけないため、それがなくて済むように観覧車のように回る大きなバケットの飼育機を発明し

ました。 
昭和４５年に人工飼料の水分含量が家蚕成長発

育に及ぼす研究。蚕飼育箱自動搬送装置や、移動式

船底型蚕飼育台。昭和４８年に桑の枝条伐採機、刈

払型収穫機、蚕の人工飼料。家蚕人工飼料連続加熱

装置。昭和４９年には二重蚕飼育装置。昭和５３年

は稚蚕用人工飼料です。こういう特許を取ってい

ました。 
そのままいけば日本の養蚕を本当に変えたはず

でした。平成元年福島県の養蚕農家は１万戸あり

ました。ところが、そこからがぐっと落ちて平成５

年には半分の５０００戸。平成７年には２０００

戸、平成８年には８３０戸、平成２７年では県内全

部で４８戸。そして福島市内では飯野町の５軒だ

けになってしまいました。なぜなのでしょう。シル

クの需要はありました。これには紡績と製糸が深

く関係していたのです。産業革命は綿糸紡績から始まりました。綿糸紡績は繊維が非常に短いため、摘んでより

をかけて繫いでいくのです。 
これは機械で出来たため綿糸紡績、木綿糸は機械を使って早くできました。ところが養蚕製糸は糸取りなので、

ものすごく熟練の技が必要だったのです。明治になって、日本でも器械製糸場が出来ますが機械と書きません。

器と書きます。道具なのです。これは製糸工女さんの技術によるところが多かったのです。昭和の始めからあり

ましたが、絹紡績といって、中国から安い繭を買ってそれを紡績してしまう方法がありました。 
これは糸を取らないで綿にしてそれを紡績します。だから日本の高い優秀な品質の繭は必要無くなってきて、

外国製の繭で紡績をした方が早くなってしまいました。福島で今製糸会社はありませんが最後まで残っていた

のはたぶん霊山の阿部シルクでしょう。あそこは中国から繭を買ってきて紡績をしていました。そういうこと

で養蚕農家が減っていったのです。これはしょうがありません。時代の趨勢ですから。ただやはり何かの形で

残したいと思います。 
この間福島大学の先生とお話しました時、３９歳の若い江戸時代の研究をしている先生ですが、福島は全然学

校で養蚕をやらないのですねと。僕は東京の北千住ですが小学校の時に蚕を飼っていましたというのです。やは

り民家園だけではなくて学校でも蚕を飼ってほしいです。大学で教える機会があって繭を持っていって、繭の中

をカッターで切らせました。女子学生はだめです。中からサナギのひなびたのが出てくるともうダメなのです。

見るのもいや、そういうことに慣れるという環境が必要ですね。福島の繁栄は蚕様のおかげですから、今は猫稲

荷があちこちにありますが、もともと猫はねずみを捕ります。ねずみは蚕の天敵なのです。蚕を食べますから。

養蚕農家は天敵であるねずみを食べてくれる猫を神様扱いしました。猫稲荷は養蚕農家の信仰なのです。そうい

ったところも含めて、養蚕と言うのは福島の経済歴史文化すべての基本になっているということを改めてやはり

教えていかなくてはならない。そういうものに触れる機会というのを作っていく必要があるのではないかと思い

ます。 
今回のお話が本の最後ですので、そういったこともぜひ付け足していただいて福島の繁栄と銀杏の蚕糸試験場

跡にここはこういう素晴らしい研究をして、日本養蚕製糸業を支えた研究所があったということをぜひ説明板を

作って継承していただきたいと思います。 
ご清聴ありがとうございました。              ◆ 閉 会 点 鐘    会 長

                       
           

 

                                

昔はわらで作った上記の様なアミ構造の物（まぶし）に蚕を入れて繭を作らせて
いた。（現在はダンボール製の繭の大きさのワクに作らせる構造になっている。） 
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【附記】 
 
銀杏の『飯坂南部区画整理は 100年 200年先を見つめた計画』であった。 

 
 佐藤董一氏  区画整理の想いを語る （2017.7.15 対談） 

 

 

元 月崎町内会 会長 

元 飯坂南部区画整理審議会 会長 
 

 

佐藤氏：区画整理事業の完成が平成９年だから、今では２０年過ぎています。 

   ２０年で桜の木が成木になって、花見に毎年たくさんの花見客が来る 
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ちいち出さないといけないため、それがなくて済むように観覧車のように回る大きなバケットの飼育機を発明し

ました。 
昭和４５年に人工飼料の水分含量が家蚕成長発

育に及ぼす研究。蚕飼育箱自動搬送装置や、移動式

船底型蚕飼育台。昭和４８年に桑の枝条伐採機、刈

払型収穫機、蚕の人工飼料。家蚕人工飼料連続加熱

装置。昭和４９年には二重蚕飼育装置。昭和５３年

は稚蚕用人工飼料です。こういう特許を取ってい

ました。 
そのままいけば日本の養蚕を本当に変えたはず

でした。平成元年福島県の養蚕農家は１万戸あり

ました。ところが、そこからがぐっと落ちて平成５

年には半分の５０００戸。平成７年には２０００

戸、平成８年には８３０戸、平成２７年では県内全

部で４８戸。そして福島市内では飯野町の５軒だ

けになってしまいました。なぜなのでしょう。シル

クの需要はありました。これには紡績と製糸が深

く関係していたのです。産業革命は綿糸紡績から始まりました。綿糸紡績は繊維が非常に短いため、摘んでより

をかけて繫いでいくのです。 
これは機械で出来たため綿糸紡績、木綿糸は機械を使って早くできました。ところが養蚕製糸は糸取りなので、

ものすごく熟練の技が必要だったのです。明治になって、日本でも器械製糸場が出来ますが機械と書きません。

器と書きます。道具なのです。これは製糸工女さんの技術によるところが多かったのです。昭和の始めからあり

ましたが、絹紡績といって、中国から安い繭を買ってそれを紡績してしまう方法がありました。 
これは糸を取らないで綿にしてそれを紡績します。だから日本の高い優秀な品質の繭は必要無くなってきて、

外国製の繭で紡績をした方が早くなってしまいました。福島で今製糸会社はありませんが最後まで残っていた

のはたぶん霊山の阿部シルクでしょう。あそこは中国から繭を買ってきて紡績をしていました。そういうこと

で養蚕農家が減っていったのです。これはしょうがありません。時代の趨勢ですから。ただやはり何かの形で

残したいと思います。 
この間福島大学の先生とお話しました時、３９歳の若い江戸時代の研究をしている先生ですが、福島は全然学

校で養蚕をやらないのですねと。僕は東京の北千住ですが小学校の時に蚕を飼っていましたというのです。やは

り民家園だけではなくて学校でも蚕を飼ってほしいです。大学で教える機会があって繭を持っていって、繭の中

をカッターで切らせました。女子学生はだめです。中からサナギのひなびたのが出てくるともうダメなのです。

見るのもいや、そういうことに慣れるという環境が必要ですね。福島の繁栄は蚕様のおかげですから、今は猫稲

荷があちこちにありますが、もともと猫はねずみを捕ります。ねずみは蚕の天敵なのです。蚕を食べますから。

養蚕農家は天敵であるねずみを食べてくれる猫を神様扱いしました。猫稲荷は養蚕農家の信仰なのです。そうい

ったところも含めて、養蚕と言うのは福島の経済歴史文化すべての基本になっているということを改めてやはり

教えていかなくてはならない。そういうものに触れる機会というのを作っていく必要があるのではないかと思い

ます。 
今回のお話が本の最後ですので、そういったこともぜひ付け足していただいて福島の繁栄と銀杏の蚕糸試験場

跡にここはこういう素晴らしい研究をして、日本養蚕製糸業を支えた研究所があったということをぜひ説明板を

作って継承していただきたいと思います。 
ご清聴ありがとうございました。              ◆ 閉 会 点 鐘    会 長

                       
           

 

                                

昔はわらで作った上記の様なアミ構造の物（まぶし）に蚕を入れて繭を作らせて
いた。（現在はダンボール製の繭の大きさのワクに作らせる構造になっている。） 
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それよりも“新しい桜並木通り”をつくろう』と、あの当時提案しました。                        

  （ 提案時、皆さんに理解を得る為に、当時山岸に在住していた絵の先生にお願いして書いてもらっ

た絵があります 前ページ参照 ） 

そして、佐藤会長がうまく取り計らってくれて決定

した背景もあって、今は本当に景観が良くなってい

ます。今は古い桜並木の古木が公園に少し残ってあ

るけれど、将来は無くなってくるでしょう。 

あと、銀杏の話ですが、あそこの大銀杏の樹は当

時の会議の時に切ろうという話も出たが、曰く因縁

があるので残さないとだめだ。と決まりましたが何

かあったのですか。？？ 

 

佐藤氏：枝を切ろうとした時に怪我したり死んだりした人

が昔出たそうです。剪定をしようとした時に足場を

かけないで上り落ちて死んだり、剪定が終わったら

病気になったとかで『乙和稲荷様の祟りだな』、と噂され頼まれてもやる人がいなくなってしまった

ようです。それは斎藤実さんも、私も直接に聞きました。この銀杏の樹は、頼まれても近在の人は剪

定する人はいないのだそうです。 

昭和９年に国の『蚕業試験場 福島支場 飯坂出張所』の工事が始まって、今の公園にある桜並木の

古木も昭和９年に植えたそうで、現に祖父達から“子孫に残そう”と当時の中野村 ( 現在の月崎､山岸､銀

杏､梅津､八景 ) の近在の人達が手で植えたと聞かされている人もいるようです。その頃は小川橋から道

路沿に八軒長屋付近（蚕糸試験場入口電車通り側に細長く８戸の長屋で当時は有名長屋､昭和初期？から平成２９年迄存続

されていた。）までは６軒の民家だけだったそうです。銀杏の樹の下は石塚だったらしく昭和１２年に『蚕

業試験場』は『蚕糸試験場』と名が変わり、当時の高須兵司所長によって神殿と囲いが現在の様にコ

ンクリートで造られた経緯があるようで、一時期 銀杏の樹 は国の管轄になり蚕糸試験場の管理とな

った事もありました。 

 

きき手：新しい桜並木通りを作るには支所東の道路の両側に桜並木の植え込み緑地帯を計画するしかないと

いう事で、会長と市役所に行って交渉し、あそこに植え込み帯をとって、桜の木の植込み計画を決定し

たわけでした。 

    しかし、その後１ヶ月ぐらいして、今度は桜並木計画の北側交差点入口の東側に防火用貯水槽を作る

ということで工事

が始まろうとして

いました。     

せっかくの新設の

桜並木通りの大事

な北の入口の東側、

桜３本ぐらいが無

くなり入口が歯っ

欠けになってしま

う。これは大変と

思い、すぐに会長

に連絡をとり市役

所に行って交渉し

絶対駄目と変更を

申し入れました。 

旧蚕糸試験場桜並木通りが乙和公園にわずかに
一部が残っていて静かに花が咲いている。 

右に移動したマンホールが分かる。当時の移動騒動が分から無かった様に４月なると両側 

に綺麗な花が咲く 
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しかし、市役所

担当課は一度

工事を決定し

たことは変更

無理といわれ

たわけであり

ます。 

 それでも私

達区画整理審

議委員は此れ

からの町作り

の為、子孫たち

に永遠に残る

立派な町作り

も一つの使命

である、と訴え

て立派な町を残 

   したいのだと各担当の部署に数回にわたって会長と一緒に交渉を重ねました。しかし役所は事なか

れ主義的なところがあり、我々の想いを感じることは全く無く、ついに最後の手段、飯坂南部区画

整理工事を審議する審議委員数人で意見書を議会に提出して全員辞任するという強行策をとり変更

を促しました。 

   そのかいがあって各部署の部課長も少しづつ方向を変え、最終的には私達の要望通り工事が変更さ

れ、現在の様な入口が歯っ欠けでない立派な『 高舘桜並木通り 』が出来た訳であります。 

今考えれば強引だったので市役所職員に顔を悪くしてしまったが、あとで考えると良かったので

はないかと思っておます。 

 

佐藤氏：役所と対決しなくていけないのが役員の立場だ。 

   よっぽど頭の回転が良くないと出来ないし役人と 

は渡り合えない。 

今度は木が太くなってお宮が潰されるというこ

とで、お祭りのグループが市役所にたのんだら役

所が切ってやるからということで、幹の上の方を

ぼつぼつ切ったようで脇の太い枝しか残っていな

く安心しました。 

 

きき手：銀杏の木はどこにあったのですか。蚕糸試験場 

  のどの辺だったのですか  

佐藤氏：桜並木通りがあって、その先に重装な鉄の門扉 

の中、屋根は洋式赤レンガ、白の洋風平屋本庁の玄関があり、その前には小さなロータリーがあっ

た。その本庁事務所左側奥あたりだったと思う。 

祠があって、祠が一段高かったのです。その高いところに銀杏の木が植えられて乙和稲荷様の祠

の後ろに銀杏の木があった。 

神社は動かないので桜並木道路などより、想像するしかない。区画整理は29町６反29万6000平

米面積が。蚕糸試験場の面積９町６反、9万6000平米。全体の区画整理をやったら、面積が町６

反、29万6000平米になった。 
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冬になると別世界の景観をかもし出す乙和公園 

〔花水坂 安藤信夫氏 撮影提供〕 

それよりも“新しい桜並木通り”をつくろう』と、あの当時提案しました。                        

  （ 提案時、皆さんに理解を得る為に、当時山岸に在住していた絵の先生にお願いして書いてもらっ

た絵があります 前ページ参照 ） 

そして、佐藤会長がうまく取り計らってくれて決定

した背景もあって、今は本当に景観が良くなってい

ます。今は古い桜並木の古木が公園に少し残ってあ

るけれど、将来は無くなってくるでしょう。 

あと、銀杏の話ですが、あそこの大銀杏の樹は当

時の会議の時に切ろうという話も出たが、曰く因縁

があるので残さないとだめだ。と決まりましたが何

かあったのですか。？？ 

 

佐藤氏：枝を切ろうとした時に怪我したり死んだりした人

が昔出たそうです。剪定をしようとした時に足場を

かけないで上り落ちて死んだり、剪定が終わったら

病気になったとかで『乙和稲荷様の祟りだな』、と噂され頼まれてもやる人がいなくなってしまった

ようです。それは斎藤実さんも、私も直接に聞きました。この銀杏の樹は、頼まれても近在の人は剪

定する人はいないのだそうです。 

昭和９年に国の『蚕業試験場 福島支場 飯坂出張所』の工事が始まって、今の公園にある桜並木の

古木も昭和９年に植えたそうで、現に祖父達から“子孫に残そう”と当時の中野村 ( 現在の月崎､山岸､銀

杏､梅津､八景 ) の近在の人達が手で植えたと聞かされている人もいるようです。その頃は小川橋から道

路沿に八軒長屋付近（蚕糸試験場入口電車通り側に細長く８戸の長屋で当時は有名長屋､昭和初期？から平成２９年迄存続

されていた。）までは６軒の民家だけだったそうです。銀杏の樹の下は石塚だったらしく昭和１２年に『蚕

業試験場』は『蚕糸試験場』と名が変わり、当時の高須兵司所長によって神殿と囲いが現在の様にコ

ンクリートで造られた経緯があるようで、一時期 銀杏の樹 は国の管轄になり蚕糸試験場の管理とな

った事もありました。 

 

きき手：新しい桜並木通りを作るには支所東の道路の両側に桜並木の植え込み緑地帯を計画するしかないと

いう事で、会長と市役所に行って交渉し、あそこに植え込み帯をとって、桜の木の植込み計画を決定し

たわけでした。 

    しかし、その後１ヶ月ぐらいして、今度は桜並木計画の北側交差点入口の東側に防火用貯水槽を作る

ということで工事

が始まろうとして

いました。     

せっかくの新設の

桜並木通りの大事

な北の入口の東側、

桜３本ぐらいが無

くなり入口が歯っ

欠けになってしま

う。これは大変と

思い、すぐに会長

に連絡をとり市役

所に行って交渉し

絶対駄目と変更を

申し入れました。 

旧蚕糸試験場桜並木通りが乙和公園にわずかに
一部が残っていて静かに花が咲いている。 

右に移動したマンホールが分かる。当時の移動騒動が分から無かった様に４月なると両側 

に綺麗な花が咲く 
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〔 乙 和 稲 荷 について 〕 

 乙和稲荷の起源は定かでないが、乙和姫〔 奥州平泉の豪族、藤原清衛の末子の亘里十郎清綱の娘で信夫

の佐藤基治（大鳥城主）の妻、継信､忠信の母君 〕に関係しているのは確かである。 

乙和姫は信仰心の厚い人で稲荷様を深く信仰したという。その乙和姫を偲んで後世の大鳥城下の人達

は乙和姫が信仰したお稲荷様に乙和姫を祀り乙和稲荷と呼ぶようになった。ここの銀杏の樹は根の太さ

から推定するとおおよそ3～400年ともいわれている。此の銀杏の樹は乙和稲荷の御神木で、枝切りをし

てとがめられた人もいたという。 

 

きき手：公園に繭のデザインされた物がありますが、あ 

    れもこの対談の本に出して飯坂の皆さんに意味 

  を知って貰おうと思っています。 

 

佐藤氏：この信達地方の養蚕繁栄の要となる 研究機関 

    『蚕糸試験場』がこの場所にあったという事を 

   残そうと役所が繭のデザインで計画していたが 

   繭のデザインで作れるのかと思ったが出来上が 

ってみると素晴らしいデザインだったと思う。 

公園内の碑のために100年200年過ぎても 

子孫に伝承されるものであり素晴らしいも 

のだったとおもいます。 

 

佐藤氏：地元で銀杏のイチョウの葉がみな落ちないと飯坂は雪が降らないと言われてきました。霜害に合

わない場所を役所が『蚕糸試験場』に選んだ。銀杏の場所は桑が霜に合わない場所なのです。 

ある人が『蚕糸試験場』で５０人や６０人の職員で１０町歩も使っているのはもったいないか

らどこか移転しろ、と交渉したら役所では霜の降らない冷害の無い場所ならどこでも行きます

と、そういう答えがあったそうです。区画整理の前に、目を付ける人はつけていて、あの広い土

地を５０～６０人の人々を雇っているだけだ。トーアエイヨーは何百人もいるのにと、そうい

う企業誘致を考えた人もいた。 

 

佐藤氏：完成までにはいろいろ難題があったが、当時の区画整理審議委員の人々の協力で素晴らしい未来

に向かった事業を成し遂げたと思うし、この事業にたずさわった審議委員の一人一人が、今ふ

り返ってみて誇りを持っているのでは無いでしょうか。 本当に有難うございました。 

きき手：やはり時代の趨勢の波だったのですね。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

養蚕業発展に貢献した農林省蚕糸試験場の跡地に
建つ乙和公園の繭のシンボルの碑 

月崎、銀杏、八景の開発前の昔の姿 区画整理後の月崎、銀杏、八景の新しい姿 

〔 飯坂南部土地区画整理審議委員会 副委員長より 写真提供 〕 

〔 飯坂南部土地区画整理審議委員会 副委員長より写真提
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